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　一章　終わりなき戦い







　　　　１




　カイザルが投とう獄ごくされたと知って、フェドム・オーリンは跳とび上がった。カイザル・イースランはかつて帝てい朝ちよう評ひよう議ぎ会かい議員だった貴き族ぞくである。

　一週間ほど前のこと。メフィウス帝朝皇こう帝ていグール・メフィウスは、朝の評定で、竜りゆう神じん廟びようの移動とそれにともなう大改築を提案した。二〇〇年の昔から竜神を奉まつってきたといわれるその廟は、帝都ソロンの代名詞『黒の塔とう』の地下にある。それを宮きゆう殿でんの近くに移して、立りつ派ぱな建造物にするのだと言う。

　唐とう突とつなその意見にも、何人かの貴族はお愛あい想そ的に追つい従しようしたが、カイザルだけがそれにはっきりと反対の意を示した。金と人員の使いどころには優ゆう先せん順じゆん位いというものがある。いまはメフィウス、ガーベラ、エンデの三国関係も落ち着いているとはいえ、無む論ろん、まだまだ楽らつ観かんできる状じよう況きようにはない。第一、竜神廟などはもはや国の祭さい事じなどにおいて年に数度開かれるのみで、ほとんどの民たみはその存そん在ざいさえ知らないのではないか、というほどに形けい骸がい化かしている。

「もっと優ゆう先せんすべき事じ項こうが他に山とあります。僭せん越えつながら、どうか、お考え直しのほどを」

「そうか」

　とだけ、皇こう帝ていは言った。それで話は終わりだった。カイザルは五〇代も半なかば、現皇帝とのつき合いも長い。それだけに、この程度の衝しよう突とつなどは誰だれも問題にしなかった。

　が、五日後、カイザルは自分の邸てい宅たくで開いた夜会で、皇帝の政せい策さくをあらたまって非ひ難なんした。酒が回っていたこともあって、「最近の陛へい下かは、何を言うにも突とつ然ぜんすぎていけない」と、招まねいた友人諸しよ氏し相手に嘆なげいてみせた。

　無む論ろん、それとて特別なことなど何もなかったはずだが、なぜかそのときに限って皇帝は腹に据すえかねたらしい、「謀む反ほんの意あり」として、突とつ如じよイースラン家の邸宅を兵で取り囲ませると、そのままカイザルを逮たい捕ほした。「何をするにも突然」──図はからずも、カイザルは自らの身みをもって、それを証しよう明めいしたことになる。

　陛下はこのままカイザルを処しよ刑けいしてしまうおつもりなのではないか、という危き惧ぐがソロン中に広まりつつあった。すでに三日三み晩ばん、カイザルは地下の、貴き族ぞくを押し込めるにはふさわしくない牢ろうに入れられていて、家族との面会も一いつ切さい許されていない。

　フェドムが跳とび上がったのは、それによって受けた衝しよう撃げきや、恐怖もさることながら──彼とて、ガーベラとの和わ平へい交こう渉しようを進めた折おりには皇帝に意見を申もうし述のべた身だ──、まったく別の、むしろ喜びに近い興こう奮ふんが胸を占しめたからだった。

（いよいよ、わたしの出番かも知れぬ）

　皇帝グール・メフィウスがまたぞろ自分の権けん限げんを強化しようと画かく策さくし、周囲の不評を買うようなら、それは自分の計画を実行に移す日が近づいてきた証あかしでもある。皇おう子じギル・メフィウスを擁よう立りつし、帝てい朝ちよう内ないに新たな権力の基き盤ばんを築きずく、という。

　大きな野や心しんだった。こんな胸の内が少しでも露ろ見けんするようなことがあれば、カイザルと同じか、いやそれ以上に苛か烈れつな目に遭あわされるのは間ま違ちがいない。それだけに、

「フェドムどの」

　主しゆ宮きゆう殿でんの廊ろう下かで、ザット・クォークに声をかけられたときは、

（面めん倒どうな奴やつに会った）

　と思った。

「カイザルどののことはお聞きしましたか」

「すでに」

「陛下はいったいどのようなおつもりでありましょうや。お戯たわむれにしては度どが過すぎる。ご意見申さねばならぬ。これよりともに参りましょう」

　鼻息も荒あらいザットを、フェドムは適てき当とうにお茶を濁にごしてやり過ごそうとした。ザット・クォークは、いわゆる反皇族派の筆ひつ頭とうである。もちろん、そんな看かん板ばんを自らぶら下げて歩いているわけではないにせよ、彼もフェドムと同じく、ガーベラとの徹てつ底てい抗こう戦せんを貫つらぬこうとした皇帝を諌いさめ、和わ平へい交こう渉しようを進めた一いつ派ぱのひとり。元もと帝てい国こく評ひよう議ぎ会かい議員という肩かた書がきもあって、その評議会を有名無実にさせた皇こう帝ていに、いい感情を抱いだいているはずがないのは明めい白はくだ。

　そういう意味では、ザットはフェドムにとって同どう志しである。いや、あった、というべきか。

「あまり事を荒あら立だてても、逆ぎやく効こう果かでしょう。それこそ、お戯たわむれのつもりであったのが、我われ々われに口やかましく言われたことで、かえって本気におなりかねない。ここは、そっとしていることです。陛へい下かのご気き性しようは、ザットどのもよくご存知でしょう」

「なぜそうも落ち着いていらっしゃるのです。これは、陛下の横おう暴ぼうだ。それに、知っておられますか、つい先日、陛下はエンデよりの使者と──」

「失礼。少し、急がねばならぬ身みでして」

「フェドムどの」ザットは黒々とした眉まゆをひそめた。「いつものフェドムどのとは思われぬ。あれほど真しん摯しに国の未来を憂うれえ、陛下への批ひ判はんも辞じさぬ方でいらっしゃったのに。カイザルどのの件けんで、よもや、臆おく病びよう風かぜに吹かれたのではありますまいな」

「言葉に気をつけよ、公」

　フェドムはザットをにらみ据すえた。歳としはフェドムのほうが一〇は上回っている。

「これは失礼。しかし、近ちか頃ごろ、妙みようでいらっしゃる」

　なおも食い下がろうとするザットをそのままに、フェドムは道を急いだ。「妙」というのは、このところ、彼がギル・メフィウス皇おう子じにべったりくっついていることだろう。同じ反皇室派であったはずのフェドムが、いきなり心変わりしたと思われても仕方がない。実際、いまフェドムの向かっている先は、まさしく「皇こう太たい子し殿でん下か」の自室である。

（ザットめ、くそっ、知った風ふうな顔をして、わたしを試ためしたつもりか）

　もともとザットには好こう意いを抱いていなかった。周りからはいっぱしの知ち識しき人じんのように言われているが、フェドムが見るに、その知識のみを頼みにする頭でっかちなところが多々ある。和平交渉の際さいにも、歴史の文ぶん献けんを紐ひも解といては、「かの国の事例はこうこう」「かつての慣ならわしによればこうこう」と、いちいち古い知識を持ち出してくるので、ずいぶん閉へい口こうさせられた。

（よりによって、わたしを臆病者扱あつかいしおって）

　臆病風に吹かれるどころか、フェドムは、皇帝に「ご意見申もうす」ザットなどより、よほど危あやうい橋を渡わたっている。危ういだけに、得えられるものとて計はかり知れず大きいだろう、という計画がいよいよ実行段階に入りかけたとあって、フェドムは目もくらむような思いがするほどなのに、

「どうした？」

　当の皇太子ギルは、気き味みが悪そうな顔をしてフェドムを見つめていた。

「いきなり黙だまりこくったかと思えば、顔色を青くしたり、赤くしたり。あんたのほうがよほどご加か減げんが悪そうだ」

「黙れ」

　フェドムは決まり悪そうに毒どくづいた。ここは主しゆ宮きゆう殿でん内ないにある皇おう子じの自じ室しつ。一いち応おうは「見み舞まい」と称しようしてやってきた身みにもかかわらず、フェドムの態たい度どはぞんざいだった。

「それより、おまえこそ何だ。たまに様よう子すを見に来れば、まったく進歩がないではないか。時間は無む限げんではないのだぞ。ディン、おまえがついていながらこのざまは何だ」

　いよいよ時期が近いと思うからこそ、ギル皇子の『教育』が成果をあげていない現状が歯はがゆくてならない。苛いら立だちの矛ほこ先さきは、教育係としてつけている侍じ従じゆうのディンにも向けられた。




「あれは、どうかしているぜ」

　ギル・メフィウスはこぼした。フェドムが言いたいことだけをぶちまけて、すぐさま立ち去さった直後である。先ほどまでテーブルの上に広げていたメフィウスの歴史書にはもう目も通さず、ギルは大おお欠伸あくびをした。

「まるで、はじめての剣けん闘とうを控ひかえた新しん米まい剣けん奴ど隷れいという感じだった。ああいう奴やつには大たい抵てい、二度目の機き会かいは訪おとずれないものだがね」

「それより、フェドムさまのお叱しかりもごもっともです」ディンが、手つかずで残されたお茶を下げながら言った。「もっと身を入れていただかなければ。これでは、メフィウスの皇子として恥はずかしくない姿を公こう衆しゆうにあらわすのに、二年、三年、いいえ、一〇年以上はかかりかねません」

「一生かかっても無む駄だなほうに賭かけるよ。食事のマナーに、メフィウス文化のお勉強、歴れき代だい皇こう帝ていの名前と実績の暗あん記き、一日一時間は鏡かがみを見て姿し勢せいと笑え顔がおの矯きよう正せい。こんなことをつづけて何になる」

「すべて必要なことですよ」

「ジジイどもの顔と名前を覚えるのはもううんざりだ。それより軍用書を持ってきてくれ。最近の戦いの記録が添そえられてある奴がいい」

　長なが椅い子すに身を横たえ、ディンの小こ言ごとに背せを向ける。先ほどあらわれたフェドムも何やら苛いら立だっていたが、抱かかえている鬱うつ積せきの量では負けず劣おとらず、ギル──いや、かつて鉄の虎とらと呼ばれていた元もと剣けん闘とう士しオルバも、また大きい。

　影かげ武む者しやとしてフェドムに拾ひろわれた身ではあったが、オルバには最初からただの言いなりになるつもりなどなかった。この立場を利用してでも成なし遂とげたい目的があった。

　自分からあらゆるものを奪うばったものへの復ふく讐しゆう。そして失われたあらゆるものを探さがし求める──という。

　剣奴隷の身分では何ひとつ叶かなえられないであろうそれら目的が、ようやく手の届とどくところまで引き寄せられたかもしれないいまになって、しかし、事じ態たいは停てい滞たいしていた。

「今日もまた、面めん会かいのお約やく束そくを二〇件以上お断ことわりせねばなりませんでした。イネーリさまに、ロドルームさまはこれで五回目、トロアさまにバートンさま──名前を覚えておいでですか、皇おう子じのご友人の方々です──も二度目です。もう初うい陣じんから一ヶ月は経たとうというのに、これではいよいよ不自然ですよ」

　フェドムは、この一ヶ月、オルバを皇子の自じ室しつに半なかば軟なん禁きんしていた。初陣の緊きん張ちようと、慣なれない環かん境きようで数日間を過すごしたために体たい調ちようを崩くずしたことにして、公こう務むにも参加させず、面めん会かいを求める大勢の人々との接近をも禁じた。その間をオルバの教育に費ついやして、少しでも皇子らしく仕立て上げようという目論もくろ見みである。

　が、当然一ヶ月かそこらでは、仕入れられる知ち識しきも、身みにつくマナーもたかだか知れている。こんなことばかりをくり返していていったい何になるのか。母や兄、そしてアリスの行方ゆくえを捜さがすこともできず、ただただ時間を無む駄だに浪ろう費ひしている焦あせりが募つのるばかりだ。

「フェドムさまはこちらの現げん状じようをお知りにならないから、面会を断ことわれ、のひと言で全部済すましたおつもりなんでしょうけれど、実際に断るこちらの立場になっていただかないと。せっかく初陣のあとは皇子を見られる目も変わってきていたのに、いまはまた」

　愚ぐ痴ちをこぼすディンがふと口ごもった。

「うつけだろう？」オルバが口を挟む。「やれ初陣での恐怖が抜けきらないのだとか、それではあの皇子さまは戦いくさ場ばで何をしてらっしゃったのだとか、出しゆつ陣じんの命令もなかなか下さず、ただがたがた震ふるえているだけだったと聞くぞ、だとか」

「そ、外を出歩かれたのですか」

「このくらいのことは想そう像ぞうがつく。いいじゃないかよ、昔の皇子さまもこんなものだったんだろう。逆ぎやくに怪あやしまれずにすむ」

（問題は、）

　軽かる口くちを叩たたきながら、オルバは別のことを考えていた。先ほどフェドムが来たとき、あえて問といたださなかったことがある。

（その、本物のうつけさまが、どちらにいらっしゃるかということだ）

　影かげ武む者しやは、本ほん来らい、必要なときにのみ、その対象となる人間の振りをするものだ。ごく普通に宮きゆう殿でんにいるときにまで、わざわざ代用品を立てる必ひつ要ようなどあるまい。帝てい都とソロン内でも暗あん殺さつの疑いがあるからだ、とフェドムは以前もののついでのように言って、それで全部説明した気になっていたようだが、当然オルバは納なつ得とくしていない。

　それに。

　ザイム砦とりででの戦いが終わったあのとき、フェドムは、皇子が影武者と入れ替わっている事実を、他の誰も知らないのだというようなことを、うっかり口にしていた。となると、これはフェドムひとりが立てた計画ではあるまいか。もしそうであれば、さしものオルバとて──二年間を、死と隣となり合わせで過ごした剣けん奴ど隷れいでさえ──冷たい悪お寒かんを感じないわけにはいかない。

　他の誰も知らない、ということは、フェドム以外のすべてのメフィウス人を騙だましとおさねばならない、ということを意味しているからだ。オルバも、いつまでも寝転がっているわけにはいかなくなる。何しろこれは自じ身しんの生せい死しと直結する問題だ。

「メフィウスの建けん国こく祭さいも近いのですよ。国を挙あげてのお祭まつりです。さすがにここで顔をお出しにならないのはまずいでしょう。フェドムさまはいったいいつまで……」

　そのとき、ドアの呼よび鈴りんが鳴らされ、ディンが応おう対たいに出た。ドアの外、廊ろう下かに面した小こ部べ屋やから声が聞こえる。イネーリらしい。皇こう帝ていグールが妻つまを失ってすぐに娶めとった後ご妻さいの娘であり、ギルの義妹ぎまいに当たる。押おし問もん答どうの末すえ、ディンが帰ってきた。疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった顔をしている。

「あの方が一番手ごわい」

「何だ？」

「また、いつものようにご友人の方々といっしょに出かけましょう、というお誘さそいです。いつまでも部屋にこもっていたらかえって身体からだに毒どく、気晴らしも必要でしょう、とのことです」

「そうか」オルバはやや考えを巡めぐらして、「前に、ゴーウェンからも何か言ってきたな？」

「え？　ええ、サイアン将軍のご邸てい宅たくに招まねかれているので、ごいっしょしないか、ということでしたが」

「では、イネーリたちとそちらにいくことにしよう。用事二つがいっぺんに片づく。彼女にも伝つたえておいてくれ」

「しかし、フェドムさまが……」

「多少知っている顔が近くにあったほうがまだしもだ。それに、体たい調ちよう不ふ良りようで機き嫌げんの悪い振りをしていられるのもいまのうちだからな、いつもと違ちがったことをしてしまっても、少しはごまかしが利く」

　うろたえるディンと同どう様ように、オルバ本人も決して気き乗のりなどしていない。しかし、何か行動を起こさないではいられなかった。だだっ広いだけで、実じつ質しつ、牢ろう獄ごくにも等ひとしいこの一室、じっと時間を過ごしていると、焦あせりや不安に押しつぶされそうになる。だからこそ、

（これも、戦たたかいだ。皇おう子じになりきり、アリスや家族を捜さがすための、その一いつ歩ぽだ）

　自身に言い聞かせるようにつぶやいていた。




　そして、ソロン内においてはもうひとり、募つのる苛いら立だちを晴らせないでいる人物がいた。

「こちらのドレスではいかがでしょう、先ほどの白とあざやかに対たい比ひをなす赤。ああ、でも、二着目は、メフィウスのものにしたほうがよろしいかしら。でもそうなると、本国から持ってきたティアラで合うものがありませんわね。こちらの侍じ女じよに頼たのんで、あとでいくらか見せていただきましょう」

「ああ」

　後こう宮きゆう内ないの奥おくまった一室。てきぱきと立ち働はたらいているテレジアに比して、ビリーナは微び動どうだにしない。ガーベラからの客人であり、一四歳の姫ひめ君ぎみは、いろいろとドレスをあてがわれたり、装そう飾しよく品ひんをつけ替えられたりしているなかにあって、まるで親の敵かたきでも見るような目で、鏡きよう面めんに映うつる自じ身しんの顔をにらみつけている。

「まったく、ガーベラ宮きゆう廷ていならば、いくらも高こう名めいなデザイナーがおりましたものを。姫ひめのために新しくしつらえてほしい、とお触ふれを出せば、一週間と待またずに部へ屋やはドレスで山積みになっていましたわね。それを踏ふみつけて遊びに出かけられるのが姫ひめ君ぎみでしたけれど」

「うん」

「海路拠きよ点てんのほど遠いソロンでは、上じよう質しつの布ぬのとて数が少ない。一着新しく仕立てるのに、三ヶ月も前から予約が必ひつ要ようと知っていれば、婚こん礼れい前まえから手を打っていたのですけれど」

「そう」

「これも、ビリーナさまがもう少し甘あまえ上手じようずでいらしたなら、皇こう后ごうさま、つまりお義か母あさまに接近するチャンスでしょうにね。服やティアラをおねだりしてみせるのですよ。嫁とつぐということは、お相手の家に入るということ。夫ふう婦ふ仲なか睦むつまじくやっていくには、こういう努力とて必要なのです。……ああ、でも確たしか、現在の皇后さまは後ご妻さいでいらっしゃいましたか。皇おう子じと実の親子ではないのだから、息子むすこのお嫁よめさんにもあまり感かん慨がいはないのかもしれませんわね」

　そう、ともう一度頷うなずくビリーナの姿を鏡かがみ越ごしに見つめていたテレジアは、そろそろ頃ころ合あいか、と判断してすうと息いきを吸い込んだ。

「ビリーナさま！」

「わあっ」

　びくりと肩を跳はね上げ、あわや、ビリーナは後ろ倒たおしになりそうになる。飛ひ空くう艇てい乗のりで鍛きたえた足あし腰こしで何とか踏ん張った。涙なみだ目めになった彼女はくるりと振り向いて、

「人の耳もとで大声を……」

「これくらいの声を出さなければ、いまの姫君には聞こえませんでしょう」テレジアは胸を張る。「姫さまが建けん国こく祭さいで着られる服を選んでいるのですよ。それをまるで他人事のように。普通、女おな子ごというものは服を見立てたり、少しでも似に合あいのイヤリングやブレスレットがないかと選んだりするときは、そわそわと別の意味で落ち着かないものです。意中の男性の反はん応のうを期き待たいして、あるいは不安に思って、悩なやんだり迷まよったりする時間もまた楽し、というものでして」

「その点では、テレジアに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いている。好きに決めればよい」

「あら、過か分ぶんなお褒ほめに預あずかりまして、恐きよう悦えつ至し極ごく。……で？　何をお考えになられていたのです。テレジアが当ててご覧らんに入れましょうか。最近飛空艇に乗れてないな、空を飛びたいな、いやあれは乗るだけでなく、整備する時間もまた楽し、あの油のにおいを嗅かぎたいな、ああ、皇子さまはどうしてお訪たずねになってくださらないのだろう」

「最後のだけ、取ってつけたようだ」

　ビリーナはむっと眉まゆをひそめながらも、口もとからは笑えみを隠かくしきれない。テレジアは常つねに強きよう敵てきだ。まともに張り合ってもすぐペースに巻き込まれてしまう。それから、ふう、と肩をすくめて、

「まあ、初うい陣じんから帰き参さんして以来、ずっとお部へ屋やに閉じこもっている、それこそ姫ひめ君ぎみのようにか弱い皇おう子じはともかく」

「お顔を拝はい見けんしなくなって、もう一ヶ月にはなりますものねえ。恋する乙女おとめにはいささか長すぎる時間で……」

「ともかく！」ビリーナは力強く遮さえぎった。「隠かくしはしない。わたしは苛いら立だっている。この半はん端ぱな時間がいつまでつづくのだ。婚こん礼れいの日取りはいっこうに決まらないし、わたしの行動範はん囲いもずっと制限されたままだし。率そつ直ちよくに言おう。少しも楽しくない！」

「はあ」
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　断言されたところで、テレジアにはどうしようもないのだが、しかし姫の言うこともわかるつもりだった。ガーベラとの兼かね合いもあるのか、いまだ正式な婚礼の日取りも定まらず、となると、ビリーナはメフィウスにとって客きやく人じんの身み。自由に歩ける場所などはいちじるしく制限されており、ビリーナは日に日に苛立ちを募つのらせていた。

　もともと、故こ国こくガーベラでさえ、一分たりとて同じ場所にはいられない、というほど活動的だった姫だ。日がな一日、後こう宮きゆうの一いつ角かくで何をするでもなく暮くらしているのはまったくもって性しように合わない。たまにメフィウス名門家のご婦人方に誘さそわれて、お茶や食事会に顔を出しはするのだが、笑え顔がおを仮か面めんのごとく取り繕つくろってのそうした時間もまた、ビリーナには苦く痛つう以外の何ものでもなかった。

「皇おう子じご本人も、婚こん約やく者しやがいることなど忘れ果ててしまったかのようだ。こういうときは、あれだろう？　たとえ病やまいに伏ふせていても、手紙を取り交かわしたり、伝でん言ごんを侍じ従じゆうに頼たのんだり、するのだろう？」

「物語などでは、よくそうしますわね。手紙には愛の詩がそっと添そえられていたりして」

「本人同士でさえ意思の疎そ通つうができないのでは、苛いら立だちが募つのって当たり前だろう。それに加くわえ、どうにもメフィウス内が不ふ穏おんだ。皇こう帝ていの批ひ判はんをしたイースランとやらが何の弁べん明めいも許されずに投とう獄ごくされたままらしい。ガーベラではあり得ぬことだ。臣しん下かたちはしかしそれをとがめもせず、諌いさめもせず、怒いかりの矛ほこ先さきが自分を向かないよう、皇帝の顔色を窺うかがってばかりいる」

（まるで見てきたようにおっしゃる）

　テレジアは内ない心しんそう思った。伝でん聞ぶんのみで物事をわかったような顔をするのはよくない傾けい向こうだが、ここはつき合いの長いテレジア、いまは口に出すのを避さけた。

「臣下が恐おそれをなして進しん言げんできぬというのならば、皇子ご自じ身しんが家か臣しんたちとの間に立つべきだ。諌かん言げん耳に逆さからうというが、実の息子であり、後こう継けい者しやでもあるギル皇子の言葉となれば、皇帝もさすがに耳を傾かたむけるであろう」

「なるほど」

「それを、やれ体たい調ちようがすぐれないだの、戦地からもらってきた感かん冒ぼうがいっこうに治なおらないだのと。国の未来を案あんじるならば、這はいずってでも前に出るべきとき。わたしのお爺じいさまなら、気き概がいが足たりぬ、と叱しかり飛ばすところであろう」

「そういうことを、皇子さまとお話し合いになりたいのですわね。それならば」とテレジアは手を叩たたいた。「お見み舞まいへいかれてはいかがでしょう？」

「見舞い？」

　実を言うと、テレジアはそれを切り出すタイミングを狙ねらっていたところがある。ビリーナとて考えなかったはずはないが、この主人のこと、自分を長いこと放っておいているような婚こん約やく者しやに自みずから会いにいくなどとは言いにくいのだろう。

「さあさ、姫ひめ君ぎみは、皇子を『篭ろう絡らく』しにいらっしゃったのでしょう？　お相手をめろめろにするには、それこそ準備が必ひつ要ようです。こうとなれば、全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置かれたテレジア、全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって、姫君をメフィウス一の美女に仕立て上げてみせますれば」

　渋しぶる振りをする主人に、さっそくテレジアは別の服を見立てはじめた。




　　　　２




「ギル殿でん下かのことを、どう思う？」

「どうって？」

　イネーリ・メフィウスが小こ首くびを傾かしげた。「わかっているくせに」と言いたげに鼻を鳴らしたのは、バートン・カドモス。

「おれには、いまだに信じられないんだよ。あのギル皇こう太たい子し殿でん下かが、初うい陣じんで功こうを挙あげたなんてことはな」

　丘おかの上に馬をつないで、当とうのギル皇おう子じを待まっている一〇代後半の少年たちは、いずれもメフィウス貴き族ぞく名めい門もん家けの子し息そくたちである。といっても、ここにいる皆、家か督とくを継つぐ権けん利りのある長男ではない。バートンもカドモス家の三男にあたり、すでに一九歳になっていたが、毎日、何をするでもなく、ただ遊び歩いている。

　少年のひとりが頷うなずいた。

「確たしかに。いろいろ噂うわさもあるみたいだよ」

「噂？」

「後こう継けい者しやにふさわしく見せるため、とりあえず初陣で功を飾かざらせてみた、ってさ。戦たたかいで勝利するより、そちらのほうがよほど大変だった、って初陣につき添そったオーバリー将軍が嘆なげいていたそうだし」

「いまさら？　皇こう帝てい陛へい下かは、公こう然ぜんと殿下を『役立たず』と罵ののしっておられたような方だぜ」

「いまだからだろ。メフィウス皇族に、男子で適当な世よ継つぎは他にない。イネーリがすぐさま結婚して、婿むこを取る、ってのなら話は別だけど」

「そんなのごめんだわ」イネーリが、べえっと舌したを出してみせた。「まあ、戦場で活かつ躍やくした、って聞かされても、わたしの知っているお義に兄いさまとなかなか結びつかなかったのは事実だけれど」

「だから、試ためしてやろうというのさ」

　バートンがにやりと笑った。

「バートンが何かを考えているときって、いつもろくなことにならないのよね」

「大だい丈じよう夫ぶ。みんなに危き害がいが及およぶことはないさ。少し様よう子すを見たいだけなんだ。戦場で雄お々おしく活躍なさったという皇子さまが、果はたして、街まちのごろつき風ふ情ぜいに絡からまれた程てい度どで、取り乱みだしたりしないかどうかをな」

「まあ」イネーリはわざとらしく口をＯの字に開けた。「本当、性せい格かくがよろしいのね、カドモスさま！」

「しっ、来なさったぞ」

　丘おかの稜りよう線せんに、護ご衛えいを連れた皇子ギル・メフィウスがあらわれた。皆、態度ばかりは丁てい寧ねいに挨あい拶さつする。「ああ」とギルはぞんざいに頷いた。顔色がやや悪い。戦場で気き疲づかれしてしまって、寝込んでいたらしいのだから当然だ。

「お久ひさしぶりです、殿でん下か。さあ、みんな、メフィウスの新しき英えい雄ゆうどのに敬けい礼れいだ」

　バートンが茶ちや化かすように言って、皆を笑わせた。ギルはむすっとしたままにこりともしない。

　護衛を帰すと、ギルも馬ば上じようの人となった。




　オルバは、他の皆に合わせてゆっくりと馬を進めていた。

　宮きゆう殿でん前まえからいけば半時間もかからないというのに、わざわざ馬に乗ろうと言い出したのはイネーリらしかった。「せっかく天気もいいし」、遠回りしていこうというのである。他に同行するのは五人。ディンがあらかじめ調べた情じよう報ほうによると、いずれも名の知れた貴き族ぞくの子し息そくに当たり、皇おう子じとは子供のときからの顔見知りだという。

　オルバにしてみても、実にひと月ぶりの太陽の光は気持ちがよかった。そよと頰ほおを撫なでる風も、宮殿近くの花はな園ぞのからの香かおりも悪くないと思える。しかし気を休めていられる余よ裕ゆうはなかった。しかめっ面つらをして不ふ機き嫌げんな顔をよそおいながら、オルバは注意深く彼らの会話に耳を傾かたむけている。彼らの性せい格かくを把は握あくし、さらに皇子とはどのような力関係であったのかを見み極きわめる必ひつ要ようがあった。

（こいつは、慣なれない戦たたかいだ）

「もう少し、楽しい顔をなさったら？」

　後ろからひょいと顔を覗のぞき込んできて、イネーリが笑う。オルバは彼女と相あい乗のりをしている。胴どうに回される手はびっくりするほど細い。

「やっぱり来るんじゃなかった」オルバは目を背そむけた。「あと一日は、寝ていたかったんだ」

「それはないよ。皇子がお誘さそいじゃなかったら、おれたちだって、無ぶ骨こつ者もののローグと顔を合わせたくなんてないのに」

　舌したを出してお調ちよう子し者ものぶっているのは、トロア・ヘルゲイ。乗っている馬がかわいそうになるくらいに下した腹はらの突つき出た少年だ。また、バートン・カドモスも気乗りしない風ふうに、

「何だって、また、ローグのところなんです？」

「そうね。そんなに仲なかがよろしかったかしら？」

「初うい陣じんで世話になった。おれに戦いくさの話をしたいとうるさいんだ。一度はつき合っておかないと」

「ほうほう。戦で世話に、ね。さすがにメフィウス帝てい朝ちよう皇こう位い継けい承しよう者しやともなられると、いつまでも我々のような子供のままではいかないようですな。世話になったなどと、失礼ながら以前の皇子からは考えられないお言葉だ。そろそろ我らとお遊びになられる時期も卒業ですかな？」

　皇子よりひとつ年上の──つまりオルバよりは二つ上の──バートンは、いちいちもったいぶったしゃべり方をしていて、正直うっとうしい。背せ格かつ好こうこそ立りつ派ぱだが、言動の端はし々ばしにいかにもな子供っぽさが透すけて見える。

（くそったれの、メフィウス貴族めが）

　バートンだけでなく、他の少年たちも、皆、どこかでかギル皇子を軽んじている節ふしがある。こんな連中と友達づき合いをしていたギルは、よほど勘かんが鈍にぶいのか、それともよほどできた人物だったのか、どちらかだろう。

　やがて、ソロン中心部にそびえ立つ『黒の剣』を左手に見下ろす、雷かみなりが丘の中ちゆう腹ふく辺あたり、ローグ・サイアンの邸てい宅たくに辿たどり着いた。

　門もん扉ぴを開けたローグが、満面の笑えみで皆を出で迎むかえる。

「おお、これは皇おう子じ、ご足そく労ろうをおかけしました。ご加か減げんのほうはよろしいですかな？　なあに、皇子はまだお若い。精せいのつくものをたらふく喰くい、血まで熱くなるような酒を飲めば、どのような病やまいもたちどころに吹き飛びましょうぞ」

　老おいてなお豪ごう快かいなローグは、庭ですでに肉をあぶり、数種類の酒を用意していた。前もって到着していたゴーウェンが、にやりとした目め配くばせをオルバに向ける。かつての奴ど隷れい監かん督とく長ちようも、いまや皇こう太たい子し近この衛え隊たいの隊長を務つとめる身みである。この前の戦いくさで、老ろう将しよう同どう士し、ローグとは何やら意気投合するものがあったらしく、以来、仲よくしている。

「ほう」

　と、バートンが目に留とめたのは、その隣となりにいたホゥ・ランに対してであった。陽を浴あびた肌はだが黒こく檀たんのような色に照てり輝かがやいている。

「これはまた、珍めずらしい人種をソロンでお見かけするものだ。どちらのお客きやく人じんかな？」

「わたしの養よう女じよです。ホゥ・ランは、加くわえて、皇子近衛隊つきの士し官かんであります」

　ゴーウェンが、ぶしつけなバートンの質しつ問もんにやや顔色を変えながら答える。ザイム砦とりででの戦たたかいのあと、ホゥ・ランは近衛隊の宿しゆく舎しやに入ることをよしとしなかった。そこでオルバが別個に家を与え、ゴーウェンに養よう子し縁えん組ぐみをさせて住まわせているのだ。

　バートンはもの珍しげな視し線せんをやめようとしない。そんななか、当のホゥ・ランが彼らの会話をまったくといっていいほど無む視ししているのが、いかにも彼女らしくて、オルバを危あやうく噴ふき出させるところだった。

　ローグの妻つまが、幼おさな子ごの手を引いて挨あい拶さつに訪おとずれると、

「メフィウス皇子であらせられる。ロムス、おまえもご挨拶せんか」

　ローグが幼子を促うながした。一二、三歳くらいの少年で、ディンと同じ頃ころ合あいだったが、物もの怖おじしないあの小こ姓しようとは異ことなって、型どおりの挨拶を口のなかでもごもご言ったきり、ぱっとローグの背はい後ごに引っ込んでしまった。

「かわいらしいお孫まごさんですのね」

「とんでもない。出で来き損そこないのせがれでして」

　まあ、とひと声発したきり、イネーリはそれ以上感想を口にするのを控ひかえたようだ。確たしかに、ローグの妻は夫よりだいぶ若い。

「わしの怯きよう懦だな面ばかり引き継ついで、いまだに人前に出るのも怖こわがる有あり様さまでしてな。これで成せい人じんの儀ぎを無ぶ事じつとめ上げることができるやら」

　来週に行われる建けん国こく祭さい。当然、様さま々ざまな行ぎよう事じが予定されているが、そのなかに、メフィウス貴き族ぞくや名めい家かの子し息そくたちによる成人の儀式もある。それも、人前で竜りゆうの背中に乗って歩かせる、という、他国ではとても考えられないようなものだった。儀式に用いられるのは産まれて数ヶ月にもならない子供の竜りゆうではあるものの、その牙きばは人間を嚙かみ殺すには充じゆう分ぶんすぎるほど成長しており、以前は毎年のように犠ぎ牲せい者しやが出ていた。

『以前は』というのも、現在ではあまり行われていないからだ。数年に一度、サイアン家のような武ぶ将しようの家か系けいが、息子むすこ自じ慢まんをするためにイベントとしてやるくらいだったが、今回、まさにローグはそれをやるつもりでいるらしい。

「殿でん下かのほうからも主しゆ人じんをお止めになっていただけませんか。あのような儀ぎ式しき、ロムスにはとうてい無理です。いまから無む残ざんな光景が目に浮かぶようで──」

「やめんか。畏おそれ多くも皇こう太たい子し殿でん下かに、家庭の事情を口にするなどと。大だい丈じよう夫ぶ、この日のために鍛きたえてあるものな。なあ、ロムス？」

　ロムスは肯こう定ていも否ひ定ていもしなかったが、父を見上げる視し線せんの気き弱よわぶりは、竜が怖こわいか、はたまた父を怒おこらせるのがもっと怖いか、決めあぐねている風ふうでもある。

　ローグは軍の調ちよう練れん場じようから子竜を一頭借かりてきて、ロムスに慣ならす訓くん練れんをしていると言った。

「いずれは、翼よく竜りゆう士し官かん養よう成せい校こうに入れたいと思っております。しかしただ学校を卒業すればそれで大将軍になれるというわけでもありますまい。まずはロムス自じ身しんが、大勢の人々の前で、己おのれの気き概がいを示しめせるようにならねば」

　翼竜──とは文字どおり、翼つばさある竜のことだが、この惑わく星せいにおいてその存そん在ざいが確認されているのは南方の火か山ざん島とうだけだ。メフィウスでいう翼竜士官とは、空飛ぶ船、すなわち竜りゆう石せき船せんの運用を任まかされた百人長以上の資格を持つ者のことを指す。ローグ・サイアン自じ身しんも翼竜士官であり、艦かん隊たいの指し揮きを執とれる身分にあった。

「さあ、食事が済すんだのなら竜の世話をして来なさい、ロムス。少しでも慣れておかねばな」

　父に言われ、ロムスはまたも型かたどおりの挨あい拶さつののち、立ち去さっていった。

　オルバたちが席に着くと、サイアン家の使用人たちが、切りわけた肉や野菜、酒を振る舞まう。オルバは酒を手で断ことわった。強い性た質ちでもなし、酒に乱みだれればどんなぼろが出るやらわかったものではない。

　食事の最中、ローグは戦いくさ場ばの話をしたがった。オルバとしては無ぶ難なんに答えるしかない。他の仲なか間まは退たい屈くつしきって、

「我々にはあまり、興きよう味みも湧わかないお話ですな」

　バートンなどは露ろ骨こつに言った。唯ゆい一いつこの話に興味を示したのは、意外にも女性であるイネーリだ。交戦の仔し細さいを尋たずねては、興こう奮ふんした様よう子すで聞き入っている。

「姫ひめ君ぎみは、武士もののふの気き概がいがありますな」すっかり喜よろこんでローグは言った。「うちの息子にもわけていただきたいほどですよ」

　やがて話は、皇おう子じの機き転てんによって、精せい強きようの士数名を敵てき砦とりで内ないへ乗り込ませたときのものになった。するとイネーリが、突とつ然ぜん思い出したように手を叩たたいた。

「そうそう。お義に兄いさまにお会いしたら、ずっと聞こうと思っていたことがありましたのよ。リュカオンを討うち取ったのは剣けん闘とう士しなんでしょう？　その名前を耳にして、わたくし、驚おどろいてしまって。ねえ、お義に兄いさま、覚えてらして？　ほら、あの、『鉄の虎とら』オルバよ！」

　茶ちやを口にしたばかりのオルバは、激はげしく咳せき込んだ。

「バ・ルーで見たでしょう？　わたくしを竜りゆうソゾスから救すくってくれた、あの彼よ！」

「あ、ああ」

「お義兄さまは、知ってらしてご自分の近この衛え兵へいになさったの？　ねえ、それなら、一度わたくしに会わせていただくことはできないかしら？」

「剣けん奴ど風ふ情ぜいに会って、何があるんです？」

　バートンが顔をしかめるのにも構かまわず、

「あのとき、竜から救ってもらった礼もしていないんですもの。それに、実際リュカオンと打ち合った当人からいろいろ話も聞いてみたいわ。リュカオン将軍はどんな殿との方がただったのか、剣の腕うで前まえはどうだったのか、とか。考えただけでわくわくしてこない？　歴史に残るような、そんな一場面を実際に経験した人間が近くにいるのよ！」

　イネーリは夢む中ちゆうでしゃべりつづける。オルバが顔色を暗くさせたのにも気づかず、

「ああ、いっそリュカオンを捕つかまえてきて、剣闘場でもう一度、オルバと一対一の戦たたかいをさせればよかったのに。砦とりででの戦いを再現して、そのときにこそオルバがリュカオンの首を撥はねれば、祭りも最さい高こう潮ちように盛り上がったでしょう──」

　どん！　と、そのときオルバのカップがテーブルに叩たたきつけられたので、イネーリの声が尻しりすぼみに消えた。オルバの肩が震ふるえている。おや、と周しゆう囲いの目が彼に集中するより早く、

「皇おう子じ」

　身みを乗り出したのはゴーウェンだった。空になりかけていたオルバのカップに茶ちやを注そそぐ。その目がじっとオルバを見つめていた。感情的になるな、とその目が訴うつたえかけている。オルバはかすかに顎あごを引いて、頷うなずいた。

　イネーリのほうを向いて、「そのうちにな」と取りなすように言う。

「本当？」

「しかし、会ったとしても、実際、面おも白しろくはない奴やつだよ。礼れい儀ぎ作さ法ほうもなっていない。きみが、不ふ快かいな思いをするだけだと思うがね」

「まあ、いいのよ。わたくし、そういうことには寛かん大だいだもの。住む世界が違ちがう人間に、同じ態度を必ひつ要よう以上に求めたりはしませんわ。竜をいくらかわいがったところで、人と同じ言葉をしゃべるわけではないでしょう？」

　オルバは内ない心しんの不快さを面おもてに出さないよう、つとめた。それから、ふとホゥ・ランのことが気にかかった。いまの会話で、竜の〈声〉を聞けるという彼女が余よ計けいな口出しをするのではないかと思ったからだが、見ると、いつの間にやら彼女の姿はない。

　それぞれが談だん笑しようしているうちに、バートンも席を立った。歩き出した彼の目が、きょろきょろと誰だれかを捜さがしている風ふうなのにオルバは気づいた。




　邸てい宅たくを挟はさんで、庭園とは裏うら側がわにあたる場所。そこに設もうけられた檻おりのなかに、バイアンの子こ竜りゆうがいた。体長はおよそ二メートル。さっきから頭を低くし、しきりと二ふた股またの舌したを出し入れしながら威い嚇かくの声を出しているのは、檻の前にロムスがいるからだ。

　しばらくは距きよ離りを保たもったまま、バイアンを恐おそろしげに見つめていたロムスだったが、意を決してか、庭から持ってきていた生なま肉にくの束たばを手にし、近づいた。子供の竜とは思えないくらい、前まえ肢あしは発達しており、そこに光る爪つめも短たん剣けんのように鋭するどい。

　ロムスはぱっと肉を放った。が、檻のすぐ前で落ちてしまう。ロムスはこれ以上近づくこともならず、精せいいっぱい足を伸のばして、蹴けり入れてやろうとした。

　があっ、とそのときバイアンが吠ほえ、檻に激しく頭をぶつけた。転倒したロムスは死にもの狂ぐるいでその場から遠ざかった。バイアンはその隙すきに長い舌を出し、肉を口に入れていた。

「こいつ」

　幼おさないロムスの頭に血が上った。「こいつ、こいつ、こいつ！」

　檻の近くに立てかけておいた三みつ又またの槍やりを手にする。竜りゆう丁ちようの使う道具だ。先せん端たんは丸く、なるべく竜を傷きずつけずに檻の向こうへ押し込めるためのものだが、ロムスはそれを必ひつ殺さつの武器のように振りかざして、檻の合間からバイアンの頭を突ついた。

　バイアンはうるさそうに首を振った。二度、三度と突くうち、目もと付近に当たった。それを嫌いやがってか、竜があとずさりするのを追いかけて、さらに深く突いてやろうとする。すると突とつ然ぜん、横合いから手を握にぎられて、ロムスはぎょっとなった。

　ホゥ・ランだった。その手で乱らん暴ぼうに突き飛ばされる。またも尻しり餅もちをついたロムスの耳もとに、バイアンの吠え声が砲ほう声せいのように鳴り響ひびいた。後ろ肢あしで立ち上がり、牙きばを剝むきながら檻にしがみついている。ロムスの顔から血の気けが引いた。油ゆ断だんさせ、こちらを接近させておいて一いつ気きに襲おそいかかるつもりだったのだろう。

「気をつけろ」

　と、ランが言ったのが、自分に対してなのか、それとも竜に対してなのか、一いつ瞬しゆん、ロムスにはわからなかった。そのとき彼女は、檻の合間に手を差し伸べており、バイアンの喉のどもとを撫なでていたからだ。

　呆あつ気けに取られて見守るうちに、バイアンはいままで聞いたこともないような、どこかしら優やさしげな唸うなりを発したかと思うと、後ろ肢で立つのをやめ、そのまま頭こうべを垂たれた。しゃがみ込んだホゥ・ランがその額ひたいを撫でてやる。

「来なさい」

　と、ランはロムスを別の手で誘さそい招まねいた。黒い肌はだに、やや青ざめて見える髪かみ。どこか、神しん秘ぴ的なたたずまいを覚えて、ロムスはおずおずと近寄った。

「竜りゆうが怖こわいか」

「こ、怖くなんかない。いまだって、やっつけるところだったんだ」

「おまえが竜を恐おそれるから、竜もまたおまえを恐れる」

「えっ？」

　ロムスがたじろいだのは意外なことを言われたからでなく、手を摑つかまれ、その手を檻おりの向こうへ持っていかれようとしたからだ。

「子供の竜は特に、その心が鏡かがみのようだ。おまえの心を映うつし出す。目を見つめ、触ふれてみなさい」

　息いきを吞のみ、ロムスはガラス玉にも似にた竜の瞳ひとみを見つめた。そこに、無む論ろん感情などうかがい知れない。だが、なぜだろう、ホゥ・ランに触れられた手はそこから逃げようとせず、ゆっくりとではあるが、着ちやく実じつに竜の鱗うろこへ近づき──そして、触れた。

　二度、三度と、ロムスの肩が、背中が波打った。恐れのためではなかった。そこから伝わってくる熱い感かん触しよくと、なにがしか、額ひたいの辺あたりを打ちのめすような衝しよう撃げきによって。

　気がつけば、ロムスは泣き崩くずれ、その背中をランに抱きすくめられていた。

「強い子だ」耳もとでランは囁ささやいた。「それに、素そ質しつがあるね。〈声〉が聞こえただろう？　もう竜を恐れることはない。その代わり、あまり無む防ぼう備びになりすぎるのもよくない。竜と人間は違ちがう、その信しん頼らい関係の結むすび方も、しゃべり方も、共きよう有ゆうする時間も、喜よろこびも。これから時間をかけて理解していけばいい」

「ずいぶん、いいことをしているな？」

　軽かる口くちを叩たたいてあらわれたのは、バートン・カドモスだった。ロムスは泣いていたのを恥はじるようにぱっと立ち上がり、手でごしごしと目もとをこする。

　大おお股またで近づいてきたバートンは、ホゥ・ランの前で立ち止まった。すらりと均きん整せいの取れた肢し体たいを、まじまじと無ぶ遠えん慮りよに眺ながめる。

「男所じよ帯たいの奴ど隷れい収しゆう容よう所じよにいたんだって？　そこで、何をしてやがった。男の無ぶ聊りようを慰なぐさめる手て伝つだいか？」

　ホゥ・ランは無感動に見つめ返すのみ。バートンはいまにも舌したなめずりしそうな顔で、

「おまえ、悪くないな」

「そうか」

「たまにはおまえみたいな竜糞ふん臭くさい女も悪くない。近この衛え隊たいにいても、つまらんだろ？　おれの屋や敷しきで働はたらけよ。いい目を見させてやるぜ。粗そ雑ざつな剣けん奴ど隷れいや、でかいだけの竜よりはよ」

　ホゥ・ランは何か言いかけて、それからふと視し線せんを動かした。バートンの肩越しに、壁かべに寄りかかってこちらを見つめるオルバの姿すがたがあった。するとランは貴き族ぞくの青年に向きなおり、唇くちびるに艶えん然ぜんとも見える笑えみをたたえた。

「わたしは、強い男が好き」

「そうだろう。おれには、力がある」バートンも相そう好ごうを崩くずす。「おまえひとり囲っていけるだけのものはな」

「それでは駄だ目めだ。せめて、この子よりも強いところを見せてくれなければ」

　ランが手で指し示したのは、ロムスと、それから檻おりのなかにいたバイアンだった。「はっ」とバートンは鼻で笑う。

「竜りゆう神じん信しん仰こうの民たみは、竜がすべての基準だっていうのか？　そこのガキにできて、何でおれにできないわけがある。昨さく年ねんの竜狩がりでも、おれはバイアンを仕留めているんだ。こんな子竜程てい度ど」

　肩を揺すって檻のほうに歩あゆみ寄ったバートンは、頭を垂たれたままだったバイアンの額ひたいに触ふれた。得意げに笑って振り返ったバートンは、その目にしながら気づかなかった。ホゥ・ランの視し線せんが、彼の身体からだを貫つらぬいて、バイアンへと注そそがれていたことに。

　途と端たんに、涎よだれの糸を引いてバイアンの口が搔かき開いた。吠ほえ声をあげて、身みを立ち上げる。

「う、うわああっ」

　泡あわを喰くってバートンは跳とび退のいた。檻の合間から、なおも爪つめを伸のばしてこようとする竜から逃げようとするあまりに、腰こしをしたたかに打ちつけ、安全圏けんまでようやく逃げのびたときには顔色はすっかり青ざめていた。

「それでは、駄目だ」

　うっすらと笑ったホゥ・ランは髪かみを手ですくい、見下すような視線を当てて身みを翻ひるがえした。オルバの前まで来た。彼が声をかけようとするより早く、

「わたしを試ためすな」

　いきなりその足を踏ふんづけた。思わぬ奇き襲しゆうにオルバが跳び上がる。

「わたしがどうするか、見ていたな。自分が場ば違ちがいなのはわかっている。これでも馴な染じもうと努力しているつもりだ。だから、試すな」

「ち、ちょっと待まて。ホゥ・ラン、おい」

　ホゥ・ランの言うとおりなのだが、まさかそれが彼女を怒おこらせるとは思わなかったオルバだ。ある意味、竜の〈声〉とやら以上に女性の気持ちがわからない。




　　　　３




　ディンは、皇おう子じが出かけている間を利用して、部屋の掃そう除じを徹てつ底てい的てきに行うことにした。さすがにひとりでは重じゆう労ろう働どうなので、主しゆ宮きゆう殿でんの侍じ従じゆう長ちように話して、数名の手助けを得た。本来、皇こう族ぞくの世話係となると、複数名つけられるのが普通である。それをディンひとりきりに任まかされているのは、オルバの正体が発覚することを恐おそれたフェドムが手を回したからに他ならない。表おもて向むきの理由は、癇かん癪しやく持ちの皇子がディン以外の侍従を信用しないからだ、ということにしてある。

　ともあれ、正しよう午ご過すぎには終えることができた。他の侍じ従じゆうたちが退たい室しつし、ほっとひと息いき入れているところに、来らい客きやくを告げるベルが鳴った。部へ屋やの警けい護ごをしている兵へい士しが、外から鳴らすものだ。

　何とはなしに、ディンは、嫌いやな予感がした。




「何か楽しいことでもありましたの？」

　こそっとイネーリが訊きいたのは、あきらかに虫むしの居い所どころが悪そうなバートンを指してのことだ。いかにも茶ちや目めっ気けたっぷり、という顔をしてみせる彼女が苦にが手てなオルバだったが、

「女を口く説どくのに失敗したんだ。そっとしといてやれ」

　多少は慣なれてきて、そう返した。くっくっとイネーリは笑い、オルバの手を取って、驚おどろくほど細い腕うでを絡からめてきた。いまの芝しば居いは上う手まくいったらしい、とオルバが感じる傍かたわら、

「バートン、これからどうするの？　すぐに帰って不ふ貞て寝ねをしたいというのなら止めはしないけれど」

「冗じよう談だんじゃない」バートンは苦にが々にがしそうな顔をしながらも、「ちょっと寄ってみたい場所があったんだ。評ひよう判ばんの店でしてね、皇おう子じにもお喜よろこびいただけるかと思いますが」

　もちろんのこと、オルバは知る由よしもないが、バートンにとっては、これからが今日のメインイベントだ。

　馬はサイアン邸ていに預あずけたまま、バートンは皆を率そつ先せんして歩きはじめた。

　宮きゆう殿でんや貴き族ぞくたちの邸てい宅たくがある区く画かくと、サーザン川で隔へだてられた南西部。市し民みん街がいに足を踏ふみ入れたかと思えば、角かど々かどを曲がって、徐じよ々じよにメインストリートから外はずれていく。

　人通りの少ない、何やら荒あれた地域である。道の大たい半はんが舗ほ装そうされていない。生ごみの臭においがする、というのでイネーリが鼻を手で押さえた。他の少年たちも、不安そうに顔を見合わせている。

「ここで正しいんだろうね、バートン？」

　計画を知っているはずのトロアでさえ、恐おそろしげに訊きいた。バートンは鼻で笑い飛ばす。

（お坊ぼつちゃん育ちはこれだからな）

　通常、貴族が警けい護ごもなしにこんなところへ足を踏み入れるのはあり得ない。しかしバートンには見み慣なれた風景だった。退たい屈くつな日常に飽あき飽きして、彼はよくこういう場所にも足を運んだ。スリルを求めての、彼なりの冒ぼう険けんである。

「おい、待まちな」

　そこへ、風ふう体ていの悪い若者が数名、こちらへ近づいてきた。ひとりが口くち笛ぶえを吹ふく。

「ずいぶん、身みなりのいい坊ちゃん連中じゃないか」

「ここは危険だぜ、悪いのがいっぱいいるからよ。すぐに身ぐるみ剝はがされちまう」

「おれたちは親切だからな、あんたたちを表おもてまで連れていってやるから、少し、金かね目めのものをいただけると嬉うれしいんだがね」

　身みなりは薄うす汚ぎたなく、いかにもごろつきといった風ふ情ぜいだが、皆、バートンの知り合いだった。金回りのいいバートンをリーダーにあがめて、よくここら辺あたりでつるんでいる。時には、いっしょに恐きよう喝かつや盗ぬすみの真ま似ね事ごとをすることまであった。

「ふざけるな」バートンが計画どおり、激げつ昂こうする振りをした。「おまえらなどに渡わたしてやる金など、わずかばかりもあるものか。身のほど知らずめが、下がれ！」

「何を」

　先頭のひとりが唾つばを吐はき捨てるなり、腰こしから短たん刀とうを引き抜いた。

　イネーリが思わず悲鳴をあげてあとずさる。その腰を、バートンがさりげなく叩たたいて、

（芝しば居いだよ）

　と小こ声ごえで伝つたえた。そうする一方、

「いかがいたししましょう」

　いかにも閉へい口こうしたように皇おう子じのほうを見やる。皇子はさっきから無む言ごんだった。怯おびえきっていて口も利きけないらしい、とバートンには笑しよう止しな思いがした。

（初うい陣じんで活かつ躍やくしただと？　このお坊ちゃんに、殺し合いの場で何ができるっていうんだ）

　昔から遊び歩いていた仲なかだとはいえ、バートンは内ない心しん、ずっとギルのことを見下していた。自分のほうがよほど器き量りようのある男だと思っていた。しかし、いまやそんな皇子が英えい雄ゆうなどと騒さわがれている。だから、人前で彼を小こ馬ば鹿かにしてみたくなった。皇子の器うつわを再さい認にん識しきさせてやりたかった。

　そんなバートンが、無む論ろん、このとき、ギルの──いや、オルバの抱いだいていた思いなど知るはずがない。ギル皇子が元もと剣けん闘とう士しと入れ替わっていることなど想そう像ぞうだにしていないのだから無理もないが、このとき、オルバは奇き妙みような懐なつかしさを感じていたのである。

（据すえた臭におい、裏うら通り、刃やいばをかざしての恐喝、盗み──）

　いずれも、少年時代に経けい験けんしたことばかりだった。オーバリーに村を焼かれたオルバは、それから剣闘士にさせられるまでの数年、街まちの最さい下か層そうで泥どろ水みずを啜すすりながら生きてきた。目の前で短刀をちらつかせているような男たちとて、数えきれないくらい見てきた。

「さあ、どうした。口が利けないってのなら、おれが無む理り矢や理り開かせたっていいんだぜ」

　男が、短刀をオルバの口もとに突つきつけた。オルバは目も逸そらさず、じっくりと刃越ごしに相手を観察した。相手は四名。おそらく全員が武器を持っているだろう。こちらは腰に拳けん銃じゆうと短たん剣けんを差してある。隙すきをつけば叩きのめせる自信はあったが、イネーリたちの手前、あまり上う手まくやってもいけない。

（さて──）

　皇子らしく振るまい、なおかつ、この場を切り抜けるにはどうやるか、と考えていたとき、バートンがひょいと手を伸のばして、口もとの短刀を遠ざけた。

「あまりに遊びが過ぎると、痛いたい目を見るぞ」

　バートンが得とく意い満まん面めんで言った。皇おう子じのふがいなさを目まの当たりにして、また、友人らに見せつけることもできて、彼はすでに満足した。

「我々はメフィウス貴き族ぞくだ。少しでも傷きずをつければ、おまえらなどあっという間に絞こう首しゆ刑けいだ。いまは見逃してやる。さあ、下がれ！」

　それが、予定されていた決め台詞ぜりふだった。しかし相あい対たいする男はいっこうに怯ひるむ気け配はいを見せず、にやついたまま。おまけに、

「ほう。貴族だと？」

　後ろからも声をかけられ、はっとバートンは振り向いた。さらに三人、ぼろをまとった、同じようなごろつき連中が迫せまりつつある。しかしこちらの顔ぶれに見覚えはなかった。

「見たところ、本物だな。話を聞いたときには、どうせ大げさなことを言っているんだろうと思っていたが」

「予想より、よっぽど稼かせげそうじゃねえか」

　貴き様さまら、と小こ声ごえでバートンは洩もらした。顔から血ちの気けが引いていくのが自分でもわかる。彼らはバートンの持ちかける計画に乗った振りをして、こちらを罠わなにかけたのだ。

「ど、どうするつもりだ。金かね目めのものが本当に欲ほしいなら、あとでちゃんと……」

「はした金などいらねえよ、カドモス家の坊ぼうや。これだけの人数を人ひと質じちにできりゃ、もっと多くを欲しがったって、構わねえはずだろ？」

　きゃあっ、とふたたびイネーリが悲ひ鳴めいをあげた。ごろつきのひとりが、彼女のドレスに手をかけたのだ。

「いいおべべ着てんな。うちの娘に持って帰ってやりてえぜ」

「は、放しなさい。下げ郎ろう、汚きたない手で、わたしに触さわらないで！」

　イネーリは相あい手ての頰ほおをひっぱたいた。反はん射しや的てきな行こう為いだったろうが、場は一いつ気きに緊きん迫ぱくした。

「この小娘」

「薄うす汚ぎたないのはどっちだ、メフィウス貴族めが。やっちまえ」

「ま、待まて、待つんだ！」

　足もとがふらつきそうになりながらも、バートンは大声を出した。必ひつ死しの形ぎよう相そうで、

「こ、こちらにいるのは、メフィウスの皇こう太たい子しだぞ。わかっているのか、こんなことをして、ただで済すむはずが……」

「皇子だって？」

　面おもてにむしろ喜き色しよくを浮かべた連中とは裏うら腹はらに、ひとり、ぎらついた憎ぞう悪おを目に宿やどした者がいた。彼らのなかではもっとも歳としのいった男だ。

「ギル・メフィウスか！　まさかここで会えるとは思わなかった。ライラの仇かたきだ、こいつだけは絶対に逃がすなよ」

　ひとり、またひとりと抜ばつ刀とうする。白はく刃じんに取り囲まれて、貴き族ぞくの少年らが声もなく立ちすくんだ一方で、

（ライラだと？）

　はじめて耳にする名前に、オルバは引っかかりを覚えていた。

「まずはその拳けん銃じゆうをよこせ。いや、動くな。おれが取る」

　最初に短たん刀とうを引き抜いた男が、言うなり、オルバの腰こしに手を伸のばそうとした。

　このとき、停てい滞たいするはずの時間がごく自然に流れた。すっと半はん身しんを引いたオルバが、自みずから拳銃を抜いたのだ。「待まて」とごろつき連中が声を揃そろえるのより早く、オルバは引き金を引いた。

　足の甲こうを撃うち抜かれて、男が悶もん絶ぜつした。ためらいなどオルバにはなかった。相手の数が多い場合、機き先せんを制する隙すきをみすみす見み逃のがしていては、こちらの命取りになる。

「てっ、手前」

「命がありゃ構わねえ、銃ごと、腕を叩たたっ斬きれ！」

　後ろから斬りかかってきた男をひょいとかわすと、

「逃げろっ」

　オルバは叫さけび、バートンの尻しりをほとんど蹴け飛とばすように、横合いへ押しやった。一も二もなく従したがった彼らを、別のごろつきが追いかけようとするところへ、もう一発銃じゆう弾だんを見み舞まう。血を噴ふきつつ、横よこ倒だおしになった。

「野や郎ろう！」

　オルバのもとへ残りの男たちが殺さつ到とうする。至し近きん距きよ離りとあって、拳銃ではさばききれない、と判断したオルバは、正面から来た男の膝ひざを蹴り上げるや、その手から短刀を奪うばった。降りかかる白はく刃じんの群むれを二度、三度、と弾はじき返す。

　垢あかにまみれた男たちの顔に、驚おどろきと焦あせりの色が浮かんだ。貴族の子し弟ていを誘ゆう拐かいまでしようとした彼らだ、多少の肝きもは据すわっていたろうが、全員を取り逃がしたとあっては、その報ほう復ふくは必かならずや訪おとずれる。

「こ、こいつ」

　予想外の腕うで前まえにたたらを踏ふみかけた男が、肩から斜ななめに斬きり下げられた。「取り囲め」と怒ど鳴なり声が聞こえた瞬しゆん間かん、オルバは背はい後ごへと跳とび退のいた。追いかけてくる刃を右手に握にぎった刀かたなで払はらい上げると、左手にした腰の短たん剣けんで胸を突つき刺さす。

　数が少なくなれば、ますます男たちに勝ち目はなくなった。オルバの右手から弧こを描えがいて剣が舞うたび、ばたばたと倒たおれていき、ついには最後のひとりとなった。「ライラの仇かたき」と叫さけんでいた男である。

「き、きさ、貴き様さま」

　刀を構えたまま、無ぶ精しよう髭ひげだらけの顔全体を震ふるわせ、男はオルバをにらんでいた。いや、オルバではない。それとまったく同じ姿をした、もうひとりの男を彼は憎にくんでいる。斬りかかってこようとしたその寸すん前ぜん、オルバは拳けん銃じゆうで足もとを撃うった。「ひいッ」と跳ちよう躍やくした男は、そのまま腰こし砕くだけに尻しり餅もちをつく。

「ライラとは、誰だれのことだ？」

　オルバは拳銃で狙ねらいを定めたまま訊きいた。

「し、しらばっくれやがって。貴き様さまがライラに何をしたか、忘れたとは言わさねえぞ」

「いいから言え」銃口で、相手の顎あご先さきを押し上げた。「ライラとは誰だ。仇かたきを取るとは、どういう意味だ？」




　しばらく経たってから、オルバはサーザン川のほとりでイネーリらに追いついた。

「お、お義に兄いさま」

　イネーリが、よみがえった死者でも見るような目でオルバを見つめる。オルバは命からがら逃げのびた、という風ふうをよそおってその場にへたり込んだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶでしたの？」

「な、何とかな。おまえら、おれを置いて逃げるとはずいぶんじゃないか」

「それは……殿でん下かご自じ身しんが、逃げろとおっしゃったので」

　少年のひとりが言うと、覚えがないな、という顔をオルバはした。結局のところ、全員が無事だったとわかると、イネーリはまるでちょっとしたスリルを味わえた、というような顔をして、いつもの調ちよう子しを取り戻した。

「まさか、いきなり撃うつだなんて思いもしなかったわ」

「おれもいきなりだったから、よく覚えちゃいない」

「ねえ、殿下？　怒おこらずに聞いてね。これって、全部……」

「イ、イネーリ皇おう女じよ」バートンが、咳せき込むようにして、彼女を制せい止しした。「その件けんに関しては、どうか、お、お、お内ない密みつに」

　イネーリは息いきを弾はずませつつも、微笑ほほえみを浮かべている。いくらかはオルバにも想そう像ぞうがついていたものの、口を出すのは控ひかえた。イネーリはこの「秘ひ密みつ」を盾たてに、せいぜいバートンで遊ぶつもりだろう。

（それよりも、）

　オルバには気になることがあった。例の「ライラ」とやらに関してだ。

　あの男を脅おどしつけて訊いたところ、ギル・メフィウス皇おう子じは、皇こう族ぞくにのみ許された権けん限げんである『初しよ夜や権けん』を、市し井せいの花はな嫁よめに行こう使ししようとしたことがあるという。それがライラだ。彼女の父は、皇こう帝てい直ちよく属ぞくの近この衛え士し官かんであったが、この事じ件けんのあと、婚こん礼れいに参加した親族や友人たちには、

「皇子のお戯たわむれだよ。結局は何もなかった」

　と説明した。誰も納なつ得とくなどしなかった。しかし、近衛士官は、このことを他た言ごんするのは娘の名めい誉よにかかわる、として、皆に口止めを堅かたく約やく束そくさせた。その後、彼ら親子の姿を見た者はない。ソロン市内にあった邸てい宅たくもいつの間にか売り払はらわれた。口止めに暗あん殺さつされたのだ、と皆は噂うわさし合い、やがてはこのことを口に出す者はいなくなった──という。

　オルバがそれを聞き出した男も、ライラの親しん戚せき筋すじの者だ。いつ来るとも知れない暗殺者の影かげに怯おびえた彼は、まともに働はたらく気力も失って、夜よ盗とうまがいのことをするまでに身みをおとしめたらしかった。彼はメフィウス貴き族ぞくを、そしてもちろんギル・メフィウスを憎にくんでいた。

「わかった」

　すべてを聞き終えると、オルバは拳けん銃じゆうをおさめた。血だまりのなかに沈しずむ者たちをもそのままに、彼はその場を去さった。

（ローン・ジェイスか）

　例の近この衛え士し官かんの名だ。調べてみる価か値ちはある。何せ、初しよ夜や権けんの騒さわぎが起こったのは、オルバがギルの影かげ武む者しやにさせられる直前のこと。さらには、ギルがライラと同どう衾きんしようとした酒さか場ばに、他ならぬフェドムが駆かけつけるのを男は目もく撃げきしている。

（そこで、何か、あった）

　帰り道、馬に揺ゆられながら、オルバはひとり物思いに沈んだ。

「殿でん下か」後ろに跨またがっていたイネーリが、そっとオルバの脇わき腹ばらを突ついたのは、陽ひも暮くれてからだ。「ザットどのよ」

（あっ）

　と思わずオルバは声をあげかけた。とある店から、帯たい剣けんした男たち数名に警けい護ごされる形で出てきたのは、ひと目で貴族と知れる出いで立だちをした男と、そしてオーバリー・ビランであった。二人とも皇おう子じに気づいたらしく、足を止める。

「これは皇子。珍めずらしいところでお会いします。ご加か減げんはよろしいのですかな」

　オーバリーは、紫むらさきの紅べにを引いた薄うすい唇くちびるに笑えみを浮かばせる。顔を見るだけでも総そう身みの熱くなる思いがするオルバは、心持ち顎あごを引いただけで応おうじた。そしてもうひとりは、

（ザット・クォークか）

　ディンの用意した肖しよう像ぞう画がで、重じゆう鎮ちん貴族の顔くらいはかろうじて覚えている。元もと帝てい国こく評ひよう議ぎ会議員。クォーク家はメフィウス建けん国こく以来の譜ふ代だいで、名めい門もん家けらしい。細ほそ身みだが背せが高く、堂々とした態度でこちらを見つめる目には精せい力りよくが宿やどっている。そのザットが口を開いた。

「初うい陣じんでのご活かつ躍やく、おめでとうございます。……ひと月以上経たっているというのに、いまさらのような気もいたしますが、なにぶん、初陣以来お会いする機き会かいがなかったものでして。皇こう帝てい陛へい下かも心配されていたご様よう子す。明日にでもお顔を見せられてはいかがです」

「ああ」

「病やまいで伏ふせっているという殿下が、こういう場所で遊んでいるところを他の貴族に見られでもしたら、よからぬことを口にする奴やつが出ないとも限りませんのでね。いまは多少メフィウスもきな臭くさい。大事な御おん身みでありますゆえ、気をつけていただかなければ」

　いかにも洗せん練れんされた物もの腰ごしで、口く調ちようもやわらかでありながら、その眼がん光こうは射い抜ぬくように鋭するどい。ザットは一二将軍のひとりでもあるが、それはかつてクォーク家が独どく自じの領りよう土どを持っていたときの名残なごりであって、ローグやオーバリーといった生きつ粋すいの武ぶ将しようらに比くらべれば、手持ちの兵数は少なく、おそらくザット自じ身しんも戦場に立ったことはないはずだ。しかしいまの目は、まさに敵てきを見つめるそれだった。
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（反はん皇こう族ぞく派はの筆ひつ頭とう……と言っていたか？）

　これはディンからの情じよう報ほうではなく、いつかフェドムがそう言っていたのを覚えている。カイザル・イースランとやらが投とう獄ごくされたのに、もっとも反発しているのも彼らしい。ここは本物の皇おう子じらしく、怯ひるんだ顔のひとつでもすればいいのだろうか、などとオルバが考えているうち、

「それでは。失礼いたします」

　慇いん懃ぎんに言い置いて、オーバリーとともにその場を立ち去さった。表おもてに待またせてあった馬車に乗り込む二人の姿を、いや、オーバリーただひとりの姿を、オルバは見やる。

（いつか、）

　とオルバは心に念ねんじた。

（いつか、貴き様さまを焼き殺してやる。そう、いつかだ。いまじゃない。いま、ただ殺してやるほど、おれは、優やさしくなどない）

「お義に兄いさま、お気になさらないほうがいいわ」

　黙だまりこくったギルが、遠まわしに遊んでいることを非ひ難なんされて落ち込んでいると思ったらしい、イネーリが微笑ほほえみながら肩を叩たたいた。

「だけど、奇き妙みような取り合わせだな」少年のひとりが小こ首くびを傾かしげる。「あの二人が仲なか良よくしているところなんていままで見たことがない」

「どうでもいいさ。さあ、さっさと帰ろう。また他のお偉えらい方がたに見つかって、気を遣つかわれるのもごめんだからな」

　バートンは言ったが、いまだ青い顔をしたままの彼のこと、また何か騒さわぎに巻まき込まれるが怖こわくてたまらないのだろうということは、誰だれの目にもあきらかだった。




（妙みような一日だった）

　宮きゆう殿でんの通路を歩いていくオルバは、この一日を思った。

　いろいろありはしたものの、ひとまずは、皇おう子じの友人連中に正しよう体たいを気取られることはなかった。これが最初の一いつ歩ぽになればいい。皇子としてあらゆる権利を行こう使しするには絶対に必ひつ要ようなことなのだ、と思えば、下くだらない様々な出で来き事ごとも、まだ耐たえることができるはずだ。

　ともかく、慣なれぬ戦たたかいに、心しん身しんは疲つかれきっていた。

「ディン」ドアを開けるなり、オルバは小こ姓しようの名を呼んだ。「今日は湯ゆ浴あみも食事ももういい。おまえももう──」

「皇子」

　出で迎むかえたディンが、ばつの悪そうな顔をしているのに気づいた。皇子の部へ屋やは三さん間まつづきになっていて、最初のドアを開けたところは、狭せまいながらも椅い子すや棚たなが用意され、来らい客きやくを待またせておくことができるようになっている。

　そこに、むっつりと黙り込んだまま腰こしを下ろしている人ひと影かげがあった。ひと目見て、オルバの疲れがいくらか吹ふき飛んだ。ガーベラ国第三王女ビリーナである。豊ゆたかな白金プラチナの髪かみは背はい後ごに垂たれ、品ひん位いある美び貌ぼうがまっすぐにオルバを見上げていた。

「お帰りなさいませ、ギル皇こう太たい子し殿でん下か」

「あ、ああ」

「どちらへ足を運ばれていたのです？」

「いや──ああ、武ぶ将しようの家に招まねかれていた」

「そう。ご加か減げんはもう、ずいぶんとよろしいようですね」

（どいつもこいつも同じことを言う）

　そんな思いが胸をよぎった。抑おさえたつもりが、顔に出てしまったのだろう、

「何か、おかしなことを申しましたか。そうですね、わたしはまだメフィウスには慣なれぬ客きやく人じんの身。なかなかこの国の文化にもユーモアにも慣れません。といって、すぐに理解したいかと言われれば、そうではないと胸むねを張って答えるでしょうけれど」

「何が言いたい」むっとしてオルバは二つほど年下の少女をにらんだ。「姫ひめらしくない、言いたいことがあれば素す直なおに言えばいい」

「そうですか。では、素直になりましょう。皇おう子じは、カイザル・イースランどのの件けんをご存ぞんじでしょうか」

「ああ」

「ああ、と、それだけですか？」

　姫は星ほしをちりばめたような瞳ひとみを大きく瞠みはった。

「だから、何が言いたいのだ。用よう件けんだけ言ってくれ」

「もう、結構です」

　赤い顔をしてビリーナは席を立とうとした。一秒でも早く横になりたかったオルバだが、そうした態度を取られると彼も意い地じになってしまう。

「何が結構だ。おれはまだ何も聞いちゃいない」

「病やまいに倒たおれられているかと思えば、遅おそくまで遊び歩いて。国の未み来らいを憂うれえる方ならば当然考えねばならぬことも、まったくお気にかからないご様よう子す。そんなあなたに、何を聞かせても無む駄だだということです」

「ほとんど知らぬ他人のことを、よくもまあ、憶おく測そくだけでべらべら非ひ難なんできるものだな」

　友人連中の前ではかろうじて取り繕つくろっていた仮か面めんも、なぜだか一四歳の王おう女じよを前にするとぼろぼろ崩くずれ去さってしまう。オルバは唇くちびるを歪ゆがめ、おそらくは彼女が一番言われたくないことを言ってやることにした。

「子供にはわからないことがある。人に口出しする前に、まずは自分が大人になってみたらどうだ、姫君」

「そうでしょうとも」

　瞬しゆん間かん、勢いきおいよく立ち上がったビリーナは、あっ、とディンが声をあげるより早く、オルバのほうに詰つめ寄った。その勢いに、平ひら手てのひとつも来るか、と思わずたじろいだオルバは、壁かべに背中からぶつかってしまった。

「ごきげんよう！」

　鋭するどくそう言い残すと、ビリーナはずかずかと、姫君らしくない歩き方で退たい室しつした。

　一方のオルバは腰こしから力の抜ける思いで、その場にへたり込んだ。

（ランといい、姫といい）

「ぼくにも責せき任にんがあるんです」

　ディンが、いささか悲ひ痛つうすぎるような面おも持もちで言った。

「お昼過すぎに姫が見み舞まいに来られたとき、ぼくは皇子がご友人と出かけられていると説明したのですが」

　ビリーナは、「ではいつお戻りになられるのか」と訊きいた。あまり長時間皇子が遊び歩いている風ふうに取られるのもまずいと思ったディンは、「すぐにお戻りになります」と、何の確かく証しようもなく答えた。

「帰られたなら、こちらからご連絡しますと再さい三さん申もうし上げたのですが、このままお待まちになるとおっしゃって……」

　昼過すぎとなると、それからすでに四、五時間は経たとう。オルバは長いため息いきをついた。

（気の休まるときはない。おれが、この国のすべてを欺あざむこうとする人間である限り。くそっ、油ゆ断だんしていた）

　身み分ぶんを偽いつわる戦たたかいをつづける以上、ビリーナもまた、敵てきのひとりであるのは間ま違ちがいなかった。

　無む論ろん、そんなオルバだから、ビリーナ・アウエルの衣い装しようがいつもと違い、やや大だい胆たんなものであったことなどには、少しも気づかなかったのだ。










　二章　帝都の日々







　　　　１




　建けん国こく祭さいのはじまりを前に、メフィウスの人々、ことに帝てい都とソロンの住民は浮き立っていた。

　ガーベラとの一〇年戦争が終わったことで、今年は各国からの行商人や旅人の数も増ふえ、東とう方ほうからはサーカス団もやってくる。戦争の幕まく切ぎれに関しては、徹てつ底てい抗こう戦せん派はをはじめいろいろと異い論ろんもあったが、民たみにとってみれば、浮かれることのできる祭りを迎むかえられるというだけでも、充分に喜よろこばしかったのだ。

　ソロンは、このあと一週間は祭り一いつ色しよくに染そまる。断だん崖がいや谷に囲まれた環かん境きようで育ち、出いで立たちも性せい質しつもとかく武ぶ骨こつで地じ味みだと言われるメフィウス人も、このときばかりは思い思いに着き飾かざって、広間や通りを埋うめ尽つくした屋や台たいで酒を飲み、メフィウスには珍めずらしい海かい産さん物ぶつに舌した鼓つづみを打っては、楽団や吟ぎん遊ゆう詩し人じん、劇げき団だんの催もよおし物などで目と耳を楽しませる。

　メフィウス名めい物ぶつともいえる剣けん闘とう競きよう技ぎも、当然、連日のように行われる。各土地の名めい門もん剣闘商しよう会かいが一いち堂どうに介かいし、それぞれ精せい強きようを自じ負ふする剣闘士を参さん戦せんさせるのだから、むしろソロン以外の都市での剣けん闘とうは、色を欠いた、ひどく地じ味みなものになるという有あり様さまで、この豪ごう華か絢けん爛らんな剣闘祭りを見るためだけに、遠い土地から足を運ぶ者も多かった。

　そして、例年、帝てい都とソロンで行われる剣闘にはまた別の趣しゆ向こうがある。日々の戦たたかいを生きのびた剣闘士たちのうち、そのなかでも特に人気の高い、実力のある剣士たちをギルドが厳げん選せんしていき、最終的には四人を選んで、それぞれ一対一の戦いを行わせる。そして勝ち上がった二人は、最終日、競きよう技ぎに参加しなかった二〇〇名もの剣闘士を引き連れて大おお型がた竜りゆう数頭と戦たたかう──という、建けん国こく祭さいの最大にして最後の催もよおし物である。

　メフィウスでも人気の高い歴史上の人物、『竜殺しの英えい雄ゆう』クローヴィスと、彼を最後までサポートした副ふく官かんフェリペの物語になぞらえたものであり、剣闘を最後まで勝ち抜いた二人の剣闘士にも同名の称しよう号ごうが与えられ、また、仮かりに剣けん奴ど隷れいであった場合、例外なく奴隷の身分から解放されることとなる。さらにはメフィウスの戦せん士しとして正式に召めし抱かかえられるとあって、この時期になると、何とかしてこの大会に参加できないものかと、奴隷たちは常つね以上に身みを揉もむのだった。

（そういえば、タルカスにはついに声がかからなかったな）

　タルカスは、この時期、不ふ機き嫌げんになるのがいつものことだった。タルカス剣闘商会は割合に規き模ぼが大きく、名の知れた存そん在ざいであったのは確たしかだが、タルカス一代で興おこした商会であったため重じゆう鎮ちん貴き族ぞくらとのつながりが浅く、ギルドでの発言権も無むに等ひとしかった。

「シークなら金を取れる。ギリアムも、いかにもソロン人が気に入りそうな巨きよ漢かんの戦せん士しだ。カインだって、バイアン二頭を引かせての戦車銃じゆう撃げき競きよう技ぎなら、ソロンで名の知れたどんな剣闘士より上う手まくやるだろうに」

　ぶつぶつとそんなことを言っていたのを思い出す。タルカスに言わせれば、オルバは金の取れる剣士ではなかった。得意なのは長剣。一対一の勝負なら負け知らず。しかしその戦いぶりが「地味だ」というのである。

　メフィウス一のこの祭りに参加するのがタルカスの夢ゆめだったろうが、そんなことに興きよう味みのなかったオルバのほうが、いち早くソロンでこの祭りを迎むかえようというのだから、世のなかわからない。

　とはいえ、無む論ろん、剣闘士オルバとして、ではなく、皇こう太たい子しギル・メフィウスとして、である。剣闘競技に出ない代わりに、他の役目ならいくらでもあった。




　祭りのはじまる前日のこと。メフィウス皇こう族ぞくや主おもだった重じゆう臣しんは、夕ゆう刻こく、祭りに先さき駆がけて建国を祝いわい、今年一年の豊ほう穣じようを願うための儀ぎ式しきを執とり行おこなうこととなる。

　ソロンの中央にそびえ立つ黒の塔とう。「宇う宙ちゆう移い民みん船せんの舳へ先さきをへし折おってつくられた剣」とも言われるソロンの象しよう徴ちようであるその塔の地下に、竜りゆう神じん廟びようがあった。天てん然ねんの洞どう窟くつを利用したもので、入ると、ひやりと肌はだ寒ざむい。

　皆、フードつきのローブを着込んで、無む言ごんで歩いていく。ちなみにこの儀ぎ式しきに参加するのは男性に限られている。皇こう族ぞくに関しても例外ではなく、なかに皇こう后ごうメリッサやその娘イネーリの姿はない。

　先せん頭とうで灯あかりを掲かがげているのは皇こう帝ていにあらず、数名の老人だった。いずれも褐かつ色しよくの肌はだをし、瘦やせ細ってはいるものの頑がん強きような足あし腰こしをした彼らは、普ふ段だんは山地に住まう竜りゆう神じん信しん仰こうの遊ゆう牧ぼく民みん、その長ちよう老ろうたちだった。

　竜神に関する儀式は、すべて彼ら長老衆しゆうが取り仕切る。メフィウスはかつて、国中で竜神を信仰していた時代があり、それからの古い慣かん習しゆうである。やがて奥おくまった場所に着くと、皆足を止め、長老衆が古代の言葉で祈いのりを捧ささげるのをじっと待まつ。

　眼がん前ぜんにそびえる壁へき面めんには、建けん国こく王おうに知恵と力を授さずけたという、竜神メフィウスの姿が描えがかれてあった。

　薄うす暗ぐらい洞どう窟くつの広間。灯が焚たかれ、大勢の影かげが壁にひしめき合って映うつし出されるなか、老人の野の太ぶとい、呪じゆ文もんのような声が聞こえてくる。神しん聖せいさを感じるどころか、オルバには不ぶ気き味みなものでしかない。

（これにも、慣なれなきゃいかんか）

　覚えたり、慣れたりしなければならないことがいったいどれほどあるのか。それをすべて頭に叩たたき込んでいられるというのなら、皇族や貴き族ぞくといった方々を少しは尊そん敬けいしてやってもいい。下らないことを考えていたオルバは、フェドムと目を合わせてしまい、（きょろきょろするな）と無む言ごんのうちに叱しつ責せきされた。

　ひととおり祈りが済むと、その場から通路を下った場所にあるごく狭せまい部へ屋やで、彼らのみで酒を飲み交かわすこととなる。宴うたげではなく、これも儀ぎ礼れいの一いつ環かんである。夜には、宮きゆう殿でん内ないの中ホールで前ぜん夜や祭さいが開かれる予定であり、残りの貴族や各国の使し節せつはそこで待またされているのだ。

　部屋へ向かう途中、

「皇おう子じ」

　シモン・ロドルームが声をかけてきた。フェドムがあわてたような様よう子すでこちらを見たが、オルバは彼が助け舟を出そうとするところを目め線せんで制した。シモンは重じゆう鎮ちん中の重鎮。いつまでもフェドムの陰かげに隠かくれているわけにもいくまい。

　シモンはまず型かたどおりに挨あい拶さつし、他の皆のように「ご加か減げん」のことを口にした。

「悪くない。皆があまりに構かまいたがるからな、少し大げさにしていたまでのことだ」

　ディンの情報によると、皇子ギルは、まるで守役のように接してくるシモンを、うとましがっていたらしい。オルバはそのとおりに演えん技ぎしてみた。

「若わか君ぎみは時の人でいらっしゃいましたからな。それほど、初うい陣じんでのご活かつ躍やくが見事だったのでありますよ」

「見事、というより、それほど意外であった、と言いたいのだろう？」

「おお、これは。そのような」

「皆、おれの本当の力を見せつけられて驚おどろいているのだ。いままでがいままでだったからな、恐おそれてもいるのだろう。ふん、いまさら構かまいたがってこられても、知るものか」

　苦にがりきった顔でシモンが笑う。

（悪くない）

　オルバは自分の芝しば居いに自信を深めた。要ようするに、あれだ、あほの振りをすればいいという、それだけのことだ。

　その後も、オルバは「初うい陣じんでの活かつ躍やくに有う頂ちよう天てんになっている皇おう子じ」の振りをつづけた。と、

「ビリーナ王女とは、その後、お会いになられましたか」

　意外なところを衝つかれて、一いつ瞬しゆん、返事に詰つまった。

「侍じ女じよたち──口さがない、おしゃべり雀すずめどもの、格かつ好こうのゴシップネタであったようですな、部へ屋やに押しかけた王女殿でん下かが、皇子の帰りが遅おそいというので叱しかりつけたとか、そういった噂うわさが広まっております」

「おれが、姫に叱られただと？　下らない！」

　吐はき捨てたのは、芝居ではなく半なかば本ほん音ねだ。シモンは微び笑しようした。

「よいのですよ。そんな噂ひとつあるだけで、王女の立場も救すくわれるはずです」

「救われる？」

「つい先ごろまで敵てきであった国の姫君でありますからな、ご自じ身しんも複ふく雑ざつでしょうし、周りもいろいろと、それは思うところもあるでしょう。しかし、そうやって、皆が微笑ほほえましく皇子と王女の仲なかを見守っている、という空気になれば、大勢の見方も変わることでしょう」

「おれの立場はどうなる。黙だまって笑われていろと言うのか」

「ここは、殿下が器き量りようを見せつけるべきときかと。大きく構かまえていることです。女性とのことで笑われていようとも、主しゆ君くんとして軽んじられることにはなりますまい。好こう感かんを抱いだく者とて多いはずです」

「そのような好こう意い、欲ほしくなどあるものか」

「こういうお話が、陛へい下かの耳に入られるのがお嫌いやなのでしょう？」

「……」

「ですが、その陛下とて」シモンは、いかにも内ない緒しよですよ、と言いたげに片かた目めをつむって言った。「お若い頃ころは、ラーナさまと喧けん嘩かをするたび、わたしに仲ちゆう裁さいを頼たのんだものでしたよ。お母さまは、あれで、いったん決めたらなかなかご自分の思し念ねんをお曲まげにならない方でしたから」

　ラーナとは皇帝の前ぜん妻さいにして、皇子ギルの実母だ。五年前に病死したらしい。

　無む論ろん、オルバはほとんど知らない。返答を避さけた彼を、感かん傷しようによるものと誤ご解かいしたらしいシモンも口をつぐみ、二人して室内に入っていった。

　そしてそこで、メフィウスの未来をも左右しかねない事じ件けんが起こったのである。




　長方形をした狭せまい部へ屋やだった。洞どう窟くつを鉄てつ筋きんや木もく材ざいで補ほ強きようしており、なかは、石造づくりの粗そ末まつなテーブルに、人数ぶんぎりぎりの椅い子すが用意されているきり。

　オルバはあらかじめ教えられていたとおりに、所定の位置につく。それぞれの席にひとつずつの酒しゆ盃はいが用意してあった。底には少量の蜂はち蜜みつが入っている。これから、皇こう帝てい自みずからがこの場にいる全員に酌しやくをするのが慣かん例れいだ。酒は、昨年の建けん国こく祭さいの折おりに、竜りゆう神じん廟びように奉ほう納のうしていた果か実じつ酒しゆである。今年ももちろん、恵めぐみに感かん謝しやする意味を兼かねてもっともできのいい酒を奉納していた。

「メフィウスの五ご穀こく豊ほう穣じようを願って。竜神の御み霊たま、その加か護ごあらんことを」

　グール・メフィウスの声に、皆も唱しよう和わする。オルバ──というより、皇おう子じギルの番は最後だ。酒の入った壺つぼを抱かかえて歩きはじめた皇帝の姿を目で追う。

（メフィウス皇帝）

　皇子ギルの父親であり、言うまでもなく、帝てい朝ちようの頂ちよう点てんに君くん臨りんする男。そしてオルバの推すい理りが確たしかならば、息子むすこのギルや婚こん約やく者しやのビリーナを人知れず暗あん殺さつしようとした男でもある。もしこの男と二人きりで話をせねばならない状じよう況きようになったとき、果はたして自分は騙だましとおせるだろうか？　いかに関かん心しんが薄うすく、あまつさえ殺そうとしたかもしれないとはいえ、父親が実じつの息子を偽にせ者ものと見み間ま違ちがえることがあるだろうか？

　と、室内がどよめきに満たされた。はっとしてオルバは辺あたりを見み渡わたした。

（何か間違いをしでかしたか）

　血も凍こおるような一いつ瞬しゆんがあったが、しかし重じゆう臣しんらはオルバではなく、皇帝のほうを見ていた。どの顔も、驚おどろきと──戦せん慄りつが色濃こい。オルバも見やった。皇帝が最初のひとりに酒を注そそいでいるところだ。何か奇き妙みようなことがあったとも見えない。相あい手ては、竜神信しん仰こう遊ゆう牧ぼく民みんの長ちよう老ろうだ。ひとり目が終われば、次の長老へと皇帝は壺を差し向ける。

「陛へい下か、お待まちを」

　身みを乗り出したのは、ザット・クォークだった。以前、通りで出会ったとき、皇子に見せた堂々たる態度はどこへやら、その精力的な顔は驚きよう愕がくに引き歪ゆがんでいた。

「お待ちを、陛下。ロドルーム公こうが、まだでいらっしゃいます」

　ザットが口を出したのを皮かわ切きりに、室内も騒そう然ぜんとなる。ザットだけでなく、思わず席を立った者も多い。オルバも立ち上がると、二つほど席の離はなれたフェドムのところへいき、同じく顔色を変えている彼の背せを、そっと叩たたいた。

「──何の話だ」

「ば、馬ば鹿かめ。ここで話しかけるな」

　小声で毒どくづいたフェドムだが、オルバが目で促うながすと、早はや口くちで言った。

「……例年は、シモン・ロドルームが最初に祝いわいの酒を受ける。序じよ列れつで言えば当然のことだ。皇帝が酒を注ぐ順番は、皇帝の信しん頼らいが強い順番ということになっているからな。もっとも、要らぬ騒そう動どうを起こさぬために、順番はほぼ前もって決められているのだ」

　だから皇こう太たい子しの番は最後になる、とフェドムは言う。臣しん下かに順をつけるのとは、また違ちがう次じ元げんの位置づけだということだ。

　そこまで説明を受けたとき、さらにザットが前へ詰つめ寄ろうとした。

「陛へい下か！」

「黙だまれ、ザット・クォーク」

　グール・メフィウスがしわがれた、しかし鋭するどさを秘ひめた声で遮さえぎった。ただそれだけでどよめきを静しずめた皇こう帝ていは、立ちすくんだ臣下の目をじっと見つめ、

「儀ぎ礼れいの最中に口を挟はさむとは何事であるか。控ひかえよ」

「いいえ、陛下」青ざめつつも、ザットも口を閉ざさなかった。「このようなこと、いままでの例にはありませぬ。カイザルどのの一いつ件けんといい、畏おそれながらも、陛下のため、粉ふん骨こつ砕さい身しんで尽つくしてきた諸しよ侯こうや将しようよりも、遊ゆう牧ぼく民みんやかび臭くさい信しん仰こうなどに陛下は信しんを置かれるか！」

「ザット、よせ」

　他ならぬそのシモンが、ザットの肩を摑つかんで制そうとした。しかし時とき遅おそく、メフィウス皇帝は目をくわと見開いて、顔中の皺しわをも引き裂さかん勢いきおいで吠ほえた。

「他ならぬこの竜りゆう神じん廟びようのなかで、よう申したわ、ザット。わしに楯たてを突つくばかりか、司し祭さいをも侮ぶ蔑じよくし、この神しん聖せいなる祭さい儀ぎを汚けがそうとは。寛かん大だいなる竜神がたとえおまえに怒いかりの裁さばきを与あたえずとも、その代だい弁べん者しやたる皇帝、このわしが代わって制せい裁さいを加くわえてやる。いますぐこの場を去いね！　沙さ汰たは追ってくだすゆえ、ひとまずはおのが館やかたへ戻って謹きん慎しんしておれ。わかったか、ザット！」

「陛下」

「陛下！」

　ふたたび騒そう然ぜんとなるなか、真まっ赤かに顔を燃えたぎらせた皇帝と、正反対に真っ青になりながらも視し線せんを外さぬザット・クォークとの対たい比ひを、オルバは見つめていた。

（貴き族ぞくの『仲なか間ま割われ』か）

　自分には出る幕まくも、もとより仲ちゆう裁さいする意い思しもない。口こう辺へんに笑えみが浮かぶのを押し殺しつつ、ふと横目で見やったフェドムの様よう子すがおかしいことに気づいた。

　ぶるぶると肥こえ太った身体からだが震ふるえている。怯おびえているのかと思いきや、汗あせをも滲にじませたその顔には、オルバ同どう様よう、ほのかな笑みが見え隠かくれしていたのである。




　　　　２




　竜神廟での、皇帝とザットのやり取りは、瞬またたくうちに宮きゆう殿でん中じゆうに広まった。カイザル・イースランの件けんもある。誰だれもが皇帝のやりように首を傾かしげる一方で、誰もがそのとばっちりを受けないよう、慎しん重ちようになることを胸に期きしていた。

　しかし表おもて立だっては何事もなく、中ホールでの前ぜん夜や祭さいも予定どおり行おこなわれることとなった。

　オルバはそこで、ビリーナ姫ひめと顔を合わせた。自じ室しつで「お叱しかり」を受けて以来になるから、一〇日ぶりほどになる。高い襟えりをした白い上じよう衣いに、裾すその広がったガーベラ風ふうスカートを穿はき、その下にズボンとブーツをメフィウス風に重ねている。テレジア苦く心しんの果はてのコーディネートなのだが、無む論ろん、オルバにはわからない。

　周しゆう囲いの目もあって、両者、何事もなかったかのように挨あい拶さつを取り交かわした。そしてそれで終しまいだった。あとはもう目も合わせない。

（ふん）

　ビリーナの側がわも、皇おう子じがそのような態度だから、当然、むくれた。

　近この衛え隊たい代表としてやってきていたシークもゴーウェンも苦にが笑いするしかなかった。

「初うい陣じんであれほどご活かつ躍やくされた殿でん下かでいらっしゃるのに」シークが肩をすくめる。「こと色いろ恋こいとなると、まるで『初陣』前のうぶな少年のようですね」

「まあ、そこまで上う手まく立ち回れては、年長者として立つ瀬せもない。これくらいが、いかにも皇子らしいだろうな」

　勝手なことを聞こえよがしに言う二人をオルバは無む視しした。と、ゴーウェンが声を低めて、

「姫とのことはともかく、また、おれの知らないところでいろいろとやっているようだな」

「何のことだ？」

「ソロンの酒さか場ばで、ウオールと会った」

　ウオールとは、もとタルカス商会の剣けん奴どのひとりだ。ザイム砦とりでの戦たたかいに参加し、生き残った剣奴たち八〇余よ名めいのうち、実に六二名がギル皇子の近衛隊に残ることを志し願がんした。残りは充分な恩おん賞しようを与えて自由の身みに解放した。そのなかには、あの巨きよ漢かんの剣けん闘とう士しギリアムがいる。そしてウオールとやらもまた、自由になったはずのひとりだった。

「それは、よかった。元気にしていたか」

「ふん、すっとぼけるな。おれが声をかけると、知らん顔をしやがった。何か事情があるようだから、わざわざ二人きりになってから訊きいてやったよ。『皇子のご命令』だそうだな」

「何のご命令です？」

「メフィウスの傭よう兵へいをやらされているそうだ。何といったかな、おまえの初陣の際さいに指し揮き官かんをやっていた──そう、オーバリー将軍とやらのもとでな」

　ゴーウェンはさらに問とい詰つめたい様よう子すだったが、イネーリやバートンが顔を見せたので、黙だまらざるを得えなかった。オルバも慣なれない笑顔を無む理り矢や理りこしらえて、皇子として不自然でない程てい度どに声をかけた。

　当然、イネーリらは、ザット・クォークのことを聞きたがったが、噂うわさで言われていることがすべてだとしかオルバには言えなかった。

「皇こう帝てい陛へい下かは、またぞろ竜りゆう神じん信しん仰こうを復ふつ活かつさせるおつもりなんじゃないか、と、皆が口にしているようですな。西方のタウラン諸しよ国こくのように」

「それで何も不ふ都つ合ごうがなければよいのだけれど。生活習慣まで変えなければならなくなったとしたら、困るわ。食べものだって禁止されるものがあるかもしれないでしょう？」

「イネーリ姫ひめは、誠まことに、実じつ際さい的てきなお方でいらっしゃる」

「馬ば鹿かね、バートン」にらむ真ま似ねをしてから、くすくすとイネーリは笑った。「お義と父うさまのことだから、何か考えがおありになるのよ。そうでしょう？　殿でん下か」

　あとはこちらに声をかけてくる者それぞれを適てき当とうに相あい手てした。フェドムはさすがに重じゆう鎮ちんのひとりだけあって、パーティーでは皇おう子じと同じく忙いそがしかったので、代わりに小こ姓しようのディンを常つねに従したがわせ、彼に耳打ちされるがまま、それぞれの名前と顔を覚えようとする。もっとも、これはきりがない。

　やがて「皇こう帝てい陛へい下かご出しゆつ座ざ」の触ふれとともに、皇帝グール・メフィウス、それに皇こう后ごうメリッサがホールに姿を見せた。グールはちらりと「息子むすこ」のほうを見やった。いまさらだが、竜りゆう神じん廟びようでの儀ぎ式しきの際さいには目も合わなかった。

「ギル。もう、だいぶいいようだな」

「は」

　父子おやこで交かわされた会話はそれですべてだった。

「お顔がやつれたのではありませんか？」

　一方のメリッサは、この会話が皇后としての義ぎ務むから来ている、という顔を隠かくしもしなかった。三〇代も終わりを迎むかえようというのに、服ふく装そうも、顔立ちも、いささか少女じみていて、娘のイネーリと並んでも姉妹しまいのようにしか見えない。

「戦いくさ場ばに立つだけが皇族男子の務つとめではありませんよ。お父上のように常つねに目を光らせ、胸を張っていらっしゃい。ねえ、陛下？」

　皇帝は軽く眉まゆを上げただけだった。

　パーティーがはじまると、建けん国こく記き念ねんの式しき典てんに招まねかれた、各国の使し節せつらが挨あい拶さつをはじめた。エンデ、ガーベラからの使節はもちろん、東とう方ほうからはアリオン、北方のゾンガーをはじめとする湾わん岸がん都と市し国こつ家か群ぐん、南の孤こ島とうバロールなどからも客きやく人じんが訪おとずれている。

　それぞれの土産みやげ物もの──特とく産さんの布ぬのや香こう辛しん料りよう、珍めずらしい楽器や、意い匠しようを凝こらした大小の家具、宝ほう石せきで飾かざりつけられた武具など──が、高々と積まれるなか、オルバの目を引いたのは、ガーベラ国からの使し節せつであった。

　ノウェ・サウザンテスと名乗ったその男は、年の頃は二〇代も終わりほど。黒々とした髪かみ、そして切れ長の目には妙みように艶つやめいたものがあって、見た目、果はたしてシークとどちらが、と比くらべたくなるほどの美青年である。

　ガーベラとしてはいろいろ含ふくむところもあるだろうギル皇子相手に、ノウェはにこやかに、そしてよどみなく挨拶をする。

「リュカオン討とう伐ばつの折おりには、ことに殿でん下かにご苦労をおかけしてしまったこと、国王アイン・アウエルの名においてお詫わびいたします。また、メフィウスの援えん助じよに心よりの感かん謝しやを申もうし上げます。ガーベラ国民はこの厚あつい義ぎと友情を決して忘れはしませぬ」

　オルバはじっとノウェの目を見つめた。いかにも文ぶん官かんといったたたずまいで、剣けんひとつまともに取れそうにない。だから使し節せつに選ばれたのかもしれない、と思い、オルバは彼への関かん心しんをなくした。

　それよりも、ガーベラから皇おう子じへの贈おくりものである、ガーベラ特とく産さんの飛ひ空くう艇てい三隻せきのほうが気を惹ひいた。オルバは近この衛え隊たいのなかに、少数ではあるが飛空艇隊を編へん成せいしようとしている最中だったからだ。飛空艇は無む論ろん、それそのものの戦せん闘とう力りよくもあるが、何より、戦場にあっては伝でん令れいとしての利用価か値ちのほうが高い。早いうちに、何とかものになるところまで持っていきたいと願っていたところだったので、この贈りものはありがたかった。

　その後、ノウェはビリーナ姫ひめにも挨あい拶さつを述のべた。面めん識しきはある。サウザンテス家はガーベラでも名めい門もん。加くわえて、ノウェは才さい気きも認みとめられた男だった。

「姫さま、お久ひさしゅうございます。まずは変わりなきご様よう子す、安心いたしました」

「お父さまはご壮そう健けんでいらっしゃるか。お爺じいさまは」

「はい」ノウェは無む邪じや気きといってもいい笑顔になった。「ザイム砦とりでで姫さまが兵へいらに檄げきをかけたあの話で、宮きゆう殿でんは持ちきりでございます」

　ビリーナは赤くなった。ノウェの話によると、父は、

「どこへいっても、あの娘は大人しくしているということが、はなからできぬらしい」

　と、苦く笑しよう混まじりに嘆なげき、離り宮きゆうにいる祖そ父ふは、

「以前と同じだ」と闊かつ達たつに笑ったという。「ひとりこの離宮に寝ねて暮くらしていてさえ、やれ今日は姫さまがどこそこで悪戯いたずらをしでかしただの、また姿が見えなくなってしまっただの、火事に襲おそわれた家から飛空艇で子供を助け出しただの、毎日毎日噂うわさ話ばなしが飛び込んできたものだ。ようやく一人前の娘らしく嫁とついでいったかと思えば、遠く、国こつ境きようを隔へだててさえ、こうして聞こえてくる始し末まつだ。こうも王女の話が絶たえないのでは、わしも、まだその辺をちっちゃなビリーナが駆かけ回っているような錯さつ覚かくに襲おそわれてならぬなあ」

　ビリーナの目が伏ふせられた。

「そうか。──」

　とつぶやいた唇くちびるには自然と笑みが浮かぶ。と同時に、どうしようもない懐なつかしさにとらわれ、思わず目め頭がしらが熱くなった。よく知る人々の言葉は、人づてではあっても、彼女にもまたその存そん在ざいを身近に感じさせる。それほど歳さい月げつは経たっていないというのに、こうも遠くまで来てしまった、との思いが新あらたにされた。

　ひとしきり使節団の挨拶が終わると、催もよおしものがはじまった。剣けん舞ぶである。メフィウス名物のひとつで、選び抜かれた剣けん士したち数名が、本物の剣を手に舞まい踊おどるのだ。

「見ろ、あれがクローヴィス候こう補ほのパーシルだ」

「凄すごい筋きん肉にくですこと。ああ、一度でいいからあんな太い腕うでに抱かれて眠りたいものだわ」

「公こうは、誰だれに賭かけるおつもりだ？」

　祭まつり前ぜん夜や祭さいの剣けん舞ぶとなると、例年、剣けん闘とう大会に参加する剣闘士たちのなかからメンバーが選ばれる。貴き族ぞくたちは彼らの剣舞をじかに目にすることで、誰がクローヴィスや副ふく官かんフェリペの座ざを勝ち取るかを賭けて、祭りの余よ興きようにするのだ。

　パーシル、というのはオルバも名前だけなら聞いたことがあった。貴族たちの指差すほうを目で追ってみて、一いつ瞬しゆん、

（おっ）

　と驚おどろきの声をあげそうになったのは、その、パーシルらしき剣闘士もまたまっすぐにこちらを見ていたからだ。ぶ厚あつい肉体をした、いかにも頑がん強きようそうな剣闘士だった。髪かみも髭ひげも黒々としていて、全ぜん身しんから精せい気きの波が伝つたわってきそうですらある。

　パーシルはすぐに目を逸そらした。目が合ったのはただの偶ぐう然ぜんか、否いなか。少なくとも、あの視し線せんに含ふくまれていたのは皇こう族ぞくに対する敬けい意いなどではない。

　やがて太たい鼓こがひとつ大きく叩たたかれると、総そう勢ぜい一二名による剣舞がはじまった。

　円えん陣じんを組んで中央に剣けん先さきを揃そろえた直後、彼らはぱっと四し方ほうに散ちった。ステップを踏ふみ、右の男と頭上で剣をかち合わせたかと思えば、左の男の剣を胸もとで受け止める。空中で、足もとで、と、力任まかせに振られたとしか思えない一いち撃げきが見事なタイミングで嚙かみ合うたび、剣けん戟げき音おんそのものがリズムを生み出しては、太鼓の音が、鋭するどく、早く、それを追いかける。

　そのうち彼らはホールのあちこちで目ざとく腕うで前まえの立つ人物を見つけては、挑ちよう発はつするように剣を振るう。これも慣ならわしの一種で、挑発された当人も剣舞に加くわわることができる。薄うすい衣ころもを着た女性が恭うやうやしく捧ささげる剣を手に取り、新あらたに数名の剣士が輪わのなかに入った。剣戟の音はさらにかまびすしく、一瞬でもタイミングを誤あやまれば命を落としかねない緊きん張ちようが、刃やいばのような空気を生み出して、知らず知らず人々を引き込んでいく。

　やがては、例のパーシルという剣士も、踊おどりの輪わから外れた。広間を回って、挑発する相あい手てを物色しはじめる。

「おう。剣士どの、おれのところへ来い」

「いいや、わたしだ！」

　腕自じ慢まんの兵士や若い貴族が声を張り上げる。もったいをつけてパーシルは彼らの前を順ぐりに通りすぎ、そして足を止めた。

　かすかなざわめきが起こり、好こう奇きの目が一点に集中する。

　皇おう子じギルの眼がん前ぜんだった。パーシルの、一いつ見けん、穏おだやかなようでいて、しかし激げき情じようをずっとその向こうに秘ひめた双そう眸ぼうがオルバの気を惹ひいた。年の頃は三〇になるかならずかといったところ。当然、場ば数かずも多かろう。

（ほう）

　熱い塊かたまりが、オルバの身体からだの奥おくから頭をもたげてきた。疼うずいている。部へ屋やにずっとこもっていたときの鬱うつ憤ぷん。外に出れば出たで、慣なれない戦たたかいの連続だった。ここで、本物の戦いをしてみたいという欲よつ求きゆうが強く突つき上げてくる。

　しかしさすがに自分が剣けんを取って出るわけにもいかない。そんな逡しゆん巡じゆんをどう受け取ったか、パーシルが嘲ちよう弄ろうの表情を浮かべる。オルバの頭にかっと血が上りかけたとき、

「殿でん下か、ここはわたしが」

　と背はい後ごからシークが進み出た。オルバの意気を背中から読み取ったのだ。オルバは軽い羞しゆう恥ちを覚えたが、さすがにここで馬ば脚きやくをあらわすのも愚おろかしい。皇こう帝ていを真ま似ねて、鷹おう揚ように頷うなずいてやった。剣けん舞ぶの誘さそいにおいて、代理人が立つのは恥はずべきことではないからだ。

　ホールが沸わいた。シークは一いつ見けん、女と見まがうほどの美び貌ぼうである。いかにも無ぶ骨こつなパーシルとの組み合わせは絵になった。腰こしから剣をすらりと引き抜き、パーシルの掲かかげた剣けん先さきに軽く合わせる。
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　最初はスローモーだった。双そう方ほう、慎しん重ちように、そろりそろりと合わせていたが、やがて相あい手てが信しん頼らいに足たる技ぎ量りようの持ち主だと判断したのだろう、すぐに速度を増し、まるで最初から打ち合わせ済ずみだったかのように、他の剣舞と遜そん色しよくない動きを見せはじめた。

　右へシークが回れば、左へとパーシルが動く。背中を大きく反ってパーシルが剣を振り回せば、シークも心得て、剣けん先さきに大きい弧こを描えがかせて派は手でな一いち撃げきをぶつからせる。

（むっ）

　いま振るったばかりの剣をシークはすばやく引き戻した。相あい手てが目にも止まらぬ突つきをくり出してきたのだ。仕掛けてきたか、とシークもいっとき受けに回ると見せかけて、パーシルの足を払はらいに出た。

　予よ期きしていたかのようにそれを弾はじいたパーシルは、すぐさま攻こう撃げきへと回った。「攻せめ」と「受け」との間に停てい滞たいがない。攻こう防ぼう一体、まさしく理想の剣けん筋すじだった。

　オルバは目を瞠みはっていた。パーシルもシークも、互たがいに本気のように見えた。本気、とはすなわち相手を殺すこともためらわないという意味だ。

　剣けん舞ぶで命を落とした例は数あれど、ほとんどのケースにおいて加か害がい者しやが罪つみに問とわれることはない。儀ぎ礼れいの一種であるし、そこで流された血も、豊ほう穣じようを祈いのるための生いけ贄にえに等しい、と考えられる節ふしがあった。

　それから数合、太たい鼓この音がぴたりと止むと同時に、二つの剣先も同じく中ちゆう空くうで静止した。

　ホール中に惜おしみない拍はく手しゆが湧わき起こる。シークは汗あせを拭ぬぐいつつその歓かん呼こに笑え顔がおで応こたえた。

「やるな」

　戻ってきたシークにオルバは言った。双方とも、という意味で、シークはそれを察してかぶりを振った。

「見てよ、向こうさんは汗も搔かいちゃいない。まだまだ本気じゃなかったのさ。──『豪ごう腕わん』パーシル。名前は聞いたことはあったけど、あれほどとはね」

「おまえも得意の双そう剣けんじゃなかったからだろう」

　言いながらも、オルバとて、パーシルの腕うで前まえには感かん嘆たんしていた。血の疼うずきは以前に増している。だが、すでに彼は剣けん奴ど隷れいではない。他人に強制されない以上、殺し合いをしてみせる義ぎ理りもなかった。

「逸いつ材ざいだが、あまりタルカスは欲ほしがらんだろうな」

　ゴーウェンが小声で言った。

「とは、どうして」

「確たしかに強い。強いが、地じ味みだ」ゴーウェンはあっさり断じた。「場が盛もり上がらんのさ。そう、オルバ。そういう意味では、おまえに似にているな」

　オルバは軽く肩を上下させた。熱い血を持て余あましていた彼は、このとき、ノウェ・サウザンテスが注意深く自分のほうを見つめていたのに気づかなかった。




　それから間もなく、宮きゆう殿でん内ないのパーティーは終わりを迎むかえた。が、本当の祭まつりはこれからだと言わんばかりに、貴き族ぞくや将しよう兵へい、ことに若いカップルは、街まちへくり出す準じゆん備びをはじめている。明日からはじまる祭りに先さき駆がけて、彼らはすでに浮かれ気分だ。

　そんななか、

「面おも白しろくなってきた」

　誰だれよりも浮かれていたのが、皇おう子じの部へ屋やを訪おとずれたフェドム・オーリンだった。

「何がそんなに面白い。自分の顔を生まれてはじめて鏡かがみで見たか」

「ザット・クォークのことだ。反はん皇こう族ぞく派はの筆ひつ頭とうが、有う無むも言わさず謹きん慎しん処しよ分ぶんだぞ。ひと波は乱らんあるに決まっておろう」

　オルバの軽かる口くちも聞き流すほどだから、よほどのことだろう。

「カイザルのこともある。ますます皇こう帝ていに対する不信感は強まろう。皇こう太たい子しの身みにも危険が及およぶかも知れぬ。もうしばらく、おまえにはこのまま影かげ武む者しやでいてもらうからな」

（ちっ。自分ですれすれのことを口にしてやがる）

　本物の皇子がまだ姿をあらわさない不自然さを、フェドムはあえて口にしてみせたのだ。よほど、いまこの場で「初しよ夜や権けん」のことを持ち出そうかとも思ったが、かろうじて自じ重ちようした。まだ手持ちの情じよう報ほうは数少ない。オルバにとっては、フェドムとて信しん頼らいに値あたいする仲なか間ま、というわけではないのだ。

「今日は、陛へい下かや重じゆう臣しんたちの前で、よくやったな。皆、誰もおまえが剣けん闘とう士しなどとは思ってもいまい。少しは成せい果かを挙あげたようで何よりだ」

「おまえは、タルカスに似にているな」

「何の話だ？」

　いや、とオルバはそっぽを向いた。上じよう機き嫌げんとなると、すぐに他人をも持ち上げにかかるところがそっくりだ。

「カイザルとやら、このまま処しよ刑けいされるというのは本当か？」

「わからぬ。陛下のお気持ち次し第だいだろう。おまえの気にすることではない」

「おまえからとりなして、牢ろうから出してやるわけにはいかないのか」

「何？」上機嫌もどこへやら、フェドムはぎょろりとした目でオルバを見た。「皇子らしく振る舞まえ、ということと、皇子になれ、というのは違ちがう。政治に口出しまでするな。誰に何を吹き込まれたか知らんが、すぐに調ちよう子しに乗りおって。よいか、与えられたことのみに集中していろ」

　その後、帝てい都と内ないにあてがわれている居きよ館かんへと急いで戻ったフェドムは、靴くつの土を払はらう間も惜おしむように、玄げん関かん口ぐちで「ヘルマン」の名を呼んだ。同じ屋や敷しきに住まわせ、面めん倒どうを見みている魔ま道どう士しである。が、小こ間ま使いが駆かけ寄って言うには、ヘルマンは先日から留る守すにしているらしい。

「またか」

　腹はら立たたしげに唸うなったが、いまは取り立てて急ぎの用よう件けんがあるわけではない。ただ、先日へルマンの言った、

「近いうち、必かならずや運命の変へん遷せんが訪おとずれましょう。それまで焦あせらぬことです。例の影武者の正体がばれぬよう、いまはそれだけに心を砕くだいていればよろしい。旦だん那なさま、いま、皇おう子じの死によって欠けたる運命の、本来あるべき姿──そう、運命の黄おう金ごん率りつとでも申もうしましょうか、それが猛もうスピードで修しゆう復ふくされようとしている最中。それはおびただしい『風』を巻き起こします。『風』は誰だれが何をせずとも、大勢の人々を巻き込んでいくもの。いまはお待まちください。その『風』に吹き飛ばされる者、搔かき消されていく者も多数あるなかで、旦那さまはその『風』に乗っていかれる御お方かた。待ちさえすれば、必ずや『風』は運命の目的地へと誘さそいましょう」

　その予言めいた言葉がぴたりと当たったことを報ほう告こくしたかっただけなのだ。

　メフィウスにおいて──というより、文ぶん明めい圏けんの大たい半はんにおいて、魔ま道どう士しが国の重じゆう鎮ちん貴き族ぞくに雇やとわれているといった事例は珍めずらしい。まず、彼らはほとんど人前に姿を見せない。竜りゆうの貴き重ちよう種しゆであるガイザーやマ・ドゥークよりもさらに少ない、と言われるほどだが、アリオンやエンデなどでは、公こう式しきに魔道士と認められた上で政治の一いつ端たんを担になったり、戦いの指し揮きを執とったりすることもある。しかしそれは両国の為い政せい者しやが、魔法王ゾディアスの血けつ統とうを継ついでいるといういわくがあるからであって、世界においても特例である。

　ことに、武ぶ人じん気き質しつの強いメフィウスにおいては、正体不明の力を操あやつる彼らを毛け嫌ぎらいする風ふう潮ちようすらあった。たとえば、メフィウスと風ふう習しゆうがよく似にている西方のタウラン諸しよ国こくにおいて、広く名を知られた歴史上の魔道士ガルダ。竜神教の司し祭さいでありながら、魔素エーテルにおける魔術を駆く使しして、古こ都とゼル・イリアスを一時支配した彼の名は、いまも恐きよう怖ふとともに語り継つがれている。

　フェドム自じ身しん、ヘルマンのことを公こう言げんしているわけではない。三年前、居きよ館かんを突とつ然ぜん訪たずねてきて、占うらないの真ま似ね事ごとをやったヘルマンを妙みように気に入って、以来、不自由させない生活を送るだけの援えん助じよをしているだけであり、普ふ段だん彼がどこにいるかも知りはしない。

　皇おう子じギルの正体を知っている、という意味ではフェドムのアキレス腱けんにもなりかねない存そん在ざいではあるものの、そもそも一いつ介かいの剣けん闘とう士しを皇子の影かげ武む者しやにすることができたのも、またそのことを予言していたのもヘルマン自身である。自分の野や望ぼうが達成されるその瞬しゆん間かんまでは生かしておいて損そんはない。

（それも、遠くない未来のことではないのか）

　そう考えると、自然、鼻はな息いきが荒あらくなる。帰き宅たくした夫おつとを迎むかえる妻つまの言葉も、いまのフェドムの耳には入らない。曖あい昧まいに頷うなずいたきりで、かっかと火ほ照てる頭のなかでは別のことを考えつづけていた。

（皇こう帝ていが己おのれの権力を強化しようとした一〇年戦争の終わりごろから、反はん皇帝の気運が高まってきていた。投とう獄ごくされたカイザルや、謹きん慎しん処しよ分ぶんを受けたザット・クォークの件けんはますますそれに火を注そそぐ結果となろう）

　それこそ待ちかねた好こう機きだ。皇帝グール・メフィウスが自みずから皇帝の座ざを降りるのを気き長ながに待つつもりなど、フェドムにはなかった。老ろう域いきに差しかかっているとはいえ、いまだに皇帝は意い気き軒けん昂こうとしているし、第一、ギル・メフィウスを跡あと継つぎに指名するかどうかも定かではない。後ご妻さいメリッサへの寵ちよう愛あいを見るにつけ、その娘イネーリに皇こう室しつ遠とう縁えんの婿むこを取らせ、その婿に皇こう位いを継けい承しようさせてしまうという可能性もある。

（これで反はん皇こう帝てい派はをわたしがまとめ上げることができれば、ますますその後の動きも身軽になろう）

　なかには、ザットのように反『皇帝』というより、『皇室』そのものに反発する者もあるし、その数とて決して少なすぎはしないだろうが、いまはまだ時流を変えるほどではない。土と地ち柄がら上、メフィウスは保ほ守しゆ的てきな考えをした人物が多い。いますぐ国のシステムそのものを打ち破やぶれるほどの勢いきおいはない、とフェドムは見ていた。

　長くつづいてきた皇室の歴史そのものを捨すて去さるのは忍しのびないが、さりとていまの皇帝のままでは国の未来が危あやういのではないか──そういった機き運うんを高めることこそ、これからは肝かん要ようになる。

（まずは、多くの味み方かたを得なければならない。皇おう子じの人じん望ぼうなど問題ではない。むしろ、多少暗あん愚ぐであったほうがあとあと都つ合ごうがいい、くらいに思わせればいいのだ。重じゆう要ようなのは、皇子を擁よう立りつしようとするわたし自じ身しんが、確かつ固こたる意い志しを見せることだ）

（慎しん重ちように、それでいて大だい胆たんに）

　何か大きなことを成なし遂とげようというとき、大きな賭かけも時には必要となるはずだ。すでに一いつ手て、彼は打った。剣けん奴ど隷れいを皇子に仕立て上げるという、露ろ見けんすれば彼どころか血けつ族ぞくすべての命が危あやういほどの賭け。それもひとまずは上う手まくいっている。この流れ──へルマン言うところの『風』──に乗って、次の一手をすばやく、そして鋭するどく打たねばならない。

　フェドムはもう遅おそい時間だというのに酒の用意をさせ、それから書しよ斎さいにこもった。

　彼はあちこちの諸しよ侯こうに当てた書状をしたためながら、水のようにがばがばと酒を口にした。脳のうが冴さえて、興こう奮ふんしているせいか、少しも酔よわなかったが、フェドムはすでに充分思い描えがいた未み来らい予よ想そう図ずに酔いしれていたともいえる。




　　　　３




　夜明けとともに、黒の塔とうから鐘かねが打ち鳴らされた。メフィウス建けん国こく記き念ねん祭さい、はじまりを告つげる合あい図ずだ。

　前夜から準じゆん備びに追われていた屋や台たいや出で店みせが、色とりどりののぼりや看かん板ばんで街まちを豊かに彩いろどる。通りを一歩でも歩けば、焼肉や魚の揚あげた香こおばしい匂においや、ケーキや飴あめの甘あまい匂いに包まれた。街のいたるところで酒さか樽だるが出され、陽も高いのに早くも「乾かん杯ぱい！」の声とともにあちこちで酒しゆ盃はいが掲かかげられている。子供たちは年に一度のことと親から握にぎらされた小こ遣づかいを握りしめて街中を奔ほん走そうし、その使い道に楽しく頭を悩なやませる一方、女性たちはこの日のためにと着き飾かざって、通りを歩きながらはなやいだ笑え顔がおを振りまく。

　ガーベラとの一〇年戦争も終しゆう結けつした。祭まつりを迎むかえてはいても倹けん約やく的てきなムードの漂ただよっていた昨年までと異ことなり、今年は出し物も国際色豊ゆたかだし、外国からの旅行者の姿も数多く見られた。近いうちに正式にメフィウスへ嫁とつぐことになるだろうガーベラ姫ひめビリーナの肖しよう像ぞう画がも花はな輪わで飾かざられ、平和的なムードを演えん出しゆつしている。

　正しよう午ご、ソロンの大通りでは大だい規き模ぼな軍事パレードがはじまった。兵士たちも甲かつ冑ちゆうを宝ほう石せきや花で飾りつけ、剣けんや槍やりのきらめきを高々と掲かかげつつ、勇ゆう壮そうな行進を民みん衆しゆうたちに見せつける。彼らを先せん導どうするのは、昨年、『英えい雄ゆうクローヴィス』の座ざを勝ち取った若者である。白はく馬ばに跨またがり、黄おう金ごん色いろの兜かぶとを誇ほこらしげに被かぶった彼は、もともと、奴ど隷れいの身分ではない剣けん闘とう士しだった。家族の糊こ口こうをしのぐためだけに命を削けずって剣闘に参加していたのだが、昨年の優勝によって正式にメフィウス兵として雇こ用ようされ、現在は武ぶ将しようオーダイン・ロルゴ直ちよく属ぞくの十人長である。

　祭り最終日には、観かん艦かん式しきを兼かねた、飛ひ空くう船せんを利用したもうひとつのパレードがあり、それも民衆には楽しみのひとつだったが、彼らにはとりあえず目め先さきの楽しみが待まっていた。

「さあ、急ごう」

「もう昨日の夜から並んでいる奴やつらがいたぞ。席があるかな」

　人々は、ソロンの大だい競きよう技ぎ場じよう──ここ一週間は、世界一大きな剣闘場と化かす──へと急いでいた。




　時置かずして、オルバもソロンの大競技場へ姿を見せていた。パレードののち、ソロン宮きゆう殿でんのバルコニーに皇こう族ぞくが揃そろって行われる、短い式しき典てんが終わった直後である。

（さすがに、大きい）

　眼がん下かではいくつもの剣闘が同時に行われていた。剣の勝負、槍の勝負、馬上戦、騎き竜りゆう戦せんもあれば、隅すみで壁かべを設もうけられた別べつ区く画かくで、弾たまを一発こめたきりの拳けん銃じゆうを持っての早撃ち戦も行われている。

　ソロンにはいくつも闘とう技ぎ場じようがあり、オルバ自じ身しん、バ・ルー市にある円えん形けい闘技場で戦ったこともあるが、それも含ふくめて、いままで転々としてきたどこの施し設せつよりも、この競技場は規き模ぼが大きい。広々としていることもあって、夕ゆう刻こくにはソロン名物の戦車レースも行われるようだ。

　観客の収しゆう容よう人数は五万人を軽く超こえるだろう。それでももう、初日から満員に近いというのに、オルバのいる席の周しゆう囲いにだけ、ぽっかりとした空間があった。柱はしらに支ささえられた天てん井じようがついていて、ビロードの幔まん幕まくが前面と左右に張られ、警備兵の姿が周辺に目立つ。皇族や貴き族ぞく専せん用ようの席であり、そこに、オルバはイネーリと並んで腰こし掛かけていた。他に、トロアとバートンの姿もある。あとは閑かん散さんとしたものだ。

「剣闘なんていつものことでしょうに」イネーリからの誘さそいを受けはしたものの、バートンはそうこぼしていた。「最終日だけでよかったんじゃないですか」

　祭りの最終日に行われる『クローヴィスとフェリペの竜りゆう退たい治じ』のときになると、ほぼすべての皇こう族ぞく、貴き族ぞくが出席するのだそうだ。ただの剣けん闘とうではなく、建けん国こくを祝いわう、大事な儀ぎ礼れいごとのひとつなのである。

　イネーリは、「馬ば鹿かね」と軽くたしなめた。

「いつもとはまたスケールが全然違ちがうのだから。メフィウス中から一いつ気きに名の知れた剣闘士が集まってくるのよ。──ああ、暑い。もっと強く扇あおいでちょうだい」

　特とく等とう席せきで客の世話をする奴ど隷れいにイネーリは命じた。そこへ、別の奴隷女が冷たい飲みものを運んでくる。見ると、まだ歳とし若い。浅あさ黒ぐろい肌はだに、どこかしら涼すずしげな風ふう貌ぼうをしていた。彼女が立ち去さっていくのを何なに気げなく眺ながめていると、

「っ」

　いきなりイネーリに膝ひざをつねられた。

「ああいう奴隷娘が、皇こう太たい子し殿でん下かのお好このみかしら？　以前は、わたしの侍じ女じよのリサにご執しゆう心しんだったようだけれど。タイプがわかりやすくてよろしいですわね」

「そういうんじゃない」

　誘さそわれた手前、オルバは眼がん下かの戦たたかいをじっと見下ろしていたが、しかし、何か落ち着かないものを感じていた。貴族専用の閲えつ覧らん席せきに座すわり、こうして上から剣闘を見下ろしているのが、何やらやましいものを感じさせるのだ。心しん中ちゆう、舌した打うちした。

（いつまで奴隷気分でいやがる。こういうところを割わり切っておかないと、いつか、取り返しのつかないぼろが出る）

　いましも、檻おりに入れられた奴隷たちが運ばれてきた。反対側のゲートからも檻が運ばれてきたが、こちらのなかに入っているのは、数頭の小こ型がた竜りゆうフェイ。六本肢あしの竜で、手でぺしゃんこに押し潰つぶしたような鼻面が特とく徴ちよう的てきだ。そして何より、上の口から、反そりを打って飛び出ている二本の牙きばがひときわ目を引く。

　双そう方ほうの檻が開け放たれた。泡あわを噴ふきつつ、竜どもがいっせいに飛び出した。奴隷たちも一いち目もく散さんに逃げる。大たい半はんが半はん裸らの女性たちだった。フェイの跳ちよう躍やく力りよくは凄すさまじい。すぐにひとりが追いつかれ、その場に押し倒された。フェイが牙を剝むく。

　思わずオルバの握にぎり拳こぶしに力が入った。イネーリが悲ひ鳴めいをあげて口を手で覆おおったが、目はきらきらとし、訪おとずれる血の予感に興こう奮ふんしている。と、ゲートが新あらたに開いて、そこから数名の剣けん闘とう士したちが勢おきおいよくあらわれ出でた。

　どうやら、『邪じや教きようの生いけ贄にえにされかかった乙女おとめたちを、メフィウスの屈くつ強きような戦せん士したちが救すくい出す』といったシチュエーションの競きよう技ぎらしく、剣けん奴どたちは孤こ剣けんひと振りをたのみに、フェイへと挑いどみかかった。

　小型竜とはいえ、フェイの成竜は体長三メートル近くになる。野や生せいのフェイとなると、群むれをなして大型竜にさえ襲おそいかかることもあるくらい獰どう猛もうで、大たい半はんの剣闘士たちも返り討うちに遭あった。そんななか、「パーシル、パーシル」と剣闘士の名前を連れん呼こする客の声が聞こえた。

　例の、優勝候こう補ほと囁ささやかれていた男だ。さすがに群ぐんを抜いて動きがいい。跳とびかかるフェイをさっと横にかわすと、すぐにその上へと飛び乗って、首くび筋すじの柔やわらかい筋きん肉にくに剣けんを突つき刺さした。また、彼は死にもの狂ぐるいで戦たたかいながらも、味み方かたへも指示を飛ばしていた。二人ひと組にさせ、ひとりがフェイの動きを誘さそいつつ、もうひとりが隙すきをついて背はい後ごから跳びかかる──そういう作戦を取らせ、数多く、成せい果かを挙あげた。

　と、血ちの狂きよう乱らんを逃れたひとりの乙女おとめが、オルバたちのいる方向へと駆かけてきた。柵さくにしがみつこうとしたが、最前席であっても、彼女の背よりだいぶ高い位置にある。また、席を警けい護ごする兵士が銃じゆう剣けんを振るって、彼女をそこから追い払はらおうとした。

「助けて、お願い、助けて！」

　背後からはフェイが追いすがってくる。女の、狂くるおしい悲ひ鳴めいがオルバの耳をつんざいた。

　パーシルが気づいて、猛もう追ついした。剣を振りかざしてフェイへ打ちかかるが、酷こく使ししたゆえか、もともと精せい度どの強い剣ではなかったか、半なかばよりへし折れた。それでもくじけず、フェイの首に腕うでを回してしがみつく。フェイの暴あばれっぷりも凄すさまじく、目の前の柔やわらかな血ち肉にくに牙きばを打ち込もうと必ひつ死しだ。ついにはパーシルも引き剝はがされた。柵にしがみついたままの乙女へと、竜りゆうが背後から襲おそいかかる。

「パーシル！」

　このとき、オルバの我が慢まんが限げん界かいを超こえた。はっと見上げるイネーリの傍かたわらで、衛えい兵へいの腰こしから剣を奪うばい取ると、それを思い切り投げつけたのだ。

　フェイと乙女との間に、剣が深々と突き刺さった。パーシルはすばやくもぎ取って、フェイの顔面に鋭するどい一いち撃げきをくり出すと、怯ひるんだ猛もう獣じゆうへと一いつ瞬しゆんの停てい滞たいもなく追つい撃げきする。ほどなくして、竜の首から多量の血のりが飛んだ。

　六頭放たれていたフェイはすべていなくなった。だが、それで戦いが終わったわけではなかった。竜や女性たちの死し骸がいが横たわるその場で、彼らは、最後の生き残りになるまで戦わなくてはならなかった。

　女性らを助けるために一度は共きよう闘とうした彼らだったが、はなから容よう赦しやなどなかった。誰だれもが明日を生きのびるための戦いである。あちこちで剣が閃ひらめき、そしてそのたびに命がひとつ、またひとつと失われていった。

　最後に、パーシルともうひとりの剣士が残った。さすがにどちらも息いきが荒あらい。身体からだは返り血と汗あせとにまみれ、お互たがいに大小さまざまな傷きずを負おっていた。

　オルバから見て、パーシルが右に、相あい手てが左へと動く。じりじりと距きよ離りを測はかり合いつつ、相手が一回、二回、と突きを見み舞まうが、パーシルはことごとく払はらい落とす。彼のほうからはなかなか攻せめに回らず、業ごうを煮にやした相手が大きく振りかぶったところを、雷らい光こうの速さで突きかかった。胸を狙ねらう、と見せて、しかし実際は相手の足を払っていた。右の脛すねから先が宙ちゆうへ飛んだ。その足が地面に落ちるより早く、パーシルは倒たおれた男めがけて止とどめを刺した。

　無む駄だのない動きだった。甲かつ冑ちゆうのような肉にく体たいに似に合あわず、動きも軽い。何より、戦たたかいをコントロールする術すべを心こころ得えていた。

　生き残りのパーシルに、歓かん声せいが降り注そそぐ。

「彼がご贔ひい屓き？　奴ど隷れいの好このみにも似にて、趣しゆ味みがお悪いのじゃありません？」

　イネーリが、横目で窺うかがうようにして言うと、オルバは言い訳わけじみたことを口にした。

「ここで死なすには惜おしい奴やつだ」

「そうかしら？　強いけれど、彼には華はながないわ。特に女性客の受けはよくないでしょうね」

　一いつ笑しようにふしたあと、イネーリは妙みように媚こびを含ふくんだ目で、

「ねえ、お義に兄いさま。折おり入って、頼たのみがあるのですけれど」

「何だ」

「例の、オルバよ。彼をこの、剣けん闘とう競きよう技ぎに参加させることはできないかしら？」

「なぜだ？」

　ぎょっと身みの引ける思いをしながら、オルバは訊きいた。

「リュカオンを討うった英えい雄ゆうが参加してくれれば、例年以上に盛もり上がるとお思いにならなくて？　ねえ、お願い。彼の戦っているのを、もう一度じかに見たいのよ」

「おれの近この衛え兵へいだぞ。いまさら剣闘になど出せるものか」

「だから、お願いしているのよ。イネーリのお願い、聞いていただけないかしら」

　肩に頰ほおをすり寄せんばかりにして言う。その眼まな差ざしには、どうせ断ことわりきれまいと知り尽つくした上での計算があるように、オルバには見えた。辟へき易えきして何か言い返すより早く、こちらへ駆かけ込んでくる影かげがあった。息せき切ってひざまずいたのはディンだ。

「どうした」

「おそれながら、至し急きゆう、皇おう子じにお会いしたいという方が見えております」

「何よ？」一いつ転てんして、イネーリは毒どく々どくしい顔つきになった。「こっちは皇こう族ぞく同どう士し、大事なお話をしているのよ。誰だれが来ようとも、知らないわ」

　ディンは少女のにらみに身を震ふるわせつつも、オルバに耳打ちした。

（近衛兵の方らしいですが、ウオール、と名乗っております。そう言えばおわかりになると）

　瞬しゆん間かん、オルバは彼を押しのける勢いきおいで立ち上がった。

「お義兄さま？」

「用事ができた。宮きゆう殿でんへ戻る」

「ええっ？」

「ああ、オルバの件けんだな。あとで会わせてやると言ったろう。それで満足してくれ。じゃあ」

　気もそぞろに、オルバは足あし早ばやにその場を去さった。

　ぽかんとしていたイネーリは、やがて顔を真まっ赤かにして、遠ざかっていく『ギル・メフィウス』の背中にべえっと舌したを出した。




　そして同じくその背中を、剣けん闘とう場じようのなかから見上げている者があった。パーシルである。

　先ほど、皇おう子じたちのところへ飲みものを運んできた娘が、血ちや汗あせにまみれた彼の肉にく体たいを布ぬので拭ぬぐっている。この競きよう技ぎ場じようでの様さま々ざまな世話をする奴ど隷れい娘むすめだった。

「ミラ」

　と、パーシルは彼女の名を呼んだ。

「はい」

「剣けんを投げたのは、あの皇子か？」

「はい」ミラは、声をかけられて顔を含がん羞しゆうに染そめていた。「とてもすばやくていらっしゃって、驚おどろきました」

「そうか」

　パーシルは、いまだ手にしたままの剣をじっと見つめていた。投げ入れられたタイミングも、速度も、そして突つき刺ささった位置も、まるで計はかったかのように抜ばつ群ぐんだった。




　オルバは、それから半時間ほどで宮きゆう殿でんへ戻っていた。

　控ひかえの間に待またされていたウオールが、直立し、挨あい拶さつをする。

　ウオールは、もと剣闘士のひとりである。年ねん齢れいはもう四〇を過すぎており、剣けん奴どとしてはとうに盛さかりも過ぎた。腕うで前まえも風ふう采さいも冴さえず、一年と少し前にやってきたタルカス商会のなかでも、地じ味みな剣けん士しのひとりに過ぎなかったが、どういうわけか幸こう運うんに恵めぐまれる性た質ちらしく、剣奴としてすでに一〇年以上を生き抜いていた。

（ある意味で、有ゆう能のうだ）

　とオルバは彼を見ていた。どこにいても目立たず、しかし生き残るに値あたいするだけの働はたらきはする。年齢を重ねているだけに、見けん識しきも決して狭せまくない。

　ザイム砦とりででの戦たたかいののち、タルカス商会にいた剣奴たちは、大たい半はんが皇子の近この衛え隊へいに残ることを志し願がんした。ウオールもそのひとりだったが、オルバはあえて彼を近衛兵から外はずし、その代わりに、別の任にん務むを与えていたのである。

「どうだ」

　オルバはウオールに酒しゆ盃はいを勧すすめた。「は」と恭うやうやしく手に取ったウオールが、それを飲み干ほすのを待まって、

「何か、わかったか」

　つとめて何でもない風ふうをよそおって訊きいたが、オルバの心しん臓ぞうはあるいは剣闘場に立っていたとき以上に激はげしく跳はね回っていた。

　メフィウスの一二将軍のうち、竜りゆう石せき船せんからなる飛ひ空くう部ぶ隊たいを駆かる三将軍を除のぞいた九名は、皆、傭よう兵へいを広く募つのっている。ガーベラとの一〇年戦争が終結したことで要よう員いんは多少減げんじたが、なにぶん戦国の世よ、窓まど口ぐちは常つねに開かれていた。

　ウオールに命めいじたのは、その傭よう兵へいとなることである。入隊させたのは、誰だれあろう、オーバリー・ビランの傭兵隊であった。

「わっしにわかるのは、同じ傭兵か、軍団のなかでも一いつ兵ぺい卒そつ、よくても下したっ端ぱ幹かん部ぶの噂うわさ話ばなしでしかありませんが」

「ああ、構かまわん。話せ」

　オルバたちのいた村を焼いたのは、オーバリー率ひきいる黒くろ兜かぶと団だんだ。六、七年前のことだから、果はたしてどれだけの兵士がいまも同じ身み分ぶんで居い残のこっているかわからない。ガーベラとの戦争で何人かは戦死しただろう。それでも当時の様よう子すを知っている人間がいる可か能のう性せいは決して低くない。それを調べてこい、とオルバは命じていたのである。

「六年前から同じ役やく職しよくの、ベイン、という名の百人長がおります。ベインは長らく将軍に仕つかえていますが、どうもこの処しよ遇ぐうに不満を抱いだいている様子で、よく安やす酒さか場ばにくり出しては部下の兵士に愚ぐ痴ちを洩もらしているのです。一度、酒に酔よった振りをしてそこのテーブルに近づいて酒しゆ盃はいを交かわしました。わっしはこう見えても聞き上手じようずな性た質ちでして、こちらが嫌いやな顔ひとつせずに愚痴を聞いてくれるというので、いくらか気に入ってくれた様子。いまはまだ二、三度顔を合わしたきりですが、そのうち立ち入った話も聞けましょう。ああ、それと、ベインがアプター砦とりでにいたことも確たしかです。それは確かに聞きましたから」

（よし）

　前進だ。それも大した前進だ。オルバは手を打って躍おどり上がりたいような喜よろこびを必ひつ死しで抑おさえつけた。と、ウオールが、まだ何か話すことでもあるのか、いくぶん迷まようような素そ振ぶりを見せた。

「何だ。他にわかったことがあるなら、何でもいい、話せ」

　さらに酒を勧すすめると、恐きよう縮しゆくしたようにウオールは肩を狭せばめる。それから、

「皇おう子じさまに関係のある話かどうかはわかりかねますが、ベインがふと洩らした言葉で、少し気になったものがありまして。上のほうの連中が交わしていた会話を偶ぐう然ぜん耳にしたらしいのですが、それによると、オーバリー将軍と、ガーベラのノウェとかいう奴やつとが、近いうちに会かい食しよくするというのです。将軍はどちらかというと、ガーベラとの和わ議ぎに反対していた口ですから、妙みようなものだ、とベインが首を傾かしげておりました」

（ノウェと、オーバリー？）

　確かに妙な取り合わせだ。オルバは、ウオールにいくばかりかの金を握にぎらせたあと、いったん退たい室しつさせた。

（おそらく大っぴらな会かい合ごうじゃないだろう。この二人の取り合わせは誰が見ても妙だ。だから、隠かくすことのない公式なものなら、一いち兵へい士しですら話題にするはずだ）

　もっとも、あくまでもそれが真実だと前置きした上での話である。

（となると、会食の場はビラン邸ていじゃない。どこか、目立たない、それでいて貴き族ぞくが利用するような酒さか場ば、料理屋──となると場所は自然に限られる。ノウェがソロンにいるのは、これから祭まつりが終わるまでのせいぜい一週間。網あみを張はるには絶ぜつ好こうの条じよう件けんだ）

「皇おう子じ、皇子。何をお考えです？」

　ディンの言葉も耳に入らず、オルバはじっと考え込んだ。妙みように気にかかる。ノウェの、皇子ギルを前にしてのよどみのない口こう上じよう、そしてにこやかな表情が思い出された。使し節せつとしてはもちろん申もうし分ない。申し分なさすぎたからこそ、オルバはあのときノウェへの興きよう味みをなくした。しかし、そのノウェがこっそりとオーバリーに会うかもしれない、という情じよう報ほうを聞かされると、いまになって、それらの態度が気になった。簡かん単たんに言うと、ノウェに関かん心しんを払はらわなかった自分自じ身しんも含ふくめて、

（気に入らねえ）

　そして、もしやこれがオーバリーの首くび根ねっこを押さえるための何かの道具になりはしないかとオルバは考えはじめていた。

　オルバはすぐにディンに言こと伝づてを渡わたし、近この衛え兵へい宿しゆく舎しやへと向かわせた。数十分後には、オルバ自身の選んだ近衛兵が列をなして室内に入ってきた。いずれも無む論ろん顔見知りだが、オルバはギル皇子の仮か面めんを貫つらぬき、彼らにとある命令を下したのだった。










　三章　王女殿下の剣闘士







　　　　１




　翌よく日じつ、そして翌々日は、イネーリやローグ・サイアンらの誘さそいをすべて断ことわった。

　部へ屋やにこもって、それで何をするかというと、何もしない。

　ひとり、室内をうろついた。主しゆ殿でん内ないの自じ室しつは、剣けん奴ど隷れいであったときに寝ね泊とまりしていた宿舎よりよほど広い。それを何周もした。部屋から張り出した露ろ台だいは小庭園にもなっているが、そこへいくと姿を見られ、病気でないことを追つい及きゆうされる恐おそれがあったので避さけた。だからただ室内を歩く。

　一日目も、二日目も、獲え物ものを求めて徘はい徊かいする獣けもののようにオルバは歩いた。一分一秒が長い。食事中も、オルバは無む言ごんを貫いた。かすかな物音がすれば、すぐにドアのほうへ目をやったが、変化は起こらない。二日目ともなると、さすがに焦あせりの影かげが表情に色いろ濃こくなってきた。すでに窓まどの外はやや薄うす暗ぐらい。駄だ目めだったか、と思ったそのとき、ひとりの使者が室内に駆かけ込んできた。

（来た）

　オルバの足がぴたりと止まる。そのとき声をかけようとしたディンは、オルバの表情に気づいて息いきを吞のんだ。引き裂さかれんばかりに目が吊つり上がり、めくれ上がった唇くちびるからは犬けん歯しが覗のぞいていた。それは、そう、恐おそろしいほどに彼の仮か面めんと酷こく似じしていた。

　使者からもたらされた情じよう報ほうをもとに、オルバは新あらたな命令を下した。主しゆ殿でんと宮きゆう殿でんの入り口、さらに市し街がい地ちのあちこちに中ちゆう継けい点てんとなる人間が配はいされており、さながら伝でん言ごんリレーの様よう相そうで、情報が相そう互ごに送られた。




　場所は、表おもて通りから路ろ地じを二本ほど折おれた先、娼しよう館かんの建ち並ぶ通りに入る、そのぎりぎりの位置にある料りよう亭ていだった。

　結論から言えば、直接にはノウェは訪おとずれなかった。オーバリーが会かい食しよくしたのはその使者とである。位置は三階の個こ室しつ。店の者が入るにも、いちいち鐘かねを鳴らしてお伺うかがいを立てねばならない。内ない緒しよ話ばなしにはうってつけだった。

　オルバは、まず店のなかに剣けん奴ど数名を客として入れた。もちろん金を渡わたし、それなりに身みなりは整ととのえさせてある。酒を数すう杯はい飲ませたあと、頃ころ合あいを見み計はからって喧けん嘩か騒さわぎを起こさせた。店の者をも巻まき込んで、しかし必ひつ要よう以上に騒ぎが大きくならないよう、すぐさま店を引き払はらわせた。

　その間、身軽な剣けん闘とう士しアイソンが、壁かべや塀へいを這はい登って、オーバリーのいる個室のバルコニーへと降り立った。アイソンは、北方、ゾンガーの海かい賊ぞく出しゆつ身しんである。マストの昇のぼり降りに手て慣なれていた。

　音もなくひそんだアイソンは、なかで交かわされている会話に耳を澄すました。会食はおよそ三〇分程てい度どだったろう。アイソンが耳にすることができたのは、その最後のわずか五分程度のものでしかない。が、収しゆう穫かくはあった。二人が会食を終えるのとほぼ同時に、アイソンは手早くバルコニーから降りた。




　使者から最初に報ほう告こくがあってからおよそ三時間後。オルバは、アイソンからの報告を耳にしていた。

「──わかった。このことは、他た言ごん無む用よう」

「あいわかり申もうした」

　慣れない言葉遣づかいで、報ほう酬しゆうの金を手に去さっていこうとするアイソンを、オルバはもう一度呼び止めた。「は」と振り向いたアイソンの面めん前ぜんに、突つきつけられた拳けん銃じゆうがあった。硬こう直ちよくしたアイソンへ、

「もう一度、念ねんのために言っておく。他言無用である」

「は、ははっ」

「祭まつりの間は酒を飲んでもならん。ソロンから離はなれてもならん。どこに我わが目、我が耳があるかわからないと思え。その代わり、祭まつりが終わるまでそのことを守れば、いまの金額の倍は出そう」

　アイソンは、青ざめながらも喜き色しよくを浮かべ、「はっ」とかしこまった。

「……どういうことでしょう？」

　アイソンが去さってから、こちらも顔色を失ったディンが言った。落ち着きを欠いている。

「どうもこうも、いまのままでは何もわからない」

「で、ですが、あきらかに普通じゃありませんよ。オーバリー将軍といえば、メフィウス歴れき戦せんの将軍ですよ。それに、ガーベラとは和わ平へいをしたんじゃなかったんですか。姫ひめは、まさか、最初からそのためだけにこちらへ──んが」

　皿さらに盛もってあった葡萄ぶどうを口に押し込まれ、ディンはしばし咀そ嚼しやくに時間を要ようした。

「まだわからないと言ったろう。断だん片ぺん的てきな情じよう報ほうしかないからな」

　冷れい静せいに言いながらも、しかし、オルバの胸きよう中ちゆうこそ荒あれていた。




　アイソンが聞いた会話の内容は、以下のとおりだ。

「カイザルの件けんは確たしかによかった。ザットをより早く焚たきつけることができそうだからな。しかし、それにしたところで、まさかこれほど早く時期が訪おとずれようとは思わなかったぞ。むしろカイザルの一件があったせいで、ノウェが功こうにはやっていることはあるまいな？」

　オーバリーが言い、

「さようなことは」使者が答えた。「ノウェ卿きようは着々と準じゆん備びを進めてまいりました。ザット・クォークにも、奴ど隷れいたちの間に火ひ種だねを投げ込むのも、慎しん重ちようを期きした上で手順を踏ふんでこられたのです」

「その手順のなかに、おれのこともあったわけだな」

「オーバリー将軍のご協力には……」

「もうよい。礼れいを言われるのは、すべて終えたあとだ。ザットの件に関しては任まかせてもらってもよいが、剣けん奴どたちのほうが気にかかる。例の、パーシルという男か。こいつの協力が得られたそうだが、奴やつは剣けん闘とう大会に参加しておるぞ。途と中ちゆうで命を落とせば、何にもならんのではないか？」

「ご心配なく。火種はすでにメフィウス内でくすぶっていたもの。我々は、いわばそこに風通しをよくしてやっただけにすぎません。たとえパーシルが命を落とそうと、すでに燃え上がりつつある炎ほのおは容よう易いなことでは消せないでしょう」

「すでにメフィウスに、か。そのとおりだよ。それゆえ、首しゆ謀ぼう者しや探さがしも、メフィウス国内で勝手になすりつけ合ってくれることだろう。なるほど、それこそがノウェの狙ねらいか。剣奴たちには気の毒どくなことだ。悪い大人にそそのかされて、益えきもない抵てい抗こうをしてみせる子供同然だよ」

　くっくっとオーバリーは笑った。

「あとは、将軍の手をわずらわせることなど何もありません。すでに扇せん動どう者しやを潜もぐり込ませる際さいにはご協力をいただきましたし、ノウェ卿きようもオーバリー将軍の勇気と行動力には感かん服ぷくしておりました。我われらの間に、国を越こえた信しん頼らいと友情があらんことを」

　ふん、とオーバリーは鼻を鳴らした。姿は見えないから、彼がそのときどのような感情を抱いていたかはわからない。

「だが、そなたらの姫ひめはどうする。下へ手たをすれば、彼女の命とて危あやういのだぞ」

「姫だけ先に逃がすとなれば、ガーベラの関かん与よが疑われましょう。下手をすれば──ではなく、そう、つまりはそういうことです」

　使者の返事によどみはなかった。

「ほう」

　オーバリーの声は、やや震ふるえていた。

　それからしばしの間があった。オーバリーは咳せき払ばらいし、

「──いこう、時が移った。ノウェは、今宵こよい、どちらの宴うたげに招まねかれておる？」

「月げつ光こう宮ぐう、と申もうしましたかな。諸しよ国こくの使し節せつが多数招かれております。確たしか、ビリーナ姫もいらっしゃるとか。将軍もそちらに参まいられますか？」

「いや、逆ぎやくだ。変に顔を合わさぬほうがよかろう。ザットの様よう子すでも見てくるさ──」

　席を立ち、部へ屋やから遠ざかりつつあったので、それからの会話は聞き取れなかった。




　オルバはもう一度、アイソンから聞いたこれからの会話を頭のなかで再さい生せいしていた。

　胸の鼓こ動どうが速い。

　オーバリーとノウェは、この祭まつりの間に何か、大だいそれたことを企たくらんでいる。それも、メフィウスの根こん幹かんにかかわるほど大きなこと──、と考えて、間ま違ちがいない。

（オーバリーは国を売り、ノウェは和わ平へいを結んだはずのメフィウスに波は乱らんをもたらそうとしている）

　互たがいの目的はわからない。いまの段階では憶おく測そくのしようもないが、あの会話からはっきり知れたのは二点。まずは、

（姫の命が、危うい──）

　無む論ろん、この場合の『姫』とは、ガーベラ国第三王女ビリーナ・アウエルのことだろう。

　そしてもう一点は、『パーシル』というキーワードだ。オルバの知るパーシルは、例の、優勝候こう補ほの剣けん闘とう士し。「大会に参加している」とオーバリーが口にしたことからも、彼で間違いあるまい。

　一いつ見けん、何のつながりもない二人の名前だ。しかしまぎれもなくこの二人が関係する何がしかの計画が、いまも着々と進行している。

　それが、ただ単たんにメフィウスに波乱をもたらすもの、というならば、（面おも白しろい）とさえオルバは思ったかもしれない。彼とてメフィウスを憎にくむ身みだ。貴き族ぞくらが炎ほのおに焼かれて悶もだえ苦しむというなら、協力のひとつすらしてみせよう。だが、他ならぬオーバリーがここにかかわってくるとなると、話は異ことなる。奴やつの望のぞみなど、ひとつたりとて叶かなえさせたくなどない。

（それに……）

　脳のう裏りを、白金プラチナの髪かみがよぎった。と同時に、純じゆん粋すいな、そう、あまりにまっすぐなため、時にこちらを苛いら立だたせてならない瞳ひとみ。

　オルバはいつものように腕うで組ぐみし、考え込んだ。ザットのもへといくと言っていたオーバリー。月げつ光こう宮ぐうへいくと言っていたノウェ。いまからでもどちらかに乗り込んでみるか。もちろん直接問といただすような真ま似ねはしない。こちらも情じよう報ほうは数少ない。だからこそ直接に会って、揺ゆさぶってみる、という手はあった。

「ディン、着替えを」

「いまからお出かけですか？　どちらに？」

　月光宮、とオルバは答えた。自分でも、なぜかそこへいくと決めたことを恥はじるような言い方だった。

「使し節せつが多数いらっしゃるという場所ですね」ディンは、ひとまず目め先さきの仕事に集中した。「ええと、それなら、パーティーにふさわしい礼れい装そうか、でも初うい陣じんを飾かざったばかりの皇おう子じのこと、少しは武ぶ人じんらしく見える格かつ好こうで──」

「胴どう鎧よろい、サンダル、それに腕うで輪わだ」

　オルバは来らい客きやくがあった間は隠かくしておいたものを手に取っていた。虎とらの鉄てつ仮か面めんである。




　剣けん闘とう士しとしての身みなりになったオルバは、単たん身しん、月光宮へと向かった。

　月光宮──本来の名めい称しようは、『竜りゆうが左さ翼よくに臨のぞむ月光の宮』である。主しゆ殿でん・竜りゆう眼がん宮ぐうにほど近い場所にあり、メフィウスではもっとも見事な大庭園を擁ようしていて、大だい規き模ぼなパーティーに用もちいられることも多い。

　門番に当たっていた兵が、オルバの仮面をひと目見るなり、一いち礼れいする。これほど個性の際きわ立だった男もないが、一いち応おうは規き則そくどおりに、武器を持っていないか点てん検けんされたあと、入殿を許可された。

　庭園へ入るや否いなや、あらゆる男女から声をかけられた。リュカオンを討うった剣闘士、ということでその名と容よう姿しは知れ渡わたっている。貴族たちはほとんどが、自じ宅たくで催もよおすパーティーにゲストとして彼を招まねきたがっていた。

　いままで人を獣けもののように扱あつかっておいて──と思わぬでもないが、いまのオルバにはその場しのぎの会話くらいはすることができた。皇子の影かげ武む者しやとして努力してきた、せめてもの賜たま物ものだろう。

　奥おくへ進んだオルバはそこに、ビリーナ姫ひめとイネーリ皇おう女じよ、二人の姿を見つけた。そして目を丸くした。

　二人は何やら向かい合い、楽しそうにおしゃべりをしていた。そしてそう見せかけながらも、互たがいの目に、隠かくしようのない敵てき意いが覗のぞいていたのである。




　　　　２




　ビリーナ・アウエルは意い欲よくに燃えていた。前ぜん夜や祭さいのときになってやっと起き上がってきたかと思った皇おう子じは、すぐさままた部へ屋やに引きこもってしまい、もはや頼たよりにならない。

（いいや、頼るものか。頼るどころか）

　鏡かがみの前でドレスを着つけられ、髪かみをテレジアにせっせと整ととのえてもらいながら、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。

（皇子がいないほうが、かえって好こう都つ合ごう。わたしひとりで諸しよ国こく使し節せつと面めん談だんし、メフィウスにいながらにしてガーベラとのパイプを強化させるというやり方もある。そう、それに、メフィウス貴き族ぞくの顔と名前もこの機き会かいに覚えてしまおう。まずは親しい知り合い、友人をつくることだ。自分なりの地じ盤ばんをつくらねば、動きようもない）

「まっ、姫ひめさま。怖こわいお顔」鏡を覗き込んで、テレジアが言った。「それでは、テレジアがせっかく姫さまをメフィウス一の美び姫きに仕立て上げようという努力も水の泡あわ。殿との方がたも逃げ出してしまいますわ。どこぞの皇子さまも、きっと姫さまのそんな鬼おにのようなお顔に恐おそれをなして、部屋で震ふるえてらっしゃるんでしょうねえ」

　テレジアの嫌いや味みを無む視しして、ビリーナは激しい感情をさらに燃え立たせる。

（あの皇こう帝ていのやりよう、わたしは、好すかない）

　近日、カイザル・イースランの処しよ刑けいが執とり行おこなわれるという。それも、剣けん闘とう大会の最中、すなわち大おお勢ぜいの民みん衆しゆうが見つめる前で、生きながらにして竜りゆうの餌えさにさせられるというのだ。それを聞かされたビリーナは、嫌けん悪おと恐きよう怖ふとに、肌はだがあわ立つ思いがした。

　カイザルはほとんど申もうし開きの機き会かいも与えられなかった。たかが、廟びようを移動させ、増ぞう築ちくするという皇帝の意見に反対の意を示しただけだというのに。こんなことがまかりとおってしまえば、国の運営もままならなくなろう。

（主しゆ君くんの不ふ興きようを買うことを恐れ、顔色を読むことだけに長たけた人間のみが国政に参加できる──、そんな国が、戦国の世で長つづきするなどとはとても思えない。お爺じいさまならば、確実にそうおっしゃることだろう）

　ビリーナは、今宵こよい月げつ光こう宮ぐうにおいて開かれるパーティーにおいて、見み極きわめようと思った。いかにメフィウスが野や蛮ばん人じんの国でも、さすがにこの皇帝の振る舞まいには反感を覚える者も多数あるはずだ。

（それぞれの立場や意見を見極めた上で、ガーベラにとって何が利り益えきを生むのか、わたし自じ身しん、自みずからの立場を決定せねばなるまい）

　ちょうど日にち没ぼつ時どき、パーティーがはじまった。ホールにも、庭園にも、人と料理の山ができている。絶たえずおしゃべりと音楽が聞こえるなか、ビリーナはきらびやかに着き飾かざった人々の前に姿を見せた。声をかけてくるメフィウス貴き族ぞくらに、まずは如じよ才さいない笑えみを振りまく。

「いや、今宵こよいはまた一段とお美しい」

「ガーベラの白き花と称たたえられる姫ひめが、いずれメフィウス人にとっても誇ほこりとなる日も遠くありますまい。この婚こん礼れいが一日も早く成立することを心より願ねがっております」

「いやいや、何と愛らしい姫ひめ御ごであろう。我われらがメフィウス皇こう太たい子しに似に合あいの姫じゃ」

（いやですわ、と笑えばよいというのか）

　ビリーナは心中に巣すくった毒どく蜘ぐ蛛ものような感情を面おもてに出さないようつとめながら、ひとつひとつ丁てい寧ねいに受け答えした。が、当とうのカイザルの件けんに関してはなかなか話題に出せない。ビリーナも多少メフィウスの風習には慣なれてきたから、女性が政治に関して口出しするのが決して好このまれないことも知っていた。

（せめて、相あい手て側がわから話題に出してくれるとよいのだけれど）

　異い国こくからの客きやく人じん相手では、そうした話題も出しにくいのだろう、ともわかる。ビリーナはまたも自分の曖あい昧まいな立場にほぞを嚙かむ思いだ。ギル・メフィウスとともにここへ来ていたなら、多少は事情も変わったかもしれない。そう思うと、あの皇おう子じに対しても、自じ身しんの不ふ甲が斐いなさに対しても、いっそう腹はらが立つ。

　ビリーナは場所を変えることにした。どこかですでにこの話題が出ていれば、そこに加くわわろうと思ったのだ。

　庭園へと降りた。月げつ光こう宮ぐうと主しゆ宮きゆう殿でんの間には、小さいながらもメフィウスには珍めずらしい森が横たわっており、この庭園からの眺ながめがもっともよいとされている。中央には噴ふん水すいがあり、大おお勢ぜいの人々が集まって談だん笑しようしていた。そして片かた隅すみには楽がく師し団だんが陣じん取どっており、嫋じよう々じようたる楽曲が常つねに奏かなでられている。老おいも若きも、男女カップルになって抱き合うようにして踊おどっていた。

　おや、と、ビリーナが足を止めた。ノウェ・サウザンテスの姿を見つけたのだ。ガーベラ宮殿においても若い婦ふ女じよ子しの人気者だったが、メフィウスでも同どう様ようらしい。ひとりの少女と見事なダンスを披ひ露ろうしている一方、周しゆう囲いの女性陣じんから、嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けられている。

　ひとまずダンスが終わって、ノウェがビリーナの存そん在ざいに気づいた。彼が挨あい拶さつをしようとするより早く、なぜかそのパートナーのほうが足早に近づいてきた。

「ご機き嫌げんよう、お義ね姉えさま」

　スカートの裾すそをふわりとつまんでお辞じ儀ぎをしたのは、イネーリ・メフィウス。ギル皇子の義妹ぎまいであり、すなわちメフィウス皇おう女じよだ。

　あどけないながらもどことはなしに艶つやのある容よう貌ぼうは、ビリーナも覚えていた。「ビリーナさまと二つしか違ちがわないとは思えませんわね」というテレジアの至し極ごく失礼な意見も含めて。

「あら、お義ね姉えさまとお呼びしてはまだいけなかったかしら。いいわよね、早いか遅おそいかだけの違ちがいなんだもの。かしこまって挨あい拶さつするよりは、早いうちに慣なれていたほうがいいと思うわ、お互たがい」

「そうだな──あいた、──そうですわね」

　あいた、というのはテレジアの肘ひじ鉄てつによるものだ。立場的にどちらが上かは微び妙みようなところだが、いまは客きやく人じんの身み、それらしく振る舞まっていたほうがいい。それにテレジアには直感的にわかったのだ、自分の主しゆ人じんが、この少女イネーリを好きになれないだろうな、ということが。

「先ほど、サウザンテス卿きようと踊おどらせていただいたのだけれど、さすがにガーベラは洗せん練れんされたお国くに柄がら。踊りのテクニックはもちろん、女性をエスコートすることにかけてはメフィウスの殿との方がたなんかと比くらべものにならないわ。ねえ、お義姉さま。お義姉さまも一曲踊っていただけないかしら？　きっと、ここにいる全員が喜よろこんでくれると思うのだけれど」

「いいえ。わたしは、踊りに関しては、不ふ得え手てなものでして」ビリーナは慎つつましく微笑ほほえむ。「いましがた拝はい見けんさせていただきましたが、イネーリ皇おう女じよのほうがよほどお上手じようずでいらっしゃる。わたしなどが出る幕まくはありませんわ」

「あら、そう。そういうものかしらね。まあ気にしないほうがよろしいわ。わたくし、三歳のときからダンスの先生に教わっているのだもの。その先生、アリオンで宮きゆう廷てい舞ぶ踊よう家かをやってらした方なのよ。その方に三歳で才さい能のうがあるって褒ほめられたんだから」

「それは、すごいな──ですわ」

　肘鉄。

　いつしか、ビリーナの周しゆう囲いには、イネーリと同年代の少女ら──おそらくは彼女らも名めい門もん貴き族ぞくの子女だろう──が、集まっていた。

「本当、イネーリさまは、幼おさない頃ころから何でもできましたものね」

「わたくしもよく父上や母上に、イネーリさまのようにどうしてできないのかしら、なんて叱しかられましたのよ。だってそれはしょうがないじゃない、なんて心のなかで思ったわ。わたくし、イネーリさまじゃないもの、って！」

　きゃあ、と笑いさざめく子女たち。ビリーナが苦労して笑えみを持続させている一方で、イネーリは得とく意い満まん面めんだった。そして、

「あら、わたしだって何でもできるわけじゃなくてよ。誰だれにも得え手て不得手というものはあるんじゃないかしら。たとえば──」きらっと猫ねこの目のように光る瞳ひとみを、イネーリは王おう女じよへと差し向けた。「たとえば、そう、わたしは飛ひ空くう艇ていなどには乗れないもの」

「飛空艇？」

「それに乗れないと、あの、恥はずかしいことなのかしら。あれって軍隊でお使いになるものでしょう？　わたし、間ま近ぢかで見たことさえなくて」

　他の少女たちが当とう惑わくするのを、イネーリは楽しんでいるふうににやりと笑った。

「そうねえ。それはある意味で、幸しあわせなんじゃないかしら。考えてごらんなさい。あんなものに乗って、空を飛ぶのなんて──怖こわくて、気が遠くなりそうなくらい、逆ぎやくに恥はずかしいことなんじゃないかしら？」

「あら、そうよね。女性の身み分ぶんで、そんなこと、はしたなくって」

「怒おこられるどころか、勘かん当どうされてしまうかもしれないわ」

　くすくすと笑い合う。イネーリは同意しながら、目を細めてビリーナを見つめていた。

（ほう。これは）

　ビリーナにも察さつしがついた。これ以上ないくらい、明めい確かくに。

　他の女たちはともかく、イネーリには、もちろんわかっているのだろう。目の前の、異い国こくから来た姫ひめ君ぎみが、ガーベラにおいても無む二にの飛ひ空くう艇てい乗りであることを。先のザイム砦とりでの戦たたかいで、自みずから飛空艇を駆かって戦場を駆け抜けたことを。

（これは、あれだ、喧けん嘩かを売られているのだな）

　にっこりとした笑えみを持続させながら、ビリーナの心しん境きようは煮にえくり返っている。売られたのなら買ってもみせようが、はて、どのように──。

「どうかしら？」イネーリがそのとき艶えん然ぜんと微笑ほほえみかけた。「お義ね姉えさま、心変わりなさって？　踊おどっていただけるかしら」

　なるほど、とビリーナ。よほどそちらの分ぶん野やに自信があるらしい。ビリーナとて、まるで心こころ得えがないわけではなかった。一国の王おう女じよなのだし、最低限、貴き婦ふ人じんとしてのたしなみは教育されている。

　テレジアがドレスの袖そでを引っぱるのにも気づかぬ振りをして、ビリーナは顎あごを引いた。

「そこまで言われるのでしたら、ビリーナ・アウエル、恥ずかしながら踊らせていただきましょう」

（へえ）

　対するイネーリは、このとき心中ひそかにほくそ笑んだ。周しゆう囲いも沸わいた。この事じ態たいに、ノウェがせめてもの助け舟ぶねを出そうとしてか、

「では、姫君のお相あい手てはわたしが──」

　と出ようとするのをイネーリが制せいする。

「まあ、いけませんわ。今宵こよいはずっとイネーリのパートナーでいてくださるって、お約やく束そくしてくださったじゃありませんの」

「あ。いや、しかし、皇おう女じよ殿でん下か」

　ノウェは苦にがりきった風ふうだ。ガーベラではむしろ女性たちを手て玉だまにとって、毎夜ごとに男女の愁しゆう嘆たん場ばをくり広げているという噂うわさのノウェだったが、さすがにここは異い国こくの地、使し節せつとしての立場上、皇女を無む下げにもできない。

　と、そこへメフィウス貴き族ぞくの若者が王女にすっと手を差し伸のべた。

「不ふ肖しよう、わたくしめが王おう女じよ殿でん下かのお相あい手てをつとめさせていただくわけにはまいりませんでしょうか？」

　ビリーナは名を知らないその若者は、バートン・カドモスである。背せ丈たけもあり、見てくれで言えば王女の相手にも申もうし分ない。ビリーナにしてみれば、相手が誰だれであろうとよかった。バートンの手を取った王女は、このとき彼とイネーリが目め配くばせし合ったのに気づかない。

　イネーリは、ここで一度、異い国こくの姫ひめ君ぎみにちょっとした恥はじを搔かいてもらう心づもりだった。いままでこうした華はなやかな場での主しゆ役やくは彼女だった。メフィウス国内のみならず、世界各地からジャンルも様さま々ざまな家庭教師を招まねいてもらって幼よう年ねん時じ代だいを過すごした彼女は、自分のセンスに自信があった。ファッションや話わ題だい選び、ダンス、お茶ちや、ちょっとしたエスプリに、絵画や音楽に関しての薀うん蓄ちく。特に、同じ世せ代だいの女性たちはこぞってイネーリの真ま似ねをしたがった。母のメリッサが皇こう后ごうになり、自分が皇おう女じよの身分になってからはなおさらだ。

　そこへ突とつ然ぜん侵しん入にゆう者しや同然にやってきたのがビリーナだった。メフィウス人は、とかく「文化的」という言葉に弱い。ガーベラはそれまで敵てき国こくではあっても、その文化にはメフィウス人の多くが洗せん練れんされた匂においを感じていた。特に、貴き婦ふ人じんに剣けんを捧ささげ、その女性のために命いのち懸がけで戦うガーベラの騎き士し道どう物語などは、メフィウスの婦ふ女じよ子したちの間で人気が高かった。

　お茶ちやのときの噂うわさ話ばなしといえばビリーナのことになった。また、同じ国にいながら、立場上、普段は後こう宮きゆうにこもっているのが神しん秘ぴ性せいに輪わをかけているらしい。今日は宮きゆう殿でんですれ違ちがった、微笑ほほえみかけてくださった、と、一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに注目が集まっており、それがイネーリには気に喰くわない。

（ここで、一度、叩たたいておかねば）

　充じゆう分ぶんに恥を搔かせて、打ちのめし、そのあとで慈じ悲ひ深く手を差し伸のべればいい。ガーベラの姫をも取り巻まきのひとりにしてしまえば、メフィウス後宮でのイニシアチブをいままでどおり握にぎることができるだろう。

　メフィウスの民族ワルツが奏かなでられ、ダンスがはじまった。イネーリとノウェは、先ほどと同じく、流れるような動きで踊おどった。呼こ吸きゆうも次し第だいに合ってきていて、見守る人々の間からため息いきが洩もれるほどだ。

　一方のビリーナはというと、いきなりバートンに力ずくで振り回された。ともすれば両足とも宙ちゆうを舞まいそうになって、戸と惑まどった。あわてて相手の動どう作さに合わせようとするあまりに、バートンの足を踏ふんでしまう。両者ともにバランスを崩くずした。

「姫君、ここのステップはもっと早めに」

　周まわりに聞こえるような声で、バートンがアドバイスをする。周囲から、くすくすという忍しのび笑いがした。

「す、すまぬ」

　思わず男言葉が出てしまう。ビリーナは赤せき面めんしつつ従したがった。しかしそれから何度も蹴けつまずいた。バートンについていこうにも、彼のほうから合わせてくれる気け配はいがまったくない。今度は自分で自分の足につまずいてしまい、大きく後方によろめいた。

　またも笑い声がする。ビリーナも、決して勘かんの鈍にぶい女性ではなかった。

（この男、わざとやっている）

　バートンと目が合った。そこに傲ごう岸がんな笑えみがあった。

　ビリーナはにこりとした。

　あっ、とテレジアが警けい告こくの声をあげたときには、もう遅おそかった。またも姫ひめのステップを邪じや魔まするため、すっとバートンが差し出そうとしたその足を、ビリーナはあらかじめ準備していたもう片方の足で蹴けり上げた。思わず跳とびはねかけたバートンを、腰こしの回転を利用して投げ飛ばす。

　バートンが前のめりに倒たおれ込んだ。一いつ瞬しゆん、ワルツが止まり、人々が、ああっ……、とため息いきとも、驚おどろきとも、非ひ難なんともつかない声をあげた。テレジアが思わず手で顔を覆おおう。

「誰だれか」

　ビリーナは、戦たたかいを挑いどむような眼まな差ざしで彼らをにらみつけた。そして右の手を中ちゆう空くうに差し伸のべる。

「誰かいらっしゃるか。この御ご仁じんでは、わたしのパートナーはつとまりませぬ。誰か、ガーベラの姫に、本当のメフィウス・ワルツを教えてくださる方はいらっしゃるか」

　あはははは、と甲かん高だかい、イネーリの笑い声がそれに重なって聞こえた。ノウェも驚いたが、まだイネーリと踊おどっている手前、さすがにどうすることもできない。

　ビリーナは視し線せんを巡めぐらせた。皆、目を伏ふせ、顔を背そむけた。雑ざつ談だんに熱中する振りをする者もあった。視し線せんが一いち巡じゆんしても、応おうじる気け配はいはなかった。怒いかりの色が引くと、ビリーナ自じ身しん、はっとするものを感じた。

　やりすぎた。これでは、メフィウス人と敵てき対たいしているようなものだ。味み方かたに引き込むどころではない。人々が応おうじないのも、イネーリの不ふ興きようを買うのを恐おそれただけではなく、何よりビリーナ自身の燃えるような敵てき愾がい心しんに当てられたためもあったろう。

　ビリーナはピンク色の唇くちびるを嚙かみしめた。胸のなかで、祖そ父ふに叱しつ責せきされたような気がした。イネーリというあの娘、ひょっとしてわたしの短気を見み越こして、こうなることも予よ測そくした上で挑ちよう発はつしたのではないか。

（これでは、完かん敗ぱいだ。相あい手ての思おも惑わくどおりに乗せられてしまうなど）

　それでもビリーナはずっと手を差し伸べていた。ここで引くことこそ、彼女の気き性しようが許さなかった。時間をかければかけるほど自分が惨みじめになるだけだとわかっていながら、じりじりと過すぎていく一秒ごとが、ビリーナには一時間にも感じられた。肩から次し第だいに力が抜けていき、何ものも摑つかむことのないその手が空むなしく下りかける。

　ビリーナ自身、顔を伏ふせた。視し野やの片かた隅すみを、勝ち誇ほこったイネーリの笑みがよぎった。

「──姫ひめ」

　そのとき、人々の列を割わって、近づいてくる人ひと影かげがあった。

　はっ、とビリーナとは別の意味で息いきを吞のんだのはイネーリだ。

「姫、よろしければ、おれと、いや、わたくしめと、踊おどっていただけませんか」

　一いち礼れいし、手を高く掲かかげたのは、仮か面めんをつけた、元もと剣けん闘とう士しであった。




　ビリーナは恐おそる恐る、といった具ぐ合あいにふたたび手を上げ、剣闘士──いや、近この衛え兵へいの手を摑つかんだ。オルバの手もぎこちなくビリーナの腰こしに回される。

　二人は、まるでお互たがいに気がありながら、そして周しゆう囲いもそれを知りながら、いまはじめて手を取り合った少年少女のように、たどたどしくステップを踏ふんだ。
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　ワルツが流れる。異い国こくからやってきたばかりの姫に、ザイム砦とりでで敵てき将しようリュカオンを打ち倒たおした元剣闘士。注ちゆう目もくの二人であった。楽がく師したちの演えん奏そうにも、気のせいか熱がこもりはじめた。

　オルバは足もとに細さい心しんの注意を払はらった。無む論ろん、このような踊りなど経けい験けんしたこともない。胸のなかでリズムを絶たえず刻きざむ。ひとつ呼こ吸きゆうを乱みだしてしまえば、あとは総そう崩くずれになる恐れがあった。

（一、二、三……一、二……）

　仮面の下で、額ひたいにじっと脂あぶら汗あせが浮かぶ。ここで一回転か？　いや、遅おくれてしまった。手を広げ、横を向いて──ふたたび、一、二、三、一……。

「オルバ」

「はっ？」

　恐おそろしいほど大きくオルバの声が響ひびいた。緊きん張ちようしているのだ。ビリーナはくすりと笑い、言った。

「ありがとう」

　オルバは何も言葉を返せなかった。そもそも、姫ひめの前に進み出た自分の心しん境きようすら、彼にはよくわからなかった。

　夜よ闇やみを炎ほのおが彩いろどり、耳にも軽やかなワルツが流れるなか、一国の姫の手を取って、くるくると踊おどる。夜風が肌はだに涼すずしい。さわさわと揺ゆれる森の[image: こずえ]こずえ、火を浴あびて黄こ金がね色いろに映はえる噴ふん水すい、こちらを眺ながめ、穏おだやかな笑えみを浮かべる人々。

　そんな一いち夜やなど、そんな一場面など、オルバは夢む想そうだにしたことはない。

　やがて曲が終わり、二人は、つなぎ合わせた手を高々と掲かかげた。拍はく手しゆが、歓かん声せいが起こった。ダンスそのものは稚ち拙せつではあっても、何かしら心を動かすものがあったのだろう。手を放し、姫と作さ法ほうどおりに一いち礼れいし合いながら、オルバは、なぜだか、無む性しように打ちのめされる思いがした。
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　ダンスが終わるや否いなや、オルバはまたも大おお勢ぜいの人々に取り囲まれてしまった。

「オルバどの、リュカオンを倒たおしたときのお話を、詳くわしく聞かせていただけません？」

「こちらに来て、ともに飲もうではないか」

「その仮か面めんは魔ま道どう士しの呪のろいで取れないというのは本当なの？」

「素す顔がおを隠かくした亡ぼう国こくの貴き人じんだという噂うわさもあるが」

（ごちゃごちゃと──）

　うるせえ、と怒ど鳴なりたくなるのを堪こらえて、オルバはかしこまった振りをする。なかには身体からだに触ふれてこようとするご婦人方も多く、跳とびはねてしまったオルバは、彼らの笑いを誘さそった。

　そのとき、人々の輪わの向こうから突つき刺ささるような視し線せんを感じた。ふと見ると、イネーリの、何とも形けい容ようしようのない表情があった。怒いかりとも悲しみとも違ちがう、一いつ種しゆ無表情に近いものの、まなざしだけが強きよう烈れつに敵てき意いを放っている。

　オルバと目が合うと、イネーリの顔が赤く染そまり、それから青白いまでに血ちの気けを引かせたあと、すぐにぷいと背中を向けて、そのまま立ち去さってしまった。バートンがあわてて追っていくのが視し界かいの隅すみに入る。

　ようやくのことで、しつこく構かまいたがってくる人々から解放されたときには、パーティーも終わりを迎むかえかけていた。いつかと同じように即そく製せいのカップルでどこかへ消える者、別のパーティーへ向かう者、酔よいつぶれてしまって使用人に介かい抱ほうされている者、市し街がい地ちの祭まつり見物へいこうかと相そう談だんしている若者たち──と、様さま々ざまな姿があるなかで、お目当てのノウェはとうにいない。

（ちっ）

　これでは何のために来たのだかわかりはしない。帰るか、と庭園から出ようとしかけたときになって、年ねん配ぱいの女性に呼び止められた。また誰だれか剣けん闘とうのファンかと思ったが、見ると、こちらに一いち礼れいしているのはビリーナの侍じ女じよテレジアだった。

「姫ひめ君ぎみを助けていただいて、ありがとうございます」

「……何の話です」

「ふふ。オルバどのは、困っている女性を放っておけないタイプと見ました。ガーベラの騎き士しに通じるものがありますわね」

「おれは、剣けん闘とう士しだ」いささか泡あわを喰くって、オルバはかぶりを振った。「いっしょにされては、ガーベラの騎士もさぞ憤ふん慨がいするでしょう。元もと奴ど隷れいの身みでありながら、姫君の手を取ったこと、むしろお許しを請こいたいくらいです」

　オルバとしては半なかば自じ嘲ちようであり、半ばは皮ひ肉にくであった。高こう貴きな身み分ぶんであれ、奴隷の身分であれ、同じ目め線せんで話し、手をつなぐこともできる。しかし現実問題として、置かれている境きよう遇ぐうは天と地ほど異ことなるのだ。

　するとテレジアはきっとまなじりを吊つり上げた。

「奴隷であろうとなかろうと、そんなことを気になさる姫ではありません。無む論ろん、わたしもです。ご自分を卑ひ下げするのは、姫への侮ぶ蔑べつでもありますよ。お言葉に留りゆう意いなさいな」

（それは、あなたが、奴隷を知らないからだ）

　反論しかけたが、見ると、テレジアのいるテーブルの上には空の酒しゆ盃はいがいくつも転がっている。オルバはひとまず、「はっ」と慇いん懃ぎんに頭を下げた。それからはたと気になって、

「その姫君をお見かけしませんが？」

「ああ」テレジアは困ったふうに肩をすくめた。「ひとりで庭園を散さん策さくしたいとの仰おうせ。まあ、この辺あたりは警備も厳きびしいので、おひとりにしても大だい丈じよう夫ぶかとは思いますが、さすがにこのまま帰るわけにはいきませんのでね、ここで待またせてもらっていますのよ」

　つき合う？　というふうにグラスを差し出されたが、オルバは手で断ことわった。

「お忘れものですか？」

　テレジアが訊きいたのは、オルバが庭園へ戻る足取りとなったからだ。いや、とひと言のみ言い置いて、彼は庭園内をさまよい、それから、やや小高い丘になっている場所に人ひと影かげを認めて、そちらへ向かった。

　宮きゆう殿でんとの間に横たわる森を見下ろせる場所だった。ライトアップされた宮殿が、そしてその向こう、やや落ち窪くぼんだ風ふうな場所に街まちの灯あかりが見えた。まだ大おお勢ぜいの人々がお祭まつり騒さわぎにひたっているのだろう、耳をすませば街の喧けん騒そうが風に乗って聞こえてきそうだ。

　ビリーナはそこにいた。丘おかの頂ちよう上じよう部ぶ、腰こしの高さほどある柵さくに手を当て、街まち並なみを見下ろしている。その名を呼ぼうとしたオルバだったが、なぜか、すぐには声が出なかった。

（小さい）

　そう見えた。街灯りにぼう、と輪りん郭かくを淡あわく浮き立たせた少女の横顔は、目が覚めるほどに美しいとも見えるのに、いまは妙みように幼おさない。姫は一四だ。小さいと見えて当然なのだが、いまになってオルバははじめて感じていた。

　かすかに、鼻はな歌うたが聞こえてくる。先ほどのメフィウス・ワルツではなかった。ガーベラのものだろうか。ここより、飛ひ空くう艇ていで絶たえず飛行できたとしても、何日かかるかわからないほどに距きよ離りを隔へだてた場所。

　どれほどの間そうしていただろう、ビリーナはふと鼻歌をやめて、振り向いた。

　真夜中、もの言わぬ剣けん士し、それも仮か面めんで素す顔がおを隠かくした男が背はい後ごに立っているのは、いかにも不ぶ気き味みだったろうが、ビリーナは声ひとつあげず、ただ、ちょっと驚おどろいたように目を丸くしただけだった。

「先ほどは」

「いえ」

　ふたたび礼れいを言われる前に、オルバは遮さえぎった。何と言っていいものやらわからなくなる。察さつしたのか、ビリーナは微笑ほほえんだ。

「ザイム砦とりで以来ですね。英えい雄ゆうが、こんなところにひとりきりでいるのはいかにも似につかわしくありません。あちらで皆の祝しゆく杯はいを受けられては？」

「姫君こそ。おひとりでおられるのは危険です。テレジアどのが待まっておいででしたので、ともに参まいりましょう」

「わたし？　わたしは……そう、これから逢あい引びきです。素す敵てきな殿との方がたと」

　ぎょっとしたオルバの様よう子すに、くっくっとビリーナは笑った。

（あ。──）

　なぜか、オルバは仮面の下で顔が熱くなるのを感じた。

「そうならば、よいが」ビリーナは、夜風に揺ゆらめく髪かみを手で押さえ、また遠くを眺ながめた。「皇こう太たい子しどのがどのような方であれ、他に恋する人を見つけられれば幸しあわせもそこにはありましょうものを。わたしは、恋などしたこともない。それに、親しくしてくれる人も、厳きびしいながらも導みちびいてくれる人も、ガーベラには大おお勢ぜいいたけれど、本当の意味での友人、となると、数えるくらいしかいなかった気がする。生まれ育った故郷ふるさとでさえ、そうなのです。メフィウスで、となると」

　いつになくビリーナが饒じよう舌ぜつなのは、夜の暗がりのせいか。相あい手ての顔が見えないから、むしろ一時的にであれ気を許ゆるせる何かを感じたのか。

「そこがどのような場所であれ、わたしはわたしのままでやっていけると思っていた。お爺じいさまもそうおっしゃってくださった。もちろん、わたしは、ビリーナ・アウエル。何が昔と変わったわけでもない。しかし──」

　遠い、と聞き取れないほどの声でビリーナは言った。しばし、沈ちん黙もくがあった。それから、

「オルバ。あなたは、皇おう子じとお話ししたことはあるか」

　そう訊きいてきた。やや考えて、「はい」と返事をする。面めん識しきがないというほうが不自然だろう。すると、オルバにもっとも答えにくいことを重ねて訊いてきた。

「あなたにとって、皇子ギルどのとはどのような方です」

「どのような、と言われますと」

「恥はずかしい話だが、婚こん約やく者しやとはいえ、わたしもあの方と話したのは数えるくらいしかない。いまだに、わからないことが多すぎる。もう少しでもわかり合えれば、わたしもこの異い国こくの地にて、自分らしく戦たたかうこともできようものを」

（戦う）

　オルバの日常がそうであるように、この地で、ビリーナ・アウエルも戦っている。彼女がひどく落らく胆たんしている風ふうなのも、無む論ろん、イネーリらにからかわれたからだけではあるまい。どうやって戦うのか、どうすれば力が及およぶのか、それすらもわからないからではないのか、とオルバは想そう像ぞうした。自分自じ身しんがそうであるように。

　オルバの口は長いこと、閉ざされたままだった。ビリーナは笑えみを浮かべ、

「よい。益やく体たいもないことを訊いた。忘れて──」

「あの皇子は」オルバはうつむき加か減げんのまま言った。「……あの皇子は、幼おさないのです。きっと、あなたより、ずっとずっと」

「……」

「何かわかったような顔をしても、実じつ際さいは、わかっていないことのほうが多い。だから……、言わずとも察さつしてくれる、などとは思わないほうがいいでしょう。言えばいいのです、思ったことすべて。わからないというなら、そのことも伝つたえなければ、彼にはそれこそ永えい遠えんにわかりはしない。あなたのことも、ガーベラのことも、これからのことも」

　早はや口くちで言い終えてから、「ええい」とオルバは唸うなった。

「申もうし訳わけありません。おれは、口くち下べ手たです。何を言いたいのか、自分でも」

「いや、よい。……うん、よくわかった」

　ビリーナは頷うなずいた。

「伝えてみよう、自分の言葉で。なるほど、確たしかに自分から近づいていかねば、誰のこともわからぬ。メフィウスの人々すべてを含ふくめて」

「は」

「それに──」ビリーナの唇くちびるがほころんだ。「皇おう子じが幼おさないというのには同意です。思し慮りよ深いかと思えば単たん純じゆんで、純じゆん粋すいかと思えば策さくを巡めぐらして。たまに、生まれたての赤ん坊を想そう像ぞうすることもあるくらいだ」

「何だと」

「え？」

「いえ、その、遠くから、おれへの罵ば声せいが聞こえてきたように思ったので」

　柵さくから身みを乗り出し、遠くを見る振りをする。オルバは咳せき払ばらいし、

「そろそろ参まいりましょう。テレジアどのが、深ふか酒ざけをしてしまいます」

「そのほうが、テレジアは飲む理由ができて嬉うれしいのだろうけど」ふふっと笑ったビリーナは、「では、いきましょう。テレジアは、あれで、酔ようとおっかないのだ」

　照てれ隠かくしか、俗ぞくっぽい言葉を選んだ。

　二人して丘おかを下り、庭園へ戻る。テレジアが空の酒しゆ盃はいを掲かかげていた。つき合わされたのだろう、給きゆう仕じしていた小こ姓しようが、テーブルに突つっ伏ぷして眠ってしまっている。

「では、姫ひめさま、後こう宮きゆうへお戻りしましょうか」

「いや。──テレジア、悪いけれど、少し寄るところがある」

「は？　お祭まつりはまだまだつづきますよ、姫さまが欲ほしがってらした、色とりどりの風船も、明日には買って差し上げますから。あれをたくさん持って、お外を駆かけ回るのが何よりお好きでしたものねえ」

「そ、それは子供のときの話だ」ビリーナは顔を赤らめた。「これから、皇こう太たい子しどのの見み舞まいにいこうかと思う」

「えっ」

　と声を出したのは、テレジアと、オルバだ。

「しかし姫さま。もう時間も遅おそうございます。普ふ段だんだって、会ってくださらない皇子さまなのに」

「いついっても駄だ目めなら、いまがことさらに駄目ということもあるまい。何度断ことわられつづけても、相あい手てが根ねを上げるまで、何度だって足を運ぶつもりだ」

「姫」

　じいんと何かに心動かされた風なテレジアの傍かたわらで、オルバは、

「で、では、おれはここで。急ぎの用よう件けんを思い出したもので。ああ、こうしてはいられないのだった」

　言い訳わけにもならないことをつぶやきつつ、大急ぎで二人の前を辞じした。

　路上へ出ても、このお祭まつり騒さわぎのなか、辻つじ馬ば車しやはなかなか捕つかまらず、仕し方かたなくオルバは駆けに駆けて、宮きゆう殿でんへと戻った。

（くそっ、今度は、皇おう子じに何の用だ）

　また何か文もん句くを言われるのかもしれない。

　ディンにこれも急いで着替えを手て伝つだわせ、ベッドへ潜もぐり込んだ矢や先さきにベルの音が鳴り響ひびいた。

「通せ」

　オルバの命令に驚おどろきつつも、迎むかえに上がったディンは、ビリーナとテレジアを入室させる。

「今日は、どういった風の吹き回しです」

　ビリーナは、若じやつ干かん、拍ひよう子し抜ぬけした風に見えた。それこそ、日も空あけずしつこくやってくるつもりだったに違ちがいない。

「いくらか、気分がよかったのでな」

　オルバはごほごほと咳せき込む振りをした。テレジアがしげしげとその顔を眺ながめ、

「すごい汗あせでいらっしゃいます。息いきも荒あらくて、とてもご加か減げんがよいようには見えません。姫ひめ、今日のところはいったん引き下がりましょう」

「い、いや、大だい丈じよう夫ぶだ。少しの間なら」

　ディンに勧すすめられた椅い子すに腰こし掛かけ、ビリーナは、ベッドのなかの皇子をじっと見つめていた。何となくその空気に耐たえがたいものを感じて、

「何か、言いたいことがあったのではないのか」

「まあ。なぜです？」

「そういう気がしたのだが」

「お顔を見に来ただけです。祭まつりの間、おひとりで退たい屈くつしてらっしゃるんじゃないかと思いまして」

　ビリーナの態たい度どに若干の違い和わ感かんを覚え、オルバは心しん中ちゆう、首を傾かしげた。いつものように、表おもて向むきは慇いん懃ぎんにしながらも、しかし内ない面めんではこちらの隙すきを窺うかがっているような、あの戦せん闘とう的てきな態度が見られない。いつもであれば、対たい峙じした瞬しゆん間かん、オルバとて身み構がまえねばならないほどの威い圧あつ感かんを覚えるのだ。

（ビリーナが変わったのか、それとも）

「今日は、姫さまが大変でしたのよ。あのイネーリさまという方、皇子のほうからも少しご注意なされたほうがよろしいのでは……」

「テレジア。おやめなさい」

　結局、当たり障さわりのない話を二、三、しただけで、ビリーナはすぐに席を立った。

「では。お休みなさいませ。食しよく欲よくがおありになるようでしたら、明日は祭りで何か買ってきて差し上げます」

「姫さまのお好きな風船もね」

「テ、レ、ジ、ア。飲みすぎです！」

　去さっていく王おう女じよの背中を見み届とどけつつ、

（彼女は違ちがう）

　とオルバは感じた。

　オーバリーやザットのところでなく、彼が月げつ光こう宮ぐうへいくことを選えらんだ理由。それは、ノウェを──というより、ビリーナに面めんと向かって確たしかめてみたい気持ちがあったからなのは、否いなめない。

　ノウェからの使者は、彼女の命も頓とん着ちやくしないようなことを言っていたが、それはオーバリーを丸め込むための方ほう便べんだということも考えられたし、あるいは、ビリーナ自じ身しん、命を狙ねらわれることを伏ふせられた上で、ガーベラの計画に加か担たんさせられている可か能のう性せいもあった。

　しかし、

（彼女は、加担していない。あれほどメフィウスで自分らしく戦たたかおうと決意しているのだ）

　サイアン邸ていから帰ってきたとき、彼女がカイザルの一いつ件けんを持ち出したのも、それが純じゆん粋すいに許せなかったからだ。それこそ、メフィウスを第二の故郷ふるさとと定めた証あかしではないのか。

（姫ひめが違うとなると、ガーベラそのものが糸を引いているとも考えにくい。あくまでもノウェとオーバリーだけの計画か？）

　妙みように安あん堵どしている気持ちを、オルバは気づかない振りをしながら、同時に、ノウェの計画を実行させてはならないという思いが新あらたにされた。

　理由を言葉として述のべよと言われれば、いくらかはすぐにでも思いつく。オーバリーの思いどおりにさせたくないという気持ちもあれば、ウオールからの線で、ようやくいまになってアプターでの手がかりが摑つかめそうになったというのに、ここで国が混こん乱らんしてはまた遠ざかってしまうのではないかという危き惧ぐもある。さらには、ここでもしメフィウスが瓦が解かいするようなことがあれば、オルバが苦く心しんして演えんじつづけた『皇おう子じ』としての権けん威いも失い、結局は何の力もない一いち剣けん闘とう士しに逆ぎやく戻もどりしてしまう。それでは目的は何ひとつ果はたせない。

　だが、それらの理り屈くつより何より、いまのオルバを駆かり立てるのは、

（慣なれぬ異い国こくでの戦いに、必ひつ死しで身みを投じている姫の命をもあっさり切り捨てて、何をするつもりだ？）

　怒いかり。

　他人の命を、その運命を、無む頓とん着ちやくに操あやつろうとする者への怒りは、かつて、オルバが村を焼かれたときに抱いだいた、黒い、粘ねばり気けのある感情と同どう種しゆのものであった。

（やらせるものか）

（何ひとつ、貴き様さまらの思いどおりになどさせてたまるものか）

　オルバはいつまでもベッドの上で身を起こしていた。




　メフィウス宮の主しゆ殿でんからやや低い位置にある外がい宮きゆう。小さな塔とうが横並びに建たったかのような外観のそこは、外国からの使し節せつに宿しゆく舎しやとしてあてがわれている。

　その一室において、窓まどから、建けん国こく祭さいのためにライトアップされた宮きゆう殿でんを見上げているのは、ガーベラよりの使者ノウェ・サウザンテスであった。洗せん練れんされた自じ国こくの建けん築ちく物ぶつに比くらべると、メフィウスの宮殿はいかにも無ぶ骨こつに見える。が、彼は慣なれていた。五年余あまり、彼は、メフィウスから奪うばい取ったアプター城じよう砦さいにおいて副長官として過すごしていたからだ。

　そのアプターでは、現在、メフィウスへ委い譲じようするための引き揚あげ作さ業ぎようがつづいている。メフィウスの皇おう子じとガーベラの王おう女じよ、その婚こん礼れい祝いわいという名めい目もくであった。その忙いそがしい最中に、ノウェは、わざわざメフィウスの建国記き念ねん祭さいへの使し節せつを志し願がんした。本国も了りよう承しようした。祝いわいついでに委譲に先さき駆がけての会かい談だんを行ってこい、ということだった。

「ひとまず、打てるだけの手は打った」

　誰だれもいない室内でそう口にしながら、ノウェの感情はまったく冷めていた。オルバやイネーリの前で見せていた、あのにこやかな表情もかなぐり捨すてられている。無表情でいると、その顔はぞっとするほどに美しかった。

　色いろ白じろ瘦そう身しん。裾すその長い、ゆったりとした長ちよう衣いを着き崩くずしている上に、髪かみを長く伸のばしている。いかにも放ほう蕩とう貴き族ぞく然ぜんとした格かつ好こうや、女性らしい仕し草ぐさは、ノウェ自じ身しんが好このむところだ。ガーベラ国内での評ひよう価かも割われており、洒落しやれ者ものだ、と評ひようす声もあれば、単たん純じゆんにだらしがない、騎き士しの国にふさわしくない、と痛つう罵ばする声もある。

　その立ち居い振ふる舞まいはともかくも、しかしノウェの才さいは国内の誰しもが認めるところであった。

　サウザンテス家は代々ローデスの地方領りよう主しゆをつとめている名めい門もんだ。ガーベラでも広い領りよう土どを切り分けられており、政治における発言力も強い。が、ノウェは早々とサウザンテス家当とう主しゆの座ざを実じつ弟ていに手て渡わたすと、自みずからは王おう都との護ご民みん副ふく長ちよう官かんの座ざに退しりぞいた。「そのほうがのんびりできる」からであると言うが、本ほん音ねの部分はやや異ことなる。領土を持って、日々山のような雑ざつ事じにあくせくするより、自分の好すきな時間、タイミングで好きな仕事をやりたかった。すなわち、

（軍ぐん略りやく、知ち謀ぼう戦せん、城しろ取とり）

　である。

　過か去こ、オーバリー将軍がいたアプター砦とりでを攻せめたときに作戦立案したのも彼だった。最初は、騎き馬ば隊たいのみを用もちいて、飽あきるほどに突とつ撃げき戦せんをくり返させた。自じ軍ぐんからも不満が出るほどの拙つたない作戦で、アプターはことごとくを跳はね返した。ノウェはいかにも「やあ、お手上げだ」と言わんばかりに本隊を引き上げさせた。

　しかし実際は、砦のほど近くに伏ふせておいたのである。と同時に、前もって、メフィウス領りようから近い森に配置しておいた別べつ働どう隊たいを動かした。これをわざとメフィウスの偵てい察さつ部隊に発見させることで、あたかも本隊が移い動どうし、帝てい都とに狙ねらいを定めたように思わせた。

　思おも惑わくどおり、アプターに集つどいつつあった敵てき兵へい力りよくの分断に成功した。そのタイミングを的てき確かくに衝ついたノウェは、すぐさま本隊を取って返させ、アプターへの総そう攻撃を開始した。しかし以前に騎き馬ば隊たいの猛もう攻こう撃げきを退しりぞけた自じ負ふがあったアプター側がわは、そのため、援えん軍ぐんを引き戻すタイミングが遅おくれた。ノウェはいまのいままで無む傷きずで温おん存ぞんしていた飛ひ空くう艇てい部隊を投入し、城じよう砦さい周しゆう辺へんの砲ほう兵へい陣じん地ちをあっという間に陥かん落らくさせると、その後、物量戦でもって包ほう囲い。あとはひと月とかけずに城砦の奪だつ取しゆに成功したのである。

（六年前）

（そうだ。あのとき、おれはリュカオンと出会ったのだ）

　その名を思うとき、宮きゆう殿でんを無む感かん動どうに見上げるノウェの目に、わずかばかりの感かん傷しようがよぎった。

　そのときはまだリュカオンは騎き士し見習いだった。しかし当時から理り想そうに燃えていた。自じ身しんが理想の騎士にならんとしていた──のではなく、ガーベラを、理想の騎士たちによる国家にしたい、という、とてつもなく大きな理想を抱いだいていたのである。人づてに聞いて、

（馬ば鹿かな）

　と、最初ノウェは笑った。リュカオンとは五つも違ちがわなかったが、実に子供らしい夢む想そうだと思った。ノウェは現実主義者だ。知ち謀ぼうでの戦たたかいを面おも白しろいと思いつつも、それで国や世界がたやすく変えられるわけはないと知っていたし、元がん来らい、身体からだの弱いノウェは、自分の武ぶ力りよくのみを頼たのみにするような輩やからなどが、大きなことを口にするのは大嫌いだった。

　ただ、アプター戦でのリュカオンの勇ゆう猛もうぶりは印いん象しよう的てきで、ノウェはその顔と名を覚えた。

　約一年が経たったのち、リュカオンは謀む反ほん人にんバトールを討うったことで正式に騎士となった。それからの対メフィウスにおける戦せん功こうの数々はいまさら挙げるまでもない。そしてそのいくつかにはノウェもかかわっていた。

　出しゆつ陣じん前まえ、リュカオンは大たい抵ていアプターに足を運ぶか、本人が来なくとも飛空艇で使者をよこしてきた。ノウェは乞こわれるがままに彼へ策さくを授さずけた。すでに英えい雄ゆうとして騒さわがれはじめたリュカオンだ。国中の人気者ではあっても、しょせん武ぶ人じんでしかないリュカオンを知ち識しきで驚おどろかせるのが、ノウェにとっての意い地じ悪わるい快かい感かんだった。そしてそのたび、

「素晴らしい」リュカオンは率そつ直ちよくに目を丸くした。「アプターにいながらにして、なぜこうも細かく戦場や将しよう兵へいの動きを分ぶん析せきすることがおできになるのですか。戦場をいくつも駆かけ巡めぐったわたしなどよりはるかに詳くわしくていらっしゃる。ノウェ卿きようはさながら千せん里り眼がんの持ち主ぬしのようでありますな」

「想像力」ノウェは自分の頭を指した。「知っていること、経けい験けんしたことしかできぬのでは獣けものも同然だよ、リュカオン。人は、その時々で得た知識や、先人たちの遺のこした見けん識しきを土ど台だいにして、さらなる広い世界を得ることも可か能のうなんだ」

「なるほど。文字どおり、頭で戦いくさをされるわけですね。そうなると、対アリオンや対エンデ、シミュレーション上なら世界中のどのような国を相あい手てにでも戦うことができるということでしょうか。さすれば、ガーベラが世界制せい覇はの夢ゆめを叶かなえるには、いまのガーベラに何が必ひつ要ようか、ぜひご教きよう授じゆ願いたい」

「あっははは。リュカオン、おまえは無む邪じや気きだね。いかにおれとて、そこまで考えが及およぶものか。いやしかし、まったくできぬという意味ではないよ。おれに物事の全ぜん容ようはいらない。知ち識しきのかけらをいくつか集めれば、そこから世界規き模ぼの展てん望ぼうとて描えがけるかもしれないのだから」

　いま思い返すに、赤せき面めんを禁きんじ得えないほど、ノウェもまた無邪気であった。リュカオンという男、生き真ま面じ目めで朴ぼく訥とつなようでいて、おかしな「かわいげ」があった。その「かわいげ」に吊つり込まれ、自然、相あい対たいする人間もかわいくなってしまう。

　リュカオンはそのとき、双そう眸ぼうを輝かがやかせて言った。

[image: ]

「では、わたしがノウェ卿きようの目となり、耳となりましょう。世界を軍ぐん馬ばで、飛ひ空くう船せんで駆かけ巡めぐり、ノウェ卿の欲ほしいかけらを集めてまいります。わたしとともに、ガーベラを世界でもっとも高こう潔けつな国にしていただきたいがゆえ」

　それにも笑いながら、ノウェは、しかし、

（この男なら、あるいは）

　という気持ちがこみ上げてくるのを感じていた。大きな夢ゆめは青年の挫ざ折せつを生む。挫折は青年を現実に帰らせる。しかしリュカオンなら、あるいは、その夢を叶かなえられるかもしれない。あのまっすぐな目で誤あやまることなく「かけら」を手にし、自分にもたらしてくれるかもしれない。

　そんな思いがあったればこそ、ビリーナ姫ひめとリュカオンの縁えん組ぐみを国王に進しん言げんもした。何かが着実に動き出している気け配はいがあった。リュカオンとともに夢を見ていたあの日々は、ノウェにとってはまさしく未み経けい験けんの、新しい知ち識しきのかけらであったかもしれない。

（しかし）

　夢ゆめは、夢でしかなかった。

　ノウェが思うほど、そしてリュカオンが抱いだく理想ほど、他人は強くなかった。夢に生きることはできなかった。

　メフィウスとの間には和わ平へい協きよう定ていが進み、ビリーナ姫ひめもメフィウスに嫁とつぐこととなった。夢を見ていただけに、そこから叩たたき落とされたショックはノウェにも大きかった。これで、さしものあの男とて、現実に帰らざるを得えないと思った。それが何よりノウェにはつらかったのだ。が──、

（リュカオンめ。なぜ、おれにひと声でもかけなかった）

　いつまでも少年のようだったあの男は、現実の前に膝ひざを折おることをよしとしなかった。国が思いどおりにならぬなら、と、その国にさえ反はん旗きを翻ひるがえした。その知らせを受けてもノウェにはどうすることもできなかった。どれだけ頼たのみの想像力を駆く使ししたところで、リュカオンの明るい未来などは思い浮かばなかった。そしてノウェの想像力はまたも予よ測そくを外さなかった。

（リュカオンは討うたれた）

（だが──。おれの予測にはない名前が、このとき浮ふ上じようしてきた）

　それが、メフィウス皇おう子じギル・メフィウスである。暗あん愚ぐであるという噂うわさだった。

（そんな男が、いかに兵力差があったとはいえ、砦とりでにこもったリュカオンを、さして時間もかけず、それも初うい陣じんで破やぶっただと？──）

　欲ほしい、と思った。このことに関する知識のかけらが。すなわち、自分がその事実を納なつ得とくでき得るだけの材ざい料りようが。でなければ、リュカオンを見み届とどけることのできなかった自分が報むくわれない、と思った。

　だからここへ来た。窓まどから入る風が、ノウェの長い髪かみを揺ゆらめかす。目にかかったそれをふっと息いきで払はらいのけた。

（無む論ろん、土産みやげは知識だけではない。それほどおれは奥ゆかしくなどない。欲しいものはいくらもある。エンデへの備そなえ、メフィウスの混こん沌とん、リュカオンを殺した皇こう太たい子し）

　何もかもをも予期していたわけではないにせよ、ノウェはアプターにいながらにして、メフィウス内にいつでも楔くさびを打ち込めるよう、準備だけは進めてきた。それを使うときが来たのだ。

（そのすべて、おれは持ち帰ってやる）

　黒いカーテンのごとく揺れる髪の合間に、抜ぬき身みの刃やいばにも似にた輝かがやきが見え隠かくれしていた。










　四章　剣の祭り
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　ザット・クォークはこの日一日、来らい客きやくの対たい応おうに追われていた。

　午前中は、シモン・ロドルームである。シモンは顔を見るなり、

「瘦やせたか？」

　と訊きいてきた。ザットは苦にが笑いを浮かべてかぶりを振った。

「どんな状じよう況きようになっても、わたしは食べる量と飲む量は変わりません。わたしの唯ゆい一いつの取り柄えですよ。まあ、あと一週間もすればわからないでしょうが」

「公こうの謹きん慎しんは解とかれた。これでおおっぴらに飲み食いできるさ」

「解かれた？」

　シモンの何でもないような言い方にザットはぽかんとなる。シモンが窓まどの外を指し示すと、確たしかに、居きよ館かんを包ほう囲いしていた兵たちが引き上げようとしているところだった。

　今朝、皇こう帝ていのもとへ伺い候こうしたシモンは、タイミングがよかったか、ほとんど皇帝と二人きりで話すことができたという。祭まつりの話題や、ガーベラ、エンデの動向、それに加くわえて、西方の宿しゆく敵てきバズガン家をはじめとする、タウラン城じよう砦さい国家群ぐんに新あらたな動きが出てきたという情じよう勢せいなど、いくらか話し合ったのち、シモンは思い出したようにザットの名を挙あげた。皇帝もまた、いままで忘れ果てていたかのように「ああ」と笑ったという。

「その後、すぐさま謹慎を解くよう、命じられたのだ。あのときは陛へい下かもかっとされたようだが、ご自じ身しん、大したこととは受け取られておられなかったのであろう。だから安心されよ。何か懲ちよう罰ばつが与えられるわけでもない。今後も、メフィウスに変わらぬ忠ちゆう誠せいを示しさえすれば──」

「メフィウスには」

　むっつりとザットは言った。メフィウスには骨ほね身みを埋うずめる覚かく悟ごがある。しかし──。

　言げん外がいの意味を読み取ってか、口をつぐんだシモンへ、ザットはカイザル・イースランの件けんを持ち出した。彼の処しよ刑けいは明日、執とり行おこなわれる。これはシモンとて覆くつがえせなかった。皇帝に異いを唱となえたのはザットもカイザルも同じこと、しかし皇帝の機き嫌げん次し第だいでその生死の行方ゆくえは極きよく端たんに異ことなってしまう。

「それでは、剣けん奴ど隷れいと変わりありませぬ。観かん衆しゆうの気分ひとつで、『死ね』とも命じられるし、『許せ』とも言われる。皇族以外の人間は皆、皇帝の奴隷に過ぎないということです」ザットはじっと目を伏ふせながら言った。「わたしは、無む論ろん、メフィウスを愛している。素そ朴ぼくな民たみの気質も、尚しよう武ぶの気き風ふうあるところも好このましい。兵へい馬ば強きよう悍かん、いずれの国にも勝りましょう。魔素エーテルが枯こ渇かつし、飛ひ空くう艇ていのような武器や忌いまわしき魔法がこの世から完全に消えたとき、あるいは世界に覇はを唱となえるのは我わがメフィウスではないかとすら思います。しかし、いまのメフィウスでは──いまの、皇こう帝ていでは」

「よせ、ザット。どこに耳があるかわからぬ」

「シモン公こうとて、侮ぶ蔑じよくされたではありませんか。皇帝は、ふたたび竜りゆう神じん信しん仰こうの宗教をよみがえらせようとしている。おそらくは絶対君くん主しゆとして君くん臨りんせんがためだけに。自みずからに否ひを唱となえる者、すべてを背はい教きよう者しやとして断だん罪ざいするためだけに。そう、かつてヤッシュ・バズガンが、竜神の名のもとに西方タウランで恐怖政治を敷しいたように」

　竜神信仰の件けんに関しては、すでに確たしかな噂うわさとして広まりつつある。前ぜん夜や祭さいのときに招まねいた長ちよう老ろう衆しゆうを、祭さい祀しをとりしきる役割として定着させ、竜神廟びようをそのまま神しん殿でんにつくり変えるつもりだと。それに反対したカイザルは、背教者第一号として処しよ刑けいされるのだ。

「ガーベラとの和わ平へいに関してもそうです。一度は家か臣しんの言葉に耳を傾かたむけ、これを受け入れたようですが、いまは心変わりされている。シモン公ほどの人物ならば、ご存じでしょう？　陛へい下かは、エンデ公国からの使し節せつと頻ひん繁ぱんに会談を重ねておられる。その内容は、推おして知るべし──。明日あしたになって、ビリーナ姫ひめが国を追い出され、代わりにエンデから公こう女じよが輿こし入いれしてきたとしても、わたしは驚おどろきませんよ」

「それは」

　シモンも目もとに憂ゆう慮りよを漂ただよわせた。これも、確かな情じよう報ほうである。もともとグール皇帝はガーベラ一国にこだわってはいない。大陸中央の覇は権けんを争あらそうには、エンデを加くわえた三国関係のバランスこそが重じゆう要ようだ。グールは、残る二国の間を上う手まく立ち回り、自らがこのバランスを操あやつる人物たらんとしている。

　リュカオン討とう伐ばつはガーベラとの同どう盟めい強化には役立ったが、それによって、エンデもメフィウスを無む視しできなくなったのであろう。メフィウスに条じよう件けんのよい同盟案を持ちかけてきたという話もある。グールの思おも惑わくどおりであった。

「しかしそれでは諸しよ外がい国こくの信しん頼らいを失い、メフィウスの名は地に貶おとしめられます。いまの陛下が思うがままに力を振るえば、早そう晩ばん、メフィウスは衰すい退たいの憂うき目を見ましょう」このとき、ザットの目がぎらりと光った。「皇帝に不満を持つ者は多数おります。シモン公が中心になって立たれるならば、人じん望ぼうにあつい公のこと、大多数が名乗りをあげることでしょう。ほとんどの諸しよ侯こうがソロンに集まっている、いまこの祭まつりの時期こそがまたとない好こう機き」

「ザット。聞かなかったことにする。わたしはこれで失礼するよ」シモンは席を蹴けるようにして立った。「未来を思えばこそ、我われら一同、一いち丸がんとならねばならぬ。カイザルのことは残念だが、わたしとて同じことをくり返させるつもりはない」

「なればこそ、シモン公！」

「そのときは命を懸かけてもみよう。だがそれは、あくまでも法にのっとった上でのこと。性せい急きゆうに事を運ぼうとすれば、いらぬ血ちが流れる。民たみをも巻き込み、諸しよ国こくにつけ入る隙すきを与えかねん。それだけは避さけねばならん。わかってくれるな、ザット」

　ザットの肩に手を置いて、シモンは応おう接せつ間まから出ていった。

　それが午前の面めん会かい。

　午後の来らい訪ほう者しやはというと、オーバリー・ビラン。立場上、いままでいく度たびとなく顔を合わせたことはあっても、じかに声を交かわすようになったのはつい最近になってからのことだ。

　オーバリーは長なが居いしなかった。世間話をいくつか交わし、趣しゆ味みのゲーム盤ばんを一戦やったのみで、すぐに立ち上がった。そしてまるでもののついでのように、とある書しよ状じようをザットに手て渡わたした。

「盤ばん面めんはそのままにしておいていただきたい」去さり際ぎわ、ゲーム盤を指してオーバリーは笑った。

「つづきをいずれやりましょう。祝しゆく杯はいを交わしながらね」

　オーバリーが去さったあと、軽食を摂とり、それから書しよ斎さいにこもった。

「ガーベラめ」何十度と目を通した書状を、手から放し、机つくえの上に広げる。

「……わたしを利用するつもりか？」

　そこに、ノウェ・サウザンテスの署しよ名めいがある。いままでも、何度かノウェからの書状は届とどいていたが、今回書かれてある内容は、より直接的なものになっている。といって、決して勇ゆう猛もうな文ぶん面めんではなかった。てっきり自分を焚たきつけるために、さぞ大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げているのだろうと思いきや、むしろ書かれている内容は泣き言に近い。

　ギル皇おう子じとビリーナ王おう女じよの婚こん礼れいが決まって以来、ガーベラとエンデ間には緊きん張ちよう状態がつづいていた。もともと、ビリーナ王女はエンデへ輿こし入いれする予定で、非ひ公こう式しきに事が進んでいた。しかしエンデに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置けないと判断したガーベラ王は、自じ国こくの利りを優ゆう先せんさせるためもあって、メフィウスをこそ同どう盟めい相あい手てに選んだのである。当然、エンデの顔も立てるためあらゆる外がい交こう努力もおこたらなかった。エンデからの輸ゆ入にゆう品ひんである絹きぬや香こう料りようにかける関かん税ぜいを安くし、ガーベラ第二王子にして猛もう虎こ騎き士し団だん長ゼノン・アウエル自みずからが、使し節せつとしてエンデ大たい公こうのもとを訪おとずれて、変わらぬ友情を誓ちかい合っている。

（が──、そのエンデ大公マルキーオ・ル・ドーリアの身みが危あやうい）

　メフィウスも外がい交こうルートや諜ちよう報ほう活動を通じて、多少の情じよう報ほうは得ている。マルキーオは五〇代だが、ここにきて急速に体調を悪化させている。毒どく殺さつされかかったのではないかという噂うわさがあるほどだが、去年一年、公式に国民の前に顔を見せたのはただの二度。おそらく長くあるまい、とエンデ国内外を問とわず、多くの者がそう見ていた。

　エンデ大公には二人の男子がいる。長男のジェレミイ公子、そして次男のエリック公こう子しである。ジェレミイは思し慮りよ深くはあっても武ぶ人じんの器ではなく、エリックは武に長たけていてもいささか思慮に欠けるところがある、というのがもっぱらの風ふう評ひよう。

　そのうち次男のエリックが、ガーベラとの戦争を望のぞんでいるらしい、と書状にはあった。

　エリックは、本来、ビリーナの婿むこ候こう補ほ筆ひつ頭とうであった。それもあって、同どう盟めいを反ほ故ごにされたことを侮ぶ辱じよくと受け止めた一部重じゆう臣しんと手を組んで、ガーベラへ宣せん戦せん布ふ告こくをするつもりだというのである。

（順当にいけば、エンデ大たい公こうの座ざは長男のジェレミイが継つぐこととなる。なるほど、それを見越こした上での行動か）

　自みずからが力と行動を示すことによって、国内の信しんを集め、兄ジェレミイよりも自分のほうが次期大公にふさわしい、とアピールする気でいるのだろう。現大公はガーベラとの友情を持続させる気でいるものの、それもいつ崩ほう御ぎよするかわからぬとあっては、エンデが軍を進めてくるのも時間の問題と思える。

　となると、ガーベラにとっての頼たのみの綱つなは同盟国メフィウスである。だが──、

（ノウェめ。喰くえぬ男だ）

　先ほどザット自じ身しんが口にしたように、皇こう帝ていグール・メフィウスが、つい先日、内々にエンデからの使者と面めん談だんしている。極ごく秘ひの会見であったが、ノウェはいかなる情じよう報ほう網もうをもってか、それをも把は握あくしていたようだ。

　いざ戦争となった場合、メフィウス皇帝が果はたしてガーベラにどれほどの援えん軍ぐんを送るものか、いささか心もとない。あるいはいまになって皇族暗あん殺さつを計ったリュカオンの件けんを持ち出して、ビリーナを突とつ如じよ帰国させた上でのガーベラ進しん軍ぐん、ということもあり得る。

　だからこそノウェはザットに目をつけた。正せい義ぎのもとにガーベラとの同盟を守ってくだされる勇ゆう士しならば、援えん助じよを惜おしまぬ──と書しよ状じようにはある。ガーベラにしてみれば、いまのメフィウスを政情不安定にさせるのが狙ねらいであろう。たとえザットの力が及およばずとも、一時的な混こん乱らんに陥おとしいれれば、ひとまず後ろから討うたれる心配をせずとも済すむ。

「だが、」

　と口に出して、ザットは低く唸うなった。逆ぎやくに言えば、エンデとガーベラが緊きん張ちよう状じよう態たいにあるいまこそ、メフィウスを変える好機だ。いっとき混乱状態になっても、他国に介かい入にゆうされる恐おそれが少ない。

　謹きん慎しんが解とかれてから半日後、あらかじめ連絡を飛ばしたのちに、外へ出た。馬車に乗って向かった先に、ザット・クォーク麾き下かの戦士団──蒼弓団の幹かん部ぶたちを待またせてある。いずれも信しん頼らいのおける者たちだ。以前から、覚かく悟ごを促うながすようなことを、それとなく伝つたえてあった。今回の謹慎騒さわぎで、彼らも『その時期』が近づいているのを悟さとっているはず。

　何となくザットは、遠ざかる我わが邸てい宅たくのほうを振り返った。そこに炎ほのおの海が重なって見えた。はっとして、数回、瞬まばたきする。炎の列は消えていた。幻げん覚かくだった。




　翌よく日じつのこと。昼前に、シモン・ロドルームとノウェ・サウザンテスとが、ソロンの大だい競きよう技ぎ場じようの前でばったり顔を合わせた。

　ノウェは、前夜のパーティーで口く説どいた貴き族ぞくの娘を馬車で送り出した直後であり、シモンは、これから競きよう技ぎ場じようの地下に移送されたカイザルと面めん会かいする予定であった。

　挨あい拶さつを交かわしたあと、

「わたしは連日、ここへ足を運んでいまして」ノウェがにこりとしながら言った。「すっかり剣けん闘とう競技の虜とりこですよ。来年の祭まつりも、ぜひ貴き国こくへお伺うかがいしたいものです」

「歓かん迎げいいたしましょう」

　二、三の会話ののち、それでは、と声をかけて去さっていくシモンの背中を、ノウェはじっと見つめた。

（メフィウス重じゆう鎮ちんのなかでは、あの御ご仁じんが最高位だろう。味み方かたにつけられればよかったが、まあ、ザット・クォークのような小物のほうが動きは予測しやすい）

　それはオーバリー・ビランも同じことだ。メフィウスとの和わ平へい交こう渉しようが進んでいた時期、ノウェはこの将軍に書しよ状じようを送っている。オーバリーが和平反対派だと聞いていたため、それを懐かい柔じゆうするためのもの──と見せかけて、実際は彼を手て駒ごまのひとつにするためのものだった。オーバリーの人となりは事前に調べてあった。武ぶ人じんとしては剛ごう毅きだが、功こう名みようにはやるところがあり、頭も大して回らない。そのくせ、自分の処しよ遇ぐうに関しては不満と愚ぐ痴ちだらけ、といった男である。もっとも御ぎよしやすいタイプだった。

　書状をくり返し送り、オーバリーの存そん在ざいをガーベラが重じゆう要よう視ししていることを充じゆう分ぶん自じ覚かくさせる。そうすることで、メフィウスでの自分がいかに不当な地ち位いに押し込められているか、なおもオーバリーは憤ふん慨がいするだろう。真しんの実力を評ひよう価かしてくれているガーベラに魅み力りよくをも覚える。

　そのうち、オーバリーも書状を返すようになった。ザット・クォークなる、反はん皇こう族ぞく派はの筆ひつ頭とうともいえる男の存在を知ったのも、オーバリーからの情じよう報ほうによる。

（使える）

　とノウェは思い、やがてはザットとも交こう信しんをはじめた。彼もまた、御しやすい人物だとノウェは見た。いわゆる頭でっかちなタイプで、オーバリーと同じくプライドが高い。

（メフィウスは巨きよ竜りゆうだ。身体からだが、というより、長年生きてきたことそのものへの誇ほこりがでかくなりすぎて、それこそ自分の身体でさえもっとでかいものだと錯さつ覚かくしている。だからこそ楔くさびを打ち込む隙すきはある。その足を止め、遠くない将来、我われらに事が優ゆう位いに運ぶよう、あらかじめお膳ぜん立だてするくらいには）

　メフィウス貴き族ぞくたちの間には、皇こう帝ていに対する不満がくすぶっている。それももちろん調ちよう査さ済ずみだ。だからそこに火ひ種だねひとつを投げ込むつもりで計画を練ねっていたが、カイザルやザットの件けんがあって、にわかに事態がノウェに有ゆう利りなほうに転がりはじめた。それらすべて、ノウェではなく、ほとんどが皇帝グール・メフィウスの振る舞まいによるものである。

（メフィウスは自みずから滅ほろびの道を歩んでいる）

　メフィウスで計画どおりに事が運べば、こちらはエンデ一国に専せん念ねんできる。ノウェは、メフィウスそのものの壊かい滅めつや併へい吞どんなどは望んでいなかった。それをするには、どちらも金と時間がかかる。ノウェが気がかりなのは、エンデの同どう盟めい国こく、東の強国アリオンの存そん在ざいである。アリオンが長きにわたって行おこなってきた東とう方ほう遠えん征せいも終わりに近づきつつあるという。もしガーベラとの一戦にこのアリオンがはるばる出で張ばってくれば、ガーベラ一国ではとても太た刀ち打うちできまい。そのためには、メフィウスはあくまでも同盟国として存そん続ぞくしてもらわねば困るのだ。

　だからこそ、メフィウスにいったん混こん乱らんをもたらし、皇こう帝ていの目を内部に向けさせたあとは、ザット、あるいは皇こう族ぞく側がわ、どちらにせよ、有ゆう利りなほうに援えん軍ぐんを差し向けるつもりだ。オーバリーには、その援軍を率ひきいる将しようになってもらう。「救きゆう国こくの英えい雄ゆう」という役割に彼はすっかり酔よいしれてその気になっていたし、また、メフィウス内部にいる彼ならば、状じよう況きようを読み取って、勝ち目のあるほうにつくのも容よう易いだろう。その上で、ガーベラとの新あらたな同盟を結べばよかった。

　わざわざオーバリーといった協力者をメフィウス国内につくり上げていることからわかるとおり、ノウェの計画のなかに、ビリーナ姫ひめは、最初から入っていなかった。

（あの方は、まっすぐすぎる）

　主しゆ君くんとしては悪くない器うつわだが、こちらの計画に賛さん同どうしてくれるとも思わない。その辺あたり、王おう族ぞくの血ちに一定のこだわりを見せたリュカオンとは異ことなる。いや、それどころか、

（流される王族の血が、ガーベラを守るというのなら、）

　それでも構わぬ、とノウェはにこやかな仮か面めんの下で、その両の目に冷れい徹てつな光を宿やどしていた。




　ノウェが策さく謀ぼうを巡めぐらしている一方で、シモンは、地下牢ろうでカイザル・イースランと面めん会かいしていた。面会、といっても、鉄てつ格ごう子し越ごしに、わずか五分程てい度どの会話しか許されない。

　だから、長々とした挨あい拶さつはシモンも省はぶいた。

「ご家族は」

「来るなと伝つたえてあります」カイザルは青い顔をして笑った。「公こう、イースラン家ののちのちのことは」

「わかっている。任まかせてほしい」

「ありがとうございます」

　カイザルは最後まで実直な男だった。正直、シモンにしてみれば、カイザルなどは真ま面じ目めなだけで味あじのない男だと思っていた。しかし生き真面目も最後まで貫つらぬけば、カイザルというひとりの男の味であろう、と思った。

「陛へい下かは」とカイザルは、低い位置にある天てん井じようを眺ながめて言った。「お変わりになられた」

「──」

「恨うらみ言ごとではございませぬ。ただ、前ぜん皇こう后ごうラーナさまが生きておられた頃ころは、多少お気の短いところはあったにせよ、どんな人間であれ、陛下の望まれる実力さえあれば、それを第一に馳ち走そうされるようなところもおありになった。しかしいまや、陛へい下かはご自分のことしか信じられぬご様よう子す。わたしも、このひと月、泣き、わめき、恨うらみ言の千や万は虚こ空くうに叫さけび散ちらしましたが、いまは、ただそんな陛下が悲しくてなりません」

　それは、宮きゆう殿でん内ないでも時とき折おり囁ささやかれる声である。ラーナさまがおられたころは、皇こう帝ていも家か臣しんの言葉によく耳を傾かたむけていた。それはやはりラーナさまのお人ひと柄がらによるところが大きかった、そのただひとつの抑おさえ役を失って、皇帝は意のままに振ふる舞まいはじめたのだ、と──。

（果はたしてそうだろうか）

　シモンは、カイザルとともに皇帝が若き頃ころから支ささえてきた人物のひとりだ。ラーナ前ぜん皇こう后ごうのことも、彼女との夫ふう婦ふ仲なかもよく知っている。

　皇帝は、こう言って信じる者がどれだけいるかも疑問だが、もともと内うち気きな性せい格かくである。いま、メリッサと再さい婚こんして、若者のように精せい気きをたぎらせている皇帝を見ると、確たしかに前ぜん妻さいよりもよほど夫婦仲もよく見えるが、それはあくまでも上うわ辺べだけのことだとシモンは見ていた。

（あれは、むしろ支えを失ったのではないか）

　シモンの目には、皇帝が、ひたすらに孤こ独どくのように感じられてならなかった。長年来の友人でもあるシモンにももはやその心の内うちはわからず、実の息子むすこであるギル・メフィウスにも愛情をかけることがない。

　──その後、カイザルとは世せ間けん話のようなものを交かわすにとどめた。すまぬ、とはシモンは言わなかった。それだけは言ってはならぬと肝きもに銘めいじていた。シモンがザットに言った、「二度と同じことはくり返させない」という決意は本物だ。それだけに、カイザルのことを止められなかった自分にこそ、シモンはもっとも腹はらを立てていた。

　そして立ち去さったあと、シモンは、なぜだか一度も会ったこともない、名前しか聞いたことのない男にある種の親しん近きん感かんを覚えていた。

　リュカオン、という男に。

（あれは愚おろか者だ）

　リュカオンの起こした謀む反ほんに、未来はなかった。あれは、時じ勢せいを知らぬ、あるいは時勢を見ようともしなかった、愚か者の行こう為いだ。いたずらに血ちが流れ、いたずらに混こん乱らんを呼び込んだだけの話。

　しかし、とシモンは思う。そんなことは、リュカオンとて百も承しよう知ちだったのではないか？　先がない、未来がないと知りつつも、彼は命を賭として行動を起こした。流れる血、流す血、そのすべてが、故こ国こくガーベラにとって決して無む駄だになどならないと彼は信じていたから。

（あれはリュカオンの叫さけびだ）

　シモンは、そう感じていた。




　　　　２




　テーブルの上に、見み目めもあざやかな果物くだものや飲み物が並んでいる。肉料理も種類が豊ほう富ふで、いかな健けん啖たん家かも、朝からこれでは青ざめてしまいかねないというほどだ。

　オルバも、パンをひと口、二口食べたきりで、食はほとんど進んでいない。が、彼の場合、体調や時間の問題ではなかった。

　何しろ、皇こう帝ていとの朝食の席せきである。グールにメリッサ、イネーリ、またその妹フローラといった皇こう族ぞくだけでなく、今朝は、シモン・ロドルーム、武ぶ将しようオーダイン・ロルゴ、そして重じゆう臣しんのひとりコーライン・イスファーンなどが陪ばい食しよくを許されている。

　謁えつ見けんの間まが開くまでの時間でさえ、皇帝はこうして会かい見けんを求める人物らを朝食の席に招まねいては、話を聞くことにしている。独どく善ぜん的てきな行動が目立つようになっているとはいえ、こうした昔からの風ふう習しゆうは変わらず、いまも精せい力りよく的てきであった。

　オルバにとってははじめての席だ。これまでは、何かしら理由をつけて断ことわってきた。ギルの人となりをよく知る家族と直接相あい対たいせねばならないため、フェドムが出席させるのを避さけたがっていたということもある。しかし今回は別だ。フェドムには内ない緒しよにしてあった。もし知っていたら、何が何でも阻そ止ししたか、強ごう引いんにでも同席しようとしたことだろう。

（さて）

　さすがに緊きん張ちようしながら、オルバは機きを窺うかがった。聞くともなしに聞いていた雑ざつ談だんが一段落しかける。オルバは軽く息いきを吸すったのち、口を開いた。

「父上」

　おっ、とした雰ふん囲い気きで、皆がオルバのほうを見る。以前のギル皇おう子じも、こうした席では発言を控ひかえていたほうなのかもしれない。皇帝も、ぎょろりとした目を向けた。

「何だ」

「お願いしたきことがありまして」

「ほう、何か欲ほしいものがあるのか。馬か？　それとも将しよう軍ぐんの地位か？　王おう冠かんを望むのならば、まだ早いぞ」

　皇帝は上じよう機き嫌げんに言った。多た分ぶんにエスプリの利きいた返答を期待してのことだったろうが、オルバは気づかなかった。

「剣けん闘とう競きよう技ぎの件けんについてなのですが」

「何だ」

　一転して不ふ機き嫌げんそうに皇帝は言った。朝っぱらから果か実じつ酒しゆを水のように飲んでいる。悪い雰囲気には気づかないでもないオルバだったが、ひとまず、胸に決めていたことを言い切ってしまいたかった。
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「祭まつりで行おこなわれている剣けん闘とう競きよう技ぎに、わたしの近この衛え兵へい、あのリュカオンを討うったオルバを参加させたいのです」

　意外な申もうし出に、ほう、と皇こう帝てい以外の皆が驚おどろきの声をあげた。イネーリなどはさっそく目を輝かがやかせている。皇帝は鼻を鳴らした。

「また、なぜいまになって？」

「オルバの参さん戦せんを期き待たいする声をいくらも耳にしました。民たみも喜よろこびましょう」

「何を口にするかと思えば」皇帝はまっすぐにオルバのほうを見み据すえた。「民も喜ぶなど、一人前のおためごかしを使う。自分の近衛兵に勝たせて、手て柄がら話ばなしを増やしたいだけだろうに。いっそおまえ自じ身しんが参加してみてはどうだ？　皇こう族ぞくが剣闘に参加した例がないでもない」

「お、お戯たわむれを」

　オルバがさっと目を伏せたのは、自分こそ剣闘士であると見抜かれるのを恐おそれてのことだった。よもやとは思ったが、皇帝グール・メフィウスの眼まな差ざしは、いままで彼が相あい対たいしてきた者たちとは別べつ次じ元げんの重みがあった。

　ふん、とグールは嘲ちよう笑しようした。

「まあ、好きにするがいいわ。せいぜい英えい雄ゆうの勝利を願うことだ」

「お待まちください、皇帝陛へい下か」

　口を挟はさんだのは、シモン・ロドルームである。瞬しゆん間かん、緊きん迫ぱくした空気が漂ただよったのは、無む論ろん、この場にいる全員が竜りゆう神じん廟びようでの出で来き事ごとを知っているからだ。

「お言葉ですが、もとの身分はどうであれ、皇こう太たい子し殿でん下かの近この衛え兵へいを参加させるのはいかがなものでしょう。剣けん闘とう士しとて奴ど隷れいの身分にある者ばかりではありませんが、近衛兵に民みん衆しゆうの前で殺し合いをさせるのは、いささか権けん威いを欠くのではありませぬか」

「ほう」

「先ほど陛へい下かもおっしゃったように、メフィウス史においては、皇こう族ぞくが剣闘場に立った例がないでもありませんが、時代が違ちがいすぎるゆえ、比ひ較かくする対たい象しようにもなりますまい」

　ほう、ともう一度皇こう帝ていは言った。肘ひじ掛かけに置いた手に顎あごを預け、やや重たげな瞼まぶたの下からシモンをねめつける。そのとき、コーライン・イスファーンが口を出した。

「よいではありませぬか。我われらメフィウスは竜りゆうと剣けんの国。出しゆつ自じも血ち筋すじも関係なく、互たがいに武ぶを競きそう国くに柄がらでしょう」

「しかし──」

「それに、リュカオンを討うち取った近衛兵は、確たしかに英えい雄ゆうです。しかし、もともとが剣奴隷であったという理由で、民衆も素直にその名を称たたえてよいものか、迷まよっている節ふしがある。失礼ながら、諸しよ侯こうも将軍各位も同じく、彼を今宵こよいのパーティーに誘さそい招まねいていいものかどうか、考えあぐねていたのではありますまいか？　であるからこそ、その近衛兵に、クローヴィスの座ざを争あらそわせることに意義があります」

「よくぞ申もうした」

　皇帝が頷うなずき、コーラインは恐きよう縮しゆくしたようにかしこまった。もともと、コーラインはこうした才さいに長たけているようだ。皇帝の気持ちを読み取っては、それがたとえ感情的なものであっても、理り屈くつをこね、もっともらしいものに変えて代だい弁べんする。

「クローヴィス、そして副ふく官かんフェリペの名めい誉よを手にした者は、たとえ出自が奴隷であれ、毎年一年、その名を称えられる。まぎれもなく英雄だ。なかには将軍にまで昇のぼりつめた者もおる。──この例は三〇年と歴史を遡さかのぼらずに済すむはずであるな、シモン？」

「──は」

　祭まつりで行われる剣闘大会は、例年、勝ち抜いていった二人の剣闘士を英雄役に選ぶ。その英雄が祭りの最終日、奴隷二〇〇名余あまりを率ひきいて竜と戦たたかうのがメインイベントだ。英雄クローヴィスと副官フェリペという、メフィウス史でも有名な英雄になぞらえられた二人は、出自がどうであれ、正式にメフィウス軍人として召めし抱かかえられるのが慣かん例れいだった。

「最後まで残ればよし、誰だれに恥はじることなき英雄の誕たん生じようだ。負ければそれまでだが、クローヴィスの座ざを争って倒たおれた戦せん士しは、すなわちメフィウスの祭さい儀ぎに殉じゆんじた英えい霊れいである。何も権威とやらを欠くことはあるまい」

「おお」

「なるほど、そうでありますなあ」

　他の貴き族ぞくたちがお追つい従しようを口にし、シモンもそれ以上抗こう弁べんすることはなかった。彼らがこうして当とうの皇おう子じを蚊か帳やの外にして議ぎ論ろんしている間、

「お義に兄いさま、わたしのお願いを聞いてくださったのね」

　こそっと、イネーリが満まん面めんに笑えみをたたえて言っていた。

　ああとも、うんともオルバは応じない。それにも構わず、すでにイネーリは自分の思いにふけっていた。

「もし彼が優勝したら、ぜひともわたし自みずからがクローヴィスの証あかしである黄おう金ごんの兜かぶとを渡わたす役になりたいわ。皇おう女じよイネーリを竜りゆうから救すくった英えい雄ゆうでもある、とそのとき公表するのよ」

　オルバはオルバで、ひとまずは目論もくろ見みどおりにいったことによって、この次の展開を脳のう内ないに描えがいていたから気づかなかったが、イネーリは乙女おとめのように夢ゆめを語るその一方、内ない心しんで、仮か面めんの剣けん闘とう士しオルバに対しては、毒どくのような感情をも持ち合わせていたのである。




　オルバ参さん戦せんの噂うわさは、あっという間に宮きゆう殿でん中じゆうに広まった。もと剣けん闘とう士しとはいえ、れっきとした皇こう族ぞくの近この衛え兵へいが参加するという異い例れいの事態。人々の反はん応のうは、当然、賛さん否ぴ両りよう論ろんに割れた。

「皇子が、我々の期き待たいに応こたえてくださったのだよ」

　と諸もろ手てを挙あげて賛さん成せいする者もあれば、

「皇子は、初うい陣じんの栄光を引きずっておられるだけではないのか」

　とひそかに陰かげ口ぐちを叩たたく者もあった。

　一方、フェドム・オーリンなどは、その噂を耳にするなり、怒いかり狂くるった。彼にしてみれば、せっかく傀かい儡らいとして仕立て上げつつあるオルバが、みすみす命の危険をおかすことほど馬ば鹿かげた話もない。しかしオルバが皇帝自らに直じき訴そしたこともあって、フェドムにもすでに覆くつがえせることではなかった。

「たった、二、三戦するまでのことさ」

　オルバは、ノウェやオーバリーが巡めぐらしているだろう策さく謀ぼうのことは隠かくして、いかにも気楽そうに言った。

「おかしなものだな。いま、この世で、おれの命を一番案じているのは、おそらくあんただろうよ」

「黙だまれ」フェドムはそのうち、本当に卒そつ倒とうするのではないか、という顔で唸うなった。「いいか、死ぬのはもちろん、怪け我がもしてはならんぞ。皇子に戻ったときに疑われる。ああ、くそっ！　大会が終われば、貴き様さまを奴ど隷れいのときのように鎖くさりにつないでやるから、覚かく悟ごしておけ」

　そしてその噂は、当然、ビリーナ・アウエルの耳にも届とどいた。彼女はそれを聞くや否いなや、テレジアの制止も振りほどいて、ドレスの裾すそをなびかせる勢いきおいで皇子のもとへと向かった。

　出場を明日に控ひかえたオルバは、ひと足早く競きよう技ぎ場じようへ向かおうと部へ屋やを出たところだった。

　自ら参戦を決めたのは、もちろん、民たみが望むから、とか、そんなことが理由ではない。オルバは、この剣けん闘とう大会に参加することで、例のパーシルと接せつ触しよくを持とうと考えていた。オーバリーがはっきりと名前を口にしたこの剣けん奴ど隷れい。計画の一いつ端たんを担になう者であるのは間ま違ちがいない。あらゆる方ほう角がくから揺ゆさぶりをかけてみるつもりだった。

（おっ）

　その矢先に、こちらへ駆かけてくるビリーナと出くわした。姫ひめの唇くちびるは真ま一いち文もん字じに結ばれ、目は吊つり上がっている。昨夜ゆうべ、見み舞まいにやってきたときには潜ひそめられていた、あの戦せん闘とう的てきな態度にふたたび戻っている。それも、直接的だ。何かまた、自分は彼女のお気に召めさないことをしでかしたらしい、と感じていたオルバに、

「なぜです？」

　開かい口こう一番、ビリーナは叩たたきつけるようにして訊きいてきた。

「なぜ、とは？」

「オルバのことです。なぜ、彼をいまになって、剣闘になど参加させるのです」

「はて。姫ひめ君ぎみに関係のある話だろうか」

「彼は──」

　かっとなりかけたビリーナは、しかし口をつぐんだ。オルバは彼女を置き去ざりにしてふたたび歩きはじめる。まさか、姫の用向きが『自分』のことだとは思いもしなかった。それを知ったいま、なぜだか、正面切って、彼女と議論したくない気持ちがあったが、

「彼は、わたしの友人です」

　背中から切りつけられたような思いがして、オルバははっと足を止めた。

　一四の姫君は、両の眼まな差ざしに力を込めながら、

「……だから、無関係などではありません。いままでも、彼はつらい戦たたかいを生き残って、勝ち残って、それでようやく桎しつ梏こくから放たれ、自由の身になれたのでしょう。それを、また奴隷のときと同じく、無理矢理戦わせようというのですか。いったい何のために？」

「ガーベラの姫君は存じ上げないだろう。あなたはこの世の地じ獄ごくのように想像されているようだが、剣闘は、メフィウス一の娯ご楽らくだ。名のある剣士がひとりでも多く参加したほうが祭まつりは盛もり上がる」

「皇おう子じはそうして祭りの盛り上げにひと役買って、周りにちやほやされたいだけではありませんか。オルバの命を犠ぎ牲せいにしてでも！」

「彼は、死なん」

　オルバはむっつりとした表情で言いきった。異い国こくの姫は頰ほおを紅こう潮ちようさせて、なおも詰つめ寄ってこようとする。いつかのときと似にていた。いまのビリーナの表情は、ザイム砦とりでに赴おもむいた際、なかなか動こうとしない皇子を焚たきつけようとしていたときとそっくりだ。

「なぜ、そんなことが言いきれるのです」

「それは……、彼がオルバだからだ。いままで負け知らずなのだろう。友人であるというなら、彼の腕うで前まえを信じればよい」

「そのようなことを言っているのではありません！」

「オルバ自じ身しんも望んだことだ。姫ひめ、これ以上はもう言わせるな」

　どんなに抑おさえようとしても、苛いら立だちは鬱うつ積せきしていく一方。自分の言いようが、まるでメフィウス貴き族ぞくそのもののように思えた。そして、

「しかし、友人とはな」オルバはせせら笑った。「あなたが、彼の何を知っておられる。あいつがどれだけ多くの人間の命を奪うばってきたか、知っているのか。あなた方、『誇ほこり高き』貴族や騎き士したちが戦たたかいに対して見出す大たい儀ぎも、名めい誉よも、意義も、そんなものなど何ひとつないまま、ひとり生き残るためだけに、そのためだけに、血ちと、腐ふ肉にくにまみれてきたのだ」

「それは、あなた方メフィウス貴族が……」

「黙だまれ！」

　限げん界かい線せんを越こえた感情は、怒ど声せいとなってオルバの唇くちびるから迸ほとばしった。

「二度と、オルバを友人などと呼ぶな。奴やつに話しかけるな。王おう侯こう貴族だからと、何もかもをわかった顔などするな」

　一いつ瞬しゆん、ビリーナも激げつ昂こうするかに見えた。しかし予想外にも、彼女は立ち尽つくし、それからはただのひと言も発さなかった。

　オルバ自身、感情のいき先に迷まよって、心中に持て余あましたまま、その場を足早に去さっていった。

（おれは誰だれだ）

　カツカツと荒々しい足音を、心しん臓ぞうの鼓こ動どうに合わせるかのように鋭するどく刻きざみながら、オルバは、いまになって自みずからに激はげしく問といただしていた。

（剣けん闘とう士しとしては、姫と友人になど吊つり合わぬと思い、）

（奴ど隷れいとしては、姫が奴隷の境きよう遇ぐうを知るようなことを言うのに耐たえきれず、）

（皇おう子じとしては、目的を果はたすためになら、オルバひとりの犠ぎ牲せいなど構いはしないとさえ思っている）

「おれは、誰だ」

　くり返された問いかけは、すぐに空気に溶よう解かいして、消えた。




　この日、オルバは日にち没ぼつ寸すん前ぜんに競きよう技ぎ場じようへ赴おもむいた。すでに今日の競技は終しゆう了りようし、客席に人ひと影かげはない。

　場内にはぽつぽつと剣けん奴ど隷れいたちの姿が見えた。大会に参加する剣闘士たちのうち、奴隷の身分にある者は、皆、競技場備えつけの収しゆう容よう所じよに入れられている。そこで一日を過すごす彼らは、明日の試合に備えてか、広い場内で身体からだを動かしていた。

　見張りの兵たちが目を光らせている中央で、思い思いに剣を振ったり、ステップワークの練習をしたり、一対一で模も擬ぎ戦せんをしたりしている。

　そこへ、突とつ如じよとして仮か面めんの剣けん士しがあらわれた。当然、あちこちから視し線せんが突つき刺ささる。ある程てい度どの話は聞いていたのだろう、驚おどろきの気け配はいはなかったものの、奴ど隷れいたちは声をかけようとしたり、近づこうとしたりはしない。代わりに、競きよう技ぎ場じようの係かかり員いんがやってきた。

「お話は伺うかがっております。しかし何も、こちらでわざわざ寝ね泊とまりしていただかなくとも、当日になれば、こちらから宿しゆく舎しやへ案内役を差し向けますものを」

「久ひさしぶりの空気なんでね。慣なれておきたい」

　はあ、と空から返事する係員に、剣けんをひと振り持ってこさせた。ストレッチをはじめ、それから剣を振り回しはじめる。相あい変かわらず、奴隷たちは見ているだけだ。逆ぎやくに言えば、無む視しすることもできず、関かん心しんを取り払はらうことができない。

　運動をする振りをして、何度かオルバは彼らのほうを見たが、そのなかにパーシルの姿はなかった。

　剣けん闘とう競技は残すところあと二日。どのような役やく割わりであれ、パーシルがノウェらの計画に加か担たんしているとしたなら、行動を起こすのはおそらくこの二日の間だろう。彼は奴隷の身みであり、自由には動けない。となれば、計画を進めているのもこの収しゆう容よう所じよ内ということになる。

　それまでにパーシルに接近し、計画の全容を摑つかまねばならない。

　オルバは、焦あせりを感じつつも、しかし急ぎすぎてもならない、と肝きもに銘めいじていた。

　懸かかっているのは、メフィウスの未来であり、すなわちようやく手に入れた光こう明みよう、ギル皇おう子じとしての立場であり、

（──姫ひめの命か）

　半はん身みを翻ひるがえしざま、ひゅっと剣先を斜ななめに振り下ろした。
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　翌よく日じつ。

　石いし壁かべに小さく切られた窓まどから、オルバは闘とう技ぎ場じようの様よう子すを窺うかがっていた。剣闘士控ひかえ室である。奴隷の身分であったときは、他の剣奴隷たちと同じ控えの間に入れられていたが、さすがに近この衛え兵へい、狭せまいながらも個室が用意されていたし、もちろん足をつなぐ鎖くさりもない。

　以前、イネーリらと見物したときと同じく、いくつもの戦たたかいが同時に行われている。見るともなしにそれらを見ているうち、オルバの番が迫せまった。

「こちらを」

　競技場つきの奴隷娘が入ってきて、装そう備びを置いた。その娘に見覚えがある。イネーリらと観戦した際さいにお茶ちやを運んできた娘だ。涼すずしげにととのった容よう貌ぼうが印いん象しように残っていた。

　彼女は、オルバが革かわ鎧よろいを着るのを手て伝つだってくれた。剣は細ほそ身みの小剣で、盾たては古い時代のそれのように丸みを帯おび、衣い装しようにサンダルもどこか時代がかっていた。

「ずいぶん、古びた装そう備びだな」

「クローヴィスの時代を象しよう徴ちようするものです。古こ代だいの剣けん闘とう士しがこんな格かつ好こうをしていたのかどうか、実じつ際さい、知る人はいないのでしょうけれど。雰ふん囲い気きの問題ですわね」

　肩をすくめる動どう作さにユーモアがある。何となく気になって、名を訊きいてみると「ミラ」と答えた。すると、ミラのほうから何か言いたいことがあったらしく、もじもじしながら、

「皇おう子じの近この衛え兵へいの方でいらっしゃいますね？　わたしなどが言こと伝づてを頼たのむのも無ぶ礼れいでしょうが、もし機き会かいがあれば、皇子に礼れいをおっしゃってください」

「礼？」

「パーシルさまを、助けていただいて」

　顔をうっすら赤く染そめ、ミラは退室した。

（ほう）

　あのパーシルという男、朴ぼく念ねん仁じんに見えて、意外にも女性の気を惹ひくタイプらしい。

　ひとりきりになると、オルバは、以前、出番が来る前にそうしていたように、壁かべに背せを預あずけ、深しん呼こ吸きゆうする。

（また、ここにいるのか）

（まだ、ここにいるのか）

　自分では心の整理はつけたつもりであっても、感情はひとりでに蠢うごめき、オルバを物もの憂うげにさせた。今朝早く、皇子ギルのもとにイネーリたちから祭まつり見物の誘さそいがあった。他ならぬこの剣闘の観戦にいこうというものだったが、当然オルバは「今朝は頭が重い」と言って断ことわった。

（イネーリは、おれをバ・ルーで見たと言っていたな──）

　それならソゾスが暴あばれたあのときだろう。まさか皇子自身も来ていたとは驚おどろきだ。ということは、少なくともそのときはまだ生きていたことになる。

（皇子はもしやフェドムに殺されたのか？　おれを最初から影かげ武む者しやにするつもりで、その機会を窺うかがっていた？）

　オルバの思し考こうは千ち々ぢに乱みだれ、少しも集中できない。と、そこで「パーシル」の名を連れん呼こする客の声がした。

　見ると、一対一の競技の最中だった。これも以前に観戦したときと同じく、安定感のある戦いぶりを見せつけた。三合と剣を合わせることなく、勝利する。

　感心する間もなく、次がオルバの出番だ。

　兵に呼ばれて、部へ屋やを出た。他の剣闘士たちが詰つめている控ひかえの間とひとつづきになっている。そこにいたすべての男たちの目がオルバを追った。正面から、側面から、そして通り過ぎてなお、背中から視し線せんの矢が突つき刺ささった。

　通路を歩いていくと、こちらに引き上げようとしているパーシルが向こう側からやってきた。黒々とした髪かみに髭ひげ。背はオルバよりやや高いくらいだが、身体からだに厚みがある。改あらためて見ると、理想的なまでに均きん整せいの取れた肉体をしていた。

　戦たたかいの直後で息いきを荒あらげ、目を血ち走ばしらせている。オルバとすれ違ちがいかけた。

「犬いぬめ」

　瞬しゆん間かん、パーシルの吐はき捨すてる声が聞こえた。振り向くと、ぶ厚あついパーシルの背中が見えた。そこに、焼きごてで押し当てられたと見えるあざがあった。×印の中ちゆう央おう、縦たてに長い一本線。オルバも同じく背せに負おう、奴ど隷れいの烙らく印いんであった。

「メフィウスの犬め、おれと当たるまで負けるなよ。おれがこの手で打ち砕くだいてやる」

　パーシルは振り向きもせずに言った。遠ざかっていく烙印が、意い気きによってか、熱によってか、燃えているようにオルバには見えた。

（なるほど）

　パーシルは奴隷の身だ。どのような経けい緯いでそうなったにせよ、あの口振りからするとメフィウスを恨うらんでいるのだろう。それで、英えい雄ゆうと称たたえられ、近この衛え兵へいにまでなった自分をもメフィウス人として憎にくんでいるのだ。

　馬ば鹿かげた話でありながら、しかしいまはそれがオルバの足あし枷かせになった。このままではパーシルの信しんを得えるのは難むずかしい。とともに、いまのわずかばかりのすれ違いが、オルバにとある確かく信しんを抱いだかせてもいた。

（そういうことならば、おれにもいくらかやりようはある）

　背の低いアーチを抜ける寸すん前ぜん、さっと矢のように陽ひが射さしてきたかと思うと、足を進めるたび光は大たい輪りんを描えがいて、やがて世せ界かいを白く焼いた。

「オルバだ」

「あれが、鉄てつの虎とらだ！」

　おおおん、と、周しゆう囲いをぐるりと取り囲んだ人々の声ひとつひとつが、うねりとなり、津つ波なみとなって、オルバをあらゆる角かく度どから打ちのめしにかかるかのようだった。

　最前列でも、オルバの頭より高い位置にいる人間たちは、遠くになると米こめ粒つぶのようにしか見えず、それらがびっしりと席せきを埋うめ尽つくして、こちらを圧あつ迫ぱくしにかかっている。

　陽に焼かれ、汗あせみずくで戦った当時のことが、まざまざとよみがえってきた。鼓こ動どうが打たれるたび、筋きん肉にくが隆りゆう起きし、全ぜん神しん経けいが一本に束たばねられていくような錯さつ覚かくを覚える。

「近衛兵オルバ、前へ！」

　オルバの相あい手ては、ミゲル・テスという男だった。期き待たいの新しん鋭えい剣けん闘とう士し、という触ふれ込みで、彼の初戦を見たシークの印いん象しようによると、

「基本に忠ちゆう実じつでスマートな剣闘士」

　らしい。

「やると決めたなら、覚かく悟ごを持て」

　前日、ゴーウェンがくどくどと言っていたのをオルバは思い出した。最初はオルバが参戦することに反対の様よう子すだったが──「おまえはもうひと月以上剣けんを握にぎっていない。それで連戦を勝ち抜けるほど剣けん闘とうが甘あまくないのは知っているはずだ」──、彼の固い意い志しを知ると、ため息いき混まじりに教きよう示じした。

「相あい手てがスタンダードな剣けん士しだからといって甘く見るな。むしろそういう奴やつこそ土ど壇たん場ばに強い。どんなに強く、どんなに偉えらくなったところで、基本を忘れるな。あらゆる技術も、奇き策さくも、目の覚めるような必ひつ殺さつの一いち撃げきも、すべてが基本の上になり立っている。そして平へい常じよう心しんを保たもて」

　皇おう子じの部へ屋やまで押しかけてきて、ゴーウェンは最後までしつこかった。そうしなければおまえは死ぬ、と言っているのだ。

（わかっている）

　ソロン闘とう技ぎ場じようの中ちゆう央おうへと歩ほを進める。ミゲル・テスと相あい対たいした。金きん髪ぱつ碧へき眼がん、二十歳前後の、甘いマスクをした若者だった。オルバを見つめる青い瞳ひとみはまっすぐで、口もとには淡あわい微び笑しようを覗のぞかせていた。現在、剣闘競きよう技ぎにおいては一〇戦一〇勝。

「よろしく」

　物もの怖おじもせずミゲルは声をかけてきた。剣闘前、こうして声をかけてくる者相手に、オルバが言い返したことは一度もない。今度も口をつぐんでいると、

「リュカオンは、ガーベラの騎き士しで一番強いんでしょ？」少年じみた言い方で、なおも話しかけてきた。「一番メフィウスが恐おそれたのも彼だ。ということは、きみに勝てば、ぼくはガーベラのどの騎士よりも、メフィウスのどの武ぶ人じんよりも強いということになる。参戦してくれて、礼を言うよ。こんなにおいしい試合はない」

　にやっと白い歯はを見せて笑った。すでに五〇戦以上も経けい験けんしているかのような落ち着きぶりだ。

「あのミゲルという人、勝ち進んでいけばソロンでも人気が出そうね」

　今日も、貴き族ぞく専せん用よう席せきにイネーリの姿があった。最前列で、女奴ど隷れいの振る舞まうお茶ちやを楽しんでいる。

「いい顔をしてるもの。知ち性せいもありそうで、きっとパトロンになりたがるご婦人方も多いと思うわ」

「どこが」

　とそっぽを向いたのはバートン・カドモス。太っちょのトロアは屋や台たいで買ってきた食べ物に夢む中ちゆうだ。

「それで？　あいつがオルバというのか。思ったよりもずいぶん細ほそ身みじゃないか。ひょっとしたら、まだガキなんじゃないか？」

　横おう柄へいに吐はき捨てる。ギルがいるとき、イネーリに対していた態度とはあきらかに違ちがう。が、少女は別べつ段だんそれをとがめる風ふうでもない。

「調ちよう子しに乗って剣闘に戻ってきたところで、さて、生き残れるかどうか。どこでも、誰だれに対してでも強い、ってのはあり得えないとおれは常つね々づね思っているんだ。個人の武ぶ力りよくってのはそれほど当てにはならない」

「でも、彼は、わたしの前で竜りゆうを殺してみせたわ」

「それも怪あやしい。大おお方かた、剣けん闘とうを盛もり上げるための演えん出しゆつで、その竜だって薬くすりで操あやつられ……痛いたっ」

　足を思い切り踏ふみつけられ、バートンが跳とび上がった。イネーリはきっとにらみつけて、

「実際、わたしは襲おそわれたのよ。わたしまで芝しば居いに加か担たんしていたっていうなら話は別でしょうけれど！」

　肩を手で払はらう仕し草ぐさをしたのは、バートンがさっきから手を回してこようとしていたからだ。

「ふん。まあ、お手て並なみ拝はい見けんといこうじゃないか。あのミゲルってのも、昨日はなかなかの腕うで前まえを見せたらしいぜ」

　すでに周しゆう囲いからミゲルの名前が連れん呼こされていることからも、それはわかる。剣闘に関しては目の肥こえたソロンの人々を惹ひきつけているのだから、実力も折おり紙つきだろう。

（まあ、見ているがいいわ）

　イネーリはぽってりとした唇くちびるに笑えみを浮かばせた。オルバの名を呼ぶ声も高い。が、彼らが知っているのは名前だけ。その英えい雄ゆうに、自分は直接助けられたこともあるのだという優ゆう越えつ感かんに酔よった。

　その一方、メフィウス貴き族ぞくらの席せきとはほぼ対面に位置する来らい賓ひん用ようの席には、ガーベラよりの使者ノウェ・サウザンテスがいた。熱ねつ気き渦うず巻まく最中、女にしたいくらいの美び貌ぼうを涼すずしげに維い持じして、剣闘見物している。

「はじめっ」

　オルバとミゲル、その一いつ騎き打ちがはじまった。ミゲルがさっそく飛び込もうとする。しかしそれは前足を踏ふみ鳴らしただけのフェイントだった。オルバが機き敏びんに後ろに飛び退のく。その過か剰じようともいえる反はん応のうにミゲルが肩をすくめ、観かん覧らん席せきから失しつ笑しようを呼んだ。

　ただひとり、

「あれよ」

　訳わけ知り顔でイネーリが微笑ほほえんだ。ミゲルが前へ出ようとするのをさらにオルバは後こう退たいする。やや背せを丸め、相あい手ての出で方かたを窺うかがうように距きよ離りをじりじりと保たもちつづける。

「猫ねこみたいだな」

　バートンが笑うのを、イネーリは聞き流した。

　ミゲルが本格的に踏み込んだ。オルバ、跳ちよう躍やくしてなおも距離を稼かせごうとする。しかしミゲルも今度は足を止めない。まるでオルバに吸すい寄せられでもしているかのような見事な足さばきで急きゆう追ついした。

　二、三度、白はく刃じんが二人の間に閃ひらめいた。それで押し返そうとしたオルバだったが、ミゲルは着実に距離を縮ちぢめてくる。オルバの足が止まった。フェイントをおり交まぜたミゲルの一いち撃げきが、ついに仮か面めんをとらえた。

　わあっ、と観かん客きやくが沸わきかけたその瞬しゆん間かん、ミゲルの懐ふところ近くにオルバの姿があった。彼の剣けんがとらえたのではなく、オルバ自みずからが踏ふみ込んできたため、勢いきおいを止められた剣けん先さきが仮面にぶち当たっただけのことだった。

　柄えをも触ふれ合わんばかりの近きん距きよ離り、やや面めん喰くったミゲルは力押しでの勝負を望んだ。その刹せつ那な、オルバはまたも後方へと跳とんでいた。力を逃がされ、前へとつんのめったミゲルめがけて、オルバの剣けん撃げきが襲おそいかかる。体重移い動どうの巧たくみさによる一連の動どう作さに、イネーリがぱっと目を輝かがやかせた。

　それと同時に、キン、と甲かん高い金属の叫さけびが放たれた。とっさに防ぼう御ぎよしようとしたミゲルの剣が中ちゆう空くうを舞まう。ミゲルはそのまま地面に手を、膝ひざをついた。オルバが剣の握にぎりを改あらためて止めを刺さそうとしたとき、彼は地面を二度、拳こぶしで叩たたいた。「参まいった」の合あい図ずである。

　おお、と、絶ぜつ望ぼうとも、賞しよう賛さんともつかないため息いきが辺あたりから洩もれ出た。

　オルバは周しゆう囲いを振り仰あおぐ。

　剣闘において、勝負がついてなお、敗者の命があった場合、その行方ゆくえは見物客の裁さい量りように委ゆだねられる。「殺せ」と大おお勢ぜいが親指を下に向ければ、容よう赦しやなく敗者の命は絶たたれ、逆ぎやくに「許せ」と手を振っての大だい合がつ唱しようが湧わき起これば、ひとまずその場での死は免まぬがれる。

　人気のある剣けん闘とう士し、またはすばらしい名勝負を展開した剣士であれば許されることが多い。が、たとえそうであっても、興こう行ぎようの盛もり上がりがいまひとつであったり、まだ観客が血ちに満足しきれていなかったりした場合、残ざん酷こくな結末が望まれることもあった。

　幸さいわい、ミゲルは大勢の支持者によって許された。剣を放り投げたオルバは、敗者をそのままに立ち去さった。圧あつ倒とう的てきなまでの実力差を見せつけたオルバではあったが、場内はむしろ、そのやや呆あつ気けない幕まく切ぎれに当とう惑わくしている風ふうだ。

「見たでしょう？　ねえ、バートン、トロア。彼の力を！」

　ただひとり、興こう奮ふんしきりにイネーリは叫さけんでいた。ああ、と面おも白しろくもなさそうにバートンは頷うなずき、剣闘をほとんど見ていなかったトロアはよくわからないまま相あい槌づちを打った。

　何よりバートンが面白くないのは、イネーリの目が潤うるみ、頰ほおが赤く染そまっていることだった。殺し合いに興奮しているのとはまた別の理由によるものではないかと勘かんぐったのだ。そして実際、イネーリは常つねになく興奮していた。オルバの戦たたかいを見ながら、バ・ルーでのあの光景がまざまざとよみがえっていたのである。

　ソゾスが眼がん前ぜんに迫せまったときには、無む論ろん、恐きよう怖ふ以外の何も感じなかった。しかしオルバに救すくわれた直後、地面にへたり込んでいた彼女が見上げた、仮面剣けん士しのシルエットが、いつまでも胸に焼きついて離はなれない。日常に飽あき、常つねに刺し激げきを求めて止まない彼女だ。あの場面を振り返るに、鼓こ動どうが高鳴ると同時に、ぞくぞくとした快かい感かんがこみ上げてくる。

　しかしあの仮面の剣闘士に肩入れする一方で、まったく同時に、イネーリは、オルバを憎にくんでもいた。竜りゆうから助け出したとき、彼女に一いち瞥べつもくれずに立ち去さっていったこともそうなら、ビリーナにダンス勝負を持ちかけたとき、あと一歩でふたたび立ち直れないほどの屈くつ辱じよくを与えてやれるところだったのに、あろうことかその異い国こくの姫ひめへ手を差し伸のべたのも、イネーリには許しがたかった。

（勝ち残るなら、派は手でに勝ちなさい。誰だれからも名前を呼ばれる英えい雄ゆうであってほしい）

（そして死ぬときは、惨みじめに打ち負かされて死になさい。わたしがその仮か面めんを死体から剝はぎ取ってあげるから）

　相あい反はんする、どちらも燃えるような感情のぶつかり合いが、いまのイネーリには身みが震ふるえる思いがするほどに心ここ地ちよかった。

「何とか、彼を今宵こよいのパーティーに誘さそえないものかしら。わたしから直接使者を立ててもはしたないし、バートン、あなたで何とかできない？」

　祭まつりの間、宮きゆう殿でんや貴き族ぞくたちの居きよ館かんで夜よな夜な開かれているパーティーには、剣けん闘とう大会の勇ゆう士したちがゲストとして招まぬかれることも多い。また、人気の高い剣闘士を招いた貴族はそれだけでステータスになり得えるのだ。

「皇おう子じさまに頼たのんだらよろしいんじゃないかね」少しも気乗りしない様よう子すでバートンは答えた。「もともと、ギル皇子の近この衛え兵へいなんだし」

「そのお義に兄いさまが頼たよれないから言っているのじゃなくて？」

　イネーリは膨ふくれた。トロアが、焼肉カバブーのソースがべったりついた口で笑う。

「またまたご気分が優すぐれないようだしね。よっぽど戦場で怖こわい思いをなさったんだろうなあ」

「もういいわ。そうだ、フェドムに頼んでみようかしら。彼って、剣闘ギルドの長官でいらしたわよね？　オルバにも話をつけられるんじゃないかしら」

　話している間にも、次々と剣闘士たちはあらわれ、生死の運命を剣の一いち撃げきごとに賭かけていく。

　その後、オルバも二戦した。その名になぞらえられてか、東とう方ほう地ち域いきから運んできたと思われる黄おう金ごん色いろの体たい毛もうをした猛もう獣じゆう──虎とらと戦たたかわされ、さらには、二人組の剣闘士とひとりで打ち合わされもした。

　いずれも、文もん句くのつけようのない勝利を収おさめた。宮殿で、慣なれぬ生活環かん境きように身みを置いていたときとは違ちがう。剣を手にした戦いにおいて、オルバに恐れるものはなかった。

　疑うたがいようもないその実力に、観かん衆しゆうは「さすがだ」という感想を抱いだいたようだが、勝負のつけ方がやや地じ味みだというので、剣闘好きのソロン市し民みんにはやや物足りない向きもあったようだ。




　日にち没ぼつ前、今日の競きよう技ぎも終わりを迎むかえる。

　オルバはその夜も宮殿に引き上げず、収しゆう容よう所じよの責任者に頼んで、奴ど隷れいたちと同じ寝ね所どころに泊とまることにした。表おもて向きの理由は、いちいち戻るのも億おつ劫くうだということにしてある。

　剣けん奴どたちの食事の場にも混ざった。石造りの長なが椅い子すに腰こしかけた半はん裸らの男たちが、盆ぼんを次々と手て渡わたされ、そこへ奴ど隷れい女がわずかばかりの食事を盛もっていく。手づかみで食べながら、オルバは久ひさしぶりの雰ふん囲い気きだと思い、そんなことに郷きよう愁しゆうを覚える自分が妙みようにおかしかった。

　会話はほとんどない。あちこちの奴隷商しよう会かいから送り込まれてきた人々だ。明日にも殺し合いをさせられる彼らが楽しく会話をしていることのほうが珍めずらしいのは確たしかだが、いまの雰囲気はどこか違ちがう。皆、昨日きのうと同じようにオルバを意い識しきしている。しかし誰だれも声をかけない。沈ちん黙もくばかりがつづいた。

　オルバは、向かい側の席せきに座すわっているパーシルのほうをちらりと見た。彼もまたこちらを見ていた。目が合ったのも一いつ瞬しゆん、すぐにパーシルは空からの杯はいを掲かかげた。壺つぼを手にしたミラが小走りに駆かけ寄り、そこへ水を注そそぐ。

　奴隷を監かん督とくする役らしい男が一度姿を見せたが、何も言わずに立ち去さった。皆の食事も終わりかけたとき、不意にパーシルが口を開いた。

「貴き様さまが来て、いいことがひとつある」

　何を言われているかわからず、オルバは半なかばぽかんとなった。

「いつもおれたちを追い立てる監督役が、近この衛え兵へいの貴様がいるというので、今日は遠えん慮りよしたようだ。おかげで食事の時間がたっぷり取れた」

　パーシルが低く笑うと、皆、同じような笑い声をあげた。

　それがひとしきり静しずまってから、

「なぜここへ来た。メフィウスの英えい雄ゆうどのだろう。よほど殺し合いに自信がおありになるか」

「命令されたから来た。他に何がある。奴隷風ふ情ぜいが、おれと同じ口を利きくな」

　オルバはわざと突つっぱねるように言って、席を立った。オルバだけは、彼らのように両足を鎖くさりでつないでいない。そこから離はなれようとした矢先に、

「いまのおまえと、おれたちと、何の変わりがある。たとえ足をつなぐ鎖がなくとも、命令されて殺し合うというのなら、おまえはいまも奴隷と同じ。もっと言えば、鎖でつながれ、人前で殺し合いをさせられる畜ちく生しようと同然だ」

「黙だまれ」

　声を叩たたきつけてから、大おお股またで歩いていった。

　しばらく離れてから足を止め、考えにふける。いまのひと言二言の会話も、彼には収しゆう穫かくだった。

（パーシルは、メフィウスを恨うらんでいる。憎にくんでいる）

　ならば、この計画は、当然、メフィウス貴き族ぞくに益えきをもたらすものではないはず。

（オーバリーやザットがその名を隠して計画を持ちかけたのか、ノウェがメフィウスに一いつ矢し報むくいるための策さくだと言って授さずけたのか）

　明日、オルバは騎き竜りゆう戦せんを行おこなう予定だった。戦たたかう者同どう士し、ともに中型竜バイアンに跨またがっての競きよう技ぎである。

　無む論ろん、ただ奴ど隷れいを殺すためだけにこの場に足を踏ふみ入れたオルバではない。残されたわずかばかりの時間、有ゆう効こうに使う必ひつ要ようがあった。










　五章　仮面武闘会
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　オルバはその朝、早くに収しゆう容よう所じよを出た。試合は昼過ぎからだ。いったん宮きゆう殿でんに戻ってから、引き返すまで約二時間。

　客入れまであとわずかばかりの時間がある。場内では、これから戦たたかいを控ひかえた剣けん闘とう士したちが、集団でトレーニングをしていた。先日のように、そこへふたたび仮か面めんの剣けん士しが足を踏み入れる。そしてこれも以前と同じく、剣闘士たちは彼を無む視しするようでいて、実際は関心をずっと奪うばわれていた。

　仮面の剣士は剣を取るでもなく、服を脱ぬいでストレッチをするでもなく、ただ彼らの近くを歩いていく。

　パーシルがオルバを「犬いぬめ」と罵ののしったことからわかるように、他の剣けん奴どたちは、もうすでにオルバを同じ奴隷とは見ていない。逆ぎやくに、メフィウスに仕つかえる敵てきのように見ている節ふしがある。実際、仮面剣士を追っていく視し線せんのほとんどには、敵てき意いが含ふくまれていた。

（メフィウスを憎にくむパーシルが計画を担になうひとりなら、当然、その目的もそれに沿そったものであるはずだ）

　オルバはそう考えていた。であるなら、自分もまたメフィウスを憎む、恨うらんでいる人間としてパーシルに接せつ近きんしたほうがいい。上う手まくいけば、自みずから計画に参加することもできるかもしれない。

　オルバは、つるりと自らの素す顔がおを撫なでると、観かん覧らん席せきの階段を降りはじめた。そう、先ほどからオルバは競きよう技ぎ場じようを見下ろす位置にいたのだ。そして、場内を歩いていた仮か面めん剣けん士しに、

「オルバ！」

　と、声をかけた。

　自分の名を自分で呼ぶことの滑こつ稽けいさに苦にが笑いが浮かびそうになるのを堪こらえて、場内へと飛び降りる。仮面剣士が足を運んで目の前にやってきた。オルバは、皆の注ちゆう目もくを集めているのを充分に自覚した上で、

「昨日きのうは、まあ、見事だったな。おれも鼻が高い。だが、これで満まん足ぞくしてもらっては困るぞ」

「……」

　オルバ──いや、仮面剣士は答えない。

「今日のおまえの相あい手て、ガッシュとやら、ガーベラ一〇年戦争の折おり、敵てき兵へい一〇〇の首を挙あげたという戦場奴ど隷れいらしい。『百ひやく殺さつの鬼き獣じゆう』と恐れられたガッシュは、その功こう績せきで一度は奴隷の身から解とき放たれたが、すぐ次の戦場で上じよう官かん殺しの罪つみを負おい、再さい度ど剣奴隷の身み分ぶんに落とされた変り種だねだ。民たみの注目も集めている。わかるな？　客が見たがっているのは、その堕おちた英えい雄ゆうを、新しき英雄であるおまえが、一いつ刀とうに斬きり伏ふせるところだ。それでこそおまえを取り立てたおれの株かぶも上がろうというものだ。いいな、確かく実じつに、そしてすばやくしとめろ。苦く戦せんも許さぬ。一いち撃げきでやるのだぞ。よいな？」

　実際には、仮面剣士は何も言わなかった。しかし何か言っているという芝しば居いはした。それに対し、オルバはいきなりその仮面を手で張り飛ばした。

「口答えするな、貴き様さま！　もうすっかり英雄気取りか、ええ？　奴隷の身分から貴様を引き上げてやったのは誰だれだと思っている。ガッシュは強きよう敵てきだと？　ああ、弱くはないだろうさ。だがそのお強いガッシュを斃たおせる貴様でなければ、おれも用がない。一分でもかかってみろ、おまえも、もう一度奴隷の身分に落としてやる。いいな！」

　傲ごう岸がんに吐はき捨てると、仮面剣士を放ったらかしにして、オルバは立ち去さった。こちらの背中を『奴やつ』がにらんでいるように立ちすくんでいるのを、横目でちらりと確かく認にんする。

　よし、と口のなかでつぶやいてから、次にオルバが向かったのは、これも競技場の近くにある竜りゆう舎しやだった。剣けん闘とうに使われる竜たちがそれぞれ檻おりに押し込められている。ひときわ巨きよ大だいな檻が用意されていたが、なかは空からっぽだった。明後日あさつての最終日に、英雄クローヴィス、副ふく官かんフェリペに選ばれた二人の男と、彼らが率ひきいる奴隷二〇〇名ほどが、観かん衆しゆうの前で巨きよ竜りゆう数すう頭とうと戦たたかうことになる。おそらくはそのための檻おりだろう。

「オルバ」

　そう声をかけたのはホゥ・ランだ。周まわりに人ひと影かげはなかったとはいえ、オルバはあわてて、「しっ」と指を一本、唇くちびるの前に立てた。ホゥ・ランは面おも白しろがってか、その仕し草ぐさを真ま似ねしつつ、

「ややこしい。名前が二つあるというのは。竜りゆうたちにとっては、音を連ねる名前などに意味はないけど、わたしからその概がい念ねんを教えてあげることはできる。彼らにはどちらの名を伝つたえればいい？」

「好すきにしてくれ」

　ランには、理り不ふ尽じんにも足を踏ふみつけられた恨うらみがある。しかしさすがにいまは忘れて、

「どうだ？　どのバイアンが一番使えそうだ」

　と訊きいた。今日の準決勝戦、ガッシュとの戦たたかいは、中ちゆう型がた竜バイアンに乗っての騎き竜りゆう戦せんとなる。これは、オルバも数えるくらいしか経けい験けんがなかった。

「人を背中に乗せるのを慣なれた子ならいる。軍用に調ちよう教きようされているから命令も聞くだろう。ただ、オルバなら、この子のほうがいい」

　ホゥ・ランは、檻の間から一頭だけ首を出そうともがいていたバイアンの鼻っ面つらを撫なでてやった。切れ長の目を細め、

「覚えているか？　オルバが、前に乗った子だ」

「ああ」

　顔を覚えている、という意味ではなかったが、オルバはひとまず頷うなずいた。まだ剣けん奴ど隷れいであったとき、竜たちを運び出そうとして、ランに言われるがまま、バイアンの背中に乗ったことがある。思えば、あの直後にフェドムがやってきて、オルバをギル皇おう子じの影かげ武む者しやに仕立て上げたのだ。

「この子が一番いいね。オルバに懐なついている。見て。オルバが来て、とても嬉うれしそうだ」

　そのバイアンは目をぎらぎらさせて、鼻から荒あらい息いきを洩もらしながら、しきりに舌したを出し入れしている。舌からは大量の涎よだれが滴したたっていた。

「……相あい変かわらず、そうは見えない」

　腰こしの引ける思いをしながらオルバは言った。竜の好こう意いとは、食しよく欲よくに直結しているのではないかと思いつつ、

「逆ぎやくに、どいつが一番使えなさそうだ？」

「それを聞いてどうする？」ランが、珍めずらしく興きよう味みをそそられたように言った。「そいつを、敵てきにあてがうのか」

「だとしたら、どうだ」

「オルバは卑ひ怯きよう者ものだ」

「策さく士しというのさ」

　白い歯を見せて笑ったオルバは、いったん宮きゆう殿でんへ戻って、夕ゆう刻こく近くになってから、また競きよう技ぎ場じようへと足を運んだ。

　無む論ろん、今度は虎とらの仮か面めんと、革かわの鎧よろいを身みに着けてからである。




　明日には、クローヴィスとフェリペ候こう補ほの四人が選ばれ、それぞれ一対一の戦たたかいを行おこなうこととなる。その四人を選ぶための、いわば最終予選ともいえる戦いが行われる今日、貴き族ぞくの観かん覧らん席せきも三分の一ほどが埋うめられていた。

　昼前には、皇こう帝ていグール・メフィウスが数名の家か臣しんを引き連れて、あらわれた。特別に剣けん闘とう好ずきというわけではない皇帝は、例年、決勝戦以外ではあまり姿を見せない。例のオルバに注ちゆう目もくしているのではないか、と皆が噂うわさし合った。

　そして、ある意味で皇帝より人々の注意を集めたのは、ビリーナ・アウエルの存そん在ざいだった。これまで公式には姿をあらわすことのなかった彼女だから、会場を埋め尽つくした人々はいっとき試合も忘れて、異い国こくの姫ひめに見入った。

　今日は、数試合を挟はさんで、成せい人じんの儀ぎが行われることになっている。

　一二歳以上の、貴族や武ぶ将しようらの子し息そくのうち、志し願がんしたのが四名。ローグ・サイアンの息子ロムスが最年少の一二だが、なかでも人々の目を惹ひいたのは、武将オーダイン・ロルゴの次女、ラニー・ロルゴである。いかにも気の強そうな面おも立だちをした少女は、そこへ連れてこられた竜りゆうにもまったく臆おくした様よう子すがなかった。

　バイアンは首に鎖くさりを巻かれており、屈くつ強きような兵へい士しが鎖の両りよう端はしをそれぞれ手にしている。ラニーは竜の背中に軽々と飛び乗ると、あっさり歩かせることに成功した。歓かん声せいを浴あびながら、一人前の淑しゆく女じよのようにお辞じ儀ぎをする。

　竜から降りたラニーは、順番を待まつロムスに笑いかけ、それからこっそりと耳打ちした。傍はた目めには、いかにも彼を激げき励れいし、アドバイスをしている風ふうだったが、

「逃げないでここに来たのは褒ほめてあげる。でもあんたには無理よ。泣きべそ搔かく前に、お腹なかが痛いたいんです、って言ったらどう？」

　実際にはこう言っていた。昔からこうした関係の二人である。

　待つほどもなく、ロムスの番が来た。兵士に促うながされるが、なかなか一歩目を踏ふみ出せず、しきりに視し線せんを周しゆう囲いにさまよわせている。

「お父さまは助けちゃくれないわよ」

　ラニーがこっそり言ったが、ロムスはそのとき、剣けん闘とう士しが入場するゲートの向こう側にホゥ・ランの姿を見つけていた。ランは微笑ほほえみ、頷うなずいた。力強くこちらも頷いたロムスは、堂々と竜に近づき、それから飛び乗った。

　するとバイアンが左右に身をよじった。子供の竜とはいえ、身じろぎしただけで、鎖を手にした兵士が引きずられそうになる。ロムスもずり落ちそうになり、思わず観かん衆しゆうも悲ひ鳴めいをあげかけた。しかしロムスは取り乱みださなかった。竜りゆうの背せに腹はら這ばいになったまま、その首くび筋すじに手をあてがう。低く唸うなったバイアンは徐じよ々じよに落ち着きを取り戻すと、それから足を進めた。今日一番の歓かん声せいがロムスに降り注そそいだ。

　両親は安あん堵どのため息いきをつき、主しゆ役やくの座ざを奪うばわれたラニーは、怒おこるどころか、とても信じられない様よう子すで呆あつ気けに取られていた。

　成せい人じんの儀ぎが怪け我が人にんもなく終しゆう了りようすると、またも数々の剣けん闘とう試合がはじまる。初日から勝ち上がってきた剣闘士たちがほとんどだから、それぞれの技ぎ量りようは折おり紙つき。レベルの高い戦たたかいに、競きよう技ぎ場じようが揺ゆれる。

　そんな周しゆう囲いの熱ねつ狂きようをよそに、

「オルバさまの出番はまだですか、姫ひめ」テレジアが青い顔をしながら言った。「正直、このテレジア、見るに耐たえません。出番が来たらおっしゃってください、目をずっとつむってますゆえ」

「何をだらしのないことを」

　そう言うビリーナ自じ身しん、顔色はよくない。眼がん下かでは、いまも人間の首や手足が飛び、血ちと贓ぞう物ぶつが吐はき散ちらされている。しかしビリーナは目も逸そらさず、さりとて歓声を張り上げるでもなく、膝ひざの上に両りよう拳こぶしを載のせたまま、ただじっとしている。

　やがて、ゲートの東西に中ちゆう型がた竜りゆうバイアンが引きずられてきた。これから騎き竜りゆう戦せん、ということは、いよいよオルバの出番である。何とはなしに表情を改あらためたビリーナのもとへ、

「姫さま」

　皇こう帝ていつきの小こ姓しようがやってきて、ひざまずいた。

「陛へい下かが、姫をお招きでございます。よろしければ、ともに観かん戦せんしていただきたいとの仰おおせで。もちろん、おつきの方もごいっしょに」

　ビリーナとテレジアは顔を見合わせた。

「参まいります」

　断ことわる理由もなかった。席せきを立ち、移い動どうする最中、テレジアはこっそりと主しゆ人じんの袖そでを引いて、

「頼たのみますから、陛下ご自じ身しんに面めんと向かって、カイザル公こうのことなどを持ち出さないでくださいよ」と懇こん願がんした。「剣闘の場となると、殿との方がたは常つね以上に血ちの気けもはやるもの。ちょっとしたことで取り返しのつかないことになる恐おそれもありますれば」

「さすがテレジア、周まわりはよく見ている」

　軽かる口くちを叩たたきながらも、皇帝グール・メフィウスと目が合い、一いち礼れいするときには、さしもの彼女も緊きん張ちようの色を面おもてから隠かくせなかった。グールは隣となりの席をビリーナに用意していた。ちょうど次の試合を行う両者が、名乗りを受けて入場するところだった。

　仮か面めんの剣けん士しオルバ、そして、かつて戦場奴ど隷れいとして功こう績せきを挙あげていた剣闘士ガッシュ。すでに馴な染じみとなった両者の姿に、いよいよ場内のボルテージが高まっていく。

「旧きゆう英えい雄ゆうと、新英雄か」グールがやにわに言った。「国の未来を思えば、ここは多少細さい工くを施ほどこしてでも新しき英えい雄ゆうに勝たせるところであるな。が、そのようなことは剣けん闘とうでは許ゆるされぬ。自みずからの力で血けつ路ろを切り開けぬようなら、それはそもそも英雄の器うつわではない」

　答えようのないビリーナに、グールが訊きいた。

「姫ひめは、剣闘がお好きかな？」

「いえ」テレジアの仰ぎよう天てんする顔にも構わず、ビリーナは即そく答とうした。「わたしには少々刺し激げきが強うございます。正直、この場にいるだけで、血ちの臭においや熱ねつ気きに当てられて、めまいもする思いです」

　皇こう帝ていは快かい活かつに笑った。

「まるでラーナのようなことを言う」前ぜん皇こう后ごうの名である。「メフィウスが野や蛮ばん人じんと他国からそしられるのもむべなるかな。が、民みん衆しゆうにはパンと娯ご楽らくが必ひつ要ようだ。そして精せい強きような兵を育てるのにも尚しよう武ぶの気き風ふうを保たもたねばならぬ。人は、強い剣のもとに集う。そして強い剣に守られていると思うからこそ、日々の生活を安あん寧ねいのもとに過すごすことができる。姫にも、慣なれていただかねばな」

「……」

「まあ、せっかくガーベラとも和わ平へいが成立したのだ。来年辺り、ガーベラより飛ひ空くう艇てい乗りを多数招まねいて、レース競きよう技ぎもやってみたいと思うておる。多少は文化的だと気取れよう。姫も、その折おりにはお手て伝つだい願えるかな」

　半なかば冗じよう談だんのように言う皇帝を、ビリーナはやや目を伏ふせたまま、心しん中ちゆうで計はかりかねていた。穏おだやかな好こう々こう爺やといった風ふ情ぜいだが、この皇帝は、まさに今日、自分に異い論ろんを述べた家か臣しんを竜りゆうに喰くわせるつもりだ。為い政せい者しやにはいろいろな顔があろうとはわかる。わかるものの、皇帝の振る舞まいに納なつ得とくできるビリーナでもなかった。

　オルバとガッシュ、双そう方ほうが闘とう技ぎ場じよう中ちゆう央おうにまで歩あゆみ寄った。今回、ソロンに集まった名の知れた剣けん士したちのなかでも、ひときわ有ゆう名めいな彼らだ。それぞれの名が、喉のども枯かれよとくり返し叫さけばれる。皇帝は市し民みんの盛もり上がりぶりをひととおり見回したあと、訊いた。

「姫は、どちらが勝つとお思いかな」

「わたしに剣の優ゆう劣れつは判断しかねます。ただ、オルバに勝ってほしいと願っております」

　はきはきとビリーナは答えた。

「なるほど。オルバは、ザイム砦とりでに乗り込み、姫を助けた剣けん奴どのひとりであったかな。肩入れするのも無理はない」

「あつかましくもお尋たずねしますが、陛へい下かは、どちらが勝つとお思いなのです」

「時の運」あっさりとグールは言った。「……と答えるのも、無ぶ粋すいというものか。姫、では、賭かけをするとしよう。姫がオルバの勝利を願うのなら、わしは、あのガッシュという剣けん闘とう士しに賭ける」

「お戯たわむれを」

「いやさ、ただの余よ興きよう。姫ひめが勝てば、ひとつだけ何なりと欲ほしいものを差し上げよう。そしてわしが勝てば」

「……わたしに、差し上げることのできるものなど何もありません」

「わしを、孫まごの名づけ親にさせていただきたい」

　はっとビリーナは息いきを吞のんだ。そのひと言が、ビリーナに、遠く、ガーベラの離り宮きゆうで別れた祖そ父ふのことを思い出させたのだ。

（おまえがどのような子を産うみ、育てるやら）

（赤あか子ごを抱いたおまえの姿を、ひと目見たかったものだ）

　メフィウス皇こう帝ていグール・メフィウスと、ガーベラ前国王ジオルグ・アウエル。ビリーナの印いん象しようでは天と地ほども異ことなるこの二人の老人が、「孫」というたったひと言で結びついてしまった。

　ビリーナが、言い知れない衝しよう動どうに口をつぐんでいる合間に、

「これより死にゆく勇ゆう士し二人、皇帝陛へい下かにご挨あい拶さつを申もうし上げます！」

　口こう上じよう役やくの声とともに、オルバとガッシュ、二人が皇帝のほうへと向いて、片手を胸むねに当て、槍やりを手にしたもう片方の手を天へと向けた。




　　　　２




　二人のもとに、先ほど儀ぎ式しきで用いられた竜りゆうよりも、ひと回り以上大おお柄がらなバイアンが運ばれてきた。とさかに似にた角つのを震ふるわせて、どっしりとした筋きん肉にくをわななかせ、すでに竜も戦せん闘とう状じよう態たいにあるかのようだ。

　オルバとガッシュは距きよ離りを隔へだてたまま、視し線せんの糸を結んでいた。ガッシュは全ぜん身しんの体たい毛もうを剃そりあげている。辺へん境きようの民たみ出しゆつ身しんか、あるいは剣けん奴ど隷れいとして売り出される際さいに、個性をアピールしようとしてか、その全ぜん身しんに色とりどりの刺青いれずみがあった。体たい格かくも風ふう貌ぼうも、かつてバ・ルーで戦たたかったバーンに似ている。が、彼と異ことなるのは、いま赤くぬめる舌したで唇くちびるを舐なめた表情。冷れい徹てつなまでの残ざん忍にんさが、その眼がん光こうにあった。

　今回はバイアンを用いての騎き竜りゆう戦せんとなる。英えい雄ゆうクローヴィスも、実際、戦場で竜に跨またがって戦ったという史し実じつになぞらえてのものだ。

　騎竜戦の経けい験けんは、オルバは数えるくらいしかない。

（おまけに──）

　口には出さず、オルバは傍かたわらのバイアンを見やった。これからの戦いを思うと、さすがに冷や汗あせを禁じ得えない。慣なれない騎竜戦のためだけではない。彼は、ただ勝つつもりではなかったからだ。

　双そう方ほう、合あい図ずとともにバイアンに跨またがらされる。鞍くらに尻しりを置いたあと、鐙あぶみで足を固定し、兵から渡わたされる二種類の槍やりを手にする。ひとつは、竜りゆう槍そう、という、鍔つばつきの長さ一〇メートルもの長槍だ。当然重量もあるため、構えるときは、腋わきに抱かかえ、鞍に吊つるされた輪わっかで柄えを固定する。もう一本は通常の、長さ二メートルほどの槍だ。さらに、今回は片方の腕うでにベルトで巻まくタイプの小さな盾たてを取りつける。
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「はじめ！」

　号ごう令れいがかかるとともに、奴ど隷れい数名がかりでバイアンの足や首にぐるぐる巻きにされていた鎖くさりが解とかれる。オルバのバイアンが吠ほえ声をあげ、奴隷ひとりがもんどりうって倒たおれた。

「いけっ」

　一方、ガッシュは身体からだを伏ふせつつバイアンに突とつ進しんを開始させていた。

　オルバは竜の扱あつかいに苦く心しんしたままだ。後ろ肢あし立ちになったバイアンからいまにも振り落とされそうになっている。そうする間にもガッシュの竜が一直線に向かってきた。もはや避さける間もない、と判断して、オルバも竜の背せにぴたりと上体を伏ふせた。瞬しゆん間かん、巨きよ人じんの拳こぶしで全身を殴なぐりつけられたような衝しよう撃げきが走った。筋きん肉にくの鎧よろいの下で骨ほねがきしみ、嚙かみしめた奥おく歯ばが折おれたようにも思えた。

　当然、突進を仕し掛かけたガッシュのほうが回復は早い。オルバが駆かる竜の脇わき腹ばらをかすめたらしい竜りゆう槍そうの穂ほ先さきを跳はね上げて、オルバを牽けん制せいすると、もう一本の槍やりを取り出して振るった。

　何とか反応したオルバがそれを盾たてで払はらう。払いざま、カウンターの一いち撃げきを見み舞まおうとした。しかしバイアンがもがくように身体からだを波打たせたため、ふたたび体勢を崩くずしてしまう。

「ちっ」

　組み合ったバイアン同どう士しが爪つめと尻尾しつぽを振るい、相あい手ての喉のどもとに牙きばを立てようと首を振りたくるなか、オルバとガッシュも槍を突つき合った。荒々しい海面上、小さなボートで戦たたかうのにも似にて、両者、敵の頭上まで持ち上げられたかと思えば、今度は足もとにまで叩たたき落とされ、その落らく差さを埋うめるがごとく、槍の穂先が二人の間をいく度たびも翻ひるがえった。

　ここまで生き残っただけあって、ガッシュは使い手だ。竜りゆうの扱あつかいにも手て慣なれている。さらにあてがわれているのが、『もっとも調ちよう教きようの徹てつ底ていした竜』とくれば、オルバとて、ただ一度の判断ミスが死に直結する恐おそれがあった。

　だというのに、オルバは必ひつ死しでバイアンにしがみつき、防戦一方に回りながら、

「この程てい度どか」と吠ほえていた。

「百人殺しのガッシュさまよ。あんたじゃ、クローヴィスの兜かぶとは似に合あわない。民たみもあんたの死に様ざまを見たがっているんだ。さっさと血ち反へ吐どぶちまけて、竜の胃い袋ぶくろに収おさまっちまえよ」

　上に見えたガッシュの姿が、今度は下になる。同じくオルバも揺ゆられながら、突き上げてきた槍を盾で受けた。

　それとほぼ同時に、オルバのバイアンが首を伸のばした。牙を剝むいて襲おそいかかろうとするところに、ガッシュは竜槍を立てる。穂先を左右に振って、竜の頭を追い払いつつ、

「小こ僧ぞう」涎よだれのしたたる歯はを嚙かみ合わせ、唸うなった。「貴き様さまこそ、その程てい度どの腕うで前まえでよくぞ言うた。後こう悔かいさせてやるぞ！」

　ガッシュは鞍くらの上からバイアンの脇わき腹ばらを蹴けると、いったん竜同士を引き離はなしてから、闘とう技ぎ場じようの角かどまで走らせる。竜も人も、荒あら々あらしく全身の筋きん肉にくを波打たせていた。槍か、竜の爪によるものか、どちらかわからない傷きずが、双そう方ほう、無数にある。

　ふたたび突とつ進しんしてくる気だろう、と気づいたが、オルバの竜はまだ言うことを聞かず、それを追うこともできない。すでに距きよ離りは充じゆう分ぶんに離はなれた。

　ごくりとオルバの喉が上下した。次の一撃、受けきれるか、否いなか？

　同じ思いを抱いだいてか、闘技場全体が言い知れない緊きん張ちように包まれた。

（来る。──）

　竜槍の穂先を上げ、迎え撃うつ姿し勢せいを取ると、鉄てつ仮か面めんも裂さけよとばかり、オルバは咆ほう哮こうした。

　一方、

「えやあっ」

　ガッシュの裂れつ帛ぱくの声が、風を叩く。

　身みを伏ふせて、突進を開始。竜槍の穂先が放つギラリとした光が、オルバの駆かるバイアンの目を射いる。瞬しゆん間かん、バイアンが逃げ腰ごしになった。迎むかえ撃うとうとしていたオルバの槍やりが反それる。

「とった！」

　竜りゆうが二度目にぶつかろうとした寸すん前ぜん、ガッシュは鐙あぶみから足を外し、槍を手にしながら飛び降りていた。オルバのほうはそのまま衝しよう突とつに巻まき込まれ、激はげしい勢いきおいで落らく竜りゆうした。

　背中から地面へ叩たたきつけられる。一いつ瞬しゆん、壊こわれた人形のように動かなくなったところへ、ガッシュが猛もう威いを振るって襲おそいかかる。

　オルバは地面を転がって、かろうじて槍の一いち撃げきを避さけた。身みをすばやく立ち上がらせる。

　しかしオルバの手もとに武器はない。衝しよう突とつのショックで、頭はいまだ朦もう朧ろうとしていた。

　背はい後ごでは竜が激はげしく揉もみ合っている。土つち煙けむりが視し界かいを覆おおう只ただ中なかにあって、ガッシュがさらに攻こう撃げきをくり出してきた。

　貴き族ぞくたちの席せきで、ビリーナは思わず目を逸そらしかけた。

　仮か面めんをつけていても、オルバの意識がまだはっきりとしていないことは見て取れた。足もともおぼつかない。皇こう帝ていの隣となりということも忘れ、ビリーナは発ほつ作さ的てきに唇くちびるを開きかけた。ガッシュの槍が仮面を貫つらぬこうとする──、

「オルバ！」

　そのとき、雷らい鳴めいのような声が、閲えつ覧らん席せきの下、ゲートの向こうから鳴なり響ひびいた。

　瞬間、目の覚めたオルバは、すばやい動どう作さで、追いすがってこようとするガッシュを誘さそって円えん運動をはじめた。槍の刺し突とつがくり返されるたび、オルバの仮面をいく度たびも熱風が叩たたく。首から、肩から、血ちが散ちった。

　ひとしきり円を描えがいたところで、オルバは足を止めた。好こう機きと見たガッシュは、予想どおりの位置から斜ななめに突つっかかってくる。その軌き道どうを読むのはたやすい。オルバは一撃をかわしざま、伸のびきった敵てきの腕を取ると同時に、膝ひざを蹴けって、前方へ転がした。

　片方のバイアン──もはや、どちらがどちらの竜だかわかりはしない──が、ついに敵を組み伏せて、上から嚙かみつこうとしているところだった。下になったバイアンが、相あい手てを跳はね除のけようと振るった尻尾しつぽが、ガッシュの胸きよう部ぶを打った。

　血ちの泡あわを噴ふいて、今度は後ろへとよろめくガッシュ。色とりどりの刺青いれずみが、朱しゆ一色に染そまった。

　オルバは地面に落ちたガッシュの槍を拾い上げていた。そして躊ちゆう躇ちよもなく、その槍で敵の心しん臓ぞうをひと突きにした。

　確たしかな手て応ごたえに、自じ身しんが身み震ぶるいするような思いがした。引き抜くと、血のりがオルバの仮面にしぶいた。湯ゆ気げの立ちそうなそれを拭ぬぐうこともせず、オルバはしばしの間立ち尽つくしていた。




　闘とう技ぎ場じようを取り巻まく人々が、手を叩たたき、足を踏み鳴らして興こう奮ふんを示しめす一方で、ビリーナはぐったりと背せもたれに身を預あずけて、大きく息いきを喘あえがせていた。いまのいままで呼こ吸きゆうを止めていたのにも気づかないほどだった。

「そろそろ手をお放しを、ビリーナさま」

　テレジアが言った。無む意い識しきのうちにその手をぎゅっと握にぎりしめていたからだ。我われに返ったビリーナが言うとおりにすると、テレジアの手にくっきり赤い痕あとが残っていた。

「姫ひめの勝ちだな」

　言いながら、皇こう帝ていは席せきを立つところだった。見送ろうとあわてて自分も立ち上がりかけた王おう女じよを制し、

「何か、欲ほしいものが見つかったなら遠えん慮りよなく言うがいい。メフィウス皇帝、約やく束そくを違たがえたりはせぬのでな」

　その対面となる席で、ノウェ・サウザンテスは、「ほう」とひと声あげたきりだった。まったく心を動かされた様よう子すがない。「剣けん闘とうの虜とりこ」などとシモンには言っていたが、彼はそもそも、城しろ取りや戦争以外の武ぶ──さらに言うなら、自分の知ち謀ぼうがかかわっていない武──には何の興きよう味みもない男だった。

（ガッシュといったか。あいつも確たしか計画に誘さそい込めそうだという話だったが──まあいい。腕うでの立つ奴やつはそれほど必ひつ要ようではないからな。乱らんさえ起こってしまえば、メフィウスによどんでいた膿うみそのものが油あぶらになって、火を勢いきおいよく拡かく散さんしてくれよう）

　だが──、と、別の方向で気がかりなことがノウェにはあった。対面の観かん覧らん席せきにいる貴き族ぞくたちのなかに、皇おう子じギルの顔はない。

　彼はギルのことをも知りたいと思ってメフィウスまでやってきた。しかしほとんど面めん会かいの機き会かいはなく、知ち識しきのかけらを集めようにも、いかにノウェといえど、想そう像ぞう力りよくを働はたらかすことなど不可能であった。だが、もはやそれでもいい。この異い国こくの地において、ノウェがイメージしたとおりに事が運んで結果が出るなら、それは自身の想像力が錆さびついていない証あかしである。だからノウェは、この時点でギルへの興味を半なかば以上失っていたのである。




　ゲートへ戻り、引き上げていく途と中ちゆう、オルバは、これから試合に臨のぞむ前のパーシルとすれ違ちがった。以前と、立場が逆ぎやくだ。よろめくような足取りで進んでいたオルバは、パーシルと肩が触ふれ合う直前、

「なぜ」

　と訊きいた。

「なぜ、おれの名を呼んだ」

「ほう、聞こえていたか」パーシルは歩あゆみを止めようともせずに、「なら、借りは返したということでよいな」

「借りだと？」

「おまえに、ではない。おまえの仕つかえている皇子にだ」

　それ以上は言葉もなく、パーシルは自みずからの戦場へと赴おもむいた。

　パーシルと、ここまでほぼ無む傷きずで勝ち上がってきた剣けん士しとが、同じく騎き竜りゆう戦せんでぶつかり合う。さすがに歴れき戦せんの勇ゆう士しだけあって、パーシルは手て慣なれていた。二度目の突とつ撃げきで、竜りゆう槍そうを敵てきバイアンに突つき刺さすと、仰あお向むけに倒たおれたそのバイアンの身体からだを伝つたって、落らく竜りゆうした剣士のもとへと近づき、止とどめを刺さした。

　これで、翌よく日じつの最終決戦に挑いどむ四名の剣士たちが決定した。賭かけの対たい象しようとなっていることもあって、闘とう技ぎ場じようのみならず、ソロン中のあちこちで、こちらが勝つ、いいや、あちらが勝つ、なぜなら、こうこう、こういう理由があるからだ、と、剣けん闘とうに関しては一いつ家か言げん持つ者同どう志しがそれぞれの主しゆ張ちようを戦たたかわせることとなる。

　そしてその日最後の剣闘が終わると、闘技場にて、カイザル・イースランの処しよ刑けいも予定どおりに行おこなわれた。ビリーナはもちろん見ていられず、すぐにテレジアを従したがえて席せきを立ったが、メフィウス人にとってはそれすらも娯ご楽らくなのか、観かん客きやくはほとんど帰ろうとしなかった。

「もし、」

　と、立ち去さり際ぎわに、ビリーナ王おう女じよはひとり言のように言った。

「わたしが、賭かけに勝った褒ほう賞しようとして、カイザルの処刑を取り止めるようあのとき言っていたら、皇こう帝ていはどうしたろう？」

「考えるだに恐おそろしいことですわ、姫ひめさま」

　この主しゆ人じんならばやりかねなかった、と思ってか、テレジアが身みを震ふるわせた。




　人の姿が絶たえ、夕暮れを迎むかえた闘技場。昼間の喧けん騒そうが噓うそのような静しずけさに包まれていたが、赤々とした夕陽に燃え立つそこは、いまだ血ちと贓ぞう物もつの匂においが色濃こく漂ただよっている風ふうでもある。そんな場所に、ふたたび皇おう子じギル・メフィウスがあらわれた。責せき任にん者しやがおろおろするのを搔かきわけて、荒あら々あらしく歩いていく。

　ちょうど、医い務む室しつから出てきたばかりのオルバと鉢はち合あわせした。竜同士の突とつ進しんによる衝しよう撃げきで身体からだの至いたる箇か所しよを痛いためつけられたらしく、足取りもふらついている。他の剣けん奴どたちが見守る前で、ギルとオルバとは互たがいに足を止めた。

「何か言うことはあるか、オルバ？」

　皇子の言葉に、オルバは──というより、仮か面めんの剣けん士しは何も答えない。

「ガッシュなどに手こずった挙あげ句く、メフィウスの栄はえある近この衛え剣士でありながら、そこらの剣奴ど隷れいよりも竜りゆうの扱あつかいが無ぶ様ざまときている。いっそ竜に喰くわれて死んでしまえばよかった。おれに恥はじを搔かかせて、さぞ満足だろうな？」

　皇子は鉄てつ仮か面めんを摑つかんで揺ゆさぶった。剣士は抵てい抗こうこそしようとしなかったが、仮面越ごしにその視し線せんを皇子に向けたまま逸そらさない。皇子は突とつ如じよ激げつ昂こうした。

「何だ、その目は」

　近くに見張りの兵がいたのだが、その腰こしからさっと鞭むちを奪うばうや、仮か面めんの剣けん士しをいきなり打ち据そえた。着ていたマントが裂さけ、呻うめき声をあげてうずくまったその背中へも一いち撃げきを加くわえる。

「貴き様さまのその目が気に喰くわないんだ。餌えさをもらって生きのびている家か畜ちくの分ぶん際ざいで！」

　ギルは剣士の顔を足あし蹴げにすると、そのまま強ごう引いんに立たせた。「来い！」と、腕うでを摑つかんでぐいぐい引っぱっていく。奴ど隷れいたちのもの言わぬ視し線せんに見送られ、ギルは誰だれの目も届とどかないところまで剣士を連れてくると、ようやくその手を放した。

「ひどいよ、オルバ」

　途と端たんに、剣士が悲ひ痛つうな声をあげた。無む論ろん、ギル皇おう子じ──すなわちオルバがいる以上、仮面の下に覗のぞく顔は彼のものではない。背せ格かつ好こうのよく似にた剣けん闘とう士し、カインのものだった。

「手て加か減げんはしたさ」

（ひどいと言うなら、おれのほうがよほどひどい）

　医い務む室しつで実じつ際さいに手当てを受けたのは無む論ろんオルバ自じ身しんのほうだ。竜りゆうが衝しよう突とつした際、腰と背中を痛いためた上、落らく竜りゆうしたときには肩を打ちつけている。幸さいわい、骨ほねには異常がなさそうだったが、少なくとも万ばん全ぜんの体調で明日の決勝を迎むかえる、というわけにはいかないようだ。何せ鞭を振るうだけでも痛みが走ったほどなのだ。

「仮面剣士オルバになりきれるのはいいんだけどさ、次はもっと楽らくな仕事をお願いするよ」

「考えておく」

　カインから兜かぶとと革かわ鎧よろいを受け取り、オルバはふたたび剣闘士の姿に戻った。手にしていた鞭をカインに投げてよこす。

「返してこいってこと？」

「違ちがう。それでおれを打て」

「え、いいよ。そんなにオルバを恨うらんでないし」

「馬ば鹿か」オルバは苦く笑しようした。「鞭の痕あとが必ひつ要ようなんだよ」

　カインは恐おそる恐る従したがった。彼は以前、皇子の影かげ武む者しや──の、さらに影武者役をやらされたこともある。そのときオルバは、ギル皇子として彼に接せつしていて、自分の正体を明かさなかったのだが、さすがに今回は必ひつ要よう性せいを感じて素す顔がおを露あらわにしていた。もっとも、

「オルバには謎なぞが多いとは思っていたけど、まさか皇子さまだったなんて。やはりあれかい、政せい敵てきに幽ゆう閉へいされて、無む理り矢や理り鉄仮面を被かぶらされたんだろ。それで剣闘士の身分に落とされたんだね。それを、雄お々おしく生き残って、いままさに国を奪だつ還かんしようとしているわけだ。凄すごい物語じゃないか！」

　などと盛もり上がっていたカインだから、どこまで事態を把は握あくしているものかは謎なぞだ。

（ちっ、カインめ）

　準備を終えたオルバが、壁かべに手をつき、よろよろと歩いていく。半分は芝しば居いだが、残り半分は本気だ。最初の一、二撃目はカインも遠えん慮りよしていたが、オルバが「もっとやれ」と強く促うながすと、次からは全力で打ってきた。オルバの腕うでや足、そして背中にはミミズ腫ばれが太く浮き上がっている。首からは新たな血ちが滴したたっていた。

　剣けん奴どたちのいるところまで来て、オルバは転倒した。惨みじめったらしい芝しば居いだが、いまは手段を選んでなどいられない。そこへ、すっと差し伸のべられた手があった。摑つかんで、起き上がる。他ならぬパーシルだった。

「あんなことをされて、まだ皇おう子じの犬いぬをやるつもりか？」

　声こわ音ねこそ穏おだやかだったが、顔は、憤ふん怒ぬに歪ゆがめられていた。

「さあな」

　無ぶ愛あい想そうに応おうじながらも、オルバは相あい手てが網あみにかかったことを確かく信しんした。そのために、自分はわざわざもっとも扱あつかいにくいバイアンを選び、ガッシュには軍用に調ちよう教きようされたバイアンをあてがったのだ。

「英えい雄ゆうなどといまは持ち上げられているが、おまえは使い捨てられるだけだ。そのことがよくわかったろう」

「貴き様さまに何がわかる」オルバは相手をにらみつけ、血の唾つばを床ゆかに吐はいた。「ああ、しょせんは奴ど隷れいの身みだ。近この衛え兵へいといったところで、結局は言われるがままに殺し合いをするしかない。しかしそれ以外にどうしようがある。おまえが、そのご自じ慢まんの剣の腕で、メフィウスを、このくそったれの国を、いますぐ壊こわしてくれるとでも言うのかよ」

　パーシルはしばし口をつぐんだまま、オルバの燃えるような目を見つめていた。
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　その晩ばん、食事の席せきで、パーシルはオルバの隣となりに座すわった。あの、ミラと名乗った奴隷の娘が給きゆう仕じするなか、パーシルは、ぼそぼそと自分の過か去こを語った。

　メフィウス西方の村に生まれ育った彼は、両親を早くに亡なくし、たったひとりの肉親である妹を食べさせるため、自みずから志し願がんして近くの鉱こう山ざんで働はたらいていた。労ろう働どう条じよう件けんは決してよくなく、安全面もほとんど考こう慮りよされていなかった。重労働で倒たおれたり、崩ほう落らく事じ故こに遭あったりと、頻ひん繁ぱんに死人が出た。何度上のほうに直じき訴そしても改かい善ぜんされることはなかった。働き手のほとんどが奴隷であったのもその原げん因いんのひとつだ。

　それでもようやくのことでありついた仕事だ。パーシルは黙もく々もくと働きつづけた。

「何のために生まれてきたのか、おれに何ができるのか。そんなことは一いつ切さい、考えなかった。ただ生きていた。ただ、ただ生きていた」

　パーシルは言う。他にはぼそぼそと奴隷同どう士しで話し合う声が聞こえるばかりで、オルバは、自じ身しんもまた剣奴であった頃ころの自分に戻っていくような思いがした。

　あるとき、パーシルのそんなささやかな願いさえも踏ふみにじられる出で来き事ごとが起こった。妹が、市場から安く肉を仕入れることができたからと、パーシルの働はたらいている鉱こう山ざんまでやってきた。兄の居い場ば所しよを尋たずねた相あい手てが悪かった。好こう色しよくで知られる奴ど隷れいの監かん督とく長ちようだった。

　彼は、パーシルがとんでもないミスをしでかしたと噓うそを言って、妹を屋内に連れ込むと、強ごう姦かんしようとした。

「そこへおれがたまたま通りかかったのは、竜りゆう神じんとやらのご加か護ごか、名も知らぬ悪あしき神々の悪戯いたずら心ごころか」

　いままで積つもりに積もった恨うらみもあり、一いつ気きに激げき怒どしたパーシルは、監督長を殴なぐり殺してしまった。当然パーシルの身み柄がらは拘こう束そくされ、剣けん奴ど隷れいとして売り飛ばされた。以来、五年。各地の剣けん闘とう場じようを転々とし、その都つ度ど、彼は生き残ってきた。

（『豪ごう腕わん』パーシルか）

　オルバはようやくその名を思い出した。歴れき戦せんの勇ゆう士しでありながら、決してその罪つみを許ゆるされることのない永えい久きゆう剣奴。オルバと同じで、戦たたかい方は地じ味みだ。派は手でに身みを飾かざることも、個性を出そうとするでもなく、淡たん々たんと戦い、勝利する。だから名前が派手に喧けん伝でんされることもなかった。

（だが、そういう奴やつが一番強い）

「風の知らせだが」味も素そっ気けもないスープを飲み干ほし、パーシルは無表情につづけた。「妹も奴隷にさせられたと聞いた。無む論ろん、行方ゆくえなど知れない。知る由よしもない。おれはメフィウスを呪のろう。メフィウスを滅ほろぼしてやるとも誓ちかう。たとえ道半なかばに死んだとしても、おれの魂たましいが、おれを殺した奴に乗り移り、いずれメフィウスに報むくいを受けさせるだろう」

「……」

「おれ自じ身しんとて、そうなのだ。おれがこの手で殺してきたいく百ひやくもの剣奴たち。彼らの魂は、皆、おれに乗り移っている。そいつらが、夜ごと、日ごとに、おれに囁ささやきかけるのさ。メフィウス人を殺せ、貴き族ぞくを丸焼きにしろ、おれたちから奪うばっていったものすべてを奪い返せ、と。それがおれたちを殺したおまえに課かせられた義ぎ務むだとな」

　食堂の四よ隅すみには、武ぶ装そうした兵へい士しもいる。オルバはそちらを気にしながらも、

「だが、このままでいても、何も変わりはしねえ。ただ肩にかかる魂が増えるだけだ」

「そのとおりだ。いまのままではな」

　パーシルは、若いながらも、そして剣奴の身でありながらも、オルバが見てきたメフィウスのどんな武ぶ将しようよりもどっしりと重い雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

　その後、オルバもまた、自分の過か去こを語って聞かせた。本来なら口にもしたくない過去だ。しかし信しんを得えるにはそうするしかない。下へ手たにリアリティを持たせようと脚きやく色しよくしたり、芝しば居いをしたりする必ひつ要ようはなかった。すべてがオルバの真実だった。真実でありながら、いまは偽いつわりの感情を持ってそれを話さねばならないことに懊おう悩のうしつつも、オルバは、自分がメフィウスの軍に故郷ふるさとを焼かれ、家族が奪われたことを話した。話しているうち、手が震ふるえた。背中が震えた。オーバリーの顔がひとりでに思い浮かんだ。手の届とどくところにいながら、なぜ奴を殺せるチャンスをいく度たびも逃してきたのか。答えは決まっている。決まっているがゆえ、いまは芝しば居いを打たねばならないのだ。自分と同じ境きよう遇ぐうの、自分と同じ恨うらみを、自分と同じ相あい手てに抱いだく男に。

　いつしか、オルバの肩にパーシルの手が回っていた。何をする、と言いかけた口が半なかばで閉じる。いまはなぜか、無む性しように悲しい思いがした。怒いかりよりも、ただただ悲しい思いがして、オルバは顔を伏ふせ、パーシルの肩に身みを寄せた。

「犬いぬと呼んで悪かった。おまえも、おれと同じ、魂たましいを背せ負おった剣けん士しだ」

　パーシルはそれから、じっと目を覗のぞき込んできた。いままでよりさらに声のトーンを低め、

「面おも白しろい話がある。おまえもその気なら、おれたちの味み方かたになれ」

（来た）

　いまほど、鉄てつ仮か面めんに感かん謝しやしたことはない。一いつ瞬しゆんよぎっていた感かん傷しようは、瞬またたくうちに去さりやって、戦せん士しとしての緊きん張ちようと興こう奮ふんとが、じわとオルバの肌はだ身みに染しみ出してくる。

「何の話だ」

　不ふ審しんげに訊きいてみた。周しゆう囲いの剣けん奴どたちが、鋭するどい眼まな差ざしでこちらを見ている。パーシルは彼らを眺ながめ回した。その無む言ごんのうちに説せつ得とくは終わったのか、彼らは何も言わず、ただ数人が頷うなずいた。それだけで、パーシルがリーダーとして慕したわれているのはあきらかだ。

　パーシルは、ゆっくりとオルバに計画を打ち明けた。もちろん、収しゆう容よう所じよの警けい護ごをしている兵たちに聞き取られないよう、声をひそめながらだ。

（まさか）

　オルバは耳にしながら、そう思った。まったく考えないではなかったものの、しかし、それはあまりに大だい胆たんで、そしてあまりに危険。

　パーシルらは、この大会を利用して、剣奴たちによる乱らんを起こすつもりなのだ。

　決起のタイミングは、明日の決勝を終え、その勝者二人が奴ど隷れい二〇〇名を率ひきいることとなる明後日あさつての対たい竜りゆう戦せんだ。祭まつりのクライマックスとあって、観かん覧らん席せきには皇こう族ぞくをはじめ、重じゆう臣しんたちが揃そろっている。彼らを人ひと質じちに取るのが目的だった。

「竜りゆう退たい治じの際さいには、奴隷ひとりずつに剣けんひと振りが渡わたされることになっている。周しゆう囲いには無む論ろん、銃じゆうを持った衛えい兵へいが見張っているものの、闘とう技ぎ場じように集まる奴隷二〇〇名以外にも、試合に参さん加かしている剣けん闘とう士し七〇名以上がいる。まず手はじめに、彼らが騒さわぎを起こして、衛兵を二ふた手てにわかれさせる。観覧席にも、貴族や裕ゆう福ふくな人間たちの世せ話わをする奴隷たちがいる。彼らのうち、口の堅かたい一部の人間をこちらに引き込んである。こいつらは、他の奴隷たちをも煽せん動どうする役やく目めを担になうのだ」

　壮そう絶ぜつな計画だ。成功する可か能のう性せいは決して高いとは言いがたいし、またたとえ成功したにしても大おお勢ぜいの犠ぎ牲せい者しやが出よう。奴隷たち、貴族たちに限らず、観覧席に集まったメフィウス人すべてが巻まき込まれる可能性もある。

「やるか？」

　とだけ、パーシルは訊きいた。言げん外がいにもろもろの意味があるのは承しよう知ちだ。同意しなければ、おそらくこの場で殺される。死し骸がいは竜りゆうの餌えさか、はたまた闘とう技ぎ場じようにはつきものの焼しよう却きやく炉ろに投げ入れられるか、どちらかだろう。オルバは言った。

「ひとつ、条じよう件けんがある」

「何だ」

　さっと緊きん張ちようが走った。周しゆう囲いにいた奴ど隷れいたちの目に剣けん吞のんな光が宿やどりかけたとき、

「皇おう子じギルは、おれの手で殺させてくれ」

　そう言うと、パーシルは一いつ瞬しゆん背せを反そらした。大笑いしそうになったのだ。その代わり、厚あつい掌てのひらで、オルバの肩を叩たたいた。

「いいだろうとも」パーシルは、奴隷にしては白い歯はを見せた。「おまえの獲え物ものだ、好きにするといい」

　奴隷たちは、この夜、ほとんど眠らなかった。警けい護ごの兵へいに怪あやしまれない程てい度どに寝そべり、いびきを搔かいている振りをしながら、明後日あさつての計画のことを話し合い、それから、その後に訪おとずれるべき未み来らいのことを口々に言い合った。貴き族ぞくたちを捕つかまえて、目の前で剣けん闘とうをさせるのだと言う者がいた。貴族の屋や敷しきや荘しよう園えんを荒あらして、一いつ攫かく千せん金きんを目論もくろむ者もいた。メフィウス領りよう内ないにいるすべての奴隷たちに檄げきを飛ばすため、ソロンに火をかけるべきだと主しゆ張ちようする者もあった。しかし大たい半はんの者たちは、やはり、それぞれの故郷ふるさとへ帰りたがっていた。

「帰ったところで、何もない」

　中年の剣けん奴ど隷れいが、薄うすく笑いつつ言った。

「奴隷にさせられて、もう二〇年は経たつ。あのときですら年老おいていた母も、もう生きちゃいまい。村があるかどうかさえ、わからない」

　それでも帰るのだと、彼は言い張った。何もなくとも、誰だれもいなくとも、自分はあの村を覚えている。記き憶おくにある、独どく特とくの形をしていた岩の上に寝そべって、空を仰あおぐ。おれは帰ってきたのだと叫さけぶ。人前での殺し合いを強きよう要ようされる奴隷などではなく、人間として。

「パーシル、あんたはどうする？」

　奴隷のひとりが訊くと、パーシルはしばし考える素そ振ぶりをしたのち、

「考えていなかったな、そういえば。これからのことなど」

　そう言って苦笑いした。別のひとりがからかうように言う。

「ミラを、連れていくんだろう？」

「何。なぜ、そうなる」

「様よう子すを見てりゃ、誰だってそう考える。放っておいたら、アゴンの奴やつが連れさらっていきかねないぞ」

　皆、声を低めて笑った。パーシルはそっぽを向いている。この収しゆう容よう所じよに連れてこられてどのくらい経たつものかはわからないが、たった数日の間で、ミラも、パーシルも、ずいぶん皆に愛あいされているようだった。

　そんな彼らの様よう子すを見ながらも、オルバはオルバで別のことを考えていた。パーシルたちの口から、この反はん乱らんに携たずさわる者として「オーバリー」や「ノウェ」の名前を聞き出すことはついにできなかった。おそらくこの計画をパーシルに持ちかけた扇せん動どう者しやは、この両名の名をあきらかにしていない。

（剣けん奴どたちに乱らんを起こさせて、彼らにどんな得とくがある？）

　王おう女じよビリーナのこともそうだ。

（混こん乱らんしている隙すきを見み計はからい、王女を暗あん殺さつ。それでガーベラの関かん与よが疑われずに済すむとして、果はたして王女の命を犠ぎ牲せいに、ノウェが何を得られるというんだ）

　オルバは何も知らない自分に腹はらが立った。国こく際さい情じよう勢せいにもう少しでも明るければ、ガーベラの、というより、ノウェが、メフィウスに混こん沌とんをもたらすことでどのような利り益えきがあるのか、もう少し想そう像ぞう力りよくを働はたらかせることができるはずなのだ。

　剣けんを取って、ただ生き残るためだけの戦たたかいとは違ちがう。多くの思おも惑わくが絡からむ以上、多くの事こと柄がらを知ち識しきとして蓄たくわえていかねばならない。戦争も政治も、同じことだ。

　パーシルが、真しん剣けんな顔つきに戻ってオルバに言った。

「決勝戦後は、皇こう帝ていが手ずから黄おう金ごんの兜かぶとを渡わたすことになっている。オルバ、しかしその場では動くな。皇帝ひとり殺せたところで、奴ど隷れいたちに自由が与えられるわけではない」

　計画の最初の段階では、その場で皇帝を暗殺するという案もあった。しかし、当然、決勝戦の勝者といってもその時点では武器は取り上げられているし、他の奴隷たちも動ける状じよう況きようにはない。これも当然なことに、皇帝の周まわりは銃じゆう剣けんを持った衛えい兵へいがいる。そもそも成せい功こう率りつが低い上、たとえ皇帝を殺せたところで、メフィウスにとっては大きな打だ撃げきとなろうが、奴隷たちにはいっそう弾だん圧あつが強まるばかりで意味はない、と彼らは判断したようだ。

（だが──、）

　では、たとえ謀む反ほんが計画どおりに成功したとして、奴隷たちはいったいどうなるというのか？　声にはしなかったが、オルバの胸は煮にえ返るような怒いかりに満ちていた。

（故郷ふるさとへ帰るだと。貴き族ぞくを殺すだと。ああ、それもいいだろう。だが、その後はどうなる。混乱の極きわみに陥おちいったメフィウスは。そこに住まう他の人々は）

　オルバの怒りは、奴隷たちに対してではない。ノウェや、オーバリー、ザット──これを目論もくろんだ人間たちに対してであり、そしてもうひとつは、奴隷たちと心の底から怒りを共きよう有ゆうできない自みずからの立場にもあった。

（人ひと死じにがたくさん出るだろう。奴隷の反乱を恐おそれた地方の官かん吏りが、先さき駆がけて奴隷たちを虐ぎやく殺さつする恐れとてある）

　誰の立場で、何を、考えているのか。オルバは混乱した。

（ともあれ、）

　ノウェが目論もくろむ計画の一いつ端たんは、これで手しゆ中ちゆうにした。そのためだけに、ふたたび剣けん奴ど隷れいとして舞まい戻ってきたのだ。剣を血ちに濡ぬらしもしたのだ。

（その代だい償しようは、あがなってもらう）




　オルバが宮きゆう殿でんへ戻ってきたのは、完かん全ぜんに夜が明けきってからだった。

　祭まつりの時期とあって、警けい護ごの兵たちも皇おう子じの朝帰りを微笑ほほえましく迎むかえていた。病気云うん々ぬんととやかく言う者もない。

　久ひさしぶりに夜どおし起きていたものの、オルバの目は冴さえている。

　収しゆう容よう所じよでの奴隷たちの姿が忘れられない。垢あかと埃ほこりにまみれた顔のなかで、目だけがやたらと輝かがやいていた。奴隷たちは、そのほとんどが未み来らいの話をしない。明日あした、命があるかどうかもわからない彼らだ。考えても空むなしい。それなのに、パーシルの周りに集まった剣奴隷たちは、皆が皆、未来を見つめていた。といって、計画を楽らつ観かん視ししすぎている者はいない。むしろ、明日の戦たたかいで死ぬもしれない、と誰だれしもが思っている様よう子すですらあった。

　それでも、いまのままでは決して訪おとずれない未来を、自分の血ちを、骨ほねを、そして命をも捧ささげた上で、引き寄せられるかもしれないとしたら。

（くそっ！）

　壁かべを蹴け飛とばしたい思いがした。自分がただ、一いつ介かいの剣けん闘とう士しであればよかったのか。そうであれば、彼は、一も二もなく、この計画に総そう身みを焼きかねない興こう奮ふんを覚え、メフィウス人に対するあふれんばかりの戦せん意いを感じただろう。しかし、いまのオルバにとってはそうではない。鉄の仮か面めんの代わりに手に入れた、皇おう子じギル・メフィウスの仮面を守るため──その権けん限げんを使って奪うばわれた多くのものを取り戻すため──、逆ぎやくにメフィウスを守らねばならぬ立場にあるのだった。

「殿でん下か」

　考え込みながら部へ屋やへ戻ったオルバを、ディンが出で迎むかえた。「ひと眠りする」と告つげようとしたオルバは、意外なことを聞かされて目を丸くした。

「お待まちください、殿下。ビリーナさまから、お預あずかりしているものがあります」

「預かりもの？　また、王女がここへ来たのか。上う手まくごまかせたか」

「いえ。テレジアさまが、王女からのお言こと伝づてとともにお持ちになられたのです」

　ディンが差し出したのは、布ぬのにくるまれた金色のメダルだった。細いチェーンがついており、首にかけられるようになっている。

　ガーベラ王族の間で一時期はやった風ふう習しゆうらしく、軍ぐん功こうやその他の功こう績せきを挙あげた人々に勲くん章しようとして贈おくるメダルを、「友情に報ほう奨しようする」といった意味合いで、ごく親しい友人や部下に授さずけたものだという。主おもに、臣しん下かたちへ勲章を授けるにはまだ幼おさない王族や貴き族ぞくの子し女じよらが、遊び半分でやっていたことが広まったものだ。

　ガーベラの国こつ旗きである馬うまと剣けんが中ちゆう央おうに意い匠しようされ、ビリーナの名前と『永えい遠えんに剝はく奪だつされぬ友情を』という意味合いの言葉が刻こく印いんされている。

「これを、オルバさまに──ということです」

「オルバに？　おれにじゃないのか」

「だから、あなたにですよ」

　ああ、とオルバは納なつ得とくした。ディンと相あい対たいしているときは、皇おう子じギルとしての仮か面めんをつけているつもりでいるので、このような齟そ齬ごが生じる場合もある。

　メダルは直径五センチほどの小さなもので、服の下につけていても邪じや魔まになることはなさそうだ。

（オルバは、わたしの友人です）

　その言葉が耳によみがえる。ビリーナから、死地へ赴おもむく友人への、せめてもの友情の証あかしなのだろう。

　ディンが持ってきた服に着替えてから、ベッドに身みを投げ出した。身体からだは疲つかれていたが、なかなか眠れない。敵てきの計画は大おお方かたわかったとはいえ、しかし靄もやのかかっている部分も多く、容よう易いには動けないのだ。

　敵の出で方かたを探さぐるには、最初のうちは計画にのっとったほうがいい。その上で防ぼう護ご策さくを巡めぐらし、敵が打つであろう次の一いつ手てを封ふうじ込める。

　だが、それでは犠ぎ牲せいが多くなるのも事実。剣けん奴どたちが乱らんを起こして、競きよう技ぎ場じよう内ないの奴隷たちが一いつ斉せい蜂ほう起きすれば、死傷者の数も侮あなどれないものになろう。いったいどうすれば、剣奴たちに計画を遂すい行こうさせながらも、被ひ害がいを最小限に留とどめられるか。

　オルバはあれこれ頭を悩なやませつつも、やがて眠った。




　やや時計の針はりを戻して、オルバが収しゆう容よう所じよでパーシルの語る過か去こに耳を傾かたむけていた頃ころ。

　剣けん闘とう大会が明日あしたクライマックスを迎むかえようというとき、楽しく笑いさざめき、祭まつり気分を謳おう歌かする市し民みんたちとは裏うら腹はらに、渋しぶい顔をして苦く悩のうを抱かかえ込んでいる人々がいた。

　ソロン西端にある、中ちゆう規き模ぼの練れん兵ぺい場じよう。飛ひ空くう船せんの発着場をも兼かねたそこには高さ一五〇メートルの塔とうがあり、その最上階にソロン第三空船ドックがあった。

　明後日あさつて、もう一度軍隊のパレードがある。今度は観かん艦かん式しき──つまりは空のパレードだ。空いく船を地上から見上げるのもまた壮そう麗れいだが、市民の間から抽ちゆう選せんで選ばれた数十名となると、巡じゆん洋よう艦かんに乗り込み、編へん隊たいを組んだ艦隊を空から見物できる。闘技場における対たい竜りゆう戦せんと並ぶ、最終日の目め玉だまイベントである。

　当然、このドックでも、祭りの前はその準じゆん備びで大わらわだった。整せい備び士したち、力仕事や雑ざつ事じのサポートをする奴隷たちが、不ふ眠みん不ふ休きゆうで働はたらき詰づめとなり、倒たおれた奴隷の数は二〇を下らない。そうした苦労の甲か斐いあって、いまやドックには満まん艦かん飾しよくに飾かざられた飛空船がずらりと並んでいた。

　が、パレードを前日に控ひかえての最終チェックの際さい、問題が生じた。エーテルを実際に放出しての飛行確認のときに反はん応のうのなかった船がある。悪いことに、ソロン警けい備び隊たいのフラグシップであり、明後日あさつてのパレードでも重要な位置づけとなる船だ。

　急きゆう遽きよ、祭まつりから呼び戻された整せい備び士したちは、急いで船の点てん検けん、修しゆう理りをはじめた。が、どうあってもパレードのはじまるまでには終わりそうにない。現在、ソロン中のドックが船で埋うめ尽つくされているとはいえ、パレードとなるともう民間の船でさえ金で借り受けして、一いつ隻せきでも増やし、他国の艦かん隊たいに引けを取らぬところを見せつけようとするところがあり──もともと、メフィウスが所有する竜りゆう石せき船せんは、決して多くない──フラグシップの代わりになりそうな空あきの船などなかった。

　そこへ、偶ぐう然ぜん、船の見物をしにやってきた人物があった。蒼そう弓きゆう団だん──ザット・クォーク麾き下かの戦士で、飛ひ空くう艇てい隊たい隊長をつとめるギャリー・リンウッド。翼よく竜りゆう士し官かんの地位と資し格かくをも有ゆうしており、のちのちは蒼弓団内に飛空船の部隊をつくるか、そうでなくとも、順当に出世すれば飛空船所有の戦士団に入って、重要ポストに就つくと目されている男である。

「ちょうどよかった」

　整備士たちの苦く悩のうを耳にすると、ギャリーは面おも長ながの、普ふ段だんは眠そうにしている顔に喜き色しよくを浮かべた。

「イドロとソロンの間にある竜石船中ちゆう継けい基き地ちに、我わが団がガーベラとの戦争の折おりに鹵ろ獲かくした船がある。ガーベラの技術を研究する名めい目もくで、修理、保存していたのだよ。蒼弓団がかねてより船を所望していたこともあって、メフィウス式に──主おもに、見た目の問題だがね──手も加くわえてある。こちらを運ばせよう。いまからの時間になると、夜遅おそくになるが、構わんかね」

　整備士たちはこれ以上ないくらいに感かん謝しやの念ねんを示した。パレードに穴あなを開けるとなると、どのような処しよ罰ばつが下されるものか、想そう像ぞうするだに恐おそろしい。

　通常、ソロン市内には、警備隊以外の軍隊や、飛空船は入ることができない。あくまでも祭りの日の特例であり、パレード終しゆう了りよう時じにはソロン外にある中継基地や補給拠点にまで戻らねばならなかった。無論、ドックや内外の警備は厳重である。この日、深夜近くになってギャリーの手て配はいした船が運び込まれた際さいにも、衛えい兵へいたちが代わる代わる見張りに当たっていた。

　とはいえ、彼らの任にん務むは、あくまでもドックに侵しん入にゆう者しやがないか、不審な人物の姿がないか、見張るだけであり、船の内部にまで立ち入ることはない。ギャリー呼ぶところの『迅じん雷らい号ごう』に、蒼弓団屈くつ指しの兵士らが息いきをひそめていようなどと、そしてもちろん、そもそも警備隊フラグシップの故こ障しようが、何者かに手て配はいされた、奴ど隷れいに見せかけた元もと整備士の仕し業わざによるものだったなどと、彼らには知る由よしがなかった。










　六章　烙印を負いし者たち
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　決勝の日となると、朝から話題はそのことで持ちきりになる。

　剣けん闘とうギルドから、組み合わせも発表された。それによると、オルバとパーシルの直接対決はない。そのことが人々を何より残念がらせた。

「スピードなら、オルバだよ。パーシルは鈍どん重じゆうだ。もしあの二人がやり合っていたなら、正直、あっという間に勝負がつく可か能のう性せいもなくはない」

「いや、パーシルは無む駄だな動きがないのさ。ちょこまかと動き回るオルバとは違ちがう。あいつの小こ手て先さきの技わざも通用しないだろうし、少しでも長引けば、体力を消しよう耗もうするオルバが圧あつ倒とう的てきに不利だ」

　街まち角かどで、屋や台たいの前で、パーティー会場で、と、人々はあちこちで剣闘論を戦たたかわせている。ソロン市し民みんだけでなく、貴き族ぞくらも同どう様ようだった。誰だれが生き残るかで論ろんを戦わせ、馬うまを賭かけるか、珍めずらしい絵かい画がを賭けるか、あるいは奴ど隷れい女一〇人を賭けるか、とこちらはなるべく大きな賭けをして、貴族としてのステータスをアピールするのにも忙いそがしかった。

　議論のなかには、もし順当にオルバとパーシルが勝ち残ったとして、果はたしてどちらが『竜りゆう殺しの英えい雄ゆうクローヴィス』の栄えい誉よに預あずかるか、という点にも及およんだ。

「皇こう帝てい陛へい下かはというと、」訳わけ知り顔で貴族のひとりが言った。「おそらく、オルバをクローヴィスにしたいと思っていらっしゃるだろうな。何しろリュカオンを討うった英雄だ。これで勝って、もと奴隷というイメージを払ふつ拭しよくさせれば、十人長、百人長といわず、一いつ気きにソロンの警備隊一個中隊くらいは任まかせられるようになるかもしれんぞ」

　そして決勝の時じ刻こくが迫せまる夕ゆう刻こく近くになると、大だい競きよう技ぎ場じようにはその皇帝自みずからが顔を出した。決勝戦の勝者に黄おう金ごんの兜かぶとを手ずから渡わたすためである。皇帝つきの近この衛え兵へいや奴隷、合わせて約三〇名が、特とく等とう観かん覧らん席せきの上半分を占しめた。

　皇おう女じよイネーリとその友人ら、そしてガーベラの王おう女じよビリーナや侍じ女じよテレジアの姿もある。

　大競技場では、いつものごとく常つねに複数の戦いが行われていた。ひと組が終わればその空あいたスペースを利用してまたひと組の剣けん士しらが送り込まれるといった具ぐ合あいで、戦いは引きも切らない。が、照てりつける太陽が次し第だいにその猛もう威いを弱めていくにしたがって、競技場のあちこちにぽつぽつと空くう隙げきが目立ちはじめた。

　夕刻、ついに最後のひと組が勝負を終えた。眼がん下かの剣けん戟げきが、剣士らの彷ほう徨こうが、ぴたりと静まるのと正反対に、むしろ人々の熱ねつ狂きようは留とどまるところを知らず、うわあああー……っ、と津つ波なみにも似にた歓かん声せいをどよめかせる。

　そんな彼らを焦じらすかのように少しの間を挟はさんでから、これまでの激げき闘とうを勝ち上がってきた四人の剣けん士しが、それぞれ思い思いに武ぶ装そうしてあらわれた。長い槍やりを引っさげる者、戦せん斧ぷを身構える者があるなかで、オルバはいつものように軽装に長剣ひと振り。

（いよいよか）

　剣を肩の後ろで回し、オルバは胸の内でつぶやいた。自みずから飛び込んできたとはいえ、当然、心しん底そこから望んでいたわけではないこの剣けん闘とうも、ようやく終わりになる。あとはパーシルから聞いた計画をもとに、ノウェやオーバリーが巡めぐらせ、ザットが加か担たんしているであろう策さく謀ぼうを阻そ止しする。

　いま、おそらくは頭上から眺ながめている人々。自分たちが利用するつもりでいる奴ど隷れいたちの殺し合いを、高みから見物している人々。

（これが終われば、次はおまえたちだ）

　いつになく、感情がめらめらと燃え立つ。

　口こう上じよう役やくが四人それぞれの名前を呼び上げ、それから皇こう帝ていに一いち礼れいした。四人もそれに倣ならうと、皇帝グール・メフィウスが顎あごを引く。と同時に、皇帝おつきの近この衛え兵へいが、黄おう金ごんの兜かぶとを両手で高々と差し上げた。左右に翼つばさのついたそれが、英えい雄ゆうクローヴィスの証あかしである。

　それがはじまりの合あい図ずだった。どよめきが地をも震ふるわせるほどの大だい音おん量りようで湧わき起こり、戦いがはじまった。

　オルバの相手は、身みの丈たけ二メートルを超こす大男だった。加くわえて、長い槍を手にしている。一歩踏ふみ込むのさえためらうようなリーチの差を前に、オルバは早くも追い詰つめられた。何しろ、ガッシュとの戦いにおいて、身体からだのあちこちにダメージを負おっている。

　三度目に突つきかかってきた穂ほ先さきをさばききれず、オルバは後ろ倒だおしになった。競きよう技ぎ場じようをどよめきが走る。大男が槍を突き下ろしてきた。横に転がったオルバは、大男の横に回り込むと、飛び上がりざまに一いつ刀とうを見み舞まった。

　高々と跳とんだオルバが、敵てきの傍かたわらに着地したときには、大男の首から血ちの柱はしらが立ち昇のぼっているところだった。オルバのひと突きは、見事、敵の頚けい動どう脈みやくを断たち切っていたのである。

　どうと大男が倒たおれた。そしてほぼ時も置かず、パーシルも決着をつけた。彼の場合はもっと単たん純じゆん明めい快かいだった。斧おのを振り回す男から距きよ離りを置いたかと思うと、剣を肩から後ろに構え、思いきり投とう擲てきしたのだ。狙ねらいは過あやまたず、敵の心しん臓ぞうを刺さし貫つらぬいていた。

　五万人を超こえる観かん衆しゆうの間に、一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくさえ舞まい降りた。戦いがはじまって、まだ一分と経たっていない。

　ともあれ、オルバの勝利だ。手を祈いのりの形に組み合わせていたビリーナが、ほう、と息いきを抜いたそのとき、

「物足りぬな」

　皇こう帝ていグール・メフィウスがうっそりとつぶやいた。グールは、どこか眠たげに目をしばたたかせると、隣となりに腰こし掛かけていた妻つまに、

「どちらも相あい手てにならぬ。どうだ、メリッサ？　真しんの男の戦たたかいを、見たくはないか」

　皇こう后ごうは、年ねん齢れいに似にない外がい見けんのとおり、その態度もしおらしく、慎つつましかった。「はい」と素直に頷うなずく。グールも顎あごを引いた。

「ここで終わるのも、いかにも消化不良であろう。パーシルとオルバ、二人をこのまま戦わせよ。勝負がつくまで、クローヴィスの兜かぶとはお預あずけだ」

　周しゆう囲いにいる者、一いち様ように驚おどろいて皇帝を仰あおぎ見た。

　それを知った場内はどよめいたが、やがては再度盛もり上がっていく気け配はいを見せた。彼らもまた、血ちに満まん足ぞくしてなかった。そして何より、どちらが真に強いのかを知りたがっていた。

（何っ）

　この成なりゆきに、当然ショックを受けたオルバが、思わず皇帝のほうをにらみ上げた。手にした剣けんは、血けつ臭しゆうおびただしい。それをまた、新あらたな血で汚よごせという。他ならぬパーシルの血で。オルバの腕うでが筋きん肉にくを浮き立たせて盛り上がった。

　一方で、

「お待まちください、陛へい下か」シモンが立ち上がりざま、言った。「例年の慣かん習しゆうとは異ことなります。必かならずや二人の剣けん士しを選び抜かねば、この大会の意味もありますまい」

「堅かたいことを言うな、シモン」皇帝は場内を手で指し示しめした。「正直なところ、わしにはあの二人のどちらがクローヴィスにふさわしいか決めかねる。直接戦って、勝ち残ったほうが黄おう金ごんの兜を手にする──、これほど明めい確かくな方法もあるまい。敗者が亡なくなった場合、副ふく官かんフェリペは、あとでギルドにふさわしい者を選ばせよう」

　声を失うシモンにほど近い席せきでは、フェドムが息あきを喘あえがせていた。何か発言しようと席を立ちかけるのだが、その都つ度ど、思い直したように腰こしを落とす。皇帝は、日に日に独どく善ぜん主しゆ義ぎの度合いを強めていくかのようだ。抜ぬき身みの刃やいばにも似にて、いまうっかり触ふれようものなら、心しん身しんを切り裂さかれかねない。

「オルバ、パーシル。双そう方ほうの剣士は、いったんゲート前に戻れ！」

　警けい備び兵へいのひとりに命じられ、

「ちっ」

　オルバは唾つばを吐はき捨すてた。臓ぞう腑ふの煮にえ返る思いがする。

（いつもこうだ。こうして、奴やつらは、人の命を、運命を、たやすく操あやつろうとする）

「ほう。器き用ような真ま似ねをする」

　パーシルが言った。器用、とは、仮か面めん越ごしに唾を吐いたことだろう。少しもあわてた様よう子すはない。

「やる気か」

「皇こう帝ていが言ったのだ、誰だれも歯は向むかえまい。覚かく悟ごを決めろ」

　言うなり、パーシルはオルバに背せを向けた。烙らく印いんを刻きざんだ背中が、呼こ吸きゆうで上下している。あわててオルバは呼び止めた。

「待まて、パーシル」

「おれは、一いち応おうは乱らんを起こすリーダー格ということになっているが、もはや誰を欠いても、この勢いきおいは止められまい。だから遠えん慮りよするな。存ぞん分ぶんに殺し合おう。これがお互たがい、最後の剣けん闘とうになる」

「パーシル」

　そこへ、競きよう技ぎ場じようつきの奴ど隷れいが駆かけ寄ってきて、パーシルの汗あせを拭ぬぐい、剣けん闘とう士しの世話をする振りをしながら、小こ声ごえで口を挟はさんできた。

「芝しば居いを打ったらどうだろう？　オルバは民たみに人気がある。しばらくそれらしく戦たたかったあと、わざと剣けんを落とし、パーシルに降こう参さんすればいい。民はオルバの命を許すだろう」

「いや」とパーシルは首を横に振った。「相手の命を気き遣づかいながらの勝負など、剣闘を見み慣なれたソロンの民にはすぐ見抜かれる。いまは、奴隷同どう士しのつながりを疑うたがわれるような振る舞まいは何ひとつしてはならない。わかっているはずだ。殺し合うしかない」

「──」

　オルバは無む言ごんで顎あごを引いた。パーシルの思おも惑わくとは違ちがうが、オルバも、胸の内を誰にも気取られてはならない理由があった。ノウェ、オーバリー、ザット……誰が行動を起こすにせよ、そのうちのひとりにでも不信感を抱いだかせてはならない。

「どちらが生き残るにしても」パーシルの口く調ちようは、終しゆう始し、淡たん々たんとしていた。「その魂たましいを背に負おう。これだけは約やく束そくしよう。おまえが死んでも、おまえの思いはおれが引き継つぐ。必かならずやあのギル・メフィウスも断だん頭とう台だいに上らせてみせる。そして、おれが死んでも、おれの思いはおまえが引き継げ。すべての奴隷を解放して、メフィウスの国を焼き尽つくせ」

　その言葉に、オルバは喉のどにつかえるようなものを感じて、即そく答とうできなかった。

（思いを、継ぐ）

　もはやくり返すまでもなく、オルバとて、メフィウスを恨うらんでいる。この手で、この手が振るう剣で、貴き族ぞくたちの首を撥はねてやりたいと夢む想そうした夜は、数えきれない。しかし──、

「ああ」

　オルバは、頷うなずきながらのその声を、遠い、他人のもののように聞いた。




　いったん両者は東西に別れた。あの、ミラという娘むすめがオルバの汗を拭ふき、剣を新しいものに取り替える。その顔は、注ちゆう視しするまでもなく青ざめていた。

　まだ二、三度しか顔をあわせていないにしても、彼女がパーシルに好こう意い以上のものを寄せているのはわかっていた。声をかけようにも、オルバには何も思いつかない。彼女は、パーシルの勝利を祈いのるだろう。すなわちオルバの敗北──死だ。それでいい、とオルバは思った。自分とて、生き残るためにはパーシルを倒たおす、すなわち殺すしかない。

（それでいいのか）

　そんな思いがふと胸を切り裂さいた。オルバは仮か面めんごとかぶりを振った。いいのか、ではない。いまさら、何を迷まようことがある。たとえ相あい手てが自分と同じかそれ以上の憎にくしみをメフィウスに抱いだいていたとしても、それが遠くない将来、自分が果はたすであろう目的に酷こく似じしていたとしても、いずれは肩を並べて戦たたかえる同どう志しになる可か能のう性せいがあろうとも。

（くそっ、余よ計けいなことを考えるな）

　剣けんの柄えを握にぎる手に、改あらためて力をこめる。ただでさえオルバは満まん身しん創そう痍い。先ほどの戦いさえ、残り少ない体力を振り絞しぼってのものだ。果はたしてあと何回、自分が力の限りに剣を振るえるものか、オルバ自じ身しんにも確かく証しようが持てない。

　長引けば長引くほどオルバの勝利は遠ざかる。あとのことを考えて剣を振っていても、刃やいばは決して届とどくまい。

（一いち撃げきだ）

　オルバは心に決めた。全力で剣を振るのはただの一度きり。確かく実じつに、隙すきを見て撃うち込む。それが失敗したときは死ぬとき。

「東より、鉄てつの虎とらオルバ。西より、豪ごう腕わんパーシル！」

　改めて名を呼ばれた両者が、ふたたび闘とう技ぎ場じよう中ちゆう央おうへと寄る。

「どういうことでしょう？」観かん覧らん席せきで、テレジアが落ち着きなく言った。「あれで終わりだったのでは？」

　ビリーナも、息いきを詰つめてこの成りゆきを見守っていた。人々の熱ねつ狂きようは凄すさまじく、ともすれば、近くにいるテレジアの声すら聞き逃してしまうほどだったが、ビリーナは、相あい対たいする二人の表情が、そして眼がん光こうが、常つねになく、穏おだやかであるのを見て取った。この狂きよう乱らんの最中、殺し合う当の二人のみが、不思議と静せい謐ひつさを漂ただよわせているのだ。

「はじめ！」

　双そう方ほう、規き定ていどおりに剣先を一回合わせると、ともに後方へと跳とび退のく。

　ソロンの大剣闘大会。そのなかでもっとも強い男を決めるための戦いがはじまった。

　メフィウスでの、長い、剣闘の歴史においてさえ、それは、例を見ないほどの戦いとなった。




　はじまるや否いなや、突つっかけたのはオルバだった。

　剣の切っ先に地面すれすれを走らせつつ、一直線にパーシルへと向かう。相手が応戦の構えを見せた。すぐさま地面を蹴けって、パーシルの側面に位置する。

　それに敵てきが反はん応のうするより速く、さらにもう一度跳ちよう躍やくした。この一いつ瞬しゆんでオルバは勝負を決めるつもりだった。パーシルの足なり背中なり腕うでなり──ともかく、隙が見えた箇か所しよ一点に剣を撃うち込み、よろめいたところで止とどめを刺さす。

　しかしパーシルは目で追うのをあきらめると、即そく座ざに前転した。あっという間に起き上がり、振り向きざまに一いつ刀とうを振るう。追おうとしかけていたオルバは、その一いち撃げきに前進を阻はばまれた。刀とう身しんで受けると、後ろへ跳とび下がる。

　目にも止まらぬ互たがいの初しよ手てに、競きよう技ぎ場じよう全体がなおも沸わいた。

　そしてそのまま停てい滞たいした。文字どおりの意味である。先ほどの素す早ばやい動きが噓うそのように、二人ともそのまま身動きを止めてしまったのだ。

　オルバは、いつものように猫ねこ背ぜの姿し勢せいでパーシルの出で方かたを窺うかがっていた。一撃を受け止めたばかりの腕うでは痺しびれている。仮か面めんの下にじわりと汗あせが浮いていた。正直、最初の動きで体力の大半を消しよ費うひしたといっていい。だからこそ短期決戦を挑いどんだのだが、動きを完全に見抜かれた。

（来い、パーシル。来い、来い、来い！）

　自みずから動くのは危険だ。どっしりと両足で地面に踏ふん張り、厚あつみのある筋きん肉にくを浮き立たせて身構えるパーシルを、いまの自分で突つき崩くずせるとは思えない。躍おどりかかったが最後、あっさり返り討うちに遭あうのが落ちだ。

　だからオルバは仮面の下からパーシルの目をねめつけつつ、相手が動くのを待まった。スピードではまだ自分に分ぶがある。踏み込んできてくれれば、無む論ろんこちらも危険だが、そのぶん敵てきに隙すきを見出すこともできよう。

　しかしパーシルは動かない。両手で剣けんを肩の上に身み構がまえたまま、微び動どうたりとてしなかった。

（ちっ）

　足先で地面を叩たたいた。剣を揺らめかした。視し線せんを違ちがうところに飛ばした。しかしそのフェイントのことごとく、パーシルを動じさせることはできなかった。

　夕暮れの風が、仮面の下を撫なでた。

　いつしか、観かん衆しゆうも静しずまり返っていた。いく万もの目が、喰くい入るように二人の剣けん士しを見つめている。瞬まばたきすれば、次の瞬間には勝敗が動いているかもしれない、という緊きん張ちよう感かんが、彼らにも身みじろぎを許さなかった。

　一〇秒、二〇秒、三〇秒──刻こく々こくと時は動く。一分が過すぎた。二分が過ぎた。誰だれもが息いきを吞のむような緊張感は、しかし、結局のところ、当事者以外の人間たちには長つづきしなかった。

「やれ」

　そろそろ五分になろうかというとき、誰かが言った。その声を追いかけるように「殺せ」と女が叫さけんだ。

「やれ、やれ、やれ」

「殺せ、殺せ、殺せ！」

　いっせいに足を踏み鳴らしながらの大だい合がつ唱しようとブーイングが、会場全体から湧わき起こった。いっそ自分たちの起こした地じ鳴なりが二人の剣士をぴくりとでも動かせないものかと望むかのようだったが、それでも両者は動かない。

　焦じれているのはオルバも同どう様ようだ。これほどまでに剣けんを、鎧よろいを重く感じたことはない。立っているだけで筋きん肉にくは消しよう耗もうしている。戦たたかう前は、一いち撃げきだけを振るう、と期きしていたが、果はたしてその一撃さえ力の限りに放てるかどうかもおぼつかない。

（動け）


　オルバが念ねんじる一方で、

「動くな」

　ゴーウェンが、観かん覧らん席せきの警けい護ごをしながら口にした。

[image: ]

「焦あせって動くなよ、オルバ。おまえの悪い癖くせを、頼たのむからここで出してくれるなよ」

　パーシルは、おそらくこれまでのオルバの戦いを目まの当たりにして、その癖を読んでいる。オルバが得意とするのは、いわばカウンター戦法だ。剣けん闘とう士しのなかにおいて、体格や膂りよ力りよくの面でオルバは平へい凡ぼんの域いきを出ず、正面からやり合うとなると、不利を強しいられることが多い。だから円えん運動を基本として、相あい手ての動きを誘さそう。そして自分の間合いへと引き込んで、敵てきの一撃をよけざま、急きゆう所しよを狙ねらい打ちにする。

　そうであるからこそ、ゴーウェンは、口を酸すっぱくして「短気を起こすな」とオルバには何度も命じてきた。この戦法に短気は禁物だ。相手を焦らすには、自分を律りつし、感情をもコントロールする技術が必ひつ須すとなる。

　オルバとて二年を勝ち抜いてきた剣けん士しだ。敵てきの動きを誘さそうための引き出しはいくとおりもあった。時に仕し掛かけ、時に受けに回って、そして時には相あい手てを怒おこらせるような行こう為いをわざと取りながら、こちらのペースに引き込む。だが、パーシルにはそのいずれも通用しそうになかった。あの不動の構えにはまったくといっていいほど隙すきがない。それをわかっているからこそ、オルバも動けないのだ。

　ゴーウェン自じ身しん、歯は嚙がみするほど焦じれるような時間がゆったりと過すぎ去さる。彼だけではない。嵐あらしのようなブーイングが起こるなか、剣の勝負をわずかでも知る者たちは、皆、オルバとパーシル、両者の間にぴんと張り詰つめた空気を感じ取って、まるで自分がそこに立っているかのような緊きん張ちように、表情を硬こう直ちよくさせている。

　誰だれかが顎あごから滴したたる汗あせを拭ぬぐった。

　燃え尽つきる寸すん前ぜんの蠟ろうの炎ほのおにも似にて、最後の一いつ滴てきまで陽よう光こうを搾しぼり出そうとするかのような、夕ゆう刻こくのぎらついた光が闘とう技ぎ場じよう一面を赤々と燃え立たせて──、

　突とつ如じよ、勝負が動いた。

　あっ、と闘技場全体から声が上がる。

　敵めがけて先に踏ふみ込んだのは、パーシルのほうだった。この奇き妙みようなまでの停てい滞たいに耐たえられなくなったのは彼のほうに見えた。が、

「いかん、オルバ！」

　ゴーウェンが叫さけんだ。




　　　　２




　数年、数十年と、風ふう雪せつに耐たえ、もの言わぬ彫ちよう像ぞうのように場内を飾かざっているかに見えたパーシルが、突如、その肉にく体たいに命を吹き込まれて、鋭するどく左足を踏み込んできた。風を切って突つきが見み舞まわれる。

　肉体と精神、双そう方ほうにぎりぎりの負ふ担たんをかけられ、待またされていた身みであるオルバにとって、パーシルのその動きは最高の馳ち走そうであった。歓かん喜きの色を瞳ひとみに浮かべたオルバは、あらかじめそれが決められていたとおりの動きであったかのように、見事に呼こ吸きゆうを合わせた。

　ややたわめていた膝ひざをバネに、弧こ線せんを描えがいて突きをやり過ごす。そして頭上から剣を落とす──という一連のその動きは、逆ぎやくに言えば、見事すぎた。見事すぎるゆえ、パーシルにもそれは想定内だった。

　力いっぱい突きかかる、と見せて、実際には後ろ足に体重を乗せていたパーシルは、その剣でオルバの斬ざん撃げきを跳はね上げると、こちらは真しん円えんを描いて、一回転しざまに剣を斜ななめに振り下ろしたのだ。

　バッ、

　と爆ばく発はつにも等ひとしい音とともに、

「ああっ」

　悲ひ鳴めいとも歓かん声せいともつかない声が、場内を吹き渡わたった。後ろへよろめくオルバの革かわ鎧よろいは縦たてに裂さけ、胸もとから血ちが迸ほとばしっていた。

　オルバからすれば、突とつ然ぜん敵てきの姿が搔かき消えたに等しい。そこから見えない一いち撃げきを振るわれた。自分自じ身しんが常つねにそうしてきたように。パーシルが獣けもののような獰どう猛もうさで追い討うちをかけてくる。二撃、三撃目をかろうじて払はらったのは、身みに叩たたき込まれた習性によるものでしかない。意い識しきは半なかば飛んでいた。

（──烙らく印いんが、）

　オルバはさらに後こう退たいを余よ儀ぎなくされる。

（烙印が、燃えている）

　円えん運動をした際さいにかすかに見えた、パーシルの背せ。その背に刻きざまれた奴ど隷れいの烙印が、火を放ったようにオルバには見えた。

　人を殺すたび、その遺い志しを、心を、魂たましいを負おってきたのだと言っていたパーシル。いまこそそれらの怨おん念ねんが、現げん世せに火となってあらわれ、オルバを焼き尽つくそうというのか。いや、あるいは怨念は、オルバの魂をこそ我われらが一部にと欲ほつしたのか。

（おまえも来い、おまえも来い、おまえも来い）

　飛び散る火の粉こひとつひとつが、人の顔を浮き上がらせて、オルバに囁ささやきかけてくる。

（おまえもメフィウスを恨うらむ者、おまえもメフィウスを憎にくむ者）

（それなのに、）

（それなのに、おまえには『迷まよい』がある。おまえには『ためらい』がある）

　目にも止まらぬパーシルの攻こう撃げき。その一撃を、ついには受けきれず、オルバはふらふらと後ろに倒たおれ込んだ。

（だからおまえには無む理りだ、おまえにはできない、おまえには任まかせられない）

（だからおまえも我らとともにパーシルのなかへ集え）

（パーシルならばできる、パーシルならばやり遂とげる、パーシルならばメフィウスを火の海にすることができる）

「やめろ」

　オルバは、声にならない叫さけびを放っていた。身体からだが言うことを聞かない。ダメージのせいのみではなかった。いまや、怨念はパーシルのみではなく、オルバの背からも湧わき出ていた。それらが粘ねん液えき状じようの触しよく手しゆを伸のばして、四し肢しをからめとっている。あたかも、オルバ自身が殺してきたいく百もの剣けん士したちの魂が、オルバという宿やど主ぬしを見限って、パーシルの放つ、まがまがしいまでの炎ほのおとひとつになることを望むかのように。

（おまえがやらぬのならば、）

（パーシルに背せ負おってもらおう。パーシルに、メフィウスを燃やしてもらおう）

（そしておまえも死して、パーシルの烙らく印いんを燃やす火の粉このひとつとなる。ともに、メフィウスを、燃やせ、オルバ）

（オ、ル、バ）

　逆さか手てに握にぎり替えた剣けんを、パーシルは一いつ瞬しゆんの迷まよいもなく、突つき下ろしてきた。

　茫ぼう漠ばくとした目で、オルバはそれを見上げた。

（迷い──ためらい──）

　オルバのなかに抗こうすべき力はなかった。なぜならばそれらの問といかけや誘いざないすべてが、他ならぬ彼のなかから生じたものであったからだ。指一本として自由にならぬまま、パーシルの剣先から迸ほとばしった炎ほのおが、一千もの顔の列となって、オルバの全ぜん身しんを包つつみ込んだ。心ごと焼き尽つくされるような痛いたみとともに、オルバの胸むねが刺さし貫つらぬかれる──。

　寸すん前ぜん、

　両者の間を、黄おう金ごん色いろに翻ひるがえるものがあった。

　オルバが首もとに下さげていたチェーンつきのメダル。革かわ鎧よろいを裂さかれたことで、動きに合わせて揺ゆれていたそれが、オルバの倒たおれると同時に宙ちゆうへ舞まったのだ。

　そしてそれはまさしく火と燃えた。

　夕暮れの炎を一いつ身しんに集めたみたいにギラリと照てり輝かがやいて、

「うっ」

　パーシルの目が逸そらされた。

　と同時に、不ふ可か思し議ぎな束そく縛ばくが解とかれた。オルバは必ひつ死しに身みを横にして、突き下ろされた剣先をかわした。

（ビリーナ！）

　心中のみでその名を呼ぶと、オルバはパーシルの脛すねを払はらった。

　前のめりに倒れかけたパーシルだったが、オルバが立ち上がるのに遅おくれることなく、体たい勢せいをすぐさま取り戻した。剣先が、双そう方ほうの顔から等ひとしく距きよ離りを隔へだてた場所で衝しよう突とつする。

　怨おん念ねんは、すでにない。最初からあるはずもなかった。もしもあるとしたなら、それはパーシルの背にではなく、オルバ自じ身しんの胸の内であったろう。

（おれは、背負わねえ）

　誰だれの命だろうと、誰の魂たましいだろうと。

（たとえおれの築きずいた屍しかばねの山が、おれを夜ごとに呪のろおうと。たとえ怨念の群むれが、おれをいく度たび道連れにしにこようとしても。いまさら、おれが、誰の、誰に、誰が……）

　剣と剣とがかち合う。傷きずついたオルバにはその一いち撃げきすら耐たえきれなかった。腰こしを落としかける。

「ぐはっ」

　瞬しゆん間かん、猛もう追ついしかけたパーシルの鼻はなっ面つらを、鉄てつの仮か面めんが打った。

　仮面を朱しゆに染そめた剣けん士し、そして同じく顔から血ちを滴したたらせたパーシルが、互たがいによろめきつつも、なおも剣を構える。

　ともに一いつ刀とうの距きよ離りへと踏ふみ込み、そしてほぼ同時に一いち撃げきを放った。テレジアが思わず目を背そむけたその隣となりで、ビリーナは、爪つめを立てて拳こぶしを握にぎりしめ、むしろにらむようにその瞬間を網もう膜まくに焼きつけた。




　真まっ二つにへし折おれた剣が中ちゆう空くうを舞まった。くるくると回転したのちに、切っ先が地面へ突つき刺ささる。

　オルバの手もとに剣はなかった。首くび筋すじに、パーシルの剣先が鈍にぶく輝かがやいている。すでにオルバの力は尽つきていた。真まっ向からの一撃勝負ではかなう道どう理りもない。

　そしてそれを、オルバは誰だれよりも熟じゆく知ちしていた。右で思いきり剣を振るうと見せて、弾はじかれる、もしくは剣を折おられるのを承しよう知ちの上で、さっと半歩左へ移動すると、右から伝つたわってくる衝しよう撃げきを逃がしつつ、左の拳こぶしをパーシルの顎あご先さきにめり込ませていた。一瞬の間があった。それから、パーシルは腰から崩くずれ落ちて、仰あお向むけに倒たおれた。

　気を失い、動かなくなったパーシルのその上で、オルバは息いきも荒あら々あらしく、全身を波打たせていた。

　燎にわ火びに赤々と照てらされる勝者の姿に──、

　ソロンの大だい競きよう技ぎ場じようが、揺ゆれた。

　辺あたりはにわかに暗くなっていた。オルバは、烙らく印いんから解とき放たれた幾いく多たもの亡もう者じやが、天から恐おそろしげな唸うなりを発しているような思いにとらわれた。

「許せ」

「殺せ」

　この二とおりの声が、ほとんど同じ割わり合あいで聞こえた。迷まよいあぐねたようにオルバは動かない。と、場内がまた別の意味で揺れた。見ると、立ち上がった皇こう后ごうメリッサが、親指を下に向けていた。

　当然、「殺せ」の合あい図ずだ。

　オルバは足を引きずって、パーシルが手にしていた剣をもぎ取ろうと、腕うでを伸のばした。しかし上体を屈かがめた瞬間、彼もまた、その場に前のめりに倒たおれて、動かなくなってしまった。折り重なって倒れる両者の姿に勝者も敗者もなかった。それが何より、如によ実じつにこの戦たたかいの凄すさまじさを物語っていた。

「あれでは、どちらかが先に起き上がって、止とどめを刺さすのを待まつしかないな」皇こう帝ていグールが言った。「が、それも興きようが覚めよう。見事な戦いの幕まく切ぎれにはふさわしくない。勝者はオルバ。それでよい」

「姫ひめ──、姫」

　テレジアが、息いきを喘あえがせながらビリーナの両肩を揺ゆさぶった。

「勝ったのですね。オルバさまが、勝ったのですね」

「ああ」

　ビリーナは目を瞠みはったまま、顎あごを引いた。ただでさえ白い顔はもはや青ざめ、首くび筋すじにはびっしょりと汗あせを搔かいている。彼女にとって、それは、あまりにも恐おそろしい光景だった。むごたらしく、悲ひ惨さんな戦たたかいの図でありながら、しかし、何というのか、ビリーナは心の一番深いところを何者かに鷲わしづかみにされ、揺さぶられるような情動をも味わっていた。

「あれは、姫さまがお送りしたメダルですよ。オルバさまはあれをつけてくださったのですね、きっと、あの勝利も姫さまの友情がもたらしたものでしょう」

「うん──」

　テレジアの手に自じ身しんの手をそっと重ね、ビリーナは童どう女じよのようにあどけなく頷うなずいた。動どう悸きはいまも治おさまらず、まったく、剣けん闘とうは彼女にとって、身体からだに障さわってならないようだ。

　ソロン中、いやメフィウス中から集まったと見える大おお勢ぜいの人々が、勝者の名を連れん呼こしている。あの長い停てい滞たいも、そのときに発したブーイングも、彼らはすっかり忘れ果はてたかのように、「オルバ」の名を飽あきることなく、喉のどの限りにくり返し叫さけんだ。

　そして、

「見み事ごとであった」

　皇こう帝ていが立ち上がり、改あらたまって叫んだ。同意した人々の熱ねつ狂きようは、皇帝グール・メフィウスにも向けられた。手を挙あげ、その喝かつ采さいが静しずまるのを待まってから、

「例年の勝負にも恥はじぬ、見事な戦い。黄おう金ごんの兜かぶとを得えた勝者は無む論ろん、この戦いで敗れた敗者らもまた、メフィウスの礎いしずえとなったことを忘れてはならぬ。我われら一〇〇人がすこやかに一年を迎むかえるために、こうした、一千人ぶんの血ちと死があったことを忘れてはならぬのだ。死者たちの弔とむらいに代えて、我らは誇ほこりを持って生きていこう──竜りゆう神じんメフィウスと、その名をいただきし我が国に栄えい光こうあれ」

「栄光あれ」

「メフィウスに、栄光あれ」

　人々は唱しよう和わした。

　倒たおれたまま、オルバは背せ中なか越ごしにその声を聞いていた。

「余よ計けいなことを」下になっていたパーシルが、低く唸うなるように言った。「止とどめを刺させばよかった。歴れき戦せんの剣けん闘とう士しとは思えん甘あまさだな」

「何のことだ？」

　オルバは、たったいま目が覚めたような素振りで、ゆっくりと起き上がった。

「歩くのにも精せい一いつ杯ぱいだ。おまえはそこでしばらく寝ねていろ。勝者のほうが敗者より傷きずついているなんてのは、かっこ悪くてしょうがねえ」

　ふん、とパーシルの洩もらす鼻はな息いき。

　その後、剣けん闘とうギルドの長、フェドムが貴き族ぞくらを代表してオルバを招まねいた。

「勝者オルバ、これへ」

　特別観かん覧らん席せきの下、ゲート状になっていたところが開かれ、そこへ階段が運び込まれた。フェドムは得とく意い満まん面めんである。衛えい兵へいに剣けんを預あずけたあと、オルバは階段へと足をかけた。このまま皇こう帝ていの前へとひざまずき、頭に兜かぶとを戴いただくことになる。いよいよ観かん客きやくの「オルバ、オルバ」という名前の連れん呼こにも熱がこもったが、

「待まて」

　不意にグール・メフィウスが手でオルバを制した。フェドムが不ふ審しんそうな顔をするその横で、

「栄えい誉よあるクローヴィスの兜を載のせるには、その仮か面めんが邪じや魔まだ。取るがいい」

　と、命じた。

　一いつ瞬しゆん、オルバの身動きが止まった。観覧席にいたビリーナやイネーリ、少なからず仮面剣士オルバを知る者たちも同どう様ように驚おどろいた顔をする。

「どうした」グールはむしろやんわりと言った。「不ふ遜そんであるぞ。クローヴィスに顔を隠かくさねばならぬ理由などない。仮面を取るがいい」

「お、お待ちを、陛へい下か」

「何だ、フェドム」

「そ、そのう、オルバは、人ひと目めを惹いたり、身みを飾かざるために仮面をつけているわけではありませぬ。魔ま道どう士しの呪のろいを受けて、あのような、二度とは取れぬ仮面をつけさせられたのだとか。わ、わたしとて最初は半はん信しん半はん疑ぎでしたが、しかしオルバは実際に、普ふ段だんの生活のなかでもあの仮面を外はずすことはないのです」

　ほう、と、グール・メフィウスは面おも白しろそうに顎あご鬚ひげを手でしごいた。

　しばし、間まが空あいた。皇帝が何を命じたか、伝でん言ごんゲーム的に伝つたわっていったらしい観かん衆しゆうも、この展てん開かいを固唾かたずを吞のんで見守っている。

「試ためしてみなければわからんな。おい」

　皇帝は指を鳴らして、衛兵二人をオルバのもとに差し向けた。力ずくでも引き剝はがそうというのだ。

「お、おお、お待ちを」

「何だ、やかましいことだな、フェドム」

　顔色を青くし、泡あわをも吹かんばかりにフェドムは取り乱みだしている。

「き、危険です。あの仮面の呪いは、それはもう、恐おそろしいものらしくて。あの仮面を外そうとした者、壊こわそうとした者は、オルバ自信の意い思しとはかかわりなく、彼の手によって殺されてしまうのです」

「押さえつけておればよいわ。それとも、その呪のろいとやらが、見えざる手を伸のばしてきて、皇こう帝ていたるわしをも殺すというか？」

「あ、あ、あ」

　あるいは、と言いかけて、フェドムは危あやういところで口をつぐんだ。メフィウス皇帝は、竜りゆう神じんと人間との間に生まれた初しよ代だい皇帝の子し孫そん、ということになっている。それが呪いで殺される、などと口に出して言おうものなら、いまのグール・メフィウスのこと、それだけで処しよ刑けいされてしまいかねない。

　ビリーナ・アウエルはそのとき、思わず席せきを立とうとしかけて、テレジアにその手をきつく押さえつけられていた。理由はわからずとも、オルバの挙きよ動どうから、彼が素す顔がおをここでさらけ出したくないという気持ちが伝つたわってきた。だから助け舟ぶねを出そうとしたのだが、ビリーナに何かしらの勝算があったわけではない。

　オルバも硬こう直ちよくしたまま、仮か面めんの下に、背中に、冷たい汗あせを意い識しきしている。パーシルと向かい合ったとき以上の戦せん慄りつを覚えていた。当然、いまはこの仮面に呪いの力などはない。力ずくで手をかけられれば、あっさり外はずされてしまうだろう。

（やるか）

　恐おそる恐る近づいてくる衛えい兵へい二人を見て、オルバはちらりと思った。殴なぐり飛ばすか、蹴け倒たおすかして、ここから一いち目もく散さんに逃げる。手段としてはあまりに稚ち拙せつ、しかもいまのこの身体からだでは成功する可か能のう性せいとて低い。だが、ここで素顔をさらすのは、どのみち彼にとって死を意味する。

　ビリーナが、テレジアの手を払はらって立ち上がりかけた。彼女はここでこそ、昨さく日じつ皇帝と交かわした『約やく束そく』を持ち出すつもりだった。やや猫ねこ背ぜ気ぎ味みになったオルバが、獲え物ものの喉のど笛ぶえを喰くらうかのように、衛兵らを迎むかえ撃うとうとしたそのとき、

「お待まちください、陛へい下か」

　すっくと立ち上がった姿があった。

　その顔を見上げ、オルバは仮面の下で驚おどろきの表情になった。皇帝に一いち礼れいしつつ微笑ほほえんでいるのは、イネーリ・メフィウスである。

「いま、無む下げに仮面を外さずともよいではありませんか。せっかく仮面の英えい雄ゆうオルバとして、皆に定着していたところ。謎なぞめいた魅み力りよくは、それが謎に包つつまれているからこそのもの。暴あばいてしまえば、おそらくは何ほどのこともありますまい。彼が、二ふた目めと見られない顔をしている可能性もありますし」

　イネーリの言いように、貴き族ぞくらが笑えみを誘さそわれた。

「いかがでしょう？　お義と父うさま」

「まあ、それもよかろう」グールは義ぎ理りの娘むすめのおねだりに目を細めた。「我わが娘イネーリの寵ちよう愛あいを受けしこと、誇ほこりに思うがいい、剣けん闘とう士しオルバ。ああ、しかし、後日、何かの間ま違ちがいで二人して別の挨あい拶さつをわしの前に述のべに来ることは許さぬぞ」

「お義と父うさまったら、知らないわ」

　顔を赤くしてイネーリがそっぽを向き、周しゆう囲いにいる人々がまた笑った。そうして恥はじらう一方で、イネーリは、得とく意いだった。オルバが仮か面めんを取られるのを嫌いやがっているのは、ビリーナ同どう様よう、彼女にもわかった。だからこそ興こう奮ふんした。目の前で、乙女おとめが力ずくで裸ら身しんをさらされようとしているのにも似にた刺し激げきがあった。

　何より、相あい手てはオルバだ。自分を歯し牙がにもかけず、あろうことか、ビリーナとのダンスでこちらの目論もくろ見みをも打ち砕くだいた男。そんな男が危き機きに立たされている悦えつ楽らくもあれば、そんな男を自みずから救すくったのだという倒とう錯さくした愉ゆ悦えつにこそ、イネーリは酔よった。

　ともあれ、オルバは予定どおりに皇こう帝ていの前にひざまずき、その頭に黄おう金ごんの兜かぶとを載のせられた。虎とらの耳に当たる部分がやや邪じや魔まになって、片方に引っかかる形となったが、場内の観かん衆しゆうはふたたび勝者の名を称たたえ、手を打ち鳴らした。
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　ビリーナはひとまずほっと安あん堵どの息いきをついた。それから視し線せんを感じて首を巡めぐらした先に、イネーリの顔があった。得意げな彼女の笑えみが、そのとき一転した。ビリーナはその視線に含ふくまれている意味が一いつ瞬しゆんわからずに当とう惑わくした。

　憎ぞう悪おである。

　ビリーナはいままでそのような感情など向けられたことがない。父やテレジアに叱しかられたことはあった。飛ひ空くう艇ていのレースのとき、ライバル選手に敵てき意いを向けられたこともある。ザイム砦とりででは、リュカオンに剣けんを突つきつけられ、殺されかけたことさえあった。

　だが、憎ぞう悪おとなると。何やら肌はだ寒さむいものを感じた。とともに、胸むねのなかのどこかが、一点、火がついたように熱くなり、肌はだ身みを襲おそう悪お寒かんを振り払はらうのも感じた。

　剣けん闘とう士しオルバが栄えい誉よの戴たい冠かん式しきを受けているその頭上、少女二人は互たがいに逸そらすことなく視し線せんの糸を絡からませ合っていた。




　　　　３




　夜が明け、祭まつりの最終日がやってきた。

　観かん艦かん式しき、そして空のパレードももう間もなくはじまる頃ころだろう。しかしザット・クォークはそちらには目もくれず、まだ客の入っていない競きよう技ぎ場じようにひと足早く足を運んでいた。

　歴史が変わるこの場所を、眺ながめておきたかった。いまは皇こう族ぞくの支配するメフィウスの一風景。しかし明日の朝、誰だれもいないこの施し設せつをふたたび眺めたとき、それは一変しているはずだ。

　光景そのものに、無む論ろん、変化などあるまい。だが、皇族の手を離はなれ、我わが手にしたメフィウスを改あらたまって見るに、決して同じものでもないはずだ。遠方に霞かすむ山の稜りよう線せんも、朝のこの時間帯たい、薄うすく地を這はうがごとき雲の色も、そして眺めばかりでなく、腕うで組ぐみして触ふれている長ちよう衣いの布ぬのの感かん触しよくさえも。

（おや）

　一種の陶とう酔すいから覚めて、ザットが目を瞠みはったのは、闘とう技ぎ場じように皇おう子じギル・メフィウスの姿があったからだ。近この衛え兵へいと思しき数名の者を供ともに、あちこちを歩き回っている。

　競技場の者を捕つかまえて訊きくと、もう一時間も前にやってきて、「一番乗りだ」とはしゃいだ挙あげ句く、ああしてふらふらしているらしい。

（無む邪じや気きなものだ）

　ザットは鼻で笑った。あれが、第一皇こう位い継けい承しよう者しやという時点で、メフィウスの未み来らいなどなきも同然だ。いままでは、実りもない、それでもさぞかし幸福な人生を送ってきたろうが、ほどなくして、彼は、その生まれを心しん底そこ呪のろうような運命に陥おちいろう。

　挨あい拶さつをしようかとも思ったが、やめておいた。

　昨日きのう、オルバとパーシルが戦たたかわされるといった波は乱らんはあったものの、ひとまず計画遂すい行こうに支し障しようはない。パーシルの命があったことが、何より僥ぎよう倖こうだ。この計画に先立って、ノウェが剣けん奴ど隷れいたちに潜もぐり込ませた扇せん動どう者しやがいる。オーバリーの協力あってのものだ。ノウェからの書しよ状じようによれば、その扇動者が見出したのがパーシルという男だった。カリスマ性があり、腕が立って、そして何よりメフィウスを憎にくんでいた。

　パーシルの放つ炎ほのおは、周しゆう囲いの人々をも巻まき込んだ。多くの奴隷が、胸のなか、どうせ何にもならぬと封ふうじ込めていた小さな灯ともし火びに、知らず知らずのうちに火をつけて、同じ炎として燃え上がらせる。そういった人ひと柄がらを持つ男らしかった。

　彼が生きていれば、剣けん奴ど隷れいたちの乱らんがスムーズに進行することは間ま違ちがいない。

　確かく信しんしたザット・クォークは、来るべき運命の瞬しゆん間かんを、胸むねの内うちで指ゆび折おり数えていた。

　──その一方で、オルバは競きよう技ぎ場じよう内ないをくまなく歩き回っていた。皇こう族ぞくや貴き族ぞく専せん用ようの特とく等とう観かん覧らん席せきに向かう。重じゆう臣しんのほとんどが出席するので、あらかじめそれぞれ席せきが割わり当てられてあった。無む論ろん、ギル皇おう子じの席もある。そして、ビリーナの席も。

　彼は、カインをともなってその席の前に立った。カインは銃じゆうの名めい手しゆだ。拳けん銃じゆう、ライフル、あらゆる銃じゆう火か器きの扱あつかいに長たけている。オルバが尋たずねた。

「ここを狙ねらうとして、一番いい場所はどこだ。それも、満員の場内であらかじめ狙そ撃げき手しゆを伏ふせておけるような」

「あらかじめ──は、難むずかしいと思うけれど」カインが目を細めつつ、四し方ほうを見み渡わたす。「でももし人ひと目めを惹ひくような騒さわぎが起こった場合なら、いかにも占せん拠きよしやすい場所があるよ」

　カインはある一点を指差した。場内の八方に置かれてある櫓やぐらである。剣けん闘とうの際さい、上には兵士数名が立って、競技場の内外を見張る。たいていの場合、小型の飛ひ空くう艇ていも配されており、競技場内に何か問題があった場合、いち早く発見できる立場にあるため、伝でん令れい役やくにもなる。

（剣闘士たちの乱がすでにあらゆる点で手回しされているとしたなら）

　その櫓も占拠される計画にあるのではないか。オルバは考え、それから場内に集めた近この衛え兵へいたちに各種の命令を飛ばした。

　そのなかで特に気を遣つかったのは、近衛兵隊の飛空艇である。近衛隊が所有する一二の飛空艇、すべてをオルバは投入するつもりだった。

「事が起こるまで、姿を見られるわけにはいかない。競技場周辺に近い場所で、それぞれ姿を隠かくしつつ待たい機き。伝令で合あい図ずを送る。タイミングを見み誤あやまってはならんぞ」




　やがて、気の早いソロン市民がそろそろ足を運びはじめた頃ころ合あい、ザットは自分の席に着いた。このとき、すでにギルや近衛隊の面々は姿を消している。

　一時間もすると、貴族たちも順次顔を見せはじめた。自分ではそうとも知らぬ駒こまの数々が、見る間に揃そろっていくのを、ザットは深い陶とう酔すいとともに眺ながめる。

　これからあと二時間ほど──陽が最さい頂ちよう点てんに昇のぼる頃になれば、クローヴィスの兜かぶとをかぶったオルバが、奴隷二百数名を率ひきいて場内にあらわれる。そして大おお型がた竜りゆうソゾス三頭が、滑かつ車しやつきの檻おりによって運ばれてくるだろう。

　歴史の変わる瞬間だ。戦せん闘とうがはじまってしばらく経たったのち、収しゆう容よう所じよの奴隷たちがまず行動を起こす手はずになっている。収容所の衛えい兵へいのなかには、こちらの手先もまぎれ込ませていた。火の手が上がり、煙けむりが立ち昇れば、闘技場を警けい護ごしている衛兵をそこへ向かわせて、数を割さくことができる。

　それを合あい図ずに、場内の剣けん士したちが決けつ起き。同じく観かん客きやく席せきに忍しのばせた協力者の手助けを得えて、高い柵さくを飛び越こえ、特とく等とう観かん覧らん席せきへと剣士たちを招まねき入れる。そして主しゆ人じんの世話をしている奴ど隷れいたちも、これを機きに刃やいばや銃じゆうを主人に向けるだろう。混こん乱らんの最中、ザットはそこでこそ詰つめの一いつ手てを打つつもりだ。

（あとは、奴隷たちをどうするか、だが）

　その場の状じよう況きようを考えれば、奴隷たちは味み方かたにしておいたほうがいい。下へ手たにこちらの兵力を鎮ちん圧あつに割さきたくないからだが、しかしすべての奴隷解放となると、また別の意味で話がややこしくなる。国中で奴隷たちが蜂ほう起きすれば、メフィウスはさらなる混こん沌とんに満たされる。自分が統とう治ちすべき国としては当然望まざる事態だ。だから、ザットはあくまでもこの場では奴隷たちを味方につけはするものの、あとで口くち封ふうじのために処しよ刑けいしてしまうつもりだった。特に、パーシルのような男は危険だ。いの一番に捕とらえねばならない。

（そして、この混乱のなかで、王女ビリーナが命を落とせばよい）

（それでノウェへの義ぎ理りも立とう。が、ガーベラめ、わたしを御ぎよしやすしと見て協力したつもりだろうが、そうはいかぬぞ。腐くさった皇こう族ぞくさえいなくなれば、わたしはメフィウスを大陸中央の覇は者しやにもさせてみよう）

　考えを巡めぐらせている間にも、競きよう技ぎ場じようは人で埋うめ尽つくされていく。皇こう帝てい、皇こう后ごう以下、重じゆう臣しんたちも顔を並べた。

（どいつも、利り権けんを貪むさぼることしか頭にない豚ぶたどもめ。鎖くさりにつないで、ふさわしき場所へ送り届とどけてやる）

　いつしか、ザットの脳のう内ないでは、自分こそが唯ゆい一いつ清せい貧ひんな貴き族ぞくであり、それ以外の者たちはほとんどが汚けがらわしい、古い時代の簒さん奪だつ者しやのように思い込むほどになっていたのだが、シモンの顔を見たときには、さすがにやや複雑な心しん境きように陥おちいった。

　彼にだけは尊そん敬けいの念ねんを抱いだいていたし、シモンほど有ゆう能のうな人物ならば右腕として迎むかえ入れたい。しかし性格を考えるに、そうたやすく首を縦たてには振ってくれないだろうという予感もある。

（いや、だからこそ、だ。シモン公こうは、国の混乱を捨て置ける方ではない。時間は経たとうが、必かならずや玉ぎよく座ざに座ったわたしに協力してくれよう）

　すでに国を手中に収めたかのように錯さつ覚かくするザットは、だから、皇族の席のなかに皇おう子じギルの姿がないことに気づかなかったし、たとえ気づいていたとしても、いまの彼では気にも留とめなかったろう。

　一方、離はなれた席に座すわったビリーナのほうは、皇子不在を気に病やんでいた。

「またご病気だろうか」

　隣となりのテレジアに訊きいてみてもわからない。皇帝をはじめ、他の皇族にも気がかりな様よう子すはなかった。ソロン宮きゆう殿でん内ないにいれば、当然、この国における皇子の立場や評ひよう価かも知れてくる。

（あの方も、ひとりなのかもしれない）

　オルバを急きゆう遽きよ参さん戦せんさせると言い出したのも、その辺へんが原因だろうか、といまにして思う。話題を振りまくことで、皆に相あい手てしてもらいたかったのではないか。

「姫ひめさま、こちらを」

　盆ぼんを差し出す奴ど隷れい女から、ぼんやりしながらビリーナは冷たいお茶ちやを受け取った。それから、立ち去さっていくその女性の横顔に目を留とめる。白い肌はだに、赤い唇くちびるが映はえていて、なまめかしい。美うつくしい女性だった。皇こう族ぞくや貴き族ぞく専せん用ようの席に立ち入ることができるのは、ソロン警けい備び隊たいの兵へい士し、近この衛え兵へい、それに貴族に仕つかえる身分の奴隷だけだ。彼女もそうなのだろう。挙きよ措そもてきぱきとしていて、動きにしなやかさがある。

　それから二時間ほどが経たった。

　すでに競きよう技ぎ場じようは満員で埋うめ尽つくされ、貴族たちも全員顔を揃そろえたというのに、なかなかはじまる気け配はいがない。ザットが眉まゆをひそめた。貴族たちは暑あつそうに空を何度も仰あおぎ、客も苛いら立だって、ざわつきはじめる。

「何をしておる」ついに皇こう帝ていが怒ど声せいをあげた。「建けん国こく祭さいの最後になって、わしに恥はじをかかす気か。さっさとはじめよ」

　そこへ、思いもかけない報ほう告こくがあった。皇帝のもとへ馳はせ参さんじた、競技場つきの係かかり員いんの顔は当とう惑わくしていた。

「皇おう子じが突とつ然ぜんやってこられて、剣けん奴どたちが出ようとしているのをお止めしているのです。もう少し待まて、もう少し待て、の一点張りでして」

　皆、顔を見合わせる。不ふ審しんと呆あきれが半々だ。皇帝は、いかにも馬ば鹿か馬鹿しい、といった具ぐ合あいに、

「何を考えておるやら、だ。誰だれか連れ戻してまいれ」

「まことに」大きな扇おうぎで扇あおがせながら、メリッサは嘆たん息そくする。「陛へい下か、他国からの使し節せつもいらっしゃるなかで、第一後こう継けい者しやがこれでは、軽んじられます」

「何か、間ま違ちがえたかもしれんな」

　いまの言いように、近くにいたシモンが、はっとした顔になった。




　そのとき、ギル皇子──オルバは、観かん客きやく席せきの下、ゲートをくぐった向こう側にいた。

　最後の確かく認にんのためである。この日の作戦は、タイミングを少しでも見み誤あやまるわけにいかず、慎しん重ちようを期きした彼は、剣奴たちの登場を独どく断だんで先延のばしにしてでも、部下たちに命令を徹てつ底ていしなおしていた。

　そして最後の段階として、収しゆう容よう所じよの奥まった一室に、カインを呼びつけた。カインは、このあとクローヴィスとして出ていくこととなるオルバに扮ふん装そうしている。

　さすがに祭まつりのクライマックスを飾かざる主しゆ役やくだけあって、いつもの地じ味みな剣けん闘とう士し姿は許されなかった。黄おう金ごんに光り輝かがやく甲かつ冑ちゆう姿である。本ほん来らい、それにクローヴィスの証あかしである翼つばさつきの黄金の兜かぶとを被かぶるのだが、仮か面めんをつけたオルバでは難むずかしいため、代わりに、左右に翼つばさを広げた意い匠しようのベルトを腰こしにはめている。

「やたらと重いよ」装そう着ちやくして一〇分と経たたないのに、カインはもう顎あごを出し気ぎ味みである。「これじゃ英えい雄ゆうを気取るどころじゃない」

「我が慢まんしろ。胸むねを張って、堂々とな」

　オルバは笑った。

　そしてこのとき、オルバの姿を捜さがして収しゆう容よう所じよ内ないをパーシルが歩いていた。クローヴィスの副ふく官かんフェリペの役割を与えられた彼は、クローヴィス同どう様よう、特別な仕立てが必ひつ要ようになったので、別室で着替えをさせられていた。それを終えると、すぐに室外へ出た。彼は彼で、いよいよ実行する計画の最終確かく認にんを、オルバにしたかったのだ。

　正せい装そう用ようのマント、革かわにびょうを打った肩かた当あて、背にはフェリペの代だい名めい詞しでもある弓ゆみ矢やを負おいつつ、辺あたりを捜し回った。奴ど隷れいたちの集まった中ちゆう央おうの広間にも足を運ぶ。さすがにどの顔も緊きん張ちようにこわばっている。今日、ここを死に場と定めた猛も者さたちの顔だ。

「オルバを知らないか」

「そういえば、姿を見ないな」

「競きよう技ぎ場じようの者が呼びに来ていた。クローヴィス役の、特別な打ち合わせでもあるんだろう」

　それだけなら、パーシルも、

（なら、帰ってきたときでよいか）

　と考えたことだろう。だが、妙みように気にかかった。何より、とうに出番が来ていいはずなのに、いっこうに呼び出しがかからない。皇おう子じギル・メフィウスがじかに足を運んできて、係かかりの者と揉もめているという話も耳にした。

　収容所内のいたるところに足を伸のばした。しかしどこにも見当たらない。見当たらないといえば、ミラの姿も先せん刻こくから消えている。気にはなったが、いつ呼び出しがあるかもわからないので、パーシルは来た道を引き返そうとした。案あん外がい、いき違ちがいになっているだけかもしれない。

　と、先ほどは通りすぎたドアの前で、彼ははたと足を止めた。なかからオルバの声がした。誰だれかと話をしている。

「……奴隷のほうは、これで抑おさえられる。あとはシークたちだ。そちらに動きが出たとき、パーシルたちを油ゆ断だんなく見張っていろ」

（何だと）

　息いきをも止まる思いがしたパーシルは、薄うすくドアを開けた。そしてそこに、オルバと、皇子ギル、二人の並んでいる姿を見たのだ。

　気け配はいを感じ取ったか、ギル・メフィウスのほうが、すばやくパーシルを見た。視し線せんが絡からみ合ったその一いつ瞬しゆん後ごには、パーシルは荒あら々しくドアを開けていた。

「貴き様さま」

　パーシルは小さく、だが獣けもののような唸うなりを交まじえて言った。

「貴き様さま！」




　それから二〇分ほど。

　さすがに痺しびれを切らした皇こう帝ていが、怒いかりの形ぎよう相そうで席せきを立ちかけた。

「ギルをわしの前に連れてこい。縄なわをかけてでも構わん。いつまでも、子供気分の抜けきれん奴やつだ！」

　いっそ自分で捕つかまえにいきかねない勢いきおいに、フェドムやシモンがあわてて止めに入ろうとしたとき、ようやくのことでゲートが開いた。

　さんざん待まちわびた英えい雄ゆうたちの登場に、観かん客きやくのボルテージがいやがうえにも高まる。皇帝は太い鼻はな息いきを洩もらして、どっかと腰こしを落とした。開いたゲートから、続々とあらわれる戦せん士したちの姿に、歓かん声せいが集中する。

「姫ひめさま、やっとはじまるようですよ」

　はしゃいだようなテレジアの声に、ビリーナも釣つられて身みを乗り出し、オルバの姿を見ようとした。が、すぐに、その目が思わぬものを映うつし出したのである。

　剣けん士したちのなかに、主役であるはずのオルバがいない。いいや、それどころか、無表情で足を運ぶ剣けん奴どたちの中ちゆう央おうにいるのは──、

　ギル・メフィウスだ。

　それも、あろうことか後ろ手に縄を打たれている。その縄を手にしたパーシルを中央に、ぞろぞろと隊たい列れつを組む二〇〇名めい余よの剣奴たち。

「おい、あれは皇こう太たい子しさまではないのか」

「何だ」

「どのような趣しゆ向こうだ？」

　人々はすっかり泡あわを喰くって、あれやこれやと声を交かわした。彼らはてっきり、目立ちたがった皇子おうじが、何かこの剣けん闘とうに演えん出しゆつを盛もり込んだと思ったのだ。

（む）

　と、眉まゆをひそめたのはザット・クォークも同どう様ようだった。このようなことは計画にない。が、彼らの雰ふん囲い気きがただ事でないのを嗅かぎ取って、場内が徐じよ々じよに騒そう然ぜんとなっていくなかにあって、むしろ彼ひとりだけが合がつ点てんのいく思いがした。

　どのような気まぐれを起こしてか、皇子は単たん身しん、奴隷たちの様よう子すを見にいったところ、そのまま捕まってしまったのだ。竜りゆうと戦たたかう最中に乱らんを起こすより、確たしかにこのほうが効こう率りつはいいものの、あらかじめ決められていた計画が変へん更こうになるのを、ザットは面おも白しろがる性た質ちではない。ちっと舌した打うちしつつ、

（馬ば鹿かな若わか僧ぞうだ。これから謀む反ほんを起こそうとする奴隷たちの前にのこのこ出向こうとは、あれも運うんがない。まあ、多少事が運びやすくなったと思えばよいか）

「姫ひめさま、これは……」

　ビリーナがテレジアと顔を見合わせたとき、彼女の耳にパーシルの叫さけぶ声が聞こえた。

「よく聞くがいい、メフィウスの皇こう族ぞく、貴き族ぞくども。我われ々われが手しゆ中ちゆうにしているのは、メフィウス第一皇こう位い継けい承しよう者しやギル・メフィウスの命、すなわちメフィウスの未み来らいである。我らはもはや奴ど隷れいではない、殺し合いを強きよう要ようされるいわれもない。さあ、道を開けよ。我々は、ここに自由の先せん導どう者しやとなる」

「馬ば鹿かな！」

　ビリーナの周しゆう囲いがにわかに騒さわがしくなった。もはや彼らにもはっきりわかった。これは演えん出しゆつなどではない。奴隷たちが、皇位継承者を人ひと質じちに取っての、謀む反ほんだ！

「へ、陛へい下か。これは、い、一いち大だい事じであります」

「いかがすれば──」

「痴しれ者ものめ、うろたえるでない。衛えい兵へい、周しゆう囲いを固めよ。わしの許きよ可かなく、奴やつらを好きにさせてはならん！」

　皇こう帝ていの声も、ともすれば客のどよめきに搔かき消されそうになる。

　さらには、ゲートの下、収しゆう容よう所じよのほうから黒い煙けむりが数すう条じよう立ち昇のぼりはじめた。奴隷たちが火を放ったのだ、と見た観かん衆しゆうたちは、我われ先さきに逃げようと席を蹴けった。パニックは猛もうスピードで客席全体を巻まき込んだ。耳を押さえたくなるほどの悲ひ鳴めいとともに、あちこちで人の列が乱みだれ、裂さけていく。

　武ぶ装そうした衛兵たちがゲートの下へと急いだ。それを見たザットの心しん臓ぞうが、張はり裂さけんばかりに高鳴った。

（はじまった）

　皇帝は外国使し節せつをいち早く避ひ難なんさせるよう命じていた。櫓やぐらの上に立っていた兵士らが、飛ひ空くう艇ていを駆かって来らい賓ひん席せきへ向かう。ノウェ・サウザンテスは、このとき、自分を乗のせようとする兵の手を断ことわって、臨りん席せきにいた貴き婦ふ人じんの背せをそちらへ押しやった。

「ほう、来たな」

　ノウェがにやりとした視し線せんを空へと飛ばす。他の人々も気づいた。

「見ろ」

「警けい備び隊たいの飛空船だ！」

　ソロン警備隊の船が三隻せき、空中に姿をあらわした。中央には、パレードに使用されたばかりのフラグシップもある。残り二隻は、全長二四メートルほどの高こう速そく巡じゆん洋よう艦かんである。

　しかし皇子が人質に取られている以上、攻こう撃げきはできない。奴隷たちを威い嚇かくするように競技場上空を旋せん回かいするのがせいぜいだ。

　対する奴隷たち──パーシルをはじめ、二〇〇名以上の彼らは、驚おどろくほど統とう率そつが取れていた。飛ひ空くう船せんがあらわれようと、銃じゆうを持った衛えい兵へいが取り囲もうと、皇おう子じの首くび筋すじに剣けんを突つきつけたまま動かない。長年、連れん携けいを取って鍛きたえ抜かれた一国の精せい鋭えいであるかのように。

　益えきのないにらみ合いばかりがつづく。その間、使し節せつとともにこっそりオーバリー・ビランが姿を消していた。

　業ごうを煮にやしてか、皇こう帝ていが何かを命じようとしたそのとき、フラグシップがにわかに降こう下かをはじめた。無む論ろん、誰だれも攻こう撃げきの命令など下していない。驚おどろきを隠かくせず、シモンは届とどくはずもないのに、

「待まて！」

　と叫さけんだ。

　味み方かたの船の動きにも動どう揺ようがあった。フラグシップは背はい部ぶのハッチを開き、そこから飛ひ空くう艇ていをわらわらと排はい出しゆつする。それぞれ二名の兵が乗のっていた。銃じゆう剣けんで武ぶ装そうした彼らは、しかしさすがに皇子の身みを気き遣づかってか、直接、競きよう技ぎ場じよう内ないに降り立とうとはしなかった。

　息いきを吞のんで空を仰あおぎ、事態を見守っていたビリーナの顔を、瞬しゆん間かん、炎ほのおの色が舐なめた。

　警けい備び隊たいの船一隻せきが、腹ふく部ぶから火か炎えんの帯おびを噴ふき上げている。それが他ならぬフラグシップからの大たい砲ほうによるものだと気づいたときには、もう一隻の船にも砲火が襲おそいかかっていた。

　舷げん側そくが炸さく裂れつしたかと思うと、破は片へんが朱しゆの尾おを引いて飛び散り、なかから搭とう乗じよう員いんたちが振るい落とされるのが見えた。さすがに貴き族ぞくたちも声をあげて身をすくませたのとほぼ同時に、フラグシップからの飛空艇が近くに着地した。次々に降り立った兵らが、銃剣を身構える。

「姫ひめさま！」

　テレジアが、ぎゅっとビリーナの手を摑つかんだ。

　彼らは、面めん頰ぽおを下ろした兜かぶとで顔を覆おおっていた。表情なきその兵士たちの群むれは、他ならぬ、貴族らの観かん覧らん席せきめがけて銃剣の切っ先を向けていたのである。
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　三〇を超こえようかという切っ先と銃じゆう口こうとが、その場に居い並ならぶメフィウス重じゆう臣しんたちに狙ねらいを定めている。無む言ごんの殺意に、貴き族ぞくたちは色を失い、武ぶ将しようたちでさえ一いつ瞬しゆん声を失った。競きよう技ぎ場じようの守しゆ護ごに当たっていた警けい備び兵へいらがめいめい駆かけつけようとするも、

「動くな」兵士らのうちひとりが、よく通る声で叫さけんだ。「誰だれひとりとして動いてはならん。一歩でも踏ふみ込む者あらば、ひとりひとり射しや殺さつするぞ」

　そう脅おどしをかけられては、救きゆう援えんもままならない。何しろ、そこにはメフィウスの中ちゆう枢すうを担になう人々すべてがいるのだ。

「へ、陛へい下か」

　皇こう后ごうメリッサが腕うでを取ろうとするのを押しのけ、皇こう帝ていは立ち上がっていた。

「何者だ」グール・メフィウスは白い髭ひげを震ふるわせていた。「何者の仕し業わざであるか。貴き様さまら、いったい誰に銃じゆうを向けているか、わかっておるのか！」

　しかし兜かぶとを目ま深ぶかに被かぶった彼らは、皇帝の一いつ喝かつにも怯ひるまない。その装そう具ぐからメフィウスのものだとは知れたが、無む論ろん、所しよ在ざいをあらわす紋もん章しようや旗はた指さし物ものなどはなく、誰の配はい下かにいる兵士なのか、いやそれともメフィウスの武具を奪うばっただけのまったく別の勢せい力りよくなのかも、わからない。

「ちっ」

　老ろう将しようローグ・サイアンも腰こしの剣に手をかけていたが、この状じよう況きようではいかんともしがたい。幼おさない息子むすこロムスが足にしがみついている。その肩を抱だきながら、不覚を取った、と彼は何べんも口のなかでくり返しつぶやいていた。

「ひ、姫ひめさまに近づくでない。この狼ろう藉ぜき者もの！」

「テレジア、お下がり」

　ビリーナ主しゆ従じゆうも、もちろんその包ほう囲い網もうのなかにある。ガーベラ国王おう女じよは服の下にじっとりと冷たい汗あせを搔かきつつも、しかし眼まな差ざしだけは油ゆ断だんなく、四し方ほうに配くばられていた。

　それに比くらべればメフィウス貴族たちの動どう揺ようぶりのほうが際きわ立だっていた。抗こうし得うる手段もなく、ある者は席を立って、ある者は銃から恐おそろしげに顔を背そむけ、ある者はただただ臣しん下かの名を無む為いに呼ぶだけで、唐とう突とつに舞まい降りた、この悪あく夢むの只ただなかに身をすくませることしかできずにいる。

（これが、いまのメフィウスか）

　ただひとり、ザット・クォークだけが、満まん足ぞく感かんと、それに相あい反はんする奇き妙みような虚きよ脱だつ感かんに代わる代わる心しん身しんを浸ひたらせていた。

（ノウェやオーバリーが策さん謀ぼうを巡めぐらせているのにも気づかず、彼らに担かつぎ上げられたこのわたしがただの一度、こうして刃やいばを振り上げただけで、あっさりと陥かん落らくする。これが、いまのメフィウスか）

　喉のどの奥おくからこみ上げてきそうになる笑いを、ザットは苦く労ろうして飲み込んだ。警けい備び隊たいのフラグシップは、急きゆう遽きよ用意された代用品だ。そのなかに彼は自みずからの手て勢ぜいを忍しのび込ませてあり、この謀む反ほんの知らせを受けて飛び立った直後、船を占せん領りようさせたのである。

　あとはこのまま立ち上がって、兵士らの包ほう囲い網もうの外に一歩進み出ればよい。そのときにこそ皇こう帝ていや間抜けな家か臣しんたちは、ようやくのことで、この刃を手にしている者が誰だれであるのか、すなわち自分たちの命をその手に握にぎっている人間が誰であるのか、はっきりと悟さとることだろう。

　そして自分こそがメフィウスの舵かじ取とりをすることを宣せん言げんする。彼らのうち大たい半はんは、おそらく味み方かたになる道を選ぶに違ちがいない。最初から、皇帝に不満を持っていた、いつか自分もそうしようと思っていた、というような義ぎ士しの顔をよそおって。

（もとより、皇帝に追つい従じゆうするしか能のうのなかった彼らだ。どうあれ、彼らは力ある者に従したがう習しゆう性せいを持った野や生せいの獣けもの同然だからな）

　逆さからう者は投とう獄ごくする。もちろん、皇帝やその家族たちとて例外ではない。

　グール・メフィウスは、果はたしてどのような表情をするものか！　考えただけで、身み震ぶるいがしそうなほどにザットは興こう奮ふんした。人を人とも思わぬあの老人を、今度は自分が上に立って睥へい睨げいするのだ。

　得意の絶ぜつ頂ちようにあったザットは、ついにその腰こしを持ち上げた。そして新しい国づくりの一歩を、いままさに踏ふみ出した。

　いや、踏み出そうとした矢先に、突とつ然ぜんぐいと手首を引かれた。

「何を──」

　する、と言いかけた言葉が中ちゆう途とで遮さえぎられる。首くび筋すじに押し当てられた、短たん剣けんの切っ先によって。

　このとき、大おお勢ぜいの人間は、ザットが逃げようとしたために謀反者のひとりに捕つかまえられたのだ、と見た。近くにいたイネーリなどは、悲ひ鳴めいをあげて席を転ころげ落ちた。

　ビリーナがただひとり、あっ、という顔になる。ザットの身動きを封ふうじたのは、先ほど見た、あの美しい女奴ど隷れいだったのだ。

　彼女もこれに加か担たんしていたのか、とビリーナと同じ思いを抱いだいたザットは、

「何をする」狼ろう狽ばいしながらも小こ声ごえで囁ささやいた。「貴き様さまも、計画を知っている奴隷だろう。ここにいる兵たちは、皆、わたしの……」

「そのとおりさ」

　不ふ遜そんな表情で奴隷は言い、ザットに目を剝むかせた。その声は、女のものではない。ザットの手首を摑つかんだ力も、か弱い女性のそれではなかった。そしてあろうことか、その奴隷はザットに短剣を向けたまま、朗ろう々ろうと響ひびきわたる声で叫さけんだのだ。

「お集まりの紳しん士し淑しゆく女じよの皆さまがた、このような緊きん急きゆう時じにおいて、お耳汚よごしをお許しいただきたい。しかしこれは、皆さまがたも興きよう味みを持ってお聞き入れいただけるはずと確信しております。何しろ、この謀む反ほんを目論もくろんだ首しゆ謀ぼう者しやが誰だれであるか、という、誰しもが疑念を抱いだいておられるであろうことに、答えを出そうというのでありますから」

「何っ」

　思わず怒ど鳴なってしまったザットと同様に、皆があ然となっている。そんななか、ビリーナはいまになってようやく気づいた。切れ上がった、艶つやのある眼まな差ざしに、細い鼻びり梁よう、普通にしていてさえ女性と見まがうほどの美び貌ぼうの男──。

「まさか、シークか？　皇こう太たい子しさまの、近この衛え兵へいの……」

　ビリーナの指し摘てきに、女じよ装そうしたその奴隷が片目をつむって見せる。

「近衛兵だと？」ローグ・サイアンが口から泡あわを飛ばす勢いで叫さけんだ。「し、しかし、貴き様さまのその行動は、むしろ謀反に加か担たんしておるようにしか見えぬ。首謀者とは誰だ。言ってみせよ！」

「わかりませぬか？　いま、まさにそれを皆さまがたに提示している真まっ最さい中ちゆうなのですがね」

　男とわかっていてさえ、艶えん然ぜんと見える微び笑しようをシークは振りまいた。ローグが、そしてシモンが、あっと声をあげる。短たん剣けんをザットの首に押し当てたまま、シークはこの貴き族ぞくの身みを盾たてにしながら兵士らのほうへと向き直った。

「そのとおり。さあ、どうするね、勇いさましく降り立った兵へい士し諸しよ君くん。先ほどからきみたちは一歩たりとて動けていないじゃないか。ザットどのの身みが心配か？　皇こう帝てい陛へい下かや重じゆう鎮ちん貴族のほとんどを射しや程てい圏けん内ないにおさめているいま、彼などは、たくさんいる人ひと質じちのうち、たったひとりにすぎないのに？　なぜ、そのたったひとりを見殺しにできないんだい？」

　シークの言うとおりだった。ことごとく顔を覆おおい隠かくした兵士たちだから、表情までは読み取れないものの、しかしその挙きよ動どうから、動どう揺ようしているのはあきらかだ。

　そしてこのとき、眼がん下かの闘とう技ぎ場じようを挟はさんだ向こう側でも、ひと騒そう動どうが起こっていた。

　飛ひ空くう船せんから兵士たちが降り立ったときとほぼ同時に、そこの櫓やぐらに駆かけ上がろうとしていた数名の男たちがいた。彼らはそれまで警けい備び兵へいの振りをして、正体を隠かくしていたのだが、いざ『計画』どおりに行動を起こそうとする段になって、突とつ如じよ、邪じや魔まが入った。

（誰かさんの見立てが正しければ）

　こっそりシークは囁ささやき、ちらりとビリーナのほうを見やった。

（彼らは、混こん沌とんとした状じよう況きようを利用して、櫓の兵を倒たおし、そこからすばやく王おう女じよを狙そ撃げきしようとしていたんだろう）

　しかしそれを見み越こしていた何者かによって、『計画』は未み然ぜんに阻そ止しされた。やはり奴ど隷れいに身を扮ふんし、あらかじめ周しゆう辺へんに配置されていた近衛兵たちの手によって。虚きよを衝つかれた狙撃手たちは、ほとんど抵てい抗こうらしい抵抗もないまま、ことごとくが捕とらえられた。

　狙撃阻止の合あい図ずを受け取って、シークは笑えみを深めて頷うなずいた。

「これで、手て詰づまりですか？」

「わ、わたしは知らぬ。放せ、奴ど隷れい風ふ情ぜいが、いつまでも触ふれているな！　そう言う貴き様さまこそが、主しゆ謀ぼう者しやだろうが」

「矛む盾じゆんしておりますよ、ザットどの。奴隷風情が主謀者なわけはないでしょう。彼らがいつまでも動けないでいるのはなぜです？　さあ、ぼくもろとも撃うったらいい」

　シークが一歩進めば、兵へい士したちは動どう揺ようしてあとずさりしてしまう。いまや、場内にいるすべての人間が彼を見ていた。一時パニックになりかけていた民みん衆しゆうも足を止め、同じく恐きよう怖ふに我われを失いかけていた貴き族ぞくたちも、喰くい入らんばかりに目を向けている。

　ザットはいまにも気が遠のきそうな思いをしながらも、しかし、すんでのところで最後の希望を思い出して、むしろにやりと笑った。

「馬ば鹿かめ。貴様、近この衛え兵へいと言ったな。だったら、貴様こそ、見殺しにできるはずはないな？　あの、奴隷たちに捕つかまった愚おろか者の皇こう太たい子しどのをだ！」

　闘とう技ぎ場じようでは、ギル皇おう子じが依い然ぜん奴隷たちに捕とらえられたままだ。このままではシークとて身動きできないも同然。皆の注意がそちらに逸それたのを見て取って、ザットは低く笑った。

「わかったのなら、その汚けがらわしい手をわたしから放せ！」

「ほう」

　シークはしかし、あわてる様よう子すもなく、

「だ、そうですよ。皇子さま」

　そう声をかけた。

　すると、ザットの目には信じられぬことが起こった。後ろ手に縄なわを打たれていたはずのギルなのに、その縄をあっさりと足もとに落とすと、前へ進み出てきたのだ。それを止めようとする奴隷は、なぜだかひとりもいない。

「おのれ」

　ただ、パーシルがぎりっと歯はを嚙かみ合せたばかり。いや、他の奴隷たちも、決して一歩たりとて動こうとはしなかったものの、皇子を見送る目には敵てき意いと憎にくしみの情がある。

　それを充分背中に意い識しきしつつ、ギルは──いや、オルバは、胸きよう中ちゆう、苦にがいものを感じていた。

　剣けん奴隷たちの人ひと質じちになっていたのは、最初から芝しば居いだった。無む論ろん、それを命じたのはオルバ自身だ。オルバのほうこそ、奴隷たちに対するべく、あらかじめ人質を取っていたのである。収容所にいた奴隷、そのほぼすべてに愛されていた少女ミラを。

　パーシルに、カインと二人でいるところを見つかったのはさすがに肝きもが冷えたものの、ミラを盾たてに取られてはさしもの『豪ごう腕わん』も抵てい抗こうできなかった。カインの手で少女に銃じゆうを突つきつけさせ、「計画はすべてオルバから聞いた」と言うことで、他の奴隷たちの動きをも封ふうじ込めた。皇こう族ぞくに見抜かれては、もはや死を覚かく悟ごに戦たたかおうとも無む駄だなことだ。奴隷たちは皆、絶ぜつ望ぼうに膝ひざを折おった。

　ただひとり憤ふん怒ぬに燃えたパーシルは、もし視し線せんだけで人を殺せるものなら、オルバは何度生まれ変わっても足りないほどに殺されていたであろう、というくらいに燃え立つ感情を皇おう子じに向けた。心の内をいくらかわけ合えたと思えばこそだ。その視線に貫つらぬかれながら、オルバはつとめて自分の感情を押し殺した。

　これだけでも、奴ど隷れいの乱らんを未み然ぜんに防ぐことはできただろうが、しかしそれでは敵てきを実際に追い詰つめることはできない。何としてでも計画の第二段階を引き出す必ひつ要ようがあり、そのためには『乱が起きた』という事実が欲ほしかった。

　だが、実際に乱が起こってしまえば、被ひ害がいは大きくなる。ひとりも死者を出さずに『乱が起きた』という事実をわかりやすくするには、ギル・メフィウスが彼らに捕とらえられた、というシチュエーションこそが必要になったのだ。

「よくぞ申もうした、ザット」オルバは、騒さわぎが静しずまりかけた場内にいんいんと響ひびかせる声で言った。「彼らをも利用しようとしていたこと、彼らの乱に自みずからが加か担たんしていたことを、よくぞ自分の口から申した。これで貴き様さまが主しゆ謀ぼう者しやであることは、火を見るよりあきらかだ」

　ザットの顔がどす赤く染そまった。

「まことか、ザット」

　そのとき席せきを立ち、鋭するどく言い放ったのは、シモン・ロドルームだった。

「ザット、まことに、そなたが、この乱を計画したのか」

　ザットは顔を背そむけた。シモンの目に含ふくまれているであろう、怒いかり、絶ぜつ望ぼう、そして、哀あわれみの感情を、目にしたくなかった。

　皇こう帝ていグール、皇こう后ごうメリッサ、メフィウス重じゆう臣しんたち──皆、言葉もなく、ザットを、そして彼に剣けんを突つきつけている近この衛え兵へいを見つめている。この、混こん沌とんとした状じよう況きよう下か、不ぶ気き味みなほどに似につかわしくない静せい寂じやくが舞まい降りていた。オルバもまた、自らの成せい果かを誇ほこるでもなく、淡たん々たんとした表情で見上げている。その背はい後ごにそろりと近づく影かげに気づくことなく。

「皇子！」

　いち早く見取ったのはビリーナである。

　オルバがはっと振り返ったときには、奴隷のひとりが背後から斬きりかかってくるところだった。すばやく身を引いてかろうじて避さけたが、すぐに腰こし砕くだけになった。突とつ然ぜんのことに、連戦でダメージの蓄ちく積せきした身体からだが、意思に追いつかなかったのだ。

　酷こく薄はくな顔をした奴隷が二撃目を放つ。その身体に、横から突とつ風ぷうのごとき勢いきおいでしがみついた者がいた。パーシルである。相あい手てに身み悶もだえする隙すきも与えず、凄すさまじい怪かい力りきで地面に投げつけると、そのまま組み伏ふせた。

「ミラを見殺しにするつもりか、貴様」

　自じ身しん、もっとも怒いかりに身を震ふるわせながらも、パーシルは言い、それから顔をしかめた。

「そうか、そもそもおまえがおれに計画を打ち明けた男だったな。では、あの貴族と結けつ託たくしていたことをおれたちに隠かくしていたのもおまえだ。おれたちの決死の行動を、最初から利用するつもりでいたのか！」

　押さえつけられた男は、烈れつ火かのごとき目でオルバを見上げていたが、突とつ然ぜん、口から血ちの泡あわを吐はいた。背せ筋すじを、二度、三度、と震ふるわせると、ほどなくして絶ぜつ息そくした。

　口に仕し込こんでおいた毒どくを吞のんだのだ。このときと前後して、近この衛え兵へいらが捕つかまえた狙そ撃げき手しゆたちも同じ運命を辿たどっている。

　この瞬しゆん間かん、ザットは、追おい詰つめられた獣けものよろしく、最後の抵てい抗こうをした。シークが場内の出来事に気取られている隙すきに、彼をやにわにを突つき倒たおすと、近くにいたイネーリの手を引いて、逆ぎやくに盾たてとしたのだ。

　イネーリが悲ひ鳴めいをあげる間もなかった。ザットは、まるで催さい眠みん術じゆつが解とけたように動きはじめた兵たちに導みちびかれ、飛ひ空くう艇ていのひとつへと飛び乗った。

「た、助けて！」

　イネーリが伸のばそうとする白い腕うで。しかし近くにいたバートン・カドモスは尻しり這ばいにあとずさるばかり。ザットは抵抗するイネーリをも艇ていに無む理り矢や理り乗のせると、ふわりと舞まい上がり、見る間に高度を上げていく。

「助けて」イネーリの声が、皆の頭上から遠ざかった。「助けて、お母さま！」

　ザットの兵士たちは、次から次に空へと舞い上がった。向かう先に、飛空船がある。




　　　　２




　オルバはすばやく立ち上がると、すぐさま近衛兵を呼び集めて、彼らに指示を飛ばした。数名に奴ど隷れいたちの監かん視しを任まかせると、残る兵らに飛空艇で追わせる。ザットが、シークに剣けんを突きつけられてなお抵抗した場合に備えての、飛空艇隊であった。

　パーシルはこのとき、近くでオルバの──彼にとっては、ギル皇おう子じの──その様よう子すを見ていた。矢や継つぎ早ばやに命令を下していく姿に、動転した様子も、迷まよいもない。この前の剣けん闘とう競きよう技ぎで、彼に剣を投げ与えた技ぎ量りようといい、オルバを自分たちの間に忍しのび込ませて情じよう報ほうを集めた手しゆ腕わんといい、

（こいつ。……）

　千回殺しても飽あき足たらないほどの憎にくしみの裏うら側がわに、パーシルはほんのわずか、ギル・メフィウスに感かん嘆たんする部分を覚えていた。

　近衛兵の飛空艇も次々に離り陸りくしたが、ザット配はい下かの艇は舳へ先さきを回転させると、その追い足を止めに入った。オルバの飛空艇隊は、一いち応おうは操そう縦じゆう経けい験けん者しやで編へん成せいはしていたものの、割り当てられた艇の数も少なく、練れん度ども高いとは言いがたい。ザットの操あやつる、もたもたとした艇も追えぬまま、兵らにいく手を阻はばまれた。

「他の艇ていはないのか！」

　オルバが右う往おう左さ往おうする場内の兵へい士しを捕つかまえて訊きくが、今日は闘とう技ぎ場じようにおいて飛ひ空くう艇ていによる催もよおしものはなく、手ごろなものがない。もちろん、こうしている間にも新たな警けい備び隊たいの竜りゆう石せき船せんが離り陸りく準備に入っているのだろうが、ザットが船に辿たどり着く前にイネーリを救きゆう出しゆつしないことには、手が出せなくなってしまう。

（ザットめ。無む駄だな抵てい抗こうを）

　オルバは、何としてもザットを生きたまま捕つかまえたかった。彼の口から、この計画に加か担たんしたすべての人間の名を吐はき出させるつもりだったからだ。

「くそっ」

　と叫さけんだとき、オルバの傍かたわらへすうと降り立った飛空艇があった。誰だれかが手て配はいしたのだ。「よし」と喜き色しよくを浮かべてそちらを見たオルバの目が、一いつ瞬しゆん、丸くなった。

「いかれるのでしょう？」

　ビリーナだ。

　オルバの叫びを聞きつけた彼女は、ちょうど閲えつ覧らん席せきへやってきた飛空艇──いったん外国の使し節せつを逃がしたあと、貴き族ぞくらを乗せるために戻ってきたものだ──に自みずから跨またがると、周りの制止も耳に入らぬ様よう子すでエーテルを放ほう射しや、オルバのもとへと馳はせ参さんじたのだ。

　ビリーナは飛空艇を地上すれすれに滞たい空くうさせたまま、手早く髪かみを束たばねている。オルバは何か言いかけたが、すぐにそのまっすぐな視し線せんに促うながされて顎あごを引いた。

「無む論ろん」

　いまは口こう論ろんの余よ裕ゆうもない。

　オルバが後ろに跨ると、すぐさまビリーナは飛空艇を再発進させた。エーテルエンジンの奏かなでる、歯はの浮くような飛行音とともに翼竜ワイバーンを模もした艇が浮き上がり、徐じよ々じよに速度を得えていく。

「オルバを」

「えっ？」

「このために、大会に参加させたのですか」

　一瞬、自分の名を呼ばれた気がして動どう揺ようしたオルバは、上う手まくごまかすこともできなかった。

「あ、ああ」

「なぜ、それを早く言ってくださらないのです。子供のように怒おこるわたしを、さぞ見み下くだして笑っていたのでしょうね」

「そ、そんなことはない」

「では、なぜ。……まだわたしを未み来らいの妻つまとして信用してくださらないのですか。まだ、わたしをガーベラの刺し客かくだとでも思っているのですか」

（女って奴やつは）

　なぜこんなときであっても、自分の都つ合ごうを優ゆう先せんすることができるのだろう。周しゆう囲いは怒ど号ごうが飛び交かい、あちこちで飛ひ空くう艇てい同どう士しすれ違ちがっては、銃じゆう弾だんによる応おう酬しゆうがつづいているというのに。そして、敵てきの一いつ艇ていがこちらに気づいて、降下をはじめた。

「そんなことより、来るぞ！」

「わかっています。見くびらないでほしい」

　むっと唇くちびるを尖とがらせつつ、ビリーナは艇を思いきり左へと傾かたむけた。オルバはあわや落っこちそうになり、あわてて操そう縦じゆう席せきの縁ふちを手で摑つかんだ。艇のすぐ真下を、銃弾が、ダダダ、と音を立てて走り抜けていく。

「言い忘れていましたが」ビリーナは前方をにらみすえたまま、涼すずしげに言った。「決して乗り心ごこ地ちはよくありませんので、ご注意を」

（このアマ）

　思わず少年時代のような罵ば声せいを浴あびせようとして、オルバは踏ふみとどまった。その代わり、艇てい後こう部ぶについている銃じゆう座ざに取りつくと、すれ違ちがいざまに反転しかけていた敵めがけて威い嚇かく射しや撃げきを行おこなう。オレンジ色の火か線せんがオルバの眼がん下かを鞭むちのようにしなった。

「待まって、撃うたないでください。操縦に支し障しようが出る」

「しかし」

「空においてはわたしのほうが専せん門もんです」

　言いながらも、反撃の火線を、ビリーナは見事に避よけていく。オルバが肝きもの冷える思いを何度も味わううち、ビリーナは防ぼう衛ぎよ線せんを敷しこうとする敵てき艇ていをかいくぐって、ザットの駆かる飛空艇のすぐ後ろまでつけた。

（やる）

　王おう女じよの操縦技ぎ術じゆつに、オルバは内ない心しん舌したを巻まく。彼女を、近この衛え隊へいの飛空艇指し南なん役やくに据すえたほうがよさそうだ。

　警けい備び隊たいのフラグシップが近づいてくると、太陽光を遮さえぎって、急速に目の前が翳かげった。それからほぼ間を置かず、ザットの艇と並へい走そうするかのように開いたハッチのなかへと飛び込んだ。

　横よこ滑すべりに艇を減げん速そくさせるビリーナ。オルバは止まりきらぬうちにそこから飛び降りると、ザットのもとへ駆かけ寄ろうとした。

「近づくな！」

　こちらも、イネーリの肩を抱だきつつ、もんどり打って飛び降りていたザットは、しかし彼女のこめかみに銃じゆう口こうを突つきつけるのを忘れはしなかった。

　格かく納のう庫こ内ないに人ひと影かげはない。兵士のほとんどは出で払はらっていたし、残りは飛空船の操縦に回されているのだろう。

「お、お義に兄いさま」

　おびただしく震ふるえる少女を盾たてにし、ザットは改あらためて立ち上がった。
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「まさか、皇おう子じ。あなたが見とおしていたわけではないでしょうな」その目は憎ぞう悪おに引き裂さかれんばかりである。「陛へい下かの命を受けられましたか。それとも、シモン公こうか。彼には胸むねの内をしゃべりすぎた。それにしても、まさか剣けん奴どの乱らんまで見抜かれようとは──」

「もうやめろ、ザット。これ以上どこに逃げ場がある。おまえも貴き族ぞくなら、潔いさぎよく負けを認みとめて、イネーリを放すがいい」

　はっ、とザットは鼻であざ笑った。

「英えい雄ゆう気取りですかな、皇おう子じどの。いまの台詞せりふが、歴史書に記しるされるとよろしいですな。だが、お生憎あいにくだ。おまえら皇こう族ぞくの歴史など、少しも残してなるものか。わたしがメフィウス『初代』の王となった暁あかつきには、汚けがらわしいその歴史書をまず燃やしてやる」

「それはよかった」

「黙だまれ！」

　ザットが銃じゆうをさらに強く押しつけたので、イネーリが幼おさな子ごのように取り乱みだし、泣いた。

　開いたハッチの向こうから、強風が吹きつけてくる。衣服や髪かみがばたばたとはためくなか、

「これで終わったわけではないのだ。おまえら、他ならぬ皇族がいままで生み出してきたよどみは、こんなことで晴れはせぬ。いいや、むしろわたしのこの決死の蜂ほう起きこそがきっかけとなり、国内は騒そう乱らんで荒あれるだろう。そして、そのときこそ……わたしは、帰ってくる。この地へ、メフィウスの地へ！」

　言うなり、ザットはオルバから見て側面へ銃を放った。いまだ浮き上がらせたままの飛ひ空くう艇ていを、そろりそろりとザットの背はい後ごに回しかけていたビリーナへの牽けん制せいである。さしもの王おう女じよが声をあげ、身みを伏ふせた。瞬しゆん間かん、オルバは駆かけ出した。

　腰こしから細剣を抜きざま、ザットの腕うでを突つこうとする。よもや、皇おう子じが武器を片手に飛び込んでこようとは思いもしなかったザットは、あわてて銃じゆう口こうの向きを変えた。だがすでに遅おそい。オルバの足ならば、すでにひと息いきで突つける距きよ離りであった。

　銃じゆう声せいが鳴った。このとき、幸こう運うんはザットに味み方かたした。ガッシュやパーシルとの戦たたかいで負おった傷きずは、予想以上にオルバの身体からだを蝕むしばんでおり、あとわずかな距離というところで、彼の足は風に乱みだされていた。

「ぐっ」

　呻うめきとともに、オルバはのけ反ぞるようにして倒たおれた。銃じゆう弾だんはその胸むねに命めい中ちゆうしていたのである。

「お義に兄いさまっ」

「皇子！」

　二人の少女の叫さけびが重なり合う。ザットは、額ふたいに汗あせを光らせつつ、低く、不ぶ気き味みに笑った。

「これで……これで、もう、引き返せはせぬ」

　オルバは倒れたまま動かない。「皇子」ともう一度叫んで飛ひ空くう艇ていから降りようとしかけたビリーナへ、ザットは改あらためて銃を向ける。白金プラチナの髪かみを散ちらし、きっと王女は謀む反ほん者しやをにらみつけた。

「あなたは」

「分ぶん不ふ相そう応おうに英えい雄ゆうを気取ろうとするから、こうなるのだよ。いつもの皇子らしく、大人しく客席の片かた隅すみでがたがた震ふるえておればよかったものを」

「その皇子の手で追おい詰つめられたのはどなたでしょう。おやめなさい、ザット。これ以上は人としての道を踏ふみ外はずすのみです」

「人の手にメフィウスを取り戻したいと思えばこその行こう為いだとわからんか、小こ娘むすめ」

「憐あわれなお方」ビリーナは、囁ささやくように言った。「ご自分の言葉に酔よっておられる。その小娘と相あい対たいするのに、婦ふ女じよ子しを盾たてにせねば安心できないようなあなたに何ができましょう。国ひとつを背せ負おえる器き量りようとも思えません。時じ勢せいを見ようともせず、往おう生じよう際ぎわの悪いあなたは、蜃しん気き楼ろうを追いつづけたあの憐れなリュカオン以上に、憐れな方です」

　ビリーナは嘲ちよう弄ろうの言葉を投げかけつつ、わずかばかりでもザットに隙すきが見出せないかと考えていた。が、幸運はいまだザットに微笑ほほえんでいた。近この衛え隊たいをある程てい度ど抑おさえられたと見え、ザット配下の一いつ艇ていがこちらへ浮上してくるのだ。

　それでも彼女は、あきらめなかった。

「第一、どこへ逃げようというのです。主しゆ君くんに歯は向むかったあなたをかくまってくれる勢力など、ありはしません」

「ほう、では、ガーベラなどいかがです？」ほとんど会話を楽しむ余よ裕ゆうすら生まれてか、ザットは嘲あざ笑った。「邪じや悪あくなメフィウス皇こう族ぞくに牙きばを剝むいた正せい義ぎの騎き士しとして、わたしを迎むかえ入れてくれるのではありませんか？」

「何を馬ば鹿かな。わたしがいる以上、メフィウス皇族とガーベラ間には絆きずながあります。それをたやすく断たち切れると思ってか」

「小こ娘むすめが、知った風ふうな口を利きく。おまえは何もわかってなどいない。その他ならぬガーベラの計画には、おまえの命さえ含ふくまれていたというのに」

「どういう意味です」

「さて。……もうおしゃべりが過すぎた。これから時間はある。空の旅路で、ゆっくりご説明するとしましょうか」

　開いたハッチの向こうから、飛ひ空くう艇ていがやってきた。兵へい士し二人が降り立って、こちらへ近づいてくる。ビリーナは歯は嚙がみした。視し界かいの隅すみに皇おう子じの姿がある。仰あお向むけに倒たおれた皇子は、いまだ動かない。まさか、という思いがあった。多くの者からそしられ、嘲ちよう笑しようされてきた皇子。実際、ビリーナもその不ふ甲が斐いなさに苛いら立だつこともあった。腹はらの立つこともあった。が、しかし時には大だい胆たんなまでの行動力と知ち謀ぼうで、敵てき対たい者しやを搔かき乱みだしてきた皇子。日ごとに違ちがう顔を見せつけ、理解を深めようにも次の日には遠ざかり、そうかと思えば今日にはふと心の通じ合うものがあるかのように振る舞まう。

（その皇子が、こんなところで……）

　と、にらみ合ううちにも、ザットは銃じゆう剣けんを携たずさえてやってきた兵士に声をかけた。

「よし、女たちを連れていけ。あとで皇子の死し骸がいも運ぶんだ。くれぐれも捨てるなよ。人ひと質じちが多いと思わせたほうがいい」

　兵士らはギルの身体からだを踏ふみ越こえ、ザットの手からイネーリを預あずかろうとした。そのとき皇女が小さくもがいた。

「わ、わたしは？　わたしは、どうなるの？　わたしをどうしようというの？」

「あなた？　ああ、メフィウスからの追おっ手てへの盾たてにはなりましょう」ザットは頰ほおを歪ゆがめた。「そのあとのことは……そうだな、わたしが覇は権けんを勝ち取った暁あかつきには、皇族代表として断だん頭とう台だいに上っていただきましょうか。民みん衆しゆうは喜よろこんで、刑けいに処しよされようとしているあなたに罵ば声せいや石をぶつけてくれることでしょう」

「そんな、だって、わたし……わたし、何もしてないわ！」

「何もしていない、何も知らないことこそが、民たみにとっては充じゆう分ぶん罪つみなのですよ、皇おう女じよ」

　勝ち誇ほこって、ザットは含ふくみ笑いをした。

「民が日々置かれている苦く境きようすら、あなたは知るまい。皇こう帝ていの意向ひとつで、明日には国の基き盤ばんそのものが変わっているかもしれないという家か臣しんたちの苦く悩のうを、あなたは知るまい」

　彼は、歌うように言った。まさしくこのときザット・クォークは、自分こそが正義の遣つかいであり、歴史書にいずれ語られるであろう物語の主しゆ人じん公こうであった。彼はその目で見たこともないはずの民たみの苦く境きようがなぜかいまは見えるようであり、そのために自分は立ち上がったのだと、これもいまになって感かん激げきしていたのだ。

「ひいっ」

　イネーリの肩を押さえた兵へい士しが、突とつ如じよおかしな悲ひ鳴めいを発するまでは。

　何者かに、背はい後ごからしがみつかれたのだ。激はげしく狼ろう狽ばいした兵の手が宙ちゆうをさまよっているうち、その何者かは銃じゆう剣けんをたくみに奪うばい取ると、柄えの部分で兵の頭部を打ちのめし、前へと蹴け倒たおした。

「まさか！」

　ザットがよろめくようにあとずさった。彼の目には、転てん倒とうした兵士の向こうから、青ざめた顔の幽ゆう鬼きがあらわれ出でたかのように見えた。それは、

「馬ば鹿かな。弾たまが、確たしかに、た、弾が、当たったはずだ」

　ギル皇おう子じである。

　皇子は、息いきを喘あえがせながらも、もうひとり、至し近きん距きよ離りで突つきかかってきた兵士からかろうじて身をかわすと、刃やいばで腹ふく部ぶを刺さし貫つらぬいた。声もなく、前のめりに身みを折おった兵を、今度はオルバが踏ふみ越こえる番だった。

　一歩足を運ぶたび、オルバの胸むねといわず、上じよう半はん身しんすべてに激はげしい痛いたみが走る。弾は確かに当たっていた。その衝しよう撃げきは全身に重い楔くさびを打ち込んでいる。解放されたイネーリが、ほとんど這はい出るようにして逃げていくのにも構わず、

「く、来るな」

　あたかも死し霊りように憑つかれるような恐きよう怖ふを味わって、ザットは大おお口ぐちで悲鳴をあげながら、もう一度銃を撃うとうとした。それを右手で払はらいざま、

「おまえに何が言える。奴ど隷れいたちの、死をも賭とした思いをも利用し、踏みにじったおまえに、何が言える。何が、わかるものかよ」

　しゃがれた声で言い放って、オルバは左の手刀でザットの側そく頭とう部ぶを打った。

　ザットの膝ひざから力が失われる。オルバは意い識しきを失った彼の身を床ゆかに横たえようとした。そのとき、

「ザットさま！」

　格かく納のう庫こから上へ通じる階かい段だんに、別の男が姿を見せた。オルバはその顔も名前も知らなかったが、蒼そう弓きゆう団だんの士し官かんギャリー・・リンウッドである。

　このとき双そう方ほうにとって不幸だったのは、ギャリーの目には、すでにザットが死体となって倒れているように見えたことである。彼は怒いかりに身を任まかせて、銃を撃った。オルバの足もとで銃弾だんが跳はねる。

　オルバも応おう戦せんの構えを見せた。そのとき激はげしいめまいがした。負ふ傷しようのせいで、またも反はん応のうが遅おくれる。

　ダン、ダン、ダン、と三発ほどの銃弾に射い抜ぬかれ、身体からだが痙けい攣れんした。オルバの、ではなく、彼がとっさに盾たてにしたザットの身みが。

「ちっ」

　血ちのにじむような唾つばを吐はき捨すてて、オルバはザットの肩かた越ごしに射しや撃げきした。胸むねを撃うたれたギャリーは、背はい後ごの壁かべに叩たたきつけられ、そこに血のりの痕あとを引きずりながら横倒しになった。

　息吹いぶきひとつが熱を放ちそうな激げき闘とうは、これによって急速に終わりを迎むかえた。

「くそっ」

　ザットの身がずるりとオルバの腕うでから滑すべり落ちた。オルバ自じ身しんは膝ひざ立だちになり、背中を激しく上下させている。顔中から脂あぶら汗あせが滴したたり、格かく納のう庫この床ゆかにぽたぽたと落ちていく。

　検あらためるまでもなく、ザットは息いき絶たえていた。それを見つめるオルバは、切れるほどに唇くちびるを嚙かみしめた。

（これで、オーバリーたちの関与を示しめす手がかりも失われた）

　ザット配はい下かの兵へい士しは捕とらえることもできようが、果はたして彼らがこの計画の全ぜん容ようを知っていたかどうかは疑わしい。

　激しい感情が、戦せん闘とうが終わったあと特有の虚きよ脱だつ感かんを埋うめるにあり余あまる勢いきおいで、オルバの全身を駆かけ巡めぐる。

（これでは、おれは何のために戦たたかったのか。皇おう子じの座ざを守るためだけにか、くそったれのメフィウス貴き族ぞくを守るためだけにか）

　我われをも忘れて、いっそザットの死し骸がいを蹴け飛とばそうかという思いがしたとき、

「ギル皇子」

　飛ぶような勢いで走ってくる少女の姿があった。

　ビリーナは、眉まゆを寄せ、かすかに濡ぬれた唇くちびるを開いていた。ハッチ越ごしの激はげしい風に煽あおられて、その後ろで白金プラチナの髪かみが散ちり散りになって揺ゆれている。何というのだろう、それを見たオルバは、

（そうか）

　と、どこかでか、底そこ知しれない穴あなのようだった虚きよ無む感かんが、ほんのわずかでも埋められるのを感じたのである。

（そうか。たったひとつ。たったひとつだけなら、おれの目的は……）

「お怪け我がは？　撃たれた痕をお見せください。いえ、その前に、無理をなさらず、そこへ横に……」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

「でも」

　オルバは、やはりこのとき極きよく度どに疲つかれていたのだろう。胸の一点が焼け焦こげた服の下に手を入れると、そこから金色に光るメダルを自みずから取り出したのだ。銃じゆう弾だんはその上端辺りに喰くい込んでいた。ひしゃげてはいるが、いまだ熱さえ放ちそうな銃弾を前に、ビリーナは息いきを吞のみ、それから、

「皇おう子じ？」

　と小こ首くびを傾かしげた。

「なぜ、これを皇子がお持ちなのです？」

　と訊きいた。

　あっ、とオルバは、一いつ瞬しゆん、言葉を失った。身みも世よもなく泣きじゃくるイネーリの声だけが、静しずまり返った格かく納のう庫こ内ないに響ひびいて聞こえた。




　その後、オルバは兵へい士しが乗ってきた飛ひ空くう艇ていに跨またがった。ビリーナの艇ていにはイネーリを乗のせる。ともに船から飛び立った。

　眼がん下かでは、いまだ戦せん闘とうがくり広げられていた。そこでオルバが、ザットの死と、イネーリの救きゆう出しゆつを高らかに宣せん言げんすると、ザット配はい下かの動きは見る間に鈍にぶった。勝負は、すでに競きよう技ぎ場じようでついていたといっていい。彼らの最後の抵てい抗こうも、大たい半はんが無む駄だだと知った上での悪あがきに過すぎなかった。

　新あらたに離り陸りくした警けい備び隊たいの飛空船団により、ザットの配下が乗っ取っていたフラグシップも取り押さえられた。

　こうして、メフィウス建けん国こく祭さい最終日に起こった、一連の謀む反ほん騒さわぎは終しゆう結けつした。

　オルバは──、

　全ぜん身しんに、とりわけ右肩に、ひどい痛いたみを覚えている。メダルが銃じゆう弾だんを喰くい止めたとはいえ、その衝しよう撃げきで鎖さ骨こつが砕くだかれたかもしれない。それでもまだ身を休めるわけにはいかなかった。あと始し末まつというものがある。

　オルバは、ビリーナたちが安全な場所に降り立ったのを見届けると、ふたたび競技場へと艇を差し向けたのである。




　　　　３




　正しよう午ご前だというのに、主しゆ宮きゆう殿でん内の廊ろう下かは薄うす暗ぐらい。

　雲が出ていた。

　オルバは、シークとゴーウェン、近この衛え兵へい二人を供ともに、廊下をこつこつと歩いていく。

　祭まつり最終日から、まだ七日と経たっていない。オルバは右みぎ腕うでを包ほう帯たいで吊つってはいたが、胸むねを張って歩いていた。

　すれ違ちがう小こ間ま使いや、侍じ女じよたちが足を止め、一いち礼れいを送る。その目に、いままでにない畏い敬けいの輝かがやきが混まじっているのは、無む論ろん、皇子がザット・クォークの謀反を喰い止めたからだ。初うい陣じんにつづいて、秘ひめられていた才さい覚かくが露あらわになった、と国中の評ひよう判ばんであったが、しかしどこかでか「変わり者」の評ひよう価かを避さけがたい面もあった。

　それは、ギルがザットの船からイネーリを救きゆう出しゆつした直後の行動によるものである。

　彼は、競きよう技ぎ場じように舞まい戻ると、その場にいた奴ど隷れいたちを「自みずからの部下にする」と宣せん言げんした。

　ザットによってそそのかされ、利用されていたとはいえ、当然、謀む反ほんを企くわだてた奴隷などは極きよく刑けい以外の運命はあり得ない。それを、戦場奴隷として自らが召めし抱かかえるとギルは言ったのだ。

「一〇〇や二〇〇の手て勢ぜいで、メフィウスに反はん旗きを翻ひるがえそうという者たちです。手た綱づなの使い方を誤あやまらねば、必かならずや、メフィウスに揺ゆるぎ無い勝利をもたらす英えい傑けつどもになりましょう」

「どう思う、コーライン」

　皇こう帝ていは──この一連の騒さわぎを息子むすこが喰くい止めたことへの驚おどろきはさすがに隠かくせぬまま──臣しん下かに問とうた。

　コーライン・イスファーンも同どう様ようであったものの、主しゆ君くんの意を汲くみ取ることに関しては天才的な男だ。このときも、

「……皇おう子じの手しゆ腕わんであります。お任まかせするのがよろしいかと」

　慇いん懃ぎんに答えた。

　皇帝グール・メフィウスはそれだけの会話で腹はらを決めた。ギルへの「褒ほう美び」として、彼の申もうし出を了りよう承しようしたのである。

　しかしグールが皇帝らしい鷹おう揚ようさを見せたのはこのときばかりだ。ザットの件けんがあって以来、皇帝はますます独どく善ぜん的てきに振る舞いはじめた。カイザルの反対にあってからは自身さえ忘れていたかのような竜りゆう神じん廟びようの移動と、神しん殿でんの建けん設せつをいまになって持ち出し、間もおかず工事をはじめた。皇帝の相そう談だん役やくとして、例の長ちよう老ろう衆しゆうをその神殿に住まわせることも決定済ずみであり、皇帝は、むしろザットの乱らんを利用して、権力基き盤ばんの強化に成功したという見方がある。

（その手助けをしたのがおれということか）

　オルバは思う。ザットの謀反を未然に喰い止めた以外に、オルバにとって欲しいものはほとんど得られなかった戦たたかいである。それでもほんのわずか愉ゆ快かいな部分もあるのは、この謀反でオーバリー・ビランの評ひよう価かががた落ちになっていることだ。計画を知っていたオーバリーは、おそらくこの謀反でいったん姿を消し、皇族かザットか、優ゆう位いなほうに援えん軍ぐんを出すつもりだったのだろう。それで救きゆう国こくの英えい雄ゆうを気取ろうとしていたのだが、結果として、彼は「皇こう族ぞくを残し、ひとりだけ先に逃げた」というそしりを受ける羽は目めになった。

　オルバの口こう辺へんにほのかな笑えみが浮かびそうになったとき、廊ろう下かの向こう側からノウェ・サウザンテスがやってきた。にこやかに挨あい拶さつをしてくる。彼は祭まつりが終わってもなおソロンに留とどまっていた。アプター領の移い譲じようにかかわる話し合いをつづけるためだったが、今日、それも終えて引き上げるという。

　そのまま何事もなく通りすぎようとした彼を、

「ノウェ卿きよう」

　と、何なに気げない調ちよう子しでオルバは呼び止めた。はい──、と振り向いた彼へ、

「ビリーナ姫ひめが、無ぶ事じで、何よりだった」

「は？」

　ノウェは一いつ瞬しゆんぽかんとなった。それから、「ああ」といかにも納なつ得とくしたように頷うなずいて、

「あの騒さわぎでは、確たしかに姫も傷きずつく恐おそれがありました。皇こう太たい子し殿でん下かの英えい雄ゆう的てき活かつ躍やくに救すくわれたこと、我われらガーベラの臣しん下か一同、──」

「次は」と、オルバは自分の頭を指差した。「おれが狙ねらわれるかもしれないな」

　あとはもう、後ろも振り向かず、シークとゴーウェンを連れて歩いていった。

　足を止めたままのノウェは、その背中を愕がく然ぜんと眺ながめている。いまの台詞せりふは、ビリーナ姫が、騒ぎに巻まき込まれて、などではなく、その命が敵てきによって確かく実じつに狙われていたことを示し唆さしている。そしてそれをわざわざノウェに伝つたえた。

　意い図とはあきらかだ。

　ノウェの、平へい素そは決して崩くずれ去さることはない笑顔のマスクが、崩れた。

（ギル・メフィウス）

　我われ知らず、額ひたいににじんだ汗あせを拭ぬぐう。ギルに対してはもちろん、計画を踏ふみにじられた怒いかりも、驚おどろきもあった。しかし真しんの意味で戦せん慄りつを覚えたのはこの瞬しゆん間かんだ。

（計はかり知れない奴やつ。こんなことならば、祭まつりの間、奴ひとりを観かん察さつしていればよかった）

　いまのままでは、いかにノウェ・サウザンテスといえど、ギルの人物を読み取ることはできない。リュカオンの死という現実がありながら、ギルをひと目見たとき、大したことがない、と最初に断じてしまったがゆえ、「かけら」を集める行こう為いを怠おこたってしまった。

（おれの目も曇くもっていた。メフィウスで唯ゆい一いつ恐おそれるべきは、あの男だ）

　ノウェは長い髪かみを揺ゆらめかしてふたたび向き直る。

（面おも白しろい。まさか、蛮ばん人じんの国メフィウスに、おれと同じ種類の男がいようとは。恐ろしくも、面白い）

　こんな気持ちになったのは、それこそリュカオンに未来の光を見出して以来なのではないのか──そう思い、ノウェは、蒼そう白はくな顔で忍しのび笑いを洩もらしつづけていた。




「さあ、お早く。姫さま、お急ぎください。ノウェ卿きようが発ってしまわれますよ」

「待まって。もう少し」

　ビリーナはこのとき、自じ室しつに閉じこもって、珍めずらしく机つくえの前に向かっていた。故郷ふるさとの人々にあてた手紙をしたためているのである。帰国するノウェに持たせようというのだ。

　このところ毎まい晩ばんのようにやっていたのだが、何しろビリーナは筆ふでの苦にが手てな女性で、おまけに、

「まあまあ、まるでもうガーベラを離はなれて一〇年になろうかというくらい、書くことの多いこと多いこと！」

　テレジアに皮ひ肉にくられるように、書こうとする量も半はん端ぱなものではない。何かにつけて、加か減げんのできない性た質ちなのだった。

　手紙を書き出すと、書き損そんじをその辺へんに散ちらかす癖くせのあるビリーナだから、油ゆ断だんをすれば部へ屋や中あっという間に紙切れだらけになる。当然、それらを拾ひろい集めるのはテレジアの役やく目めだ。

「その情熱を、いっそ皇おう子じおひとりに向けて恋こい文ぶみを書かれてはいかがです？」

　もちろんビリーナは無む視しして、大好きな祖父へ、あれも伝つたえたい、これも書きたい、と机つくえの前で頭を悩なやませつづける。と、

（皇子といえば、）

　筆ふでがふと止まる。

　例のメダルの件けんだ。あのあと、皇子ギルを問とい詰つめたところ、

「おれが、オルバから借りたのだ」

　ややしどろもどろになりながら、そう答えた。

「そのう、お守りになりそうだったからな。ザットの謀む反ほんを押さえられるまで、借りることにした。こういうことになってしまったが……何とか、直させよう。大だい丈じよう夫ぶだ、多分」

　ビリーナはいままさに皇子ギルの印いん象しようについて書き記しるすところだった。

　やや考えてから、

『子供のような方』

　と記した。つづけて、

『しかし、油ゆ断だんのできぬ方』

『わたしと皇子、どちらがメフィウスを操あやつるか、これからはよき競きよう争そう相あい手てになりましょう』

　そう締しめくくったビリーナは、微笑ほほえんでいた。




「来たか」

「は」

　踵かかとを揃えたオルバの背後で、シークとゴーウェンは一いち礼れいし、その場から離はなれていく。

　皇こう帝ていグール・メフィウスからのじきじきの呼び出しである。

　主しゆ宮きゆう殿でんを囲かこむ四つの塔とうのひとつ。皇帝はその最上階から、宮殿の抱かかえる庭園や、広々とした竜りゆう舎しやの様よう子すを見ている。二頭の中ちゆう型がた竜ゴルが格かく闘とう訓くん練れんをしており、離れた場所では小型竜テンゴに乗った騎き竜りゆう武む者しやが駆かけ回っていた。

　皇帝から呼び出されたとき、その用向きはオルバにも想そう像ぞうがついた。フェドムがさんざん愚ぐ痴ちをこぼしていたためでもある。

「まったくもって、まったくもって、貴き様さまという奴やつは！」

　フェドム・オーリンは頭を抱かかえんばかりにしていた。皇子が名を上げたのはこれからのフェドムにはいい材料になったが、それに自分が関与していないことが許せなかったのだ。

「わたしにひと言でもあればよかったものを。万事、もう少しは上う手まくできたはずだぞ。勝手に奴ど隷れいを配はい下かにしようとしたあれが一番いけない。あの場では民たみの手前、鷹おう揚ようなところを見せたグール陛へい下かではあるが、あとで必かならずや叱しつ責せきされるはずだ。そこでは余よ計けいな口を叩たたくなよ！　ひたすら、ただひたすら、陛下のお怒いかりが鎮しずまるのを待まつのだ」

　オルバとて、いまこの場で皇こう帝ていと正面きって事を争あらそうつもりなどない。じっと皇帝の後ろ姿を眺ながめながら、叱責の言葉が飛んでくるのを待つ。しばしの間があった。

　こうしていると、目に見えるのは、ただの老人の背中と変わりない。さすがに今日は帯たい剣けんもしていないし、銃じゆうも帯おびていないが、しかし命を奪うばおうと思えばいかようにもできるこの状じよう況きよう、オルバは複雑な思いに捕とらわれた。

　と、

「アークス・バズガンを知っているな」

　唐とう突とつに言われ、「は」としかオルバには返せない。

　メフィウス西方一帯に散ちらばっている諸しよ城じよう砦さい国家。かつてはひとつの御旗のもとに統一されていたが、内ない乱らんに次ぐ内乱によって分ぶん裂れつし、現在、互たがいに勢せい力りよく争あらそいをくり広げている。そのなかでも、メフィウスにとって宿しゆく敵てきといわれるのがアークス・バズガンである。

　バズガン家はもともとメフィウスの家か臣しんであったが、およそ二〇〇年前、西方のゼルド人たちが点てん在ざいしていた領りよう土どを、まったくの独どく断だんにより、自みずからの剣けんで切り取った経けい歴れきがある。その後の歴史に関してはオルバはまだ詳くわしくなかったが、ともあれ、そのことでバズガン家は長きにわたってメフィウス帝てい朝ちようと対立することとなった。

　アークス自じ身しん、折おりを見てメフィウス領内に侵しん攻こうすること三度に及および、そのたび、メフィウスはこれを退しりぞけたが、アークスは機きを見るに敏びんな男で、三度とも、その首を挙あげるところまでには至いたらなかった。

　グール・メフィウスは一二年前、このアークスの首を討うつべく、西方へ軍を派は遣けんしたこともあるが、アークスは己おのれの城砦をあっさり打ち捨てると、血けつ族ぞくを頼たよって別の都市国家へ逃げのびた。この城砦はいったんメフィウスが占せん拠きよしたが、しかし、内乱に明け暮れていたはずの小国家群ぐんは外がい敵てきに対しては異常ともいえる連れん携けいを見せ、三つの勢力から同時に部隊を進めてきた。

　そのなかには無む論ろんアークスの姿もあり、メフィウス軍が退いたのちには、また何事もなかったかのようにそこをおのが領りよう地ちと定めた。それからメフィウスはガーベラとの一〇年に及およぶ戦いを開始し、西方の城砦国家はまた、互いに火花を散ちらしはじめたのである。

　その、アークス・バズガンの動どう静せいが、近ちか頃ごろ、怪あやしい。

　メフィウス西南のアプター砦とりで。他ならぬ、オルバの兄ロアンが兵士として徴ちよう用ようされ、オーバリーが指し揮きを執とっていたその砦が、近いうちにガーベラから返へん還かんされる。その隙すきを窺うかがって、アークスが襲しゆう撃げきをかけてくるという情じよう報ほうがあった。

「ザット謀む反ほんの噂うわさは、四し隣りんに聞こえてもいよう。何しろ他国の使し節せつが大おお勢ぜいいた場だ。漏ろう洩えいを先のばしにする工作もできなんだ。アークスといわず、いまのメフィウスは政情不安定と見て、衝ついてこようとするものがあらわれても不思議ではない」

「は」

「また、ザットに刺し激げきされて、わしに歯は向むかおうとする勢せい力りよくが国内にふたたびあらわれないとも限らん。アプターに大軍は割さけぬ。そこで、ギル、そなたが向かえ」

「…………」

　オルバに言葉はない。オルバ手持ちの部隊は、近この衛え兵へい六三名に、謀む反ほん騒さわぎで配はい下かにした奴ど隷れい二〇六名。そこに、オーバリーの黒くろ兜かぶと団だん、オーダインの銀ぎん斧ぷ団だんからそれぞれ兵五〇ずつを借りて、アプターの守しゆ護ごに当たれという。

「ひと月でよい」いまだ背せを向けたまま、グールは言った。「その間、アークスの手て勢ぜいをアプターに釘くぎづけにせよ。ひと月後、エンデや国内の反はん皇こう族ぞく派はに動きがなければ、増ぞう援えんを送ろう。その暁あかつきには、婚こん礼れいの前まえ祝いわいだ、そなたを正式にアプターの守しゆ将しように任にんず」

　オルバは黙だまって頭こうべを垂たれていた。声こそ発さなかったものの、

（実の息子むすこを、試ためそうというのか？）

　胸むねによぎる言葉はいく万とある。

　皇おう子じに与えられた独どく自じの兵のうち、三分の二は先ほど国に反はん旗きを翻ひるがえしたばかりの奴隷たちで、統とう率そつが保たもてるかどうかすらわからない。実際、アークスからの襲しゆう撃げきがあった場合、果はたしてひと月といわず、三日と守りきれるかどうか。

　皇帝にとっても分ぶの悪い賭かけだろう。下へ手たをすれば、ようやく返へん還かんされた土地ばかりか、後こう継けい者しやすら失う羽は目めになる。

　しかし、オルバも情じよう報ほう収しゆう集しゆうには抜かりがなかった。エンデとガーベラ間に戦争が起こるだろうということは重じゆう臣しんたちの間でも噂うわさになっている。そして皇帝はエンデともつながりを持とうとしており、西方からのアークス襲撃は、ガーベラに援えん軍ぐんを「出せない」口こう実じつとしてはもってこいだ、と考えているのではないか。

（なるべく時間稼かせぎをして、優ゆう位いなほうを見み極きわめるつもりか）

　グールは慎しん重ちようだ。ここでただ実直にガーベラに与くみすれば、東からエンデの同どう盟めい国こくアリオンが出で張ばってくる恐おそれがある。いままでは大陸東とう征せいに兵力の大たい半はんを割いてきたアリオンだったが、それが大おお方かたの成功を収めた現在、大陸中央部に目を向けてくる可か能のう性せいは極きわめて高まっている。さらに、メフィウスが政情不安定なことを知られているこのとき、強国アリオンの矛ほこ先さきは帝てい都とソロンにも向けられかねないのである。

（しかし、もしメフィウスがエンデとの同盟を公式に選んだ場合、ビリーナはどうなる。皇子ギル・メフィウスの立場は）

　そして、これはまだ決定的なことではないにしろ、もうひとつ、宮きゆう殿でん内ないを騒さわがせるゴシップがあった。

　このところ、宮きゆう廷てい医い師し団だんが足しげく後こう宮きゆうに姿を見せている。そこから、皇こう后ごうメリッサが懐かい妊にんしたのではないかという噂うわさが広まっているのだ。

　オルバの胸きよう中ちゆうをよぎる思いを知らぬげに、皇こう帝ていはなおも言った。

「姫ひめを待またせておくこともあるまい。ビリーナ姫も、アプターに連れていくがいい。いずれはおまえの城しろとなるアプターだ。姫も早いうちに、住まいに慣なれておいたほうがよい」

　ひと月後には、婚こん礼れいを執とり行おこなおう、とグールはぼそぼそとした声でつけ加くわえた。

　顔を伏ふせながら、オルバの胸むねにふつふつとした怒いかりが煮にえ立つのを感じた。そしてそれは、彼の身体からだを駆かけ巡めぐる血ちのなかで、もっとも旺おう盛せいな本ほん能のう──闘とう争そう心しんに火をつけた。

（なるほど。敵てきはアークスや奴ど隷れいたちだけではない）

　勝ち目の薄うすい戦たたかいだ。

　もっと言えば、なおも、戦いだ。

　オルバを待まち受けるのは、結局のところ、戦いの連続でしかない。

　なればこそ──、

「はっ」

　オルバは踵かかとを合わせて敬けい礼れいした。

（おれは、やる）

　復ふく讐しゆうを誓ちかったときと比くらべれば、オルバには地位がある。たとえその地位ゆえに命を常つねに狙ねらわれていようと。

　復讐を誓ったときと比べれば、オルバには手て勢ぜいがある。たとえその手勢のなかに不ふ穏おんな火ひ種だねがいくらも転がっていようとも。

　復讐を誓ったときと比べれば、──。

（おれは、やるぞ。このソロンに、両の足で堂々と凱がい旋せんする）

　故こ郷きようにほど近いアプターであれば、兄や母の情じよう報ほうを集めやすいのではないかという期き待たいもある。しかし、このときオルバ自身が自覚していたかどうかは定かではないが、リュカオンやザットといった相あい手てと剣けんを交まじえた彼の心中で、戦いに対する感情も変わりつつあった。

　苦く難なんが大きければ、そして敵が巨きよ大だいであれば、オルバの感情もそれに合わせて火と燃え立つ。

　オルバの双そう眸ぼうは、生なま身みではあっても、いま、虎とらのそれのように獰どう猛もうな輝かがやきを有ゆうしていたのである。










　あとがき




　『烙らく印いんの紋もん章しよう』二巻目を、ここにお送りします。

　前回、剣けん闘とう場じようで、聖せい臨りんの谷で、そしてザイム砦とりでで、と様々な舞ぶ台たいで戦たたかい、苦く悩のうした剣けん士しオルバ、そしてビリーナ姫ひめでしたが、今回の舞台である帝てい都とソロンにおいても、前回以上の戦いと葛かつ藤とうに身みを焦こがしています。

　お待またせした方も、そうでもないけど、まあ暇ひまつぶしにはいいやと思われていた方も、どうぞお楽しみください。




　さて。

　唐とう突とつですが、少しばかり、昔むかし話ばなしにおつき合いください。

　ぼくが、最初に小説を好きになったのは、小学校も高学年になりかけた時期です。

　正直なところ、それまで読書はあまり好きではありませんでした。読書感想文なんて苦にが手ても苦手。よく先生に「本のあらすじばかり書くな。何を感じたかを書け」と叱しかられるたび、「何にも感じてないのに、あらすじ以外に何を書けってんだよう」と内ない心しんで逆ぎやくギレしていたものです。

　そのときも宿題で感想文を書かされることになり、嫌いや々いやながら図書室に向かったのですが、そこに数点の新しん刊かんが並んでいました。それは、有名海外ＳＦを児じ童どう向けに易やさしく翻ほん訳やくし、出しゆつ版ぱんしていたシリーズものでした。（初版の発行は、どうやらぼくが生まれる前のようですが）

　忘れもしません。

『地ち底てい世せ界かいペルシダー』

　エドガー・ライス・バローズ不ふ朽きゆうの名作を、日本ＳＦ界の巨きよ匠しよう・野の田だ昌まさ宏ひろさんが翻訳された一作。

　いままで図書室の棚たなを飾かざっていた、何だか子供子供していて、そのくせ小こ憎にくらしいくらいにとっつきにくそうな作品群ぐんとはわけが違ちがう、ハリウッド映えい画がのようなかっこいいタイトルに引きつけられて、ぼくはその一いつ冊さつを手に取ったのです。

　そしてその本を、ぼくは夢む中ちゆうで読みふけりました。タイトルから想定したイメージを裏うら切ぎることはない、それはもう、見事なまでに血ち沸わき肉にく踊おどる冒ぼう険けん活かつ劇げきでした。これまではただただ億おつ劫くうだった、「字を読むという作業」は、最初の数ページであっという間に「物語を追う楽しさ」に取って代わり、ページを繰くる手が止められなかったのを、いまでも覚えています。

　そして何より、あとになってその小説の筋すじを思い出そうとするとき、頭に浮かぶのが、文字の羅ら列れつなどではなく、読んでいる最中に頭で再さい生せいされていたであろう映えい像ぞう作品のようなシーンの連続であったことに、何より驚おどろかされました。

（このあたりの体験は、前作『レギオン』にそっくりそのまま挿そう入にゆうされています）

　ぼくはこの一冊で読書が大好きになり、そして「エドガー・ライス・バローズ」の名は、生しよう涯がい忘れ得ない作家として、ぼくの心しん身しんに記き憶おくされることとなったのです。




　なぜいきなりこんな昔むかし話ばなしをはじめたかといえば、この『烙らく印いんの紋もん章しよう』をはじめる際、ぼくの脳のう裏りに展開していたのが、バローズの作品群、その荒あら々あらしくも華か美びな世界の数々であったからに他なりません。

　絶体絶命、手に汗あせ握にぎるピンチ連続の大だい冒ぼう険けん。

　英えい雄ゆうと美び姫きのはかないロマンス。

　恐おそろしげな怪かい物ぶつや、憎にくき敵かたき役やくとの目も覚めるようなアクションの数々。

　小学生の自分を魅み了りようしてやまなかった、そういう世界を、物語を、人物たちを、自分も書いてみたい。

　そんな思いが『烙印の紋章』のはじまりでした。




　読書が嫌きらいで、感想文を書くのもうとましがっていたあの頃ころの自分。

　時を越こえて、もしこの作品を『彼』に読ませることができたとしたなら。

　果はたして、『地ち底てい世せ界かいペルシダー』と同じ感想を抱いだいてもらえるかどうか。読書を好きになってもらえるかどうか。夢む中ちゆうでページを繰ってくれるかどうか。




　これは、ある意味、読者の皆みなさまに対する以前に、幼おさない頃の自分自じ身しんとの勝負、に他ならないのかもしれません。
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３月生まれ。鹿児島県出身。

たとえば好きになった作家や格闘家や、グラビアアイドルやら。ことごとくが早い時期に消えていったら、きみはどうするね。愛するのが怖くなる、ってそういうことさ。
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イラスト／３

夏生まれだけど夏は苦手。

早く冬になあれー。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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烙らく印いんの紋もん章しょうII




陰いん謀ぼうの都みやこを竜りゅうは駆かける
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